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　ヘイ。

　少しばかり嫌な話を聞いてくれるか。

　あんた。そう、あんたは人を殺した事はあるかい。

　俺はある。

　そんなに気き味み悪わるい顔するなよ。

　大きな農場で働いてる奴やつは、大たい抵てい生き物を殺す事になる。

　ニワトリでも牛でも、結けつ構こう殺すのには苦労がいる。

　その苦労を消すのは、慣れだったり環かん境きようだったり、宗教観かんや飢うえなんてもんまで色々だ。ただ、それを掴つかむまでは結構苦く労ろうするもんだ。

　ガキの頃はともかく、成長してくると蟻ありを踏み潰つぶすのにも躊躇ためらいを覚える奴だっている。あんたはどうだ？

　ちょちょちょ、だから嫌な顔をするない。別に説教しようってわけでもないし、宗教の話でもベジタリアンになる事を奨すすめるわけでもない。

　まあ、動物はこの際どうでもいいやな。俺は生なま肉にくが好きだしな。誇りもある。まあ、それはともかく──

　問題なのは、人だ。

　これがな、人を殺すってのは、結けつ構こう労力がいるもんなんだぜ。

　ああ、勘かん違ちがいするなよ？　人は簡単に死ぬ。線路から突き落としたり、ちょいと後頭部にアイスピックを突き立てるだけでいい。年ねん齢れい差さや男女差や経験の差なんて関係ないさ。喧けん嘩かに勝てなきゃ毒どく殺さつすりゃいいだけだしな。

　背中にも眼めがあって銃じゆう弾だんも避けて毒も効かない。そんな奴やつは人間を超えてるから今の俺の話の対たい象しよう外がいだ。最初から死んでるんだかどうだか解わからねえ首くび無なしライダーとか、片手で自じ販はん機き投げるような奴らも除じよ外がいしろ。

　……ととと、話がずれたな。すまねえ。

　とにかく、人なんざ簡単な事で殺せちまうんだよ。

　だが、殺す事にはとてつもない労力がいる。

　人は簡単に死ぬが、『殺そう』と思って『殺す』のには労力がいるんだ。

　ガキ共どもが軽い気分でリンチしたら軽く死んじゃいましたってのもよくある話だ。そうだろ？

　だがね、そんなガキより遙はるかに力のある大人おとなが、あるいは拳けん銃じゆうを持ってる奴が……何日も前から『よし、あいつを殺そう』と冷静になって殺そうとした時──それにゃあ、随ずい分ぶんと気き苦労がいるもんだぜ。最初の一回目は特にな。慣れてくりゃ話は別だが──そしたらもう戻れない、なんてどこかの戦争から帰ってきた兵隊がテレビで言ってたよ。

　ま、つまりだ。あんたら一般人が──冷静に人を殺すってのは、かなり辛つらいと思うぜ。

　咄とつ嗟さに頭に来て『ぶっ殺してやる』って叫んで銃をぶっ放した方が、よっぽど楽なもんだ。




　不ふ思し議ぎなもんだろ？

　殺すつもりが無い奴に人を殺すことなんざできない。殺しちまってもそれは事故だ。当然ながら罪は生じるがね。『殺した』のと『殺してしまった』の間にあるのは、覚かく悟ごの差さ異いだけだ。




　それじゃ、改めて聞くぜ。

　あんたは人を殺せるか？

　新しん宿じゆくで情報屋なんかやって、何人もの人間を好きなように弄もてあそんで。

　だが、あんたは他の誰よりも人間が好きだ。そうだろ？




　聞いてるんだぞ、折おり原はら臨いざ也や。

　あんたは、人を殺せるのか？　自分の手で、直接な。

　ナイフで死なない程度に刺さして、お茶を濁にごし続けやがって。

　まあ、何を言っても……結局お前は誰か他人を使うんだろう？




　笑える程ほどに、卑ひ怯きような奴やつだなお前は。
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チャットルーム




【ハハハハハハハハハハハハ】

《笑い過ぎですよ》

【アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ】

【アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ】

《笑い過ぎですよ、太た郎ろうさん！》




──セットンさんが入室されました──




［こばわー］

【あっ、こんばんは】

《こんばんわですよー》

［これはまた機械的というかコピペ的な笑いを。どうしたんですか太郎さん］

【だってそんな……笑うしかないじゃないですか。ちょっと過去ログ見てくださいよ】

《えいっ》

【あれ？】

［あっ］

【過去ログが消えた!?】

《フフフゥ、管理人パワーをバカにしちゃいけませんですよう？》

【暴ぼう君くんすぎです】

［ひどい］

［で、何があったんですか？］

【いやそれが……甘かん楽らさんたら、変なこと言うんですよ】

【平へい和わ島じま静しず雄おさん、いるじゃないですか】

［はい。彼の話題ですか？］

［なんだか知りませんけど、彼、よくこのチャットで名前出ますよねえ］

【ほんとですよねｗ　で、静雄さんなんですけど】

｛あの｝

［!?　あれ!?］

｛きょうは　これで　しつれいします｝

【あ、はいー。お疲れ様です罪さい歌かさん】

［罪歌さん、いたんですか!?］

《入室者一いち覧らんぐらい見てくださいよ！》

［えっ？　そんな表ひよう示じどこにも……］

【入室者一覧？】

｛まだなれてなくて｝

【そんな表示どこにあるんですか、甘楽さん】

《あ、いっけない。これ、管理人しか見れないんでした！》

［甘楽さん……。まあ、ともあれ、こんばんわですよー］

｛こんばんわ｝

｛あいさつできなくて　すみませんでした｝

｛ありがとうございました｝

｛すみませんでした｝

《なんで謝るんですかｗ》




──罪歌さんが退室されました──




【罪さい歌かさん、おやすみなさーい。っていうかまだ８時前ですけどね】

［ネットカフェだからじゃないですかね］

［そういえば、最近池いけ袋ぶくろで拳けん銃じゆう強ごう盗とうがあったばかりですから、外を出歩くのも気を付けて欲しいですよね］

【切り裂き魔まの次は拳銃ですか。ほんとに物ぶつ騒そうですね】

《もう、物騒な話題はやめましょうよう》

《あれえ？　ところで罪歌さんのパソコン、まだウィルスから立ち直ってないんですか？》

《罪歌さんと、オフで会ったって言ってましたよね、セットンさん》

《あ、それと、池袋が物騒なのは昔からですよう》

［ええ、あれから何度か。もうウィルスとかは大丈夫ですよー。まだパソコン自体になれてないみたいだから、色々レクチャーしてます］

［∨昔から物騒　　ああ、みたいですね。江戸時代もすごい辻つじ斬ぎりが多かったって知り合いが言ってましたし］

【へえ】

［あ、すいません］

［なんだか急に仕事が入っちゃったみたいなんで、今日はこれでー］

［失礼しましたー］

【あ、いえいえ】

《えー。セットンさんったら、いつも夜のお仕事なんですから！》

［おやすー］




──セットンさんが退室されました──




【おやすみなさい】

《おやすみなさーい》





内ない緒しよモード【……ええと、その……さっきは笑いごとですませましたけど】

内緒モード【臨いざ也やさんが言うとシャレになりませんし、罪歌さんみたいなネット初心者、下へ手たしたら本気にしますよ】

内緒モード《ごめんねー。ちょっと思う所があってねぇ》

内緒モード《罪歌さんが乗ってくるかなって思っただけだからさ。ほら、一いち応おう罪歌さんはネット初心者で、悪質なウィルスにやられたから、チャットであんな変なカキコミがされたって……そういう風ふうにセットンさんが説明してたじゃない》

内緒モード【まあ、確かにそれなら】

内ない緒しよモード《……なら、あのカキコミと切り裂き魔まの連れん動どうは、なんだったのかと思ってね》

内緒モード【切り裂き魔がウィルスをばらまいたんだと思いますけど】

内緒モード【それなら、色んなパソコンから同時に荒らされた説明もつきますし……】

内緒モード【自分の力を誇こ示じするために、後から指示を送信するタイプのウィルスじゃ？】

内緒モード《ま、それが自然だろうけど……。こうも考えられないかい？》

内緒モード《罪さい歌かさんが、切り裂き魔本ほん人にんだって》

内緒モード【またそういう酷ひどい冗じよう談だんを言う】

内緒モード【話を戻しますけど……本当にシャレにならない冗談ですよ】

内緒モード【静しず雄おさんを、合法的に殺そうだなんて】

内緒モード《冗談で殺せれば、これほど楽な事はないかと思ってねぇ》

内緒モード【大体、あんな恐ろしい人、怪け我がさせるのだって無理ですよ】

内緒モード《そうかな。やりかた次第でどうにかならないかと踏んでるんだけどね》

内緒モード《例えば、数の暴力だけじゃ、あいつは絶対に殺せない》

内緒モード《なにかプラスアルファがあればな……》

内緒モード【いい加か減げんにしてください】

内緒モード【言っておきますけど……ダラーズを利用したりしないでくださいよ】

内緒モード《善ぜん処しよするよ》






【じゃ、我々もこれで落ちますか】

《はーい、お疲れ様でしたー☆》

【☆はやめましょう、☆は】

《ええー∞》

【つっこみませんよ】




──太た郎ろうさんが退室されました──

──甘かん楽らさんが退室されました──




──現在、チャットルームには誰もいません──

──現在、チャットルームには誰もいません──

──現在、チャットルームには誰もいません──
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２年前　池いけ袋ぶくろ　来らい良ら総合医い科か大学病院




　少年の目に映るのは、一つの白い塊かたまりだった。

　ガラスを隔へだてた奥に見える、雪のように白い光景。

　掛けられているシーツ。

　敷かれているシーツ。

　それらを載せるベッドのパイプも、

　取り囲む天てん井じようも壁も、

　周囲に置かれた機器の数々さえも。

　ただ、ただ、白かった。

　白い中にぽっかりと浮かぶ肌はだ色いろと黒には、やはり白いチューブが繋つながっている。

　その色づいた点が一つの大きな瞳ひとみのようで、少年は、巨大な一つの瞳がこちらを覗のぞき込んでいるかのように思えた。

　責めるような目つきで。

　もちろんそれは錯さつ覚かくであり、白の中に浮かぶ点──少年と同い年ぐらいの少女の顔は、目も開かずに天てん井じようを見ているままだった。

　錯覚を見せるのは少年自じ身しん。

　己おのれを縛しばる罪ざい悪あく感かんの余り、寧むしろその錯覚の眼めに自分を責め立てて欲しいとすら思っていた。

　このまま逃げ出したいが、逃げる当ても無い。逃げた後に後ろめたさが残るのが恐くて、いっそ責め立てられれば後ろめたさが消えるのではないかという、狡ずるい期待を持ちながら。




　しかし、ベッドの少女は残ざん酷こくな程ほどに何も言わない。

　それどころか、何かを聞くことも、瞼まぶたを開いて物を見ることもできない状態だ。

　声をかける事すらできない状態に置かれている少年は、ただ、怯おびえるように肩を震わせる。




「やあ、良かったねえ」




　そんな背にかけられた声は、場の空気と微み塵じんも符ふ合ごうしないものだった。

　少年は声の方を振り返りもせず、ギリリと己の歯を嚼かみ鳴らす。

　殺意とも取れる気配を放つ少年に対し、声の主ぬしは尚なおも場ば違ちがいな声を投げかける。

「死ななかったんだって？　僥ぎよう倖こうじゃないか。生きてさえいればなんとでもなる」

「臨いざ也や……さん……」

　返す声には、明らかな怒ど気きが含まれていた。それでも少年が背後の男──折おり原はら臨也に殴なぐりかからないのは、怒りの矛ほこ先さきを向けるべきなのは自分自身なのだと理解していたからだ。

　その心を読み取ったかのように、白い病院の中ではっきりと浮き上がる黒服を纏まとった臨也が、爽さわやかな笑顔と共に口を開く。

「君は頭がいいねえ。だから好きさ。彼女があんな状態になった原因が自分にあるとよく解わかっている。感情に呑まれて俺に殴りかかってこなかった事は賞しよう賛さんに値するよ。彼女もきっと喜んでくれるだろうねえ。眼を覚ますのが楽しみだよ、本当に」

　臨也の言葉が終わるか終わらないかの内に、少年は臨也に飛びかかっていた。病院の中だという事を理解しながらも、今度は怒りを止める理由が見あたらなかった。

　だが、臨也は少年の渾こん身しんの拳こぶしを紙かみ一ひと重えでかわすと、そのまま足をかけて相手のバランスを破壊する。よろめいた少年の腕をとり、そのまま回転させるように地面へと転ばせた。音も衝しよう撃げきもなく、まるで散った葉が地面に舞い落ちるように。

　いつの間にか腰を地面に落とされていた少年は、呆ぼう然ぜんとしながら眼前の男を仰あおぎ見る。

　見上げられる形となった臨也は、少し陰のある笑顔と共に口を開いた。

「正解」

「……」

「今のは俺に怒りを向けて当然だ。明らかに俺は悪意を持って君をからかったわけだから」

　臨いざ也やは全く反省した様よう子すを見せず、クスクスと笑いながら人差し指を口の前に添えて──

「でも、ここはほら、病院だから。静かにしなきゃ駄だ目めだよ」

　どこまでも人を食った言葉を告げると、病室の中の少女に目を向ける。

「意識不ふ明めい、か。眼めを覚ますといいねえ。それとも、君にとっては──永遠に眼を覚ましてくれない方がいいのかな？」

「……どういう……意味っすか……」

　一いつ瞬しゆんの間を置いて絞しぼり出された言葉には、先せん刻こくよりも怒りが薄れ、代わりに怯おびえの色が浮き彫りとなっていた。

　そんな少年を追いつめるかのように、臨也は堂々と答えを返す。

「どういう意味か？　解わかってる癖くせに。いちいち尋たずねるのは自分がそれに気付いていないと思いこもうとしている逃とう避ひ行動の一いつ環かんかい？　君は恐いんだろ？　彼女が目を覚ましたら、この結果について、君が今後永えい遠えんに責め続けられるんじゃないかって」

「……」

「だけど、仮にこのまま死んだとしたらどうだろう？　それこそ一生償つぐなえない罪ざい悪あく感かんに塗まみれて生きる事になるのかな？　まあ、そうなるだろうね、君の性格だと。つまり、彼女が生きようが死のうが、君の罪悪感にはなんの意味もない事だね」

「……」

　黙り込んでしまった少年に、臨也は優しく振り返り、温かい声を投げかける。

　まるで、少女の代わりに自分が許してやるとでも言うかのように。

　しかし──その言葉の内容は、全く温かいものではなかった。

「逃げられないって、どう足あ掻がいても。どこに行こうが過去はついて回る。たとえ君が全て忘れようとも、あるいは死んで消えてなくなってしまおうと、過去って奴やつはおかまい無しに君の事を追い回す。ひたすらひたすらひたすらひたすら。……何でだか解るかい？」

　肩を竦すくめ、自らもお手上げだという意味のジェスチャーを添える臨也。

「寂しいからさ。過去や思い出や結果って奴は、とても寂しがり屋な連れん中ちゆうでねぇ」

　一いつ旦たん言葉を切り、臨也は壁に寄りかかってどこか遠くへと視線を向ける。

　そして、独り言のように言葉の続きを吐き出した。

「俺はね、神様って信じてないんだよ。存在が確定してないからね」

「……」

「未来でさえ確定してない世の中で、過去は確かに存在した大いなる存在だ」

　壮大に聞こえる言葉を、臨也は淡たん々たんと語り続ける。

「まさしく『過去』の積み重ねこそが、人間にとっての『神』じゃないかと思う時さえある」

　淡たん々たんと、淡々と──

「例えその過去が誤ご解かいや妄もう想そうに彩いろどられた、実際と異なる事だとしても……本人がそれを信じるならば、過去は確かに個人にとっての真実に他ならない」

　一体誰だれに向かって語りかけているのか、見ようによっては独り言のようにも、ガラスの向こう側にいる物言わぬ少女に向けられているようにも感じられた。

「それに基づいて行動を、あるいは生き様ざまを決めるというのなら、それは確かに『神』の一種じゃないのかな？」

「なにが言いたいのか……さっぱり解わかりません」

　クスりとも笑わずに首を振る少年に、臨いざ也やは溜ため息いき混じりの苦く笑しようを返す。

「解ってるくせに」

　実に楽しそうに口元を歪ゆがませながら、情報屋は全身を小こ刻きざみに震わせる少年に言い放った。

　どうしようもない程ほどに、単純な答えを。

「君はもう、彼女から逃げられないよ。彼女への罪ざい悪あく感かんは過去となり、即すなわち彼女は君にとっての神様になるというわけさ」

　少年は、臨也の言葉を静かに受け入れる事しかできない。

「……絶対にね。ま、いいんじゃないの？　彼女の事……好きなんだからさ」

　受け入れながらも──その事実を、今すぐに自分の中から吐き出したくて仕方がなかった。







　少女が意識を取り戻したのは、それから２日後の事だった。

　身よりの無い少女が眼めを覚ました時──少年は、そこにいなかった。




　紀き田だ正まさ臣おみは、結けつ局きよく少女から逃げ出したのだ。




　臨也の言うように、絶対に逃げられないと解っているのに。

　逃げる以外の答えが見つからなかった。ただ、それだけの理由で──




　そして、時は流れ──

　確かに少女は『過去』となり、正臣の心を縛しばり付けた。

　生きたまま、彼女は過去と成り果てた。











♂♀






現在　池いけ袋ぶくろ　来らい良ら総合医い科か大学病院




　駅の周辺の騒々しさから少し離れた病院の中、少年は病室の窓から静かに空を仰あおぎ見る。

　数週間前に起こった連続切り裂き事件。

　五十人もの人間が『切り裂き魔ま』に斬きられた夜、池袋はちょっとしたパニックとなっていた。

　この事件の事は翌よく日じつの新聞でも大きな騒ぎとなり、全国的に『切り裂き魔』の事件を印いん象しよう付づけることとなる。

　しかし、その一方で──同じ日の夜には様々な事件が複合して起こり、関係各かく所しよ──特に警察と病院では報道されている以上に大変な混乱に見舞われた。

　切り裂き事件が起こった直後、その近くで壮大な乱らん闘とう騒さわぎがあったらしく、この病院は百人近い急きゆう患かんに追われて大変な騒ぎがあったらしい。少なくとも、少年はそう聞いている。

　少年──紀き田だ正まさ臣おみはその騒ぎには直接関わらなかったが、知り合いがそれぞれの騒ぎで数人入院する事となり、毎日のように病室へと見舞いに来ていた。

　その知り合い達も皆みな退院し、正臣が再び病院に来る必要など無かったかのように思われたのだが、正臣は今日も病院の中にいた。

　個室と思おぼしき病室の中で、学校の鞄かばんを抱えたまま、窓を開けて外からの風を浴び続けている。




「寒いよ、正臣」




　背後からの声に、正臣は振り返らぬまま扉を閉めた。

「ああ、ごめん」

　彼の顔に浮かぶのは苦く笑しよう。だが、その目は窓に映る自分の笑いを確認している。自分の表情が上う手まく作れている事を確かめるかのように。

「こっち……見てくれないんだ」

「……」

　そのまましばらく沈ちん黙もくが続いたが、不意に、優しげな少女の声が個室の中に響ひびき渡った。

「友達が、入院してたんだって？」

「……誰に聞いた？」

　杏あん里りやその他の知り合いの事は、声の主ぬしには一切話していない。

　正臣が複雑な感情を込めた瞳ひとみで振り返ると、ベッドの上で上半身だけ起こしている少女は、問いかけを無視して自分の言葉を吐き出した。

「窓から見えたよ。毎日来てたもんねぇ。やっぱり女の子？」

「まあな。ナイスバディで眼鏡めがね……アンバランスさが魅み力りよく的なまっとうすぎる程ほどの女子高生さ」

　否定もせず、冗じよう談だんのように答える正まさ臣おみ。少女はその答えに動じる事はなく、寧むしろ笑顔を浮かべながら更さらに深い話に踏み込んでいく。

「好きなの？」

「ああ……同じ学校の子でさ。親友と三さん角かく関係の真まっ最さい中ちゆうだよ」

　否定しないどころか、自分から情報を紡つむぐ正臣に、少女──三みヶか島じま沙さ樹きは嬉うれしそうな声を張り上げた。

「へぇ、自分から三角関係の道を選ぶなんて、結けつ構こう本気なんだ。正臣がナンパ以外で女の子をひっかけるなんて珍しいよね」

　クスクスと笑う沙樹に、正臣は無言のまま再び外に目を向ける。

　五階に位置する窓からは、病院の正面口が良く見えた。人の顔や服装も意い外がいとはっきり認識でき、視力が良く……しかも常に外を観察していれば、確かに自分の来訪を確認することはできただろう。

　そんな事を考えている正臣に、沙樹は変わらぬ笑顔で言葉を投げかける。

「でも、ひとつ訂正していいかな」

　ショートカットの髪を軽く揺らしながら、白い肌はだの小こ首くびを軽く傾かしげ、そっと呟つぶやいた。
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「私も入れれば、四し角かく関係だよ？」

「はいストップ。沙さ樹き、とりあえずストップ。口を閉じて鼻で息してよく聞いてくれ」

　冗じよう談だんとも本気ともつかない言葉に、正まさ臣おみは斬きり捨てるように呟つぶやいた。少女の方を振り向かず、窓に映る自分自身と目を合わせながら。

「俺達は、もう、終わった。フィニッシュ、打ち切り、店みせ終じまい。そうだろ？」

「終わったなら、どうしてこうして時々来てくれるのかな？」

「……」

　正臣は何か答えを紡つむごうとするが、それを止めるように沙樹の口から声が漏れる。

「最近……急にまた来てくれるようになったよね。何かあったの？」

「……」

　沈ちん黙もくを続ける正臣に、沙樹は淡たん々たんと唇くちびるを動かし続けた。

　窓硝子がらすに映る少女の顔は本当に柔らかな笑顔をしていたが、唇以い外がいは完全に動きを止めている。その笑顔を作る事に慣れすぎてしまったとでもいうかのように。

「また……昔に戻りたくなったとか？」

「……悪ぃ。今日はもう帰るわ」

　誤ご魔ま化かすように別れの言葉を呟くと、正臣は沙樹に軽く手を挙げて病室の外へと足を向ける。

　その背中にかけられる、少しだけ感情の色が強くなった沙樹の声。

「正臣は、戻ってくるよ」

　少女の声を打ち消すように、正臣は迷わず扉に手をかける。その先に語られる言葉は、もう何度も何度も聞いているのだろう。言葉の中身も確認せず、外に向かう事だけに意識を集中させている。

「だって、それは決まってる事だもん。だから、正臣がいくら他の女の子を好きになっても平気だよ？　最後の最後に、正臣はその女の子達よりも、私の方を強く愛してくれるんだから」

　沙樹も正臣が聞いていない事など承しよう知ちの上だとばかりに──

　誰もいなくなった病室で、言葉の続きを紡ぎ続けた。

　正臣よりも、自分自身に言い聞かせる為ために。

「だから、その時が来るまで、正臣はたくさんたくさん女の人を愛さないと駄だ目めなの」

　ベッドの傍かたわらの車くるま椅い子すに向けて、たくさんの言葉を。

「私の事を忘れてしまうぐらいに。だって、私に気を遣つかって正臣が幸せになれないなんて嫌だもん。だから、ね、正臣はたくさんの女の子と付き合って、たくさんたくさん恋をして、たくさんの人を愛して、たくさん愛されて、私の事なんか忘れちゃっていいの」

　たくさんの言葉を、たくさんの言葉を。

「でも、最後に正臣は私の所に戻ってくるんだよ？　そしたら……その、今まで積み重ねた他の人との愛の山よりも、もっともっと高く高く高く愛してくれるもん。絶対に、絶対にそうなるんだよ、だって──」

　虚こ空くうに向かい、矛む盾じゆんした言葉を投げかけ続ける沙さ樹き。

　彼女の微笑ほほえみは病室の虚空へと向けられ、消える事も無く、

　いつまでも、いつまでも。




「臨いざ也やさんが、そう言ってたもん」




　微笑み続ける。微笑み続ける。

　いつまでも、いつまでも────







[image: ２章　「あれは確かに化物だった」]
















　夜さえも光に包まれた都市にも、化ばけ物ものというのは確実に存在する。

（化物だ、あれは確かに化物だった）

　そんな恐怖を味わうハメになる者が、今日もまた一人、夜の闇やみに迷い込む。
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池いけ袋ぶくろ




　ヘッドライトの無いバイクにまたがりながら──『彼女』は確信する。

　自分が、追われているという事に。

　エンジン音ひとつしないバイク。

　それにも関わらず、速度は優ゆうに時速60キロを超えている。その時点で既すでに異い形ぎようと呼ぶに相応ふさわしい存在だったが、ヘルメットを被かぶった彼女は、自分に迫り来る影かげを確かに感じていた。

　ミラーを覗のぞき込む事はせず──彼女は、背後から『感じる』景色に意識を向けた。




　──警察か。




　ヘルメットの奥で影をくゆらせながら、彼女はどこか安心したようにハンドルを握り直す。

　正体がわからないものに追い回されるよりは、相手がハッキリしている以上、必要以上に恐怖を感じる事がないからだ。もっとも、慣れない者にとっては警察に追われるという事は未知の存在に追われる以上の恐怖となる時もあるのだが──少なくとも、彼女──セルティ・ストゥルルソンにとってはある程度の『慣れ』を伴う出来事だった。

　緊きん急きゆう時以外の交通安全には気を遣つかっているつもりだが、何しろナンバープレートが無い上に完全な無む灯とう火か運転だ。呼び止められて罰ばつ金きんを支払うわけにもいかない。何しろ免めん許きよ証しようすら持っていない身の上なので、捕まった日には怒ど濤とうの連れん鎖さ爆ばく撃げきが待っている。

　セルティはそんな事を考えた後に、自じ虐ぎやく的な笑いを心に浮かべた。

　──違反もなにも、捕まったらそれ以前の問題があったな。

　彼女は無言のまま意識を集中させると、背後に迫る数台の白バイを観察する。

　──私を捕まえた所で──日本の法律ではどうしようもないだろうに。

　そんなセルティの考えを知らない白バイ隊員達たちは、徐々に速度を上げながらセルティの背へと近づいていく。静かに、しかし、確実に。




　──ならば、見せつけてやらねばならないだろう。




　セルティは白バイ達を挑ちよう発はつするかのように速度を上げると、沿道に見つけた広い駐車場に黒い車体を滑らせた。

　──捕まえても、無む駄だだという事を。

　当然のように、白バイも自らに近づいてくる。計四台。バイク一台を追いつめるには些いささか仰ぎよう々ぎようしい数だが、それでも足りないと言うかのように、隊員の一人が無線を使って応援を呼んでいるようだ。

　──私を捕らえようとする、その行為自じ体たいが無駄であるという事を。

　背後にはビルの壁と無む機き質しつな色のフェンス。

　地面には所々にひびの入ったアスファルトと、駐車スペースを示す無ぶ骨こつな白線。

　そして、空にはネオンに照らされ薄くぼやけた月明かり。

　自然の演出が充分に為なされているこの場所で、セルティは自らの正体を隠かくしもせずにさらけ出す。

　即すなわち──自らヘルメットを外して見せたという事だ。

　それまで彼らなりの常識を生きてきた白バイ隊員達たちは、その目に確かな『異常』を焼き付けられた。

　ヘルメットが取り去られたその場所には、本来ある筈はずの頭部が存在せず、首の断面と思おぼしき場所から、暴走した加か湿しつ器きのような勢いで漆しつ黒こくの煙がわき出していた。

　──この世には、人じん知ちを超えた『化ばけ物もの』が確かに存在するのだという事を──

　黒バイクを駆かる『存在』は、己おのれの正体を誇こ示じするかの如ごとく──

　夜の街明かりを、自らの影で支配する。

　湧わき出す影は瞬しゆん時じに周囲へと広がり、霧と化して白バイ隊員達の視し界かいを曇らせた。

　その霧が存在したのはほんの数秒のことで、影の粒りゆう子しは瞬時に収しゆう束そくし──セルティの手にひとつの武器として具ぐ現げん化かする。

　だが、それは武器と呼ぶにはあまりにも歪いびつなものだった。セルティの身長の倍ばい、およそ３メートルはあろうかという柄えと、同等の長さの刃は渡わたりを持つ、漆黒の大おお鎌がま。タロットカードの死しに神がみが持っているものを強い光で照らし出し、壁に大きく映し出された影を切り抜いたとでもいうような、巨大で淀よどみのない黒、黒、黒。

　更に溢あふれ出す影はセルティの背に立ち上り、鎌同どう様ように漆黒の翼つばさが彼女の身体からだを包み込む。

　同時に、それまでエンジン音すら立てなかったバイクのエンジンが唸うなりをあげた。

　巨大な獣けものの断だん末まつ魔まを思わせる嘶いななきに合わせ──セルティは巨大な鎌を振り回し、この世ならざる化物──首デ無ユしラ妖ハ精ンとしての自分自身を世界の中に顕けん現げんさせた。
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　セルティ・ストゥルルソンは人間ではない。

　俗に『デュラハン』と呼ばれる、スコットランドからアイルランドを居とする妖よう精せいの一種であり──天てん命めいが近い者の住む邸てい宅たくに、その死期の訪れを告げて回る存在だ。

　切り落とした己の首を脇に抱え、俗にコシュタ・バワーと呼ばれる首くび無なし馬に牽ひかれた二輪の馬車に乗り、死期が迫る者の家へと訪れる。うっかり戸口を開けようものならば、タライに満たされた血液を浴びせかけられる──そんな不ふ吉きつの使者の代表として、バンシーと共に欧おう州しゆうの神話の中で語り継がれて来た。

　一部の説では、北ほく欧おう神話に見られるヴァルキリーが地上に堕おちた姿とも言われているが、実際のところは彼女自身にもわからない。

　知らない、というわけではない。

　正確に言うならば、思い出せないのだ。

　祖そ国こくで何者かに自分の『首』を盗まれた彼女は、自分の存在についての記き憶おくを欠落してしまったのだ。それを取り戻すために、己おのれの首の気配を追い、この池いけ袋ぶくろにやってきたのだ。

　首くび無なし馬をバイクに、鎧よろいをライダースーツに変えて、何十年もこの街を彷徨さまよった。

　しかし結局首くびを奪だつ還かんする事は叶かなわず、記き憶おくも未だに戻っていない。

　セルティは、今ではそれでいいと思っている。

　自分が愛する人間と、自分を受け入れてくれる人間達と共に過ごす事ができるのならば、今の自分のままで生きていこうと。

　強い決意を胸に秘め、存在しない顔の代わりに、行動でその意志を示す首無し女。

　それが──セルティ・ストゥルルソンという存在だった。
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　瞬しゆん時じにして非日常に引きずりこまれた白バイ隊員達たちはパニックを起こし、セルティはその隙すきをついて、悠ゆう々ゆうとその場を後にする。無む論ろん、追ってくる者など存在しよう筈はずもない────────────それがセルティの計画だったのだが────────

　残念な事に、現実は決して甘くはなかった。

　例えそれが、現実離ばなれした化ばけ物もの相手であろうとも──

　現実は、平等に辛から口くちだった。

「いつも、思ってたよ」

　不意に、白バイ隊員の一人──恐らく四人の中で中心であろうと思おぼしき男が、ヘルメットの下で影になった顔からボソリと独り言を呟つぶやいた。

　──？

　自分が期待していた反応と違う。

　セルティは現在の状況に違い和わ感かんを覚えながら、白バイ隊員の長い呟きに意識を向ける。

「いつも思ってた。俺達は、お前みたいなのが出てくる漫画や映画の中で──何い時つだって、かませ犬だ。超能力者の主人公様さまが現れた時にゃ、俺達は何時だって血ち溜だまりの中に倒れてて、相手の強さを演出してた」

　明らかに仕事とは関係のなさそうな言葉の羅ら列れつだが、周囲の白バイ隊員達は誰も文句を言うそぶりを見せていない。自分の鎌かまにも首無し状態にも全く焦っていない隊員達に、セルティは嫌な空気を感じ始めた。

「まあ、それはいいんだ。それだけ一般人から見て俺らが強い存在と思われてるって事だからな。演出上それはしょうがない事だ。そうだよな、うん、だけど、だけど一言だけ言いたいと思ってたんだよ。本当に怪かい物ぶつとか悪のサイキッカーとか人造人間とか忍にん者じやが現れたら、一言だけ言いたかったんだ」

　──……。

　──何を、ごちゃごちゃ言っているのだろう。

　セルティは、私語の多い白バイを訝いぶかしげに眺ながめながら、更に『影』を周囲へと広げて行った。

　まだ足りない、まだ足りないと。

　とにもかくにも、相手に脅おどしをかけなければ意味がない。わざわざ演出まで考えて『影』を繰りだしたのだ。それなのにこの反応では、何をしていいのか解わからなくなってしまう。

　そんなセルティの焦りなど知らず、男は尚なおも呟つぶやき──

「一言だけ。一言だけなんだよ、俺が言いたいのは」

　ハンドルの右側にあるスロットルスリーブ──つまりはアクセルを絞しぼり込む。

「交機を舐なめるなよ、化ばけ物もの」

　黒バイクとは一八〇度性質の違うエンジン音が響ひびき渡り、それに呼応するように残りの白バイ隊員達たちもアクセルを絞しぼり込んだ。

　同時に、応援の白バイやパトカーが近づいてくる音が聞こえてくる。

　セルティの正面にいる交通機き動どう隊員は、そこで不意に顔をあげた。

　実に穏おだやかな表情。しかし、その瞳ひとみだけは異常なまでにぎらついている。

「もう一度言うぞ」

　ライトよりも眩まぶしく感じられる視線が──セルティの余よ裕ゆうを躊躇ためらう事無なく切り裂いた。

「化物風情が、交機を舐めるな」
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池いけ袋ぶくろ　川かわ越ごえ街道沿ぞい　某ぼうマンション最上階




　扉が乱暴に開かれる音。

　部屋の主人である男──岸きし谷たに新しん羅らが何事かと振り返ると、そこには肩を戦慄わななかせる愛いとしい同居人の姿があった。何かあったのか、ヘルメットを右手に握り、自分が首くび無なしである事を隠かくそうともしていない。

「おや、おかえ……わあっ!?」

　新羅が出迎えの言葉を言い終える前に、帰宅したセルティは相あい方かたの身体からだに飛び込んだ。

　そして、そのまま力強く抱きしめ、身体をカタカタと震わせる。

「ちょっ……まっ……なに!?　どうしたの!?　君に抱きしめられるなんて俺にとってはまさしく山さん高こう水すい長ちようの誉ほまれ、いや使い方微び妙みように間違え……ってっ、ちょっ……なんか震えてるよ!?　どうしたのさ本当に!?　セルティ？　セルティーっ!?」




　数分後──なんとか落ち着きを取り戻したセルティは、食卓の上に置いてあるノートパソコンに自分の思いを打ち込み始める。

　セルティの指先から影が幾いく重えにも分裂し、人間を超ちよう越えつした速度で文字が画面上に紡つむがれていく。また、彼女が自身の動どう揺ようを表しているのか、文章も完全に口こう語ご調ちようとなっていた。

『ここここ、恐かった、恐かったぞ新しん羅ら！　さささ、最近の警察は化ばけ物ものだ！』

「警察って……」

『化物だ、あれは確かに化物だった！　十台近い白バイやパトカーが、まるでひとつの生き物みたいに私の事を追いつめて来て……それに、それにあいつら、私が大おお鎌がまを振り回しても、逃げるどころか逆に突っ込んできて！　刃やいばスレスレを通り抜けて私に迫るんだ！　次から次へと、バイクの一台一台がミサイルみたいに！』

　余よ程ほどの恐怖を味わったのか、自分で打ち込んだ文字列れつを見ながら、時とき折おりビクリと身体からだを震わせるセルティ。そんなセルティを落ち着かせるように、新羅は先せん刻こくからずっとセルティの背から腕を回し、黒いライダースーツを優しく包み込んでいる。

『こっちがちょっと脅おどかしてやれば、警察なんて簡単にビビると思ってたし、今まではそれ以前の段階で煙けむにまいてきたけど、今日の交こう機きの連れん中ちゆうは、まるで集団でひとつの生き物みたいに私の事を追いつめてくるし、こっちが10メートルぐらいある鎌を振り回してやっても普通にかいくぐって突っ込んでくるし！』

「落ち着いてセルティ。さっきと同じ内容を話してるよ」

『こ、高速道路に乗り上げたらっ、それを予想してたかのように高速機き動どう隊たいが待ち伏せてて！　来らい良ら学園の園内まで逃げ込んでようやく振り切ったんだ……！』

「ああ……この辺を担当してる、警けい視し庁ちよう第五方面交こう通つう機動隊なんだけどね……。君があんまり警察から逃げ回るもんだから、なんだか余よ所そから凄すごい人が来たとかなんとか……」

　興こう奮ふんするセルティをなだめる為ため、新しん羅らは冷静な声で淡たん々たんと情報を吐き出していった。

「ええと、ほら、駅前交こう番ばんにいる葛くず原はらってさ、一族の殆ほとんどが警官じゃん、そのうちの一人らしいよ。葛原金きん之の助すけって名前で、相手を追い込みすぎてよく事故らせる問題警官らしいけど、君のライバルとして呼ばれたと思えば、ほら、これからの人生に張り合いが出てくるよ？」

『こんな、悪あく夢むの中でフレディに追われるような……一方的過すぎる張り合いはいらない！』

　セルティはそう書き込むと、ようやく気持ちが静まって来たのか、今度はローテンションにキーボードを叩たたき始める。

『ああ恐かった。本当に恐かった。慢まん心しんしてた。凄すごく慢心してた。これからは慎つつましく生きていく事にしたから許して下さいごめんなさいごめんなさい』

「誰に謝ってるのさ」

　やれやれと呟つぶやきながら、新羅はクスリと笑ってセルティを覗のぞき込んだ。

「君は本当に……自分が首くび無なし妖よう精せいの癖くせに、意い外がいと恐がりだよね」

『うるさいな……、幽ゆう霊れいとか吸きゆう血けつ鬼きとかは恐くない』

　強がりとしか思えない文章を打ち込むセルティに、新しん羅らはからかうように言葉を返す。

「おやおや、こないだは宇宙人を怖がってたし、昨日きのうはホラー漫画の短たん編ぺん集を見て、心の底から怖がってたじゃないか」

『仕方ないだろう！　あのホラーが現実になったらと思うと……！　空を飛んできた自分の顔に首を絞められたり、口からナメクジが出てきたらと思うと……！　恐いだろ普通！』

　漫画の内容を思いだしたのか、セルティは再び身体からだ全体を緊きん張ちようさせる。対する新羅は、小動物を慈いつくしむような眼めで見ながら、口では呆あきれたような溜ため息いきをついた。

「……セルティが言うとギャグにしかならないんだけど。……しかし、なんだろうね。なまじ自分が常識外の存在だから、フィクションと現実がごっちゃになりやすいのかな」

　そんな新羅の言葉に、セルティはむくれたようにノートパソコンを突きつける。

『宇宙人はフィクションじゃないぞ！　この宇宙にはまだ私達の知らない神しん秘ぴがある！』

「神秘だと思うなら怖がるのはやめようって……。幽ゆう霊れいとか妖よう怪かいの話はゲラゲラ笑いながら見るのにさぁ。そんな弱気なセルティ、セルティらしくないよ、俺に弱さを見せるのはベッドの中だけでじゅうブゲっ……そ、そう……それでいい」

　新羅の腹に拳こぶしをめり込ませながら、反対側の手で淡たん々たんと返答を打ち込むセルティ。

『こんな流れで恥ずかしい事を言うな。まあ、それはともかく……幽霊とかなら勝てそうな気もするけど、宇宙人はどんな超科学を持っているか解わからない。もしかしたら、あの白バイ隊は地球人の皮を被かぶったリトルグレイかもしれない』

「はぁ、よっぽど恐かったんだねえ……そんな所を悪いんだけどさ」

　新羅はボディブロウのダメージから回復すると同時に、申し訳なさそうな顔でセルティに手を合わせた。

「今から、池いけ袋ぶくろ駅まで行ってくれないかな」

　長い沈ちん黙もく。

　セルティは深しん呼吸するように肩を上下させると、愛用のヘルメットを被りながらゆっくりと文字を打ち込んでいく。

『正直、嫌だなあ。見つからないようにはできると思うけど……なにか、急な仕事なのか？』

「いや、ちょっと迎えに行って欲しいんだけどさ」

『誰を？』

　愛する同居人の問いかけに、珍しく歯切れの悪い言葉を返す。

「アメリカから帰ってきたんだよ。それで……このマンションの傍そばに住むって言うから」

　新羅は一ひと呼吸間まをおいてから、肝かん心じんの答えを口にした。




「うん、帰ってきたんだよ……父とうさん」





♂♀






池いけ袋ぶくろ駅　西にし口ぐち　芸術劇場前




　セルティが、同どう棲せい中の恋人──岸きし谷たに新しん羅らと出会ったのは、自らが首を無くした直後の事だ。

　アイルランドから首の気配を追って密みつ航こうした船の中で、隠かくれている所を幼い新羅に見つけられたのが始まりだ。その後、新羅の父親の助力を得て日本でも居い場所を得る事ができたのだが──研究と称して麻ま酔すいも効かぬまま体中を切り裂かれた経験があるので、どうにも良い印いん象しようを持つ事ができない。

　しかも、現在セルティは新羅の父親こそが自分の首を盗んだ張ちよう本ほん人にんだと思っている。証しよう拠こを突き止めるまでは下へ手たな追及はできないが、決して油ゆ断だんのできる相手ではないと警けい戒かいしていた。

　タクシーでもなんでも使って自分で来いと言いたかったが、わざわざ運び屋の連絡ルートを使って「依頼」してきたらしい。

　──昔から、私にちょっかいを出してくる奴やつだったが。相変わらずだな……。

　なんとか警察の眼めをかいくぐって西口公園までたどり着いたセルティは、そのまま周囲の様よう子すを見渡した。

　夜も11時を回ろうかという時間帯だが、人の数はそこそこ多く見受けられる。ちょっとした有名人である『黒バイク』の姿を見た者は皆みな一瞬足あしを止めるが、セルティがヘルメットをそちらに向けると、直ぐに眼を逸そらしてそそくさとその場を後にする。

　セルティはそんな状況で、目的の人物の姿を求め続けた。




（すぐに解わかると思うよ。いつも通りの格好をしてるって言ってたから）




　出がけに言われた新羅の言葉が頭をよぎる。

　──私が言うのもなんだが……あいつの格かつ好こうはなあ……。

　アメリカに渡る前に新羅の父親がしていた姿を思いだし、セルティは頭を抱えるジェスチャーをしてヘルメットを左右に振った。

　と、同時に──風景の中から、ひとつの特とく異い点てんを見つけ出す。

　それは夜の闇やみの中──西口公園を挟んだ反対側の道に群がる、黄色い頭をした集団だった。

　染めているわけではなく、皆一いち様ように黄色のバンダナを頭や首に巻いた少年達の集団。

　──黄こう巾きん賊ぞくか。

　三さん国ごく志しに登場した勢力をモチーフにした、最近よく見かけるようになったカラーギャングの集団だ。セルティの記き憶おくでは、数年前から池袋や新しん宿じゆくでポツポツ見かけたが、最近はカラーギャングという集団自じ体たいを見かけなくなってしまっていた。

　──最近、また増えてきたな……。何をやってるんだろう？

　セルティがそちらに集中すると──

　黄色の群に囲まれて、ひとつの白い影が見える。

　──げ。

　その白い影の正体に気付いたセルティは。心の中で大きな溜ため息いきをつきながら──相あい棒ぼうであるコシュタ・バワーと共に、静かにその集団へと近づいていった。

　周囲に警察の目が無いか、必要以上に怯おびえながら。







「おじさーん。カッコイイ格かつ好こうしてんじゃん」

「イカしてね？　つーかイカレてね？」

　黄色い布を身につけた少年達は、ヒョコヒョコとした足取りでダブダブのズボンを引きずりながら、一人の中年らしき男を取り囲んでいた。

「ブバっ、ブバぁっ」

　そのうち一人は口にしたジュースを呑む側そばから地面へと吐き出しており、奇き妙みような威い圧あつ感かんを与えている。

　対する中年らしき男は、至って冷静な表情で周囲の少年達を窺うかがっている。

　らしき、というのは──少年達から見て、男の正確な年ねん齢れいを判別することができなかったからだ。

　彼らが因いん縁ねんを付けて取り囲もうとしているのは──白い男だった。

　セルティの黒い外がい観かんと対照的な白さを身に纏まとう、一人の男。

　全身白しろ服ふくというわけではない。喪も服ふくとも思える黒い背広の上から、彼の背せ丈たけと比べて些いささか過大な白はく衣いを羽は織おっており、片手には純白のアタッシュケースが握られていた。

　駅前の通りで白衣を羽織っている事こと自体が異常とも言えるのだが、さらにその男の異常を際だたせ、年ねん齢れいを覆おおい隠かくしていたものは──

　顔面に装そう着ちやくされた、ガスマスクだった。

　しかも──純白の。

　通常の面の部分から口につけられたフィルター部ぶ位い、更には頭に着ける為ためのバンド部分までもが、一いち様ように白い。顔全体が隠かくされた中で、少年達が相手を『中年らしい』と推測したのは、髪の毛が半分ほど白髪しらが交まじりとなっていたからだ。

　そんな中ちゆう途と半はん端ぱな髪の色も、隙すき間まから覗のぞく肌はだの色も、雪の白さを湛たたえたガスマスクによって見た者の印いん象しようからは消し飛んでしまう。

　目の部分もサングラスの色を反転させたような白いガラスがはめ込まれており、カイコの成せい虫ちゆうのような印いん象しようを周囲に振りまいている。

　もっとも、そんな印象、池いけ袋ぶくろの町まち中なかでは異常者としか映らないのだが。




　──せめて、ああいう格かつ好こうは原はら宿じゆくか秋あき葉は原ばらでやってくれ……。

　遠とお目めに彼の姿を見たセルティは、心しん中ちゆうで溜ため息いきをつきながら確信する。読みあさっている漫画や小説、そして怪しげな雑誌の影えい響きようか──彼女の中では、原宿と秋葉原はちょっとした魔ま都ととなっているようだ。

　──案あんの定じよう、絡まれてるし……。

　もはや間違いはありえない。

　セルティはそう確信する。

　というよりも、あんな格好をする人間が何人もいて欲しくない、という希望の方が大きい。

　彼女の希望が叶かなうならば、あの白い人物こそが──

　新しん羅らの父親──岸きし谷たに森しん厳げんという事になる。




　セルティが徐じよ々じよに近づいているのにも気付かず、少年達は露ろ骨こつ過ぎる程ほどに怪しい男を前に、珍ちん獣じゆうでも見つけたように群がり続ける。

「あのさぁ、おじさんさぁ。俺達今いま、最近ナリをひそめちまった通り魔まを探して苛いら立だってるわけですよ。無む茶ちや苛立ってるわけですよ。そこにアンタですよ。メチャ苛立つわけっすよ」

「ちょぉっと取り調べしてＯＫっすかぁ」

「サイフも、ブバっ、取り調べしていんじゃね？　ブバっ。ブバっ」

　炭たん酸さん飲料をバファバファと溢こぼしながら喋しやべる男が近づくと、ガスマスクの男──森厳は一歩下がりながら、そこで初めて口を開いた。

「東京は空気が汚い。そうは思わんかね」

「あぁ？」

　唐とう突とつな言葉に、少年の一人が訝いぶかしげに尋たずねかける。

　対する森厳は、やれやれと首を振りながらガスマスク越しのくぐもった声を出す。

「もっとも、その汚い顔は立りつ派ぱな保護色となっているようだな。この汚れきった空気の中では。ついでに言うならば、目も汚れているから自分達の顔の汚さにも気付いてはおるまい」

「おい、このオッサン、どっか沸いてるっぽいぜ」

　明らかな侮ぶ蔑べつの言葉に、怒るというよりも、顔を見合わせて気き味み悪わるがる少年達。

「……ま、いんじゃね？」

　そう言いながら、少年の一人が飲みかけの炭酸飲料を森厳の頭に浴びせかける。

　白はく衣いにあからさまな染みができ、周囲に甘ったるい匂においが広がった。

　森厳はしばし無言だったが、再び首を振りながら少年達を哀あわれむように呟つぶやいた。

「ふふん……どうやら、大人おとなの力を思い知らせてやる時が来たようだな……。貴き様さまらは自分達が少年法に護まもられて好き勝手に人を殺す事ができると思っているのだろうがね、覚えておきたまえ、人を殺そうとする時には、相手に殺される覚かく悟ごをせねばならんという事をな！」

　なにやら仰ぎよう々ぎようしい言葉が吐き出された刹せつ那な、グループの中で唯ゆい一いつ『少年』と呼びがたい背せ格かつ好こうの男が、左手で森しん厳げんの白はく衣いの襟えりを捻ひねりあげる。

「あっ」

「やっぱ沸いてんだろオッサン」

　同時に森厳の靴を踏みながら、そのアバラへと右手の親指を小こ刻きざみに突き込み始めた。

「俺ぁもうハタチ超えてんだよ！」

「がっ、あっ、ちょっと待ちたまえ。本気で痛いそれ痛いし靴くつ踏まれてるから逃げられっあっ、痛いっ、指ゆび刺さる指刺さるからっちょっ痛っ痛っ痛っ」

「あぁ!?　聞こえねえよ、あぁ!?」

『あぁ？』という声と共に何度も肋ろつ骨こつの隙すき間まにねじ込まれようとするのは、骨の浮いた親指。地じ味みながら強烈でスピーディーな攻撃に、森厳は思わず叫びを上げる。

「何をしているんだねセルティ君！　早く私を助けたまえ！」

　少年達の背後に向かって叫ばれた言葉に、彼らは一いち様ように後ろを振り返り──

　そこに、黒い影を見た。




　──助けたくないなあ……。

　セルティは突然助けを求められた事に対し、心しん底そこ『このまま見なかった事にして帰ろうか』と思し案あんした。そんな間にも、森厳はひたすら言葉を振り絞しぼる。

「私が強気に対応したのは、君の姿が見えて安心したからだという事に気付かないのかね！　その信頼を裏切るような子じゃないと私は信じている！」

　──本気で助けたくないなあ……。

　セルティは本当に踵きびすを返そうとしたが、少年達の叫びによって、その行為はギリギリで差し止められた。

「あぁっ！　こいつ、黒バイクじゃねえか！」

「法ほ螺ら田ださん、こいつっすよ！　こいつと一緒にいたバーテン服が俺らをやったんすよ！」

「てめぇ、この前はよくもやってくれたな、ぁあん!?」

「あのバーテン服の奴やつにやられたの、どうしてくれんすかぁ？」

　──あ、こいつら……もしかして。

　そして、セルティは思いだす。

　数週間前、『リッパーナイト』と呼ばれる事になった大量切り裂き事件の夜──バイクの後ろに乗せていた友人が、ガンをつけてきた黄こう巾きん賊ぞくの少年達を数秒で叩たたき伏せていた事を。

　知り合いが殴なぐった人間の顔など一いち々いち覚えてはいなかったが、相手の叫びからみて、恐らくその時の少年達なのだろう。

　──参ったな。

　なんとかこの場を収めようと、セルティは懐ふところからＰＤＡを取りだして、少年達になんとか言い訳の言葉を伝えようとしたのだが──

「何出してんだぁ？　ざけてんのか？　おぉ？」

　バシリと手を払われ、決して安くないＰＤＡがアスファルトに叩たたきつけられた。

　次の瞬しゆん間かん──

　セルティの身体からだから染み出した『影』が即そく座ざに周囲へと広がり、少年達の手足に絡みつく。

「うおっ!?」

「ちょっ、っんだよこれ!?」

「ひぁっ、ひぁっ！」

　突然現れ、蛇へびのように素早く、蛭ひるのようにネットリと手足に絡みつく黒い縄なわ状じようの物体に捕らわれ、少年達は悲鳴を上げながら足をもつれさせて地面に倒れる。
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　その一方で、セルティは手早くＰＤＡを拾い上げる。液えき晶しようが無事に映し出されている事を確認し、彼女はひとり胸をなで下ろした。

　──良かった。

　新しん羅らからプレゼントされたＰＤＡをキュっと握りながら、セルティはもはや問もん答どうは無用になったと背後を振り返る。そのまま森しん厳げんの手を取ってその場から離れようとしていたのだが──

「てめっ！　なんだこりゃ！　とっとと──」




「おりゃっ」




「がっ!?」

　──っ!?

　二は十た歳ちを超えていたと自じ称しようしていた青年。彼の背後に立った森厳が、手にしていたアタッシュケースを思い切りその頭へと振り下ろした。

　腕を大きく振り回し、遠えん心しん力を利用した見事な一いち撃げき。

　セルティが想像したよりも軽い音と共に、青年は頭から血をダラリと流し、白しろ目めを剥むいて地面へと仰あお向むけに倒れてしまう。

　呆あつ気けにとられた周囲の反応を余よ所そに、森厳は健すこやかな調子で青年を見下ろした。

「見たかね……これが……大人おとなの戦い方よ」

　──何をやってるんだ!?　この阿あ呆ほう親父おやじはっ!?

　周囲からの注目が集まり始めているのを感じながら、セルティは森厳の手を引っつかみ、半なかば引きずるような形で相あい方かたの黒バイクを発車させた。

「待ちたまえセルティ君。まだあと三人残っているぞ」

『だまれ』

　ＰＤＡに素早く三文字だけ打ち込むと、そのまま懐ふところにしまい込む。

　バイクは音も無く芸術劇場の横を走り去ろうとしたが──

　その先に警察署しよがある事を思いだし、素早くバイクを反転させた。

　夕刻に味わった恐怖が、セルティの背をブルリと大きく震わせる。

「おや、今……震えたようだね、セルティ君。何か寒さを感じた事による震えか、精神的なものか、それとも人間には共有できぬなんらかの感覚器き官かんが働いたのか──興味があるね。後でまた解かい剖ぼうさせてくれたまグボァっ」

　背後へとヒジを打ち込みながら、セルティはヘルメットを小さく項うな垂だれさせた。




　──新羅と似てるのに……どうにもこいつは好きになれないんだよなあ……。





♂♀






「いやあ、助かったよセルティ君。おかげで明日を担になう若人わこうど達に人生の厳きびしさを教える事ができた。代だい償しようとして私の前ぜん鋸きよ筋きんから外がい腹ふく斜しや筋が少々悲鳴を上げているわけだが」

　セルティの背に掴つかまりながら、森しん厳げんは片手で自分のあばらをさする。

　路ろ地じ裏うらを走る漆しつ黒こくのバイクの上で、見事な程ほどに白黒のコントラストが揺られていた。

　大通りを通っては目立つ事この上ない、その上、今いま捕まると過か剰じよう防衛の傷しよう害がい罪ざいがおまけでついてくる事だろう。

　恋人の父親でもある傷害犯はんを背に乗せたセルティは、とにかく白バイ隊員に見つかりませんようにと心の中で唱え続けた。

　そんな彼女の思いなど知らずに、森厳は淡たん々たんとガスマスクの内部に声を響ひびかせた。

「だが、あの攻撃はあれだね。鍛きたえてない人ならともかく、腹ふつ筋きんを鍛えているボクサーを始めとした格かく闘とう家かには通じないだろうね。私は残念ながら鍛えていないのでしばらくアザになるしもしかしたら内ない臓ぞうも痛めているかもしれないが」

　──勝手に痛めてろ。

　もしも自分に歯があったならば、恐らくこういう時に歯ぎしりという奴やつをするのだろう。セルティは首のある自分を想像したが、その首を奪った容よう疑ぎ者しや一号が背中にいると気付き、ますます憂ゆう鬱うつな気持ちへと陥りゆく。

　何とかして別の事を考えようと、セルティは裏うら路地でスピードを落としながら、先せん刻こくの少年達の事を思い浮かべる。

　黄こう巾きん賊ぞくのメンバーは数が多い為ために、本気で狙われたらかなり厄やつ介かいな事になる。下へ手たをすれば、新しん羅らと住んでいるマンションの場所を突き止められてしまうかもしれない。

　後をつけられずにやり過ごす自信はあるが、何しろ数が数だ。偶ぐう然ぜん近所に住むメンバーがセルティの帰宅を目もく撃げきするという状況がないとは言い切れない。

　──しかし、妙みようだな。

　ふと、セルティは黄巾賊についての違い和わ感かんに気が付いた。

　──こないだもあいつら、静しず雄おに喧けん嘩か売ったわけだし……。

　数週間前に先刻の少年達を叩たたき伏せた静雄という名の友人を思い浮かべながら、セルティは過去の記き憶おくに思いを巡らせる。

　昔の黄巾賊は、そこまで好こう戦せん的な集団ではなかった。セルティはそう記憶している。

　子供同どう士しの喧嘩ならともかく、明らかな年上の人間にまで喧嘩を売ったり、オヤジ狩りをするような集団とも思えなかった。

　──もっとも、後ろのガスマスクは、因いん縁ねんつけられても仕方ない格かつ好こうだけどな……。まあ、私も他ひ人との事を言える格好じゃないけど。あれ？　もしかして、あの時も……静雄じゃなくて、私に対して喧嘩を売っていたのか？

　だとするならば、巻き込んでしまった静雄には悪いことをしたと反省しながら、セルティはもう一つの違和感を思い浮かべた。

　セルティは、先せん刻こくのグループの一人が叫んでいた、

（俺ぁもうハタチ超えてんだよ！）

　という言葉が気になっていた。

　──黄こう巾きん賊ぞくって、数年前は中学生の集まりで……今やっと高校生ぐらいの筈はず。

　──年上の連れん中ちゆうを引き込むような集団じゃないと思ってたんだけどな……。

　些いささか気にはなったものの、帰るべきマンションが見えてきたので、彼女はそこで一いつ旦たん考えを纏まとめる事にする。

　──まあ、人数が多い集団だからな。色々とあるんだろ。ああいう連中が一いち枚まい岩いわじゃないなんて、よくあることさ。

　──ハハっ。一緒だな。

　そこまで考えて、彼女は自分も所属しているある集団の事が頭をよぎり、身体からだを小こ刻きざみに震わせて自じ嘲ちよう気味に笑う。

　──……ダラーズも……似たようなもんだよな。

　白黒の人ひと影かげを乗せたバイクは誰にも見られる事こと無なくマンションの地下駐車場へと滑り込み、池いけ袋ぶくろの夜は何事もなく過ぎていった。

　誰よりも非日常な存在である彼女の日常が、静かに夜の闇やみへと消えていく。

　僅わずかな違い和わ感かんを、確かに彼女の心に積み重ねながら。
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チャットルーム




【最近、街に黄色い人達がますます増えましたね】

［黄色？］

《ほんとですよねー。ハッキリと姿が見える分、ダラーズよりも目立ってますよね》

［ああ、黄巾賊ですか］

［確かに、増えましたよねー］

《あ、セットンさんも御ご存ぞん知じですか？》

［ええ、まあ……昔からいますよね。あの連中］

［ただ、その……なんていうのかな、最近なんか、変わってきてるような］

【変わってきてる？】

［よく解わからないんですけど、昔の黄巾賊と違うっていうか……ちょっとずれてるっていうか］

［なんていうのかな、昔よりも暴力的になってる感じがします］

【へえ、セットンさん、詳しいですね】

《すっごーい。私なんか、恐くて一いち々いち観察なんかしてませんでしたから、ちっとも解わかりませんでしたですよー》

【もしかして、知り合いがいたりするんですか？】

［あ、いえ、そういうわけじゃ］




──罪さい歌かさんが入室されました。




【あ、罪歌さん、こんばんはー】

［こばわー］

《いらっしゃーい！》

｛こんばんわ　です。あの　すいません｝

【なんで謝るんですかｗ】

《罪歌さん、直ぐ謝りますよねー。最初の時はネットに慣れてなかったからウィルスとかに引っかかってあんな事になってたんですよね？　それじゃーしょうがないですよ！》

｛すいません｝

｛すいません｝

［謝りすぎです（笑）］

【ま、それはともあれ、今は黄こう巾きん賊ぞくの話をしてたところですよ】

《黄巾賊って解ります？》

｛さんごくしの　ですか｝

［それで合ってるんですけど、まあ、それを名乗ったギャングってとこです］

｛あっ　まちにいる　きいろい　ぬのの　ひとたちですか｝

［そうそう、それです］

【罪歌さん、見たことあります？】

《池いけ袋ぶくろに住んでる人なら大たい抵てい見たことありますって》

｛すいません　あります｝

《あやまらないでｗ》

｛すいません｝

《そういえば……今、ダラーズと黄巾賊って、緊きん張ちよう状態なんですよねー》

［へえ］

｛ダラーズ　とは　なんですか｝

【あ、ダラーズは御ご存ぞん知じ無いんですね】




｛すいません｝

【やや、謝らなくていいですって】





内ない緒しよモード【……やっぱりそうなんですか？　臨いざ也やさん】

内緒モード《うん、マジだよ。君も当とう然ぜん聞いてると思うけどねえ》

内緒モード《黄こう巾きん賊ぞくの人達は、切り裂き魔まがダラーズじゃないかって疑ってるみたいだよ》

内緒モード【そうですか……】






［ダラーズも黄巾賊と似たような、若い人達の集団ですよー］

［ただ、これといって特とく徴ちようがないから目立たないんですけどね］

《その二つの組織が、この前の切り裂き事件以い来らい、色いろ々いろ危ない状態なんですよー》

｛え｝

｛どういう　ことですか｝

［詳しく知らない人に話してもしょうがない話題ですよ］

《そんなことないですって、セットンさん。池いけ袋ぶくろに住んでるなら知ってなくっちゃ！》

《ええとですね、こないだの切り裂き事件で、ダラーズにも黄巾賊にもそれぞれ被害者が出てるんですけど、どうも、お互いがお互いを犯人だと思ってるっぽいんですよねー》

《ほら、結けつ局きよく犯人も捕まってないし》

《なんだかんだで、あの『リッパーナイト』以来、パタっと事件が途と絶だえちゃいましたから》

《だから、色々な憶おく測そくが飛び交ってるんですよね》

《それで、黄巾賊とダラーズの人達は、自分達の仲間をやられてるわけですから》

《犯人を見つけないと、お互いの面子めんつが保てないわけですよ》

【……ダラーズの方は、そんなに面子自じ体たいには拘こだわってないですけどね】

【ただ、仲間の借りは返したがっていると思います】

《で。今の状況になってるってわけです！》

【まあ……お互いのことをよく解わかっていないでしょうからね……誤ご解かいもあるんだと思います】

｛そうですか　ありがとうございます｝





内緒モード［ごめんね。でも、杏あん里りちゃんが気にする事じゃないよ］

内緒モード［勝手に勘かん違ちがいしてる連れん中ちゆうが暴走してるだけだから］

内緒モード［しないと思うけど、真しん犯はん人にんでもない杏里ちゃんが自首とかしても関係ないから］

内緒モード「はやまった真ま似ねしちゃだめだよ」

内緒モード［今の警察は、本当におっかないから……本当に恐いからね！　特に交こう機きは！］






｛すいません　ありがとうございます｝

【？】





内ない緒しよモード［あっ、ええと。そっか、内緒モードのやり方は今度詳くわしく教えるから］

内緒モード［とりあえず、今日はこの話はここまでにしておこ？　ね？］






《なんにせよ、切り裂き魔まの真犯人が両方の手でリンチにでも遭あわないと……このままいったら池いけ袋ぶくろに血の雨が降りますよー。恐いですよー。抗こう争そうって奴やつですね！》

【……そんなことにならないように祈ってますよ】

｛あの　すいません｝

｛私は　今日は　これで｝

【あ、はいー。罪さい歌かさん、お疲れ様でしたー】

《おつかれさまでっす☆》




──罪歌さんが退室されました。





内緒モード［本当にごめんね、気にする事ないよ］

内緒モード［ありゃ、遅かった］






［罪歌さん、おやすー］

［ありゃ、一ひと足あし違い……］

［遅れついでに、私も今日はそろそろ落ちますねー］

《あれ？　セットンさん、今日は早いですね？》

［ちょっと客が泊まりに来てるもんで］

［ではまた、おやすー］

《はいー》

【お疲れ様でしたー】




──セットンさんが退室されました。





内緒モード【それにしても、罪歌さんがかかってたウィルスがやってたあのカキコ……】

内緒モード【やっぱり、切り裂き事件に関係……あるんですよね？】

内緒モード《目もつ下か調べ中だよ。なんか解わかったら教えるよ。格かく安やすでね》

内緒モード【早く警察に捕まってくれれば……】

内緒モード【色々とハッキリして、黄こう巾きん賊ぞくの人達と喧けん嘩かする理由は消えるんですけどね……】

内ない緒しよモード《どうかな。黄こう巾きん賊ぞくもダラーズも一いち枚まい岩いわじゃないからねえ》

内緒モード《私し利り私し欲よくに走って、抗こう争そうって名めい目もくでカツアゲとかしたりする奴やつらも出るだろうし》

内緒モード《それが進めば、本当の抗争になるだけさ》

内緒モード【そんなこと……させませんよ】

内緒モード《どうかな》

内緒モード《もう、君にも止められないんじゃないかな》

内緒モード《黄巾賊の方は──君には止めようもないしねえ》

内緒モード【それでも……させません】

内緒モード《ふうん……楽しみにしてるよ？》






《じゃ、私も今日はこれで！》

【お疲れ様でしたー】




──甘かん楽らさんが退室されました。




【ではでは】




──太た郎ろうさんが退室されました。




──現在、チャットルームには誰もいません──

──現在、チャットルームには誰もいません──

──現在、チャットルームには誰もいません──
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来らい良ら学園　校門付ふ近きん




　池いけ袋ぶくろ駅から程ほど近ちかい場所にある私立高校、来良学園。

　この学園は私立校であるが、成績も学費も中ちゆう程てい度どであり、都心に通えるという利点から人気のある学校である。

　親は反対する場合が多いものの、地方から来る生徒達の憧あこがれとなっている部分も多大にある、少々特殊な位置づけにある学園だった。

　そして──他の学校と変わらずに、様々な性格の生徒達が顔を合わせる場所であり、時には同じ性質の者同どう士し、時には全く異い質しつな組み合わせのグループを作り出す。

　下げ校こう時間となった現在、その多種多様な取り合わせの集団が、それぞれの目的地へと向かって校門をくぐり抜けようとしていた。




「つまり、俺は思うわけだ」

　校こう舎しや全体を包み込む夕ゆう陽ひの中──少年は、真剣な顔をして呟つぶやいた。

「杏あん里りはなんでそんなにエロ可愛かわいいのかって」

　その言葉を聞いていた男女は、躊躇ためらう事こと無なくいつもどおりの反応を返す。

　眼鏡めがねの女子は困ったように頬ほおを赤らめながら、

「え……ええ？」

　と口ごもり、大人おとなしそうな男子はあきれ顔で首を左右に振った。

「エロはない……エロはないよ正まさ臣おみ」

　少年の言葉に、茶ちや髪ぱつにピアスという外見の正臣はしてやったりと笑い──

「なるほど……つまりエロはともかく、可愛いのは帝人みかども認めるわけだ！」

「なっ……い、いや、それは……」

「ほほう、ならば杏里は可愛くない、とでも？」

「いやっ、それはっ！　か、可愛いけどさ！」

　少年二人のやりとりの間で、少女はますます顔を赤く染めていく。

「そうか……可愛いのは認めるか……だが、俺はそれにもましてエロいという観点から見ても杏里は超いけてると踏んでいる。つまり、俺はお前よりもエロの分ぶん杏里を深く理解し、愛しているわけだ！　よってこの勝負、俺の勝ちだな」

「何その俺おれ様さま判定!?」

　文句を言う幼おさな馴な染じみ──竜りゆうヶが峰みね帝人を横よこ目めに見ながら、正臣は二人の間でオロオロしている眼鏡少女──園その原はら杏里に向き直る。

「ま、なんにせよ、杏里の怪け我がが無事に完かん治ちしてよかったよ」

「うん、それは本当にね！」

「あ、あの……ありがとう、二人とも……」

　二人の男子に微笑ほほえみかけられ、杏里はオドオドしながらも精せい一いつ杯ぱいの笑顔を浮かべてみせた。




　竜ヶ峰帝人

　紀き田だ正臣

　園原杏里




　この三人は、来らい良ら学園の中でも周囲に強く「仲が良い」という印いん象しようを残している三人組だ。カップルならばＡ組の矢や霧ぎり誠せい二じと張はり間ま美み香かの二人の熱さが有名だが、この三人は実に平和的な三角関係として学園内に広く知られており、気の良い友人達の間では杏里がどちらとくっつくか賭かけをしている者がいる程ほどだ。

　竜ヶ峰帝人は大人しそうな印いん象しようの少年で、生まれたままの黒くろ髪かみに、ピアス等のアクセサリーも身につけず、私し服ふく校こうの来らい良ら学園で律りち儀ぎに制服を纏まとい続けている。

　彼とは対照的に、紀き田だ正まさ臣おみは鮮やかに染め上げられた茶ちや髪ぱつの間から幾いくつものピアスを覗のぞかせて、私服の袖そでから覗く手には銀製のブレスレットと指輪が輝いている。

　そんな二人の間に挟まれる少女は、どちらかというと帝人みかどよりの印いん象しようを与える人間だった。帝人をさらに地じ味みにした感じの眼鏡めがね少女で、図書室がよく似に合あうといった感じの優等生風ふうの出で立ちに身を包んでいる。

　三人に共通点は殆ほとんどなさそうだが、各おの々おのの表情に浮かぶ笑顔から、傍はた目めにも気の許せる友人同士なのだろうと想像できたし、実際その通りでもあった。

「よし、杏あん里りがエロ可愛かわいさを他の女と比べて証明するために、今日は三人でナンパにいこう！」

「なにその理り屈くつ!?」

「えっ……な、ナンパって……」

「大丈夫、杏里は言わば『女の子もいるからついていっても大丈夫だろう』と安心させる為ための罠わなだから何もしなくてもＯＫだ！」

　まだ肌はだ寒さむさの残る風の中、彼らはお互いに温かい空気を作りだしている。

　周囲を歩く生徒達も皆みな似たような雰ふん囲い気きの会話に興きようじており、学校という空間を周囲の街とは違った独特の空気に包み込んでいた。

　三人がまとまって校門を通り抜けようかという時、正臣がふと立ち止まり、しみじみと背後の校舎を振り返る。

「しかし、俺達の１年ロードもあと１週間で終わりだなあ。早いよな、ほんと」

「ああ、そうだね」

「……早いですよね」

　珍しく感かん傷しよう的な事を言う正臣を意い外がいに思いながら、帝人と杏里もそれぞれの想いを込めて校舎を振り返った──と思いきや、帝人は直ぐに視線を横に向けると、感かん慨がい深げな杏里の表情を見てそっと頬ほおを赤らめた。

　次の瞬間、不意に杏里がこちらの方に視線を移す。

　帝人は慌あわてて目を校舎に向け直したが、その直前、一瞬だけ目が合ったような錯さつ覚かくに陥った。

　『君の事を見てたよ』などという正臣めいた言い訳をする気にもならず、なんとかその気まずさを誤ご魔ま化かそうとして別の話題を切り出した。

「そ、そういえばさ……那な須す島じま先生って急に学校辞やめたよね」

「……」

　帝人の口から出た名前に、杏里は一瞬複雑な表情を見せる。

　しかし帝人はそんなことには欠片かけらも気付かず、校舎を眺ながめながらよく知らなかった教師の話題を吐き出し続けた。

「なんで辞めたのかな。こんな中ちゆう途と半はん端ぱな時期に。どうせならあと１週間待てば年度末でキリが良かったのにさ」

　その疑問に返事をしたのは、杏あん里りではなく正まさ臣おみの方だった。

「さあなあ。もしかして俺に期末テストの問題を流してたのがばれたかな？　でもそれなら俺もなんか呼び出し喰らってねえとおかしいしな」

「今、なんかサラリと凄すごいこと言わなかった？」

「サラリとじゃない。結けつ構こうな勇気を持って自分の罪を告白しました。褒ほめてくれ。桜の木を折ったワシントンのエピソードが大おお嘘うそだと告白した伝でん記き著ちよ者しやの正直さを褒めるように！」

「ややこしい言葉で煙けむに巻こうとしてる奴やつの正直さなんて知るもんか」

　二人のいつも通りのやりとりを見て、杏里の複雑な表情は徐じよ々じよに和らぎ始める。

　僅わずかに微笑ほほえんだ杏里の表情を見て、帝人みかどは少し照れながら次の話題を切り出した。

「急に消えたって言えば……切り裂き魔まもだよね」

　同時に、杏里の表情が再び消える。

　急に陰りを見せた杏里の顔を見て、帝人は自分の失言に気付き、慌あわてた様よう子すで頭を下げる。

「ご、ごめん。園その原はらさん。思いださせるつもりじゃ……」

「あ、い、いえ、大丈夫です。すいません。なんでもありませんから」

　急に謝られた事に慌てふためき、杏里は明確な理由もなく帝人に謝り返した。

　数週間前の夜、切り裂き魔に襲おそわれて検けん査さ入院したという杏里。

　帝人と正臣は他の誰よりもそんな彼女を心配していた。というよりも、杏里には彼らの他には殆ほとんど友人がいないというのが事実であり、家族もいない彼女が入院した時に見舞いに訪れたのは、彼ら二人を除いては担たん任にんの北きた駒ごまと古い友人の美み香かの二人だけだった。

　怪け我がの治りも周囲の想像以上に早く、検査を兼ねた数日の入院で済んだのだが──帝人と正臣だけは、毎日のように彼女の病室へと顔を出し続け──退院後も、何事もなかったかのように接している。

　もっとも、正臣は『看かん護ご師しよりも看護婦ふ……？　いいや違う、やはり白はく衣いの天使にはナースって呼び方がぴったりだ』等と言って、直ぐに杏里の病室から出て行く毎日だったのだが。

　帝人と正臣は外見と同じように、内面にもかなり違いがある。

　正臣は杏里を好きだと公言しつつも、他の女性にも分け隔へだて無く好きだと言い続けている。一方の帝人は、杏里に正式に告白もしていない。正臣にひっぱられて三人で遊ぶ事に満足してしまっている程ほどに奥おく手てな性しよう分ぶんをしていた。

　対する杏里も、そんな状況を壊したくないようであり、自分から二人についてどうこう話す事はなく──周囲の女子もそんな杏里の性格を理解しているので、彼女が二ふた股またをかけているという噂うわさは流れない。

　普段は彼女を虐いじめているグループも、リーダーが切り裂き魔に襲おそわれた以降は何な故ぜか大人おとなしくなっている。そんな話も含め、帝人の耳には自分達に関する様々な噂が届いていた。

　そんな自分の置かれている状況に疑問を感じなくなっていた帝人みかどは、今日も正まさ臣おみの提案に乗って渋しぶ々しぶながら街に向かおうとしたのだが──

　不意に鳴り響ひびいた携帯のバイブ音が、それまでの空気を瞬しゆん時じにして断ち切った。

「もしもし……俺だけど」

　すかさずズボンのポケットから携帯を取りだした正臣は、電話に出ながら一いつ瞬しゆんだけ表情を固まらせた。そして一ひと言こと二ふた言こと何かを話した後、素早く電話をしまいながら、手て刀がたなを一本顔がん前ぜんに立てて頭を下げる。

「悪わりぃ、昔の友達がなんか急用があるっつーからさ」

「あ、そうなの？」

「今日はちょっと帰るわ。恨うらむなら俺の友達を好きなだけ恨んでくれ。恨むならタダだし俺には被害がない。まさに一いつ石せき二に鳥ちようだからな」

　急な予定の変更にも、帝人はいつもの事とばかりに苦く笑しようしながら首を振る。

「……これでナンパに行かなくて済んだかと思うと、その友達に感謝の気持ちを捧ささげたいよ」

「いや、感謝は俺に捧げてくれ」

「暴ぼう君くんだなあ」

「暴君の方が下へ手たな名めい君くんより歴史に残るんだぜ。じゃ、また明日な！」

　言い訳にもなっていない捨て台詞ぜりふを残して、正臣は足早に校門から出て行った。

　残された帝人は、やれやれといった様よう子すで小さくなっていく友人の背中を見送り、小さく笑いながら杏あん里りに向かって話しかける。

「途中までは一緒にいけばいいのに。そんなに急ぎの用事なのかな？」

「さあ……」

「園その原はらさんはどうする？　今日は、このまま帰る？」

「そうですね……あの、私も今日はちょっと用事がありますから……」

　杏里はニッコリと笑うと、帝人を促うながすように校門へと足を向けた。

「そっか……うん、そうだね。それにしても今日……夕焼けは綺き麗れいだけど、なんか真上にはへんな雲が多く出てるね。あとで夕立がくるかもしれないから、気を付けなよ？」

「あ、はい……ありがとうございます」

　──僕が嫌われてるわけじゃないよね？

「夕焼けが綺麗な次の日は晴れっていうけど、その日の夜はどうなんだろうね」

「そうですね……」

　いつも通りの返事に、帝人は少し切なくなる。

　正臣がいなくなった途と端たんに『用事があるから』と言い出した杏里に対し、帝人は幾いくばくかの不安に襲おそわれていた。

　できる事ならば、杏里と二人で喫茶店にでも行きたい所だったが──どうにも誘い辛づらい空気だったし、先に『用事がある』と言われてしまっては仕方がない。

　帝人みかどは杏あん里りの用事の内容も気になったが、結局それすらも尋たずねる事ができず、いつも通りの会話を続けながら帰路につく事となった。




　正まさ臣おみの用事については、とうとう一度も気に掛ける事はなかったのだが。





♂♀






１時間後　池いけ袋ぶくろ　サンシャイン60階通り




「おい、静しず雄お」

「なんすか、トムさん」

　来らい良ら学園の生徒が多く混じった人混みの中、若者達たちの隙すき間まを縫ぬうように歩く男が二人。

　眼鏡めがねをかけたドレッドヘアの方が、横にいる男に声をかけた。

「そろそろ腹はら減へったな。なんか適当に喰うべぇ」

「なんでもいいっすよ」

　静かな調子で答えたのは、バーテン服を着た青年だった。

「しかし……静雄、なんでいつもバーテン服なんだ？」

「前にバーテンのバイトした時、今度こそクビにならないようにしようって、弟が二十着も送って寄よ越こしたんですよ。で、家にはこの服が有り余ってるんです」

「……そいつは豪ごう気きな弟だな」

「金だけは腐る程ほど持ってる奴やつですから」

　弟の顔を思いだして溜ため息いきをつく男は、池袋の通りで最も危険視しされている男──平へい和わ島じま静雄。

　彼の事を知っている者は、その特徴的なバーテン服を見ただけで道の端はしへと身を寄せる。

　そんな彼と行動を共にしているのは、職場の上じよう司しである田た中なかトムだ。

　彼らの職業はテレクラの代金を踏み倒している面子めんつから金を取り立てる事であり、様々な面で危険を伴う仕事と言える。

「金かぁ。そういやこないだも、この辺で拳けん銃じゆう強ごう盗とうがあったばっかだろ？　どうせ改造モデルガン使った奴だろうけどよ。ガチで改い造じった奴はマジで人殺せっからな」

「恐い話ですね」

「お前が言うか……」

　苦く笑しようするトムだが、その笑いは静雄には向けていない。こんな些さ細さいな事でキレさせて面めん倒どうな事になるのは御ご免めんだったからだ。

　彼らは昼間の取り立てを全て終え、あとは夜にならないと姿を現さない客を狙うのみである。

　それまでにだいぶ時間があるので、とりあえず腹ごしらえをする店を探していたのだが──




「ハァイ、シズゥオ。トム。ゴキゲンーヨ」




　漫画に出てくるような訛なまりの日本語と共に、二人の肩に黒い手が回された。

　二人が振り返ると、そこには身の丈２メートルを超す巨きよ漢かんの黒人が立っていた。

　池いけ袋ぶくろでは黒人の呼び込みが割とよく見かけられるが、その殆ほとんどが古ふる着ぎ屋やクラブへの呼び込みだ。

　だが、その男が異い質しつだったのは──『露ロ西シ亜ア寿ず司し』と胸元に刺し繍しゆうされた、青と白の割かつ烹ぼう着ぎを身に纏まとっている事だった。

「お腹なか、グーしたデショ、ネ、今。聞こえタヨ。地じ獄ごく耳みみ。スーシ。くいねえ。地獄のサタンも寿司シダイヨー」

「……」

　色々な意味で破は綻たんしている日本語を浴びせかけられ、トムは苦にが笑わらいをしながら横にいる静しず雄おの顔を見た。

　静雄は無表情のままギロリと黒人を睨にらみ付けており、その真意は窺うかがいしれない。

　ただ、少なくとも機き嫌げんが良くはないという事は確かだった。

「悪いなサイモン、今日はあんま金が……」

「ＯＨ。安くしとくヨ、ダイジョーブ。半額セールヨ」

「なに……マジか？」

　それならば確かに美お味いしい話だと、一いつ瞬しゆん二人の心が揺らめきかけたのだが──

「残り半分、ツケにするヨー。利子付けて次つぎ払う。オールオッケーよ」

　静雄の首くび筋すじあたりから、パキリと何かが切れるような音がした。

「サイモンさんよぉ……手前てめえ今自分で何言ってるか解わかってっか？」

　コメカミを震わせながら語る静雄を見て、トムは既に２メートル程ほど後ろに下がっていた。

　明らかに危険信号が出ている状況を前に、サイモンと呼ばれた男はニッコリと止めの言葉を吐き出した。

「ボッタクリ、日本の知ち恵え。オバーチャンの知恵袋ぶくろヨ。昔イザヤに教えてモラタヨ」

「──ッ」

　イザヤ、という単語をスイッチとして、静雄が零ゼロ距離から渾こん身しんの一いち撃げきを撃うち放つ。

　風を切る音が聞こえてきそうな勢いの拳こぶしを、サイモンはその巨大な手で紙かみ風船のようにパシリと受け止めた。

　まるで静雄の拳が軽かったかのように思われそうだが、手で受け止めた瞬しゆん間かん、サイモンの巨体が１メートル程ほど後ろにずれた。

　サイモンが自分で後ろに引いたようにも思えるが、実際は拳こぶしの圧力だけで１２０キロを超える筋肉の塊かたまりをズリ動かしたのだ。

　静しず雄おはそれに合わせて一歩前進し、何度も拳を突き出した。

　ヘビー級ボクサーのような一いち撃げきを、両手を回転させて器き用ように受け止めながら、サイモンは困ったように笑いながら、静雄を諫いさめるための言葉を紡つむぎだす。

「だめダヨー、シズゥオ。怒る、腹ヘリヘリハーラ。カルシウム不足ネ。オー、静雄。手はイタマエの命ヨー。殴なぐる、良くないネー」

「手前てめえがッ！　勝手にッ！　受け止めてるんだろうがぁ！」

　その言葉は結けつ局きよく静雄を更に怒らせるに留まり、一撃の威い力りよくと速度が更に増していった。

「ＯＨ、恐イ恐イネー」

　流石さすがに手が限界に達したのだろうか、サイモンは腹に向かってくり出された拳をひらりと横に受け流す。

　拳が流された先にあるのは、コンクリートに突き立った赤いポスト。

　パン、と、風船が破は裂れつするような音がして、揺れる筈はずの無い物体が揺らめいた。

　その様よう子すを見ていた通行人達たちは、静雄の拳が砕ける音だと判断し、軽い悲鳴を上げながら目を背そむける者もいた。

　だが──静雄は何事も無かったかのように拳の続きを繰りだしながら、サイモンへと飛び膝ひざ蹴げりを撃うち放つ。

「なに、勝手に避けてんだよ。オイ、ポストって一個いくらすると思ってんだ？　あぁ？」

　逃げるサイモンを追いかけていく静雄を見送りながら、トムはポストの側面に目を向ける。

　そこには赤いメッキにひびが入り、大たい砲ほうで撃ち出された砲ほう丸がんが直ちよく撃げきしたような、10センチほどのへこみがあった。

　通行人達もそのへこみを見て、信じられないような目つきで静雄とポストを交互に見比べ続けている。

　トムは周囲に目を向けて、警官がいないかチェックしながら独り言を呟つぶやいた。

「やべえな。弁べん償しようしろっつわれたら……ほんとにポストって、いくらすんだろうな……。つーか……サイモンは、なんでこんな拳受うけて笑ってられんだ……？」

　様々な疑問を持ちながら、さらに周囲の人混みを確認していたトムだったが──ふと、今日は黄色い布を身につけた集団が見受けられない事に気が付いた。

「ん……？　なんだ。いつもなら、黄こう巾きん賊ぞくのガキんちょ共が絡んで来そうなもんだけどな」

　この時間帯にいないという事は、どこかで集会でもしているのだろうか。

　ふと、暗くなった空を見上げると、空にはいつの間にか黒く厚い雲が覆おおい始めており──

　夕暮れに照られされた雲が、不ぶ気き味みな程ほどに赤く輝いて池いけ袋ぶくろの街を照らしていた。

　トムは暫しばらくその空を眺ながめていたが、静雄とサイモンがどんどん路ろ地じの奥へと移動していくのを見て、溜ため息いきをつきながら歩き出す。

　そして、夜の回かい収しゆう作業の事を考え、憂ゆう鬱うつな気分で独り言を呟つぶやいた。




「やべえな……ひと雨来きそうじゃね？」





♂♀






数時間後　都内某ぼう所しよ　廃はい工場跡あと




　池いけ袋ぶくろから少し離れた某所。

　いくつかの工場が並ぶ中、特に寂さびれた印いん象しようを与える工こう房ぼうがあった。

　何か鉄材を使った製作所だったのだろうが、現在は一部の使い物にならなさそうな資材を除き、作業機き械かいなども何一つ置かれていない殺さつ風ぷう景けいな建物だ。

　都心からそこまで遠く離れていない筈はずなのに、周囲の風景は実に閑かん散さんとしており、工場の周りを歩く人ひと影かげも殆ほとんど見られない。

　灰色の壁に所々錆さびの色が浮き上がっている建物は、打ち捨てられてから何年も経過しているのだろう。土地の再利用も行われない程度の場所だが──利用している者達は、確実に存在していた。

　周囲の過か疎そを補うかのように、工場の内部には人が満ちていた。

　様々な人種がいるわけではなく、その全てが若者と呼ぶべき年ねん齢れいの者達だった。

　寧むしろ『少年』と呼んだ方がしっくり来る顔ぶれが揃そろっており、中には明らかに中学生か小学生ではないかという者の姿も見受けられる。

　しかし、決して工場内は若い活気に満ちているわけではなく、普ふ段だん彼らが出ているであろう学校の授業風景よりも物静かな空気に包まれていた。

　少年達の身体からだの一部には、皆みな一いち様ように黄色い布が巻き付けられていた。

　それはバンダナであったりスカーフであったり、あるいはボクサーのバンテージのように手を縛しばり込んでいるものまで様々だったが、人数の多さに伴って、集団全体を黄色というイメージに染め上げている。




「……それで、やられた奴やつは？」

　数十人の集団の中心で、ドラム缶に寄りかかっていた少年は呟いた。

　感情の少ない気だるげな声に、傍そばにいた少年の一人が呟いた。

「法ほ螺ら田だ先せん輩ぱいっす」

「聞かない名前だな。誰よ？　ホラダって、そんな目立つ名前なら一回聞いたら……しかも、先せん輩ぱいってどういう事だよ？」

「いや……比ひ賀が達のグループの高校のＯＢでして……」

　徐じよ々じよに歯切れの悪くなる仲間の答えに、少年は静かに問い続ける。

「比賀……ああ、俺が一いつ旦たん離れてから入った連れん中ちゆうか……。にしても、高校のＯＢって、下へ手たすりゃ二は十た歳ち超えてる？」

「はい……今、丁ちよう度どそのぐらいっす」

「ふーん」

　しばし少年は沈ちん黙もくを続けていたが、やがて首をコキリと鳴らしながら、軽く地を蹴けってドラム缶の上に腰を下ろす。

「ま、いいけどよ。俺が離れてた間に、組織がどういう風ふうになっても……お前らが決めたことにグダグダ言うつもりはねえよ」

「……うす」

「ただ、気を付けろよ。年上の奴やつは更に年上の奴を引き込んだりして、気が付いたらナントカ組のカントカさん、なんていう本職の人達の名前が出てくるようになったら……その時は終わりだからな」

　説教というよりも、寧むしろ自じ虐ぎやく的な笑いを浮かべながら、少年は周囲の仲間達に淡たん々たんと語り続けた。普段はそういう話が大嫌いという風ふう貌ぼうの少年達も、誰も反論せずに静かに言葉を聞き続けている。

「俺達はガキだ。言っておくが、いくら人数がいようが……大人おとなの力にゃ勝てないし、頭も悪わりぃから利用されるだけされて終わりだしな」

　そこで一いつ旦たん息を止め、忌いま々いましげに目を逸そらしながら呟つぶやいた。

「……俺が、折おり原はら臨いざ也やに利用されたみたいにな」

「あれは将軍のせいじゃ……」

「おいおい、言ってるだろ……」

　仲間の芝しば居いじみた呼びかけに、少年は苦く笑しようしながら訂正をいれた。

「将軍じゃなくて、紀き田だ正まさ臣おみでいいってよ」







　そして少年は──自分の過去を思いだす。

　紀田正臣という自己が作り上げた、逃げようの無い過去の事を。
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　『黄こう巾きん賊ぞく』。

　三さん国ごく志しをもじったこのカラーギャングの始まりは、いったい何い時つだったのか。

　それは、正まさ臣おみ自身もよく覚えてはいない。

　黄こう巾きん賊ぞくという組織ができた事に、特に必然性はなかった。

　どうして黄色になったのかというのも、当時のドラマの影えい響きようだったのではなかっただろうか。正臣にとってはその程度の記き憶おくであるし、色いろ自体に対する思い入れ等は現在でも殆ほとんど持ち合わせてはいなかった。

　当時正臣が嵌はまっていた漫画が三国志を扱っていた物だったため、名前は自然と黄巾賊という事で落ち着いた。

　色と名前についてはその程度の思い入れしかなかった。

　彼らにとって重要だったのは、『何な故ぜ、集まった？』という一点に尽きる。

　しかし──その始まりについてすら、今や正臣には遠い思い出の欠片かけらと化していた。







　正臣が故こ郷きようの町を離れて池いけ袋ぶくろにやってきたのは、まだ小学生の時の事だった。

　住み慣れた田舎いなかから出てきた正臣は、それまでとはまるで違う生活に様々なカルチャーショックを受けた。

　そしてそれを誰かに伝えなくてはと思い──その自じ慢まん話の相手に、幼おさな馴な染じみである竜りゆうヶが峰みね帝人みかどを選んだ。

　帝人を選んだのは特別に仲が良かったからというわけではなく、単に自分用のインターネット設備が家にあるからという、ただそれだけの事だった。

　インターネットを始めて間もない頃、貴き重ちようだったチャット相手に、正臣は池袋の町で起こる様々な事を伝え続けた。

　毎日書きつづる東京という町の冒険譚たんに、幼馴染みはこれでもかという程ほどに強く食いついて来て──正臣の紡つむぐ自分語りの、最も良い聞き手となっていた。

　元より喧けん嘩かっ早い性しよう分ぶんだった正臣は、都内の中学での喧嘩の様よう子すを自慢げにチャットで語り続けた。

【無む茶ちやはしないでね】

　という忠ちゆう告こくはしてくるものの、帝人は常に正臣の武ぶ勇ゆう伝でんに目を輝かせ、次の話を次の話をとせがんでくる。

　やがて正臣は、徐々に深い場所へ深い場所へと潜もぐり始める。

　池袋という町の更に奥へ。

　更に奥へ。

　最初に喧嘩だけをしてた頃には、罪ざい悪あく感かんなど無かった。

　全ては売られた喧嘩だと思っていたし、それほどの重傷を負わせた事も無い。

　だが──それが少しずつ狂い始めたのは、町で絡まれていたクラスメイトを見かけ、代わりに喧けん嘩かを引き受けた時からだった。

　次第に正まさ臣おみの周囲に人が集まり始める。

　クラスメイトの仲間は仲間を呼び、徐々にその数を増やしていった。

　時には自分の代わりに喧嘩を行う者まで現れ、正臣のグループは公立中学の中ではちょっとした顔になっていた。そもそも、不良と呼ぶには大人おとなしい部類の者が多い学校であり、周囲の学校と揉もめるような事も無い環かん境きようだった。

　だからこそ、歯止めのようなものが途中でかかることもなく──

　ゆっくりと、ゆっくりと、人間だけが集まり続けた。

　それがどんな事を意味するのか、若い正臣にはまだよく解わからず。

　ただ、漠ぼく然ぜんとした不安のようなものが僅わずかに感じられた。

　いつからか、自分達の集まりに『黄こう巾きん賊ぞく』などという名前が付いたのを契けい機きに──




　正臣は、その話を帝人みかどには伝えなくなった。




　ただ、いつも通りの町の話を続けるが、その奇き妙みような仲間達の事は一切幼おさな馴な染じみの少年に教えようとはしなかった。

　そして、昼間はいつも通りその仲間達と『黄巾賊』として過ごし続ける。

　居い心ごこ地ちが悪かったわけではない。

　寧むしろ、小さな支配者として君くん臨りんする自分が心地好よくすら感じられた。

　しかし、それが逆に、自分の故こ郷きようとの、古い思い出との距離を遠く離れたものにしてしまうような気がしてならなかった。

　新しい町での仲間も大事だ。

　だが、何かが根本的に違うような気もする。

　故郷との唯ゆい一いつの繋つながりである帝人にその事を自慢げに話せば、それがきっかけとなって何かが確実に終わってしまうような気がしていた。

　今までの自分を取るか、それとも『黄巾賊』としての新しい自分を取るか。

　そんな妄もう想そう的な二に択たくを、真剣に悩む日々。




　喧嘩を続ける事でしか繋がっていない仲間達。

　自分が何かひとつのミスをすれば、あっけなく離れていくかもしれないという不安を抱えた仲間達。

　誰かが欲しい。

　自分の事を肯定してくれる誰かが。

　故こ郷きようにとっての帝人みかどと同じように、自分が安心してこの池いけ袋ぶくろという町に居続ける為ための誰かが。

　不安が少しずつ募つのっていた頃──彼女は、唐とう突とつに現れた。







「その黄色い布。素す敵てきだね」

　腕に巻いていた『黄こう巾きん賊ぞく』のトレードマーク。

　正まさ臣おみの前に現れた少女達は、何気ない口く調ちようでそう言った。

　所謂いわゆる逆ナンという奴やつで、数人で駅前にたむろしていた正臣達に、同い年ぐらいの女子グループが声をかけてきたのだ。

　黄巾賊の人数が三十人を超えようかという時期、正臣としてはようやく街の暮らしに完全に馴な染じんできた頃ころ合あいの事だった。

　人数が増えてからは正臣も喧けん嘩かが面めん倒どうくさくなり、黄巾賊はチーム全体として非常に穏おん健けん的な集団と化して、他のギャングとは極力もめ事を起こさなくなった。

　正臣は一人の時はナンパなどをしていたが、大たい抵ていは上う手まくいくことなく、また、上手くいっても適当に付き合ってサッパリと別れる。池袋に来る前から、そんな女性の付き合い方ばかりしていた。

　帝人に言わせれば『まだ中学生なのに！』という所だが、正臣は小学生の頃から普通に女子と付き合っていたので、逆に帝人の事を奥おく手てな奴だとからかっていたりするのが日常だった。

　だからその時も、正臣としては『なんだか女の子から声をかけられたよ。しかもかなり可愛かわいい子達じゃん。俺今丁ちよう度どフリーだしラッキー』ぐらいの感想しか抱いていなかったのだが──

「貴方あなた達、黄巾賊って言うんですよね」

　少女達の一人がズバズバとそう言い切り、正臣の心は微び妙みように冷める。

　──なんだ。俺じゃなくて黄巾賊に興味があるだけかよ。

　──それにしても、こんな真ま面じ目めそうな女の子にまで知られてるとは、俺達も知らない間に有名になったんだなあ。

　そう思って、改めて紀き田だ正臣という個人をアピールするべく口を開いたのだが──

　彼の言葉を遮さえぎるように、少女の一人が柔らかく微笑ほほえみながら正臣に話しかけた。

「噂うわさに聞いてたよりずっとかっこいいね、紀田正臣君」

「あれっ？」

　思わず間の抜けた声をあげる正臣。

　何な故ぜ自分の名を知っているのだろうか？

　自分に声をかけてきたのは、グループの中央にいる少女だ。

　ボーイッシュな髪の一部だけを脱色している、一ひと際きわ笑顔の明るい少女。

　自分と似た雰ふん囲い気きの外見をした少女に、正臣は軽く目を瞬まばたかせながら口を開いた。

「なに？　なんで俺の名前知ってんの？　エスパー？　寧むしろエスパー伊い藤とう？　そんな人の心読むような真ま似ねしてっと、バッグに詰めてお持ち帰りしちゃうよー？」

　名前の件を疑問に思いながらも、口からは彼特とく有ゆうの軽かる口くちが流れ出す。

　正まさ臣おみの周囲の黄こう巾きん賊ぞく達は、その様よう子すを見てどう反応すべきか互いの顔を見合わせていた。

　少女達は正臣の言葉にクスクスと笑いながら、中央の少女が楽しそうに言葉を返す。

「やだもう。変なこと言い過ぎ！　紀き田だ君、すっごく面白いんですけど」

　ひとしきり笑った後、少女は柔らかい表情のまま首を振った。

「でもね、エスパーは私じゃないよ。エスパーさんはちゃんと他にいるの」

「へぇ。誰よ。誰か霊れい感かん少女がここにいんの？」

　少女達を見渡しながら、正臣は同じように柔らかい表情で微笑ほほえんだ。少女グループの何人かは既に黄巾賊の面めん々めんと話し始めており、自分に向かい合っているのはショートカットの少女を含めた三人だけとなっていた。

「で、なに？　ご先せん祖ぞ様の霊れいが、俺が如い何かにイカス男か教えてくれたってわけ？　それとも背はい後ご霊れい？　自じ縛ばく霊でも浮ふ遊ゆう霊でもなんでもいいけど、そいつは将来最高の環かん境きようで生まれ変わる事決定じゃんよ。例えば俺と君の間にできる子供とか」

　少し下げ卑びたジョークで相手の反応を窺うかがう正臣。髪を染めてはいるものの、全体的にはまじめそうな少女達だ。話が合うか合わないか微び妙みように確かめるような行為でもあった。

「バカな事言ってるー。ひょっとして、もう名前まで考えちゃったりしてるの？」

「じゃあ、親子の字画を見るからさ、君の名前教えてよ」

　比較的ノリの良い少女は、正臣の問いに淡たん々たんと自分の名前を吐き明かした。

「三みヶか島じま沙さ樹き。三に小さい『ケ』に島。名前は沙さ羅ら双そう樹じゆの略だよ？」

「沙羅双樹て。それって儚はかなく散る前に掴つかみ取らなきゃならない名前じゃね？」

「あ、凄すごい。沙羅双樹知ってるんだ？　何それって言われると思ったのに」

　少し驚いたような表情の沙樹に、正臣はエンジンがかかってきたとばかりに笑いかける。

「おうよ、背後霊に聞いたから何でも知ってるよ俺」

　ちょっと今のは寒かったかな、と思う正臣に、沙樹は淡々と言葉を紡つむぐ。

「そうだよ」

「え？」

「君の背後にいる人ね、エスパーっていうか、凄い人なんだよ。なんでも知ってるんだから」

「は？」

　少女の言葉に、正臣が慌あわてて振り返ろうとした瞬しゆん間かん──

　彼の肩に、ポン、と軽く手が添えられた。

「あん？」

　そのまま振り返った先には、見知らぬ男の姿があった。

「やあ、初めまして。ええと……紀き田だ正まさ臣おみ君……だよね？」

　優しい笑顔で語りかけてきたその男の顔を見て、正臣の胸きよう中ちゆうにひとつの感覚が蘇よみがえる。

　漠ばく然ぜんとした、不安。

　自分の周りに初めて人が集まり始めた時と同じような──

　明確に言葉で言い表せない、奇き妙みような違い和わ感かんが正臣の全身を包み込んだ。

「……どちらさんっすか？」

　訝いぶかしげに尋たずねる正臣に対し、明らかに年上である男は、右手を差し出しながら微笑ほほえんだ。

「俺は折おり原はら臨いざ也や。情報屋って奴やつさ」




「よろしく」





♂♀






　子供のように無む邪じや気きで、にもかかわらずに計算高い臨也の微笑みを思いだし、

「ああ、ほら、嫌な事を思いだしちまったじゃんよ。はい、終わり終わり。辛しん気きくさい話はこれで終わり！」

　過去の話はそこで終わりと言うように舌した打うちをすると、少年は足を前に組みながら先せん刻こくの話題に切り替えた。

「ああ、そういやこっちも辛気くさい話だったな。で、その法ほ螺ら田だ先せん輩ぱいとやらが、昨日きのうの夜、誰にやられたって？」

「だから……あの、黒バイクっす。いや、法螺田先輩をやったのは、そのツレの奴なんすけど」

「……確か比ひ賀がの野や郎ろう、前も同じような事言ってなかったか？　俺が戻ってきた時だよな……あれは静しず雄おさんにやられたんだろ？　まさか今回も静雄さんにリターンマッチしようとしたわけじゃないだろうな？　だとしたら同情もできないし寧むしろみんな逃げろと叫ぶよ俺は」

　冗じよう談だんめいてはいるが、少年の表情には僅わずかに冷や汗が浮いている。『静雄さん』と呼ぶ人間の恐ろしさを知り尽くしているといった表情だ。

　そんな少年に対して、仲間の一人が、やはり歯切れが悪そうに答えを返す。

「いやその……比賀達も混乱してるみたいなんすけどぉ、なんでも、白いガスマスク被かぶった変態にやられたって……。で、あいつらはなんか、影に手足を縛しばられたとかなんとか」

「……何よそれ？　忍にん法ぽう影縛り？」

「よくわかんねえんすよ。とにかく、あとはあの黒バイクが白いガスマスクのおっさんを連れて逃げたって事しか……」

　要よう領りようを得ない報告を聞いて、正臣は少しだけ真剣な顔つきになって呟つぶやいた。

「あの黒バイクって、なんなんだろうな」

　池いけ袋ぶくろに住む者ならば誰もが知っている『都市伝でん説せつ』。

　幼おさな馴な染じみが上京したときにも、その存在を得意げに説明したものだが──実際の所、正まさ臣おみにはその正体も目的も何一つ解わかってはいない状況だった。

「俺の聞いた噂うわさといや、ダラーズの一員らしいって事だけか」

　ダラーズ。

　その単語に、周囲の黄色い集団がにわかに表情を変え始める。

　彼らの間では、今回の切り裂き事件がダラーズの仕し業わざだという噂を信じている者も多くおり、姿の見えない『無色』のカラーギャングである存在に不ぶ気き味みなものを感じ取っている者も多くいた。

　ただ、どうしたことか、実際に黄こう巾きん賊ぞくで被害に遭あった者達は『よく覚えていない』の一点張ばりであり、彼ら黄巾賊はおろか、警察もマスコミにもさっぱり切り裂き魔まの全体像が浮かび上がらない状況が続いている。

　しかも、現在では切り裂き魔は完全になりをひそめ、マスコミも次のニュースを集中的に報道し始めて人々の意識から薄れつつある現状だ。

　だが、実際に間ま近ぢかでその狂気を感じた者達にとっては、親しい者を傷つけられた者達にとっては、その事実は被害者本人の傷と同じように強く強く刻み込まれている。

「俺は……仲間を斬きった奴やつを許すつもりはない」

　ドラム缶から降り立ち、様々な思おも惑わくの籠こもった視線の群をかき分け、正臣は静かに出口へと進む。そして、独り言のように呟つぶやいた。

　何日も前から──この場所に戻ってきてから、何度も何度も呟いている言葉を。

　まるで、自分自身に言い聞かせているかのように。

「くそっ……俺を……俺をここに引き戻しやがって」




「誰だっ！」

　その瞬しゆん間かん、工場内に怒ど声せいが響ひびき渡った。

　一いつ瞬しゆん、土地の管理者がやってきたのかと思ったが──どうやらその声を上げたのは、外で見張りをしていた仲間達のようだ。

「どうしたよ？」

　手て短みじかに尋たずねる正臣に、外から入ってきた一人が手短に言葉を紡つむぐ。

「今、外の壁から中を覗のぞいてる女が居たって……。今、追わせてます」

「女？」

　中のざわめきが外に漏れて、通りすがりの人間が興味本ほん位いで中を覗いたのだろうか。

　正臣は一瞬そう考えたが、工場の敷地の出入り口には数人ずつ仲間を立たせているので、それはないと考えた。

「……一応、話が聞きたい。穏おん便びんに捕まえろ」

　この工場の敷地はさして広大な方ではないが、建物の外側には廃はい材ざいや廃車などが積み重なっていて、隠かくれられると直ぐには捕まえられないかもしれない。

　正まさ臣おみ自身も捜そう索さくに加わるべく外に向かい、背後でざわめきながら後に続こうとする仲間達に手をあげた。

「大おお勢ぜいいらねえって。十人ぐらいで充分だろ」

　全員で敷地内を走り回れば流石さすがに周囲にも目立つ。下へ手たに通報されようものなら、大おお人数が集まれる場所が限られてしまう。

　カラーギャングに対する締め付けがここ数年で厳きびしくなっている事を知っている正臣は、この場所についてはできるだけ死し守しゆしたい思いがあった。

　まだ正臣がこの組織にドップリと浸つかっていた頃から使用していた溜たまり場。クラブなどとは違う独特の空気の中に、正臣はどこか故こ郷きようの街と同じ空気を感じていた。

　この場所も、できることならば失いたくはない。

　──他ひ人と様さまの土地なのに、なーに身み勝がつ手てなこと考えてるんだか、俺は。

　そう思いながらも、正臣は自じ虐ぎやく的に笑いながら扉の外に出た。

　──一度は……捨てた場所なのにな。

　日は既に落ち、街灯の少ないこの場所では驚く程ほどに視し界かいが悪い。

　これは逃げられるかもしれないな、という事を想像しながら、この場所を覗のぞいていた相手の正体を想像していた。

　女だという話だが、興味本ほん位いの雑誌記者か何かだろうか。少なくとも役人か何かならば正面から堂々とくれば良いだけの話だ。

　敵対するカラーギャングという線も考えたが、現在ではカラーギャングのような集団は数が限られており、正臣達はそうした面々と一切揉もめていない筈はずだった。

　ただひとつ、ダラーズを除いては。

　ダラーズという組織はネット上でその勢力を広げる特殊な集団だ。

　正臣自じ身しんも、面白半はん分ぶんにネットで登録した記き憶おくがある。

　一年ほど前に、初の集会があるという話は聞いたが、その集会に正臣は参加しなかった。実際に集団として集まって『力』となってしまえば、それは黄こう巾きん賊ぞくと何も変わらなくなると思ったからだ。

　──いっそのことダラーズに深く食い込んで幹部にでもなってりゃ……こんな事態にはならなかったのかもな。

　そんな事を考えながら、正臣は見張り達の駆けていった方向とは反対側に歩き始めた。

　狭いこの敷地内ならば、反対側から回った方が早いだろうと判断し──

　何かが動き始めたような予感がして、正臣は久しぶりに漠ばく然ぜんとした不安に包まれた。




　──いや、違うな。

　──不安は……昔からあった。

　自分の中に沸き起こる感情を整理しながら、正まさ臣おみは徐じよ々じよにその足取りを速めていく。

　──最初に感じたのは、喧けん嘩かしかしてなかった俺の周りに人が集まり始めたときか。

　過去から続く感情を整理しながら、暗がりの中を一歩一歩確かく実じつに突き進む。

　正臣の顔からは普段のニヤけた表情が完全に消えさっており、心の中の不安を徐々に膨ふくらませていった。

　──沙さ樹きと初めて会った時に、忘れてたその不安なモヤモヤを思いだした。

　空の暗さは少年の心にゆったりと覆おおい被かぶさり、ネットリとした懸け念ねんを煽あおり立てる。

　──その直後に、臨いざ也やさんと会った時に、モヤモヤがガチガチの不安に変わりやがった。

　建物の入口から遠ざかるにつれ、暗さはいよいよ勢力を増し、足下すらもおぼつかなくなっていた。

　──沙樹は……その不安を忘れさせてくれた。

　足のリズムが早まるにつれ、正臣の心しん中ちゆうも激しく揺さぶられ始める。

　──あの事件があってから……沙樹と別れて……黄こう巾きん賊ぞくも抜けて……

　過去が走そう馬ま燈とうのように巡り、心臓の鼓こ動どうは、徐々にその速度を上げていった。

　──それで、不安はなくなった筈はずだった。

　ドクドクと、心臓が、ドクドクと。

　──俺は、杏あん里りを襲おそった奴やつを……昔の仲間だった連れん中ちゆうを襲った奴を許せなくて……

　その音に合わせ、足は更に速く地面を蹴けりつける。

　──だから、戻ってきた。それだけなんだ。

　気付けば、周囲には大きな雨あま粒つぶが落ち始めていた。

　──なのに……なんだよ。

　雨音のリズムが早くなるにつれ、正臣の不安が更に激しく掻かき鳴らされる。

　──不安が、どうして前よりもでかく、俺の中に響ひびいてるってんだよ？




　今ならば、その不安の正体を掴つかめるような気がして──

　気が付けば、正臣は工場の敷地を全力で走っていた。





♂♀






　走る。

　走る走る走る。

　ただ、走る。

　目的地があるわけではなく、ただ、追いすがる影から逃げる為ために。

　もつれそうになる足を必死で操あやつり、前へ、ただ、前へ。

　彼女はただ、知りたかっただけだった。

　真実を。

　自分に関わる事の真実を。

　その代だい償しようが、猫から逃げるネズミのような疾しつ走そうだった。

　狭い敷地の中、逃げられる場所など限られている。

　廃はい材ざいが積み重なった影に滑り込み、必死にその身を縮こまらせ──

　逃走者は、闇やみ雲くもに逃げるよりも身を隠かくした方が得とく策さくだと判断する。

　何も感じられない。

　ただ、自分が見たものに対する衝しよう撃げきだけが心の中に響ひびいており──

　自分の感情を落ち着ける為だけに、彼女は小さく呟つぶやいた。

「どうして……」

　答える者などいないと解わかっているのに──




「どうして……どうして……紀き田だ君が……」




　眼鏡めがねをかけた少女は、虚こ空くうに向かって問い続けた。

　廃材の隙すき間まから見上げる空は、ただ闇雲に暗いだけで、彼女の問いはそのまま虚空へと霧む散さんしていった。

　答えの代わりに、少女の頬ほおに大きく冷たい水滴が跳ねる。

　気が付けば、周囲には雨が降り始め──

　全ての物を覆おおい隠すように、水と音の幕が張り巡らされていた。




　ザアザア、ザアザア、ザアザアと。

　ラジオのノイズのように、園その原はら杏あん里りの心は雑音の中へと落ち込んで行く。

　ザアザア、ザアザア、ザアザアと。







[image: ４章　「なにか問題でも？」]
















池いけ袋ぶくろ　川かわ越ごえ街道沿ぞい　某ぼうマンション




　一通りのゴタゴタと共に、岸きし谷たに森しん厳げんが新しん羅らの部屋にやってきてから早一日。




　昨晩、森厳は部屋に入るなりソファで派は手でないびきを掻かき始め、話もなにもあったものではなかった。

　コンビニに行っていた新羅が戻ってきた時には、セルティは黙もく々もくとネット仲間とのチャットに興じており、ソファにはガスマスクをつけたままの父親が横たわっている。

　そんな人じん外がい魔ま境きような室内を見渡して──新羅は珍しく大きな溜ため息いきをついた。




　マイペース極まりない父親は20時間程ほど後あとに目を覚ましたかと思うと、寝過ぎの頭痛などは微み塵じんも感じさせない機き敏びんな動きでバスルームへと閉じこもる。

　それから１時間──




「ううむ、シャワーを浴びたらさっぱりしたよ。最近のマンションはあれだな、給きゆう湯とうの温度調ちよう節せつもスムーズで実に心地が良い」

　独り言を言いながらバスルームから出てきたのは、白いガスマスクをつけた森しん厳げんの姿だった。

　森厳はおもむろに部屋を見回し、そこでようやく同居人の姿が目に入ったとでも言うように、食卓で携帯ゲームの無線通信をやっていたセルティと新しん羅らに声をかける。

「ふむ、そういえば昨日きのうはありがとうセルティ君。運び屋としての賃金はそこにいる新羅につけておいてくれたまえ。ん？　おお、新羅、いたのか。おはよう。そしてただいま」

　肌はだ着ぎの上にバスローブ代わりの白はく衣いを羽は織おった男の言動に、セルティはもはや突っ込みを入れる気力も失せたというように食卓の上へと突つっ伏ぷした。

　そんなセルティの代わりを務めるべく、新羅が父親に対して呆あきれたように溜ため息いきをつく。

「父とうさんは相変わらずだなあ。さっぱりしたいならまずガスマスクを取りゃいいじゃない」

「汚い物が体内に入らぬように気を遣つかうのは当然の事だろう。まさに東京砂さ漠ばく。砂嵐の如ごとき悪意の群よ。人間コウサ点と言ってもいい。コウサは黄色い砂の黄こう砂さな」

『……文字で書かないと解わからない事を口で言うな。しかも全然うまくないし』

「砂漠の砂は余よ所その土地まで飛ぶと逆に栄養になったりもするから黄砂だけを例にするのはどうかと思うよ父さん」

　セルティと新羅の冷ややかな応答に、森厳は首を振りながら言葉を返す。

「いやいや……昨日のような不ふ貞ていの輩やからが闊かつ歩ぽする世の中だよ。最近も拳けん銃じゆう強ごう盗とうがあったばかりというではないか。そんな連れん中ちゆうばかりだと考えれば、顔を覚えられるリスクも軽けい減げんできるし、いい事尽づくめではないかね。ガスマスク万ばん歳ざいだ。他の人間と区別しやすいように白く塗ったガスマスクを付けている私の気き遣づかいも少しは褒ほめてくれたまえ」

『他にガスマスク着けてる奴やつなどいるか。どこの化学兵へい器き使用区く域いきだ。……というか、そんな格かつ好こうをしてるから絡まれたんじゃないのか？』

「まあ、そうだが。……しかし。彼らはなんなのかね？　黄色い布を巻いたりして……米国のカラーギャングを形だけ真ま似ねた連中か？」

　昨晩の少年達の事を思いだし、脇わき腹ばらをさすりながら忌いま々いましげに呟つぶやく森厳。

　そんな父親に対して、新羅は食卓の上にあったコーヒーを啜すすりながら答えを返す。

「ああ、黄こう巾きん賊ぞくね。父さんがアメリカに行った前後ぐらいにできた集団だよ。別になんか強盗とかしてる連中じゃなかったし、昔一回どこか別のチームと揉もめて大人おとなしくなった筈はずだけど……最近、またなんか盛り返してきてるみたい」

「そうか、まあ、米国の場合はカラーギャングの殺し合いなど常だからな。日本ではそういう意味では平和で良い。しかしながら、私が襲おそわれたという事実にはなんの変わりもないのだが。ええい、どこか別のチームとつぶし合って双そう方ほう下水道の中でくたばればいい」

『無む茶ちやな事を言う奴やつめ』

　強ごう引いんな論ろん理り展開をする森しん厳げんに、呆あきれながら文字を打つセルティだが──ふいに、昨日きのうのチャットの事を思いだして陰いん鬱うつな気分になった。

　ただでさえ黄こう巾きん賊ぞくとダラーズの仲が険けん悪あくになっているというのに、あれで完全に黄巾賊を敵に回してしまっただろう。

　とはいえ、今回の件は完全にダラーズとも切り裂き魔まとも無む縁えんの事だ。第一先にケンカを売ってきたのは向こうなのだから、そうそう大げさな事態にはならない筈はずだ。

　セルティはそう考えていたが、やはり不安は残る。

　切り裂き魔の実体を知っている数少ない身の上としては、自分が仲ちゆう介かいに立って誤ご解かいを解く必要があるのだとは思うが──杏あん里りの心情を考えると、中々それを実行に移せない。

　そもそも信じて貰もらえるかどうか解わからぬ話であり、仮に話が通ったとしても、黄巾賊とダラーズの腹の虫が治まるとも思えない。

　ダラーズも切り裂き魔も他ひ人と事ごとではない。なんとかしてやりたいとは思うが、誰かに泣いて貰うとすれば関わりのない黄巾賊という事になるだろう。かといってそんな身み勝がつ手てな結末を目指すのも後味が悪いと思い、さりとて上う手まい方法も思い浮かばない。

　机を指でトントンと叩たたいて思し案あんしていると、森厳が興味深ぶかげに声をかけてきた。

「おや、セルティ君。何かイライラしているのかね。空腹か？　いかんなあ。運び屋たるもの、常に心に余よ裕ゆうを持っていなければ。そう言えば昨日も、その安っぽいＰＤＡを叩たたかれて怒っていたようだが……家計でも苦しいのかね」

　のんきな事を言う森厳に対し、セルティはなんと言ってやろうかと思っていたが──彼女の心を代弁するかのように、新しん羅らがジト目で父親を見み据すえながら口を開く。

「そう思うなら、とっととセルティに運び屋としての賃金を払ってやってよ」

「だからお前にツケてくれと……」

「セルティの稼かせいだお金はそのまま我が家の家計になるんだけど。なに？　その火すらつかないマッチポンプは。いいから払ってやってよ」

「ふむ、ならば普通に踏み倒すとしよう」

　言い終わるか言い終わらないかの内に、森厳の首に影の刃やいばが絡みつく。

　セルティの手から伸びた黒い粒りゆう子しが、１秒とかからずに森厳の元へと達していた。

　鋭く尖とがらせた『影』があと数ミリで頸けい動どう脈みやくに刺さるというところで止め、セルティは淡たん々たんとＰＤＡに文字を打ち込み、身動きのできない森厳に見せつける。

『で、なにを踏み倒すって？』

「……腕を上げたというかなんというか、驚いたね。まさか影でそんな事までできるようになっているとは。つまりあれだ、今のは君を試したのだよ。ギリギリ及きゆう第だい点てん以下といったところだが、今すぐに私を解放すれば及きゆう第だい点てんをあげよイタいイタタタタタタ刺さってる刺さってる、少し影の先が刺さっているよセルティ君！　くそう！　謎なぞ物ぶつ質しつの癖くせに細さい胞ぼう膜まくを破壊するとは生なま意い気きな……！　研究してやりたいが残念な事に分野がちがウタタタタイタタタタタ」

　ガスマスク越しの表情は解わからないが、森しん厳げんは手足を必死にばたつかせて影を振り払おうと努力する。それが無理だと解るや否や、彼はあっさりとプライドを捨てて実の息子むすこに助けを懇こん願がんし始めた。

「新しん羅ら、血を分けた肉親の危機だ。これはつまりお前を試しているのであり、あえて私は自分の危機を演出しているわけだがスマン正直に言うリアルに私は危き機き的てき状況に陥っている！　こういう時どうすればいいか……私の息子ならば、解るな？」

「もちろんさ」

　新羅は淡たん々たんとした表情で言葉を返すと、そのままおもむろに森厳へと歩み寄り──

　身動きのできない父親の白はく衣いからサイフを抜き取り、それをセルティへと投げ渡した。

「なっ……！」

　呆あつ気けにとられる森厳を余よ所そに、セルティはサイフの中から一万円札を二枚抜き取り、そのまま森厳へと投げ返す。

　同時に影による拘こう束そくが解かれ、黒い茨いばらは綺き麗れいさっぱりと部屋の空気に霧む散さんした。

『まいどあり』

「……二万円はぼったくりだと思うのだが如何いかがなものか。そして今日は自分の息子の本ほん性しようを見る事ができてなによりだ。貴き様さまには遺い産さんをやらんからそう思え」

「別にいらないし、手て前まえ味み噌そながら父とうさんの息子らしい行動をしたという自負はあるけど？」

　淡々と返す新羅に、父親はガスマスクの奥であからさまにムムムと唸うなる。

「ぐむぅ……すっかり化ばけ物ものに誑たぶらかされよって……」

「セルティに誑かされて魂たましいを奪われるなら本ほん望もうさ」

　あっさりと言い放つ新羅に、セルティは照れたように身体からだを背け、ポーズをかけていた携帯ゲームを再開した。

　だが、そんなセルティを妨害するように、森厳は彼女の横に回り込んで話しかける。

「くっ……やるねえ、セルティ君。まったくやるじゃないか。我が息子をここまで完かん膚ぷ無なきまでに手なずけるとは」

『……実の息子を「手なずける」とか犬みたいに言うな』

「おおっと、しかも中々モラルにも満ちている。君自身もなんというか、すっかり牙きばを無くして日本の風土に馴な染じみきってしまったものだな。だが、そういう礼れい儀ぎを踏まえるならば、まずは君きみ自身が家主の父親に対する礼儀をわきまえたらどうなのかね」

『モラルとかそういう話じゃない』

　くどくどと理り屈くつをこねてくる森厳に、セルティは些いささか苛いら立だたしげに文字を綴つづった。

『新しん羅らを低く見るな、と言っている』

「おや……」

　ＰＤＡに打ち込まれたその文字列を読むのと同時に、森しん厳げんは彼女を取り巻く空気も読む。

「おやおやおや、セルティ君、君もしかして……新羅に惚ほれたのかね？　息子むすこが君に執しゆう心しんする妙みような性せい癖へきの持ち主だとは知っていたが、まさか、君の方も新羅の事を？」

　ガスマスクの下から漏れる下げ世せ話わな問いかけに、セルティはしばらくＰＤＡを打つことを躊躇ためらっていたが──

　しばしの沈ちん黙もくの後、新羅の顔を見ながら、ただ、三文字だけを打ち込んだ。

『そうだ』

　彼女の返答に対し、当の息子の方が即そく座ざに反応する。

「セルティ……！　君がそんなに素直に僕との関係を認めてくれるなんて！　俺は嬉うれしくて嬉しくて嬉しくて仕方ないよ！　磯いその鮑あわびの片思いに過ぎなかった関係が、今や他人にも堂々と証あかせる膠こう漆しつの交わりへと発展しているという事実に、私は今、欣きん喜き雀じやく躍やくの思いに満ちている！」

「えっ……『他人にも』って……私は一応お前の実父……」

　ガスマスクの奥から呟つぶやかれた言葉も聞かず、新羅は立ち上がってクルクルと蠢うごめき始めた。

　相あい方かたのあまりのハイテンションぶりに逆に恥ずかしくなったセルティは、手から伸ばした布状の影で新羅を押さえつけて無む理り矢や理り椅い子すへと座らせた。

「ああっ!?　なんかもう手足よりも気軽に影を使いこなす君も素す敵てきだよセルティ」

『うるさい。恥ずかしい事を大声で抜かすな！　あとひとつのセリフの中で「僕」と「俺」と「私」をいっぺんに使うな』

「それだけ君との愛を確認した嬉しさに混乱してるってことさ！　この混乱の中で唯ゆい一いつ確かなものは君への……モゴゴガ……フゴっ」

『恥ずかしいからもう黙れ』

　口を影で覆おおわれてモゴモゴと呻うめく新羅を余よ所そに、森厳は自らも食卓に腰掛けながら、尊そん大だいな態度で口を開く。

「ふむ……、しかしあれだ。私がそんな交際を許すとでも思っているのかね？」

『なんだと？』

「こう言うのはなんだが、君はこの人間社会において招かれざる客であり、俗に化ばけ物ものと呼ばれる存在だと認にん識しきしているのかね？」

　皮ひ肉にくがタップリと込められた言葉だったが、セルティは何の躊躇ためらいもなく文を返す。

『もちろん』

　あまりにも堂々とした答えに、森厳はガスマスクの奥で大きくその目を見開いた。

「もちろんって君ぃ」

『それがどうした？　何か問題でも？』

「ふむう……しまったぞ、相手の非ひ社会性をついて優位に立つ作戦は見事に失敗したようだ。それもこれも息子むすこを闇やみ医者という非社会的な職業にさせてしまった事が原因だろうか」

『お前に社会性がどうこう言われても、説得力の欠片かけらもないしな』

　サラリと投げ返された皮ひ肉にくが通じたのか通じないのか、森しん厳げんはガスマスクをプイとセルティから逸そらして、別べつ方面からの皮肉を投げかける。

「いや、まあ……。それ以前に、それが恋人の父親に対する言葉遣づかいかね。もっと年長者への配はい慮りよというものをだね……」

『私は少なくとも１００年以上は生きている。それ以上はよく覚えていないが』

　本当はもっとずっと昔から生きているような記き憶おくもあるが、『首』を失っている現在、はっきりと思い出せるのは１２０年ほど前までだ。あるいは、首を取り戻したとしてもそれ以上過去の事はおぼろげなままかもしれないが。

「ぐむう……。仕方ない、交際を認めよう。代わりに私の事は今後お義と父う様と呼ぶように。記憶力の無い君が忘れないように二回言う事にしよう。私の事は、お義父様、と言うように！」

『黙れ』

　短い文章をつきつけながら、セルティは改めて森厳を睨にらみ付ける。

　もっとも、目が無いので森厳からすれば睨まれている事など気付かないのだが。

　──考えてみれば、こいつが首を盗んだかもしれないわけだし……だとしたら、そもそも記憶が曖あい昧まいなのはこいつのせいじゃないか。

　なんとか証しよう拠こさえ掴つかめれば堂々と締め上げる事ができるのに。

　そう考えながらも、セルティは冷静に努めようと心をゆっくりと落ち着けていった。

『とにかく、もう新しん羅らも子供じゃない』

「そうだよ父とうさん。僕達は真剣なんだ。なんていうか、セルティが来てから俺は生まれ変わったんだよ。なんていうか、それまでに感じたことの無かった充足感が身体からだを包み込んだんだ」

　ようやく影から解放された新羅が力りき説せつするが、父親は息子の意見をあっさりと一いつ蹴しゆうした。

「お前……セルティが来た時はまだ子供だったじゃないか」

「恋愛に年ねん齢れいなんて関係無いよ」

「やれやれ、本当にすっかり誑たぶらかされたようだな」

　無む茶ちや苦く茶ちやな理り屈くつを言う息子に溜ため息いきを吐きながら、森厳はガスマスクの位置を直して呟つぶやいた。

「誑かす、か。セルティ君は、リャナンシーという妖よう精せいを知っているかね？」

『もちろん。自分が愛すべき男を探し続ける女おんな妖精だろ？　結ばれた男は生命力を吸い取られる代わりに様々な才能を開花させる』

「ほほう……流石さすがだな」

　感心する森厳に対し、セルティは自慢げに胸を反らしながらキーを打ち込んだ。

『ふふん……大好きなゲームのシリーズで、いつも仲なか魔まにしてるからな』

「いや……せめて同じ妖よう精せいだからって言おうよ、そこはさ。ていうか君の地元のアイルランドの妖精じゃないか」

　呆あきれたように突っ込む新しん羅らに対し、セルティは静かにＰＤＡの画面を差し出した。

『私の地元は池いけ袋ぶくろだよ。今じゃ……家族もいるしね』

「ああ、なんて嬉うれしい事を！　『惚ほれた病に薬くすり無なし』とは言うけれど、今の僕にはセルティの笑顔が何よりの薬さ！　さあ、水魚のように交わろうじゃないかグブァッ」

　迫ってくる新羅のノドを軽く突きながら、セルティは森しん厳げんの質問に対して、先せん刻こくよりもまじめに言葉を返し始める。

『しかし、まあ、まじめな話……向こうじゃ何人かの妖精に会った記き憶おくもあるけどな』

　曖あい昧まいな過去を思いだすべく、時とき折おり長い沈ちん黙もくを挟みながら、少しずつＰＤＡの文字列を埋めていく。

『で、そのリャナンシーがどうしたって？』

「ふむ……今の君を見ていると、まるでデュラハンというよりもリャナンシーの方がしっくりくると思ってね」

『私が新羅の命を吸い取ってるとでも言うつもりか？』

　心外だとでも言うようなジェスチャーをする彼女に対し、森厳は静かにその首を横に振る。

「リャナンシーという妖精はね、さっき君が言った通り……男の愛を探し求める妖精と言われている。目をつけた男に拒こばまれれば、愛されようとしてなんでも男の言う事を聞く奴ど隷れいとなるが──一いつ旦たん男が愛を受け入れれば、死ぬまで魅み入いられる呪のろいのような愛を振りまく存在だ」

『だから、それが私となんの関係がある？』

「リャナンシーというのはね、目をつけた男以外には、その姿が見えないのだよ」

　淡たん々たんと語る森厳だが、ガスマスクの白いレンズ越しに見える目には、実に楽しそうな光が宿っていた。

「非常に美しい姿と伝でん承しようには残るが、その姿は愛された男にしか見えていない。その美しさは愛する者にしか解わからない」

『なにが言いたい』

「君は美しいもなにも、顔かお自体が存在しない。だが、我が息子むすこは君を心の底から美しいと言っている。我われ々われ普通の人間には見えていない美しい何かが、君を愛する男だけには見えているという事さ」

　皮ひ肉にくとも取れる言い草だったが、セルティはそれに関しては怒らずに、淡々と反論の言葉を返す。

『そんなの、私と新羅に限らないさ。私の首から上だけを好きだと言い切った子供だっていたし、普通の人間同士の恋愛でだって、そんなのはよくある事だろう？』

「そう、まさにその通りだ。つまりは、リャナンシーというのはひとつの愛の象しよう徴ちようとして描かれたものであり──実際は、よくある愛の形を演じているだけなのかもしれないね。だからこそ、今の君達を見ていると……死を振りまくデュラハンよりも、そちらの妖よう精せいのエピソードの方がピッタリだと思ったまでなのだよ」

『なるほど……』

　納なつ得とくしたように文字を打ち込むセルティだが、そこで疑問がわき上がる。

『じゃあ、愛した奴やつの命を奪うってのは？』

　彼女の純粋な問いに対し、森しん厳げんはあっさりと口を開く。

　それこそ、常識ではないかとでも言うように。

「同じ事さ。愛という感情に溺おぼれて寿じゆ命みようを縮める事など、人間同どう士しでもよくある事に過ぎない。愛を知る事によって才能が開花するのも、命を縮めるのも、全ては紙かみ一ひと重えの関係さ」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

　場の空気が微び妙みように淀よどんだ事を感じてかどうかは不明だが、森厳は静かに先せん刻こくの話の続きを語り出す。

「まあ、現地の伝でん承しようを詳しく辿たどれば、リャナンシーについての見解は物語の紡つむぎ手によって千せん変ぺん万ばん化かするようだがね。中には愛などとは全く関係無い、年老いた魔ま女じよという説さえある」

『なるほど。しかしお前、そういう妖精の話とか詳しいな』

「昔色いろ々いろ調べたからな。当然の事だ」

『というか……おぼろげにリャナンシーの記き憶おくも、あるにはある』

　珍しく過去の事を語り出すセルティに、森厳も新しん羅らも興味深ぶかげに顔を向ける。

「へえ、セルティが日本に来る前の話をするなんて珍しいね」

『まあな。夢む魔まやピクシーの類たぐいの記憶ははっきりしているんだが……この国じゃ、妖精の気配を殆ほとんど感じないから、本当に懐なつかしい記憶だけど』

　遠くを見るようにヘルメットを動かしながら、セルティは文字の続きを書き込んだ。

『確かに、私が会ったリャナンシーは、もう結けつ構こうな年の婆ばあさんだったような記憶がある。若いのもいたような記憶もあるが、そればかりは記憶が完全に戻らない事にはどうしようもない。今となったら、アイルランドの記憶よりも池いけ袋ぶくろの記憶の方が比重が大きいからな……あの頃の思い出は、ただ忘れていくだけだ』

　少しだけ寂しげな雰ふん囲い気きを出すセルティの手の上に、新羅の手がそっと重なった。

「大丈夫……無くした記憶の代わりに、これからたくさんいい思い出を作っていこう。たとえ君がデュラハンじゃなくてリャナンシーだろうがバンシーだろうが、君に命を吸われて死ぬなら本ほん望もうさ」

『新羅』

「とりあえず思い出造りの手始めとして、結婚式をあげよう。ウェディングドレスのサイズを計るからとりあえずその影の服をぬいデボァバァイヒヒヒヒ」

『しつこい！』

　新しん羅らの頬ほおをつねり上げながらも、セルティは内ない心しん本気で怒っているわけではなかった。

　何かというと直ぐに迫ってくる新羅だが、決して強ごう引いんな真ま似ねはしないし、本気でセルティに肉欲を強く求めているわけではないというのも解わかっている。

　恐らくそれが新羅なりの愛情表現なのだろうと理解はしていたが──

　──一いち応おう突っ込みは入れないとな。

「あいたたたた、もげるもげる、ほっぺたがもげるよセルティ。僕の頬を裂いてピアスで縫ぬい止めでもする気かい」

　痛がりながらもどこか楽しげな新羅をみて、父親である森しん厳げんは諦あきらめたように溜ため息いきをつく。

「ふふん……水は方ほう円えんの器に随したがうと言うが……新羅がこんな変へん態たいに育ったのは、君のその影の器の虜とりこになったからというわけか……。思えば、昔から解かい剖ぼうをすると嬉うれしそうに笑う変態的な子供だった」

『明らかにアンタの影えい響きようだろ！』

　セルティの抗こう議ぎの文章を前に、森厳はチッチッチッと指を動かしながら言葉を返す。

「アンタではなかろう。義と父うさんと呼びたまえ！　まったく、さっき言ったばかりなのに……セルティ君は相変わらずの粗そ忽こつ者だな。そんな事だから私が首を盗んだときも気付きすら────…………あ───ッ！　しまった！」

　森厳は自分の言葉を途中で切って叫びをあげるが、時とき既すでに遅し。

　証しよう拠こが欲しいと先せん刻こく思っていたばかりのセルティは、このあまりにも唐とう突とつで意味の無い自じ供きようを一いつ瞬しゆん理解できなかった。

　だが、徐々に言葉の内容をかみ砕くと共に、震える手でＰＤＡに指を滑らせる。

『お　おおおおおおおお　お前ええ今なんて言っっった!?』

　指先が震えているのか、ひとつのキーを連続で押してしまっているようだ。

　対する森厳は、ガスマスクの奥に表情を隠かくし、相手を挑ちよう発はつするような言葉を吐きかける。

「どうしよう。重大な秘密をうっかり口にしてしまった……だが大丈夫！　セルティはドジっ娘こだから気付かない！」

『　　　　』

　もはや何も打ち込めないセルティは、全身の影をゾワゾワとわななかせつつ怒りにうちふるえていた。あまりにも唐突で予想外の暴ばく露ろだったために、上う手まく怒りが行動に結びつかない様よう子すだった。

　そんなセルティを前にして、白い男は開き直るかのように声を高らかに張り上げる。

「ドジッ娘セルティ……！　ドージッ娘セェールティ─────ッ！」

『黙れ！　なんで二回言う！』

　爆発した怒りが指先の震えを止めたのか、滑なめらかになった指使いで怒りの文章をつきつけるセルティ。

　同時にＰＤＡを持たない方の手で殴なぐりかかるが、その手は空むなしくも宙をスカるのみだった。

「ふはは、ドジっ娘この攻撃など簡単に先が読めるわ」

　セルティの怒りの鉄てつ拳けんをヒョイと避けた森しん厳げんだったが──横にいた新しん羅らに足をかけられ、見事な半円を描いてフローリングの上に倒れ伏す。

「ギャッ」

「父とうさん……いくら父さんでも、セルティを馬鹿にすると許さないよ」

「いやまて新羅、ドジっ娘というのは寧むしろ可愛かわいげがあって褒ほめ言葉だと……グァっ！」

　背中を思い切りセルティに踏まれ、森厳の肺から一気に空気が絞しぼり出された。

　もはやＰＤＡを見る事もできない状態だし、セルティが新たに文字を打ち込んでいる気配もない。ただ、純粋に怒ど気きだけがセルティの足の裏から伝わってきた。その足が徐じよ々じよに首の方に迫るにつれ、怒気が殺さつ気きへと変化を遂とげたように感じられる。

　流石さすがに身の危険を感じた森厳が、慌あわててセルティに向かって叫びかけた。

「解わかった！　解った！　待ちたまえセルティ君！　説明を、ちゃんと説明をするから！　首は、首はまずい！　ぼんのくぼ辺りに全体重を掛けられたら本気で頸けい椎つい損そん傷しようするからやめたまえいやむしろやめてくださいお願いだ！」




　数分後、全身に汗を掻かいて先せん刻こくのシャワーを台だい無なしにした森厳が、二人の前に立って仰ぎよう々ぎようしく口を開き始める。

「こうなっては隠かくしても仕方あるまい……確かに、君の首を奪い、製薬会社に引き渡し、知らぬフリをして君と新羅をこのマンションに住まわせたのは……この、私だ!!」

『開き直るな』

　なんとか新羅によってなだめられたセルティだが、まるで自分には罪がないとでも言うように威い風ふう堂どう々どうとした森厳を見て、今だ心しん中ちゆうに怒りの炎ほのおを揺らめかせ続けていた。

　首の行方ゆくえなどもはやどうでもよくなったとはいえ、やはり元げん凶きようであるこの男は許せない。そもそも、どのような理由で自分の首を盗んだのか。黒くろ幕まくがいるのならばその連れん中ちゆうの所に乗り込んで丸まる一日は文句を言い続けたい心しん境きようだった。

　そんな彼女の怒りを読み取ったのか、森厳は至って冷静な声で自らの話を紡つむぎ出す。

「いいだろう……。何な故ぜ、君の首を奪う必要があったのか……その答えを教えよう」

　言うが早いか、二人に向けてクルリと背を向け、玄げん関かんへと向かって歩き出す。

「ついて来たまえ。見せたいものがある」

　セルティと新羅は、互いに顔とヘルメットを見合わせたが──そうしている間にも、森厳は玄関で靴をはき始めていた。

　二人は仕方なくその後を追い、森厳が扉を開けて外に出る背を見ていたのだが──




　バタン




　突然マンションの通路へと続く扉が勢いよく閉められ、駆けていく足音が響ひびき渡る。

　──っ!?

　扉が閉まる轟ごう音おんに、一いつ瞬しゆんセルティは何が起こったのか解わからずに、ただ呆ぼう然ぜんと立ちつくす。

　──え？　あれ？

　──どういうこと？

　時間にすればほんの数秒だったが、それは致ち命めい的な遅れとなった。

「あれ？　逃げた!?」

　新しん羅らの呟つぶやきで瞬しゆん時じに状況を理解し、セルティは勢いよく扉に駆け寄り、影で自らの靴を構成しながら蹴け破やぶるように扉を開け広げる。

　眼前にはマンションの無む機き質しつな通路。そして通路のへり越しに向かいのマンションの明かりが見えるだけだった。左右に首を振るが、新羅の部屋の直ぐ横にあるエレベータの明かりが下がっていくのが見えた。

　──あ　の　変へん　態たい　野や　郎ろう。

　──逃がすか！

　セルティは通路の奥にある階段に目を向けると、全力疾しつ走そうで走り出す。

　走る速度は人間とほぼ変わらないが──

　全身から影を沸き上がらせるその姿は、まるで死しに神がみを思わせる姿であった。







「……行ったか？」

　階段の角に消えていったセルティを見送っていた新羅の背に、ガスマスク越しのくぐもった声が響ひびき渡った。

「うわ!?」

　突然の声にビクリと身体からだを震わせて振り返ると、開かれた扉の影から森しん厳げんが顔を出していた。

「父とうさん……逃げたと見せかけて隠かくれてただけかい？」

「まあな。あやうく勢いよく開かれた扉にぶつかる所だったが」

　ガスマスクの位置を直しながら、森厳は得意げな顔をしてセルティの消えていった方角を見送った。

「しかし、とりあえずエレベーターのボタンだけ押す作戦は成功だ。丁ちよう度どエレベーターがこの階に止まっていた私の運の良さの勝ちだな」

「なにやってんだか……」

　呆あきれ顔の新しん羅らに対し、森しん厳げんは白はく衣いについた埃ほこりを払いながら冷静な言葉を紡つむぎ出す。

「ふむ、白衣の前を閉じればなんと下が肌はだ着ぎだけだとバレないだろう……。というわけで、私はこのままこっそりとマンションを出るから、荷物については今度セルティ君がいない時に取りに来るので預かっておいてくれたまえ」

「……よくもまあ、俺があっさりと父とうさんを逃がすと思えるね？」

「セルティ君を殺人犯にはしたくないだろう？」

「そこまで短気じゃないよ、セルティは」

「ならば、私も助かるがね」

　ガスマスクの奥でニヤリと笑いながら、父親は静かに通路を歩き出す。

「あ、そうそう、近々私宛あての客が来ると思うから、私はしばらく身をくらますからと伝えて、私の携帯番号でも渡しておいてくれたまえ。それじゃ」

　言うが早いか、通常の階段の反対側にある、非常用階かい段だんへと向かって歩を進める森厳。

「ちょっ、父さん、客って？」

「来れば解わかるさ」

　もはや振り返らない父親の背を見送りながら、新羅は呆れたように溜ため息いきをつき──

　結局、それを引き留めようとはしなかった。




　ふと、周囲の音に変化があったことに気付いて、新羅が通路から外を眺ながめると──

　丁ちよう度ど雨が降り出したようで、ザアザアと響ひびく雨音が夜の街を包み込んでいた。





♂♀






　──くそ……どこに行った……？

　セルティが下に降りた時には、既にエレベーターは到着していた。

　まだそんなに遠くには行っていないと判断し、走って周囲を見渡したのだが──森厳の姿は影も形も見あたらない。

　──このまま逃がしたら、そのまま国外逃とう亡ぼうしかねない奴やつだからな。

　──絶対に追いつめて、昨日きのう読んだホラー漫画みたいな目に遭あわせてやる……！

　怒りにまかせて、バイクを駆って外に飛びだそうと思った瞬しゆん間かん──

　セルティが影で作りだしている黒いレザージャケットのポケットから、携帯電話のメール着信音が鳴り響く。

　その音で一いつ旦たん冷静さを取り戻したセルティは、新羅かもしれないとメールを手早く確認し────そのまま、相あい棒ぼうである黒バイクコシユタ・バワーの待つ駐車場へと全速力で駆け出した。




　マンションの周囲には既に喧けん噪そうもなく、ただ、雨音だけが静かに響ひびき始めていた。
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　呪のろいの言葉が聞こえる。

　少女の頭の中で、止むことのない蝉せみの声のように、それは叫び続けていた。

　それこそ蝉のように、

　７日しか生きられない中で、生しよう涯がい全ての愛をその１週間に凝ぎよう縮しゆくさせているように、
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　ただ、蝉せみとひとつ違うのは──

　その声は１週間でも一夏でもなく、永遠に響ひびき続けているという事だった。
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　園その原はら杏あん里りは、その『声』を今日も聞き続ける。

　だが、彼女は別べつ段だん発狂はしていない。

　少なくとも、自分自身ではそう思っていた。

　もしかしたら既に発狂しているのかもしれないが、狂っている人間は狂っている事が自分で解らない事も多いだろうと、彼女は結けつ局きよく自分が狂っているのかいないのかは気にしないように生きていた。

　自分の右腕の辺りから響く、呪のろいの言葉の群。

　人がその話を聞けば、そんな声が聞こえる時点で充分異い常じような事態だと思うだろうが──その声に関しては、彼女の精神や脳のう髄ずいには何一つ原因は無いものだった。

　ただ、物理的とも精神的とも言えない、常識から外れた存在。




『罪さい歌か』




　俗に『妖よう刀とう』と呼ばれるその存在に身体からだを蝕むしばまれている少女、それが園その原はら杏あん里りという存在であり──先日の連続切り裂き事件の中心人物でもあった。

　と言っても、杏里が切り裂き魔ま本人だというわけではなく──寧むしろ彼女は、純粋な被害者だった。

『罪歌』と名乗るこの妖刀は、人間との間に、愛の証あかしとして『子』を欲しがった。それは同化という形で『罪歌』の意識を斬きりつけた人間に植え込む事でなしえる、まさに呪のろいというべき所しよ行ぎようだった。

　そして、かつて杏里を宿やど主ぬしとする前に斬りつけた一人の少女。その中に植え付けられた罪歌の『子』が、親と同じように人間への歪ゆがんだ愛を求め──それが暴走した結果、件くだんの事件が起こってしまう。

　結局その事件は、杏里がその『子』を全て支配する事で落ち着いた。

　切り裂き事件は一段落し、罪歌が乗っ取っていた意識も全て元の宿主に返し──ただ、切り裂き魔の件についてだけはつじつまを合わせるようにしていた。

　すなわち、切られた誰もが『犯人の顔を覚えていない』という事にして。

　それ以降は、何も変わらない筈はずだった。

　当然ながら、杏里の中に響ひびく呪いの声も、何一つ変わる事こと無なく彼女の心に響き続ける。

　だが、杏里にとってそれは大きな問題とはならなかった。

　彼女は目に見える世界は疎おろか、自分の心すらをも額がく縁ぶちの外から覗のぞき見る。

　客観的に、全て他ひ人と事ごとのように。

　なにか嫌な事があっても、それを一歩引いた位置から感じる事ができる。

　どんな悲劇も、虐ぎやく殺さつが描かれた美術展の絵画を見るかのように。

　彼女が唯ゆい一いつ自分で『狂っているかもしれない』と思うのは、その点についてだけだった。

　だからこそ──この愛の叫びに発狂する事なく付き合い続ける事ができるのかもしれない。




　こうして切り裂き魔の事件は闇やみに葬ほうむられ、彼女にとって何事もない日常が戻ってくる筈だったのだが──

　例の事件以い降こう、彼女の周りで、確かに何かが変わり始めた。

　それが一体なんなのか解わからず、漠ばく然ぜんとした不安が彼女の心を包み込む。

　本来ならば、そんな違い和わ感かんも額縁の中の出来事として放っておく筈なのだが、どうしても嫌な違和感が拭ぬぐえなかった。

　その原因を探るうちに──彼女は、気付く。

　違和感の正体が、額縁よりも手前にあったという事に。




　──正まさ臣おみ君が……なにか、違う。

　額がく縁ぶちの外にいた杏あん里りに、絵の中から現れて自分の心に触れてくれた、二人の少年。

　竜りゆうヶが峰みね帝人みかどと、紀き田だ正臣。

　『子』との斬きり合いで負傷してしまい、数日入院した時から──徐々に、正臣の様よう子すが変わっていった。

　明確に何かが変わっていたというわけではない。

　彼の親友である竜ヶ峰帝人も、異常には何も気付いていないようだった。

　だが、ずっと絵の外から世界を観察する事に慣れていた杏里は、正臣という少年の中に生まれた微び妙みような違い和わ感かんがずっと気になっていた。

　そんな日々がしばらく続いた後──チャットで、嫌な話を聞いた。

　カラーギャングと呼ばれる少年達の集団が二つあり、切り裂き魔まの起こした傷しよう害がい事件が互いのチームの仕し業わざと思いこんでいるというのだ。

　杏里は、その話を聞いた時に、どうしようもない罪ざい悪あく感かんに包まれた。

　自分が事件を起こしたわけではないのだが、あれで事件が全て終わったと思い、安心していたのも事実だったからだ。

　彼女はなんとかしなければと思い──

　自分の『子』が生み出した『子』──つまり罪さい歌かの大おお本もとから見れば孫や曾ひ孫まごにあたる、切り裂き事件の被害者を呼び出した。

　罪歌の力で意識を操あやつるような真ま似ねはしたくなかったが、無む駄だな争いを止める為ためにはしかたないだろうと言い訳し、力を行使してしまう。

　その代だい償しようは、直後に支払う事となった。

　切り裂き事件の被害者の中で、『黄こう巾きん賊ぞく』と呼ばれる少年グループの何人かと接触をとり、罪歌の力で詳しい事情を聞こうとしたのだが──

　そこで彼女は、信じられない話を聞いてしまう。




「うちのボスは、紀田正臣です。『母かあさん』と一緒にいるのも、見たことがあります」




　少年の一人の言葉に、杏里はしばし愕がく然ぜんとした。

「ええと、『母さん』の宿やど主ぬしであるその眼鏡めがねの女の仇かたきを取るんだ、と言っていました」

　『子』はあくまで、杏里の中にいる罪歌本ほん体たいを『母』としている。主しゆ導どう権を握っているのが杏里であろうが、あくまで杏里は母の『宿主』に過ぎないという事なのだろう。

　そんな『子』の言葉だったが──

　何を言っているのか、一いつ瞬しゆん理解できなかった。

　数分の時を経て、ようやく正まさ臣おみの顔が浮かんだ時には──自らの全身に夥おびただしい量の冷や汗が流れている事に気が付いた。

「そん……な……」

　嘘うそだ。何かの間違いだ。

　罪さい歌かが『母』である本体に嘘をつくことはないだろう。

　だとすれば、きっと何か勘かん違ちがいしているのだ。

　きっと、正臣によく似た少年か、同じ名前の人間なのだろう。

　あの陽気で、優しく、自分の事を好きだと言ってくれている正臣が──

　カラーギャングなどという危険な集団の頂点だったなどと、信じたくはなかった。

　しかも、自分の仇かたきを討うつ為ために、再びその組織に舞い戻ったなどと。







　だからこそ、彼女はここに来た。

　カラーギャングのアジトとなっている廃はい工場。

　正臣が電話で呼び出されたのを見て、もしやと思って忍び込む事にした。

　帝人みかどと別れて自分の部屋に帰り着いた後、直ぐに私服に着替えて街に出る。

　『子』である黄こう巾きん賊ぞくのうちの二人に、自ら出入り口の見張り役を買って出てもらい、こっそりと敷地内に入り込んだのだ。




　結果として──彼女は、見たくないものを見た。




　普段の正臣とはまるで違う……それでも、確かに正臣である少年の姿を。

　言動や態度は同じだが、身に纏まとっている空気が根本的に違う。

　だが、杏あん里りは気付いていた。

　あの事件からずっと感じていた正臣の違い和わ感かんは──今の正臣の纏う空気が、時とき折おり日常の中にも漏れ出ていたからだと。




　そして、全てを知った彼女は──

　廃はい材ざいの隙すき間まに身を潜ひそめ、暗くら闇やみの中で雨の中に曝さらされていた。
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　どうして、こんな事になったのだろう。

　杏里は自分の中に沸き上がる感情に混乱していた。

　全身を打つ雨の量は次第にその勢いと冷たさを増し、彼女の混乱をより大きなものへと変化させる。

　──紀き田だくんが……

　──逃げないと……

　──紀田くんが……どうして……

　──捕まったら……どうなるんだろう……

　少女の中には、普ふ段だん見たことのない友人の姿に対する不安と疑問。

　そして、背後に迫るのは──全く面めん識しきのない黄色の群。

　捕まったら、正まさ臣おみはなんと言うだろうか。

　自分の事を助けてくれるだろうか？

　それとも、自分の知らない正臣のままなのだろうか。

　仮に助けてくれたとしても、その時、正臣は周囲の仲間達になんと言うつもりなのだろうか。

　そもそも──自分がここに来た事を知られたら──彼の中で、ますます何かが変わっていってしまうのではないだろうか？

　自分のせいで、正臣にものすごい迷めい惑わくをかけてしまうのではないか？

　ダラーズという組織と、どうなってしまうのか？

　いったい正臣は、これから何をするつもりなのか？

　数々の疑問が、頭の中に浮かんでは消えていく。

　不安だけが積み重なる杏あん里りは、周囲の音に耳を澄ました。

　雨に殆ほとんど掻かき消されてはいるが、数人の人間が走り回る音が聞こえてくる。

　音が近づくのを感じた杏里は、廃はい材ざいの山の更に細い隙すき間まへとその身を滑らせていった。

　隠かくれる側にとって、果たしてこの雨は好こう都つ合ごうとなるのかならぬのか。そんな事を判断する余よ裕ゆうの無い杏里の耳には──相変わらず、愛の言葉が響ひびき続ける。

　呪のろいの声は、確実に現在の状況を知っていた。




　──簡単じゃない。


──私が、みんなみんな愛してあげる。　　　



　──あの正臣っていう子も。


──他の黄色い子供達も。　　　　　



　──みんなみんな、平等に平等に愛してあげる。


──人を愛せない貴方あなたの変わりに、　　　　



　──愛してあげる！


──強く、強く、強く！　　　　　　　　　　






　悪あく魔まの取引のような事を持ちかける『声』を、杏あん里りは即そく座ざに額がく縁ぶちの奥へと追いやった。

　罪さい歌かによって斬きりつけられた者は、精神の中に罪歌の声の一部を植え付けられる。

　それにより、普段は自じ我がを保っているが──『親』の言葉には逆らえない、一種の洗せん脳のう状態となってしまう。

　確かに、その力を使えば──この状況を力ずくで突破することはできるかもしれない。

　──でも……紀き田だ君が……。

　正まさ臣おみを傷つける事など論ろん外がいであるし、その仲間も含め、杏里は無む駄だに人間を傷つけるような真ま似ねはしなかった。本来ならば罪歌の宿やど主ぬしとなった者は強制的に人ひと斬きりとされるのだが、杏里は常に声を『額縁』の内側へと追いやり、自じ我がを保ち続けていた。

　だからこそ、罪歌の取引をあっさりと無視する事ができたのだが、現在の状況ではそれもままならない。

　罪歌の『子』を味方に付けたとしても、後でその者達がどのような目に遭あうか解わからないし、全員支配するなどもっての他だ。それでは結局切きり裂き魔まと一緒になる。

　それに、もしもここで正面突とつ破ぱの道を選べば──

　──紀田君に、顔を見られる。

　どうしようもない程ほどに当たり前の事だが、それは杏里にとっては絶望的な事じ象しようだった。

　彼女は、今の居い場所を壊したくなかった。

　だからこそここに来たのに──正臣に、自分が普通の人間ではないと──『罪歌』だと知られたら──

　ならば、素直に出て行って謝るべきなのだろうか。しかし、それでは今の状況を説明できない。杏里を中に入れた者達について説明せねばならなくなるからだ。

　どこかから忍び込んだと言いたいところだが、正臣は杏里の力では塀へいなどを乗り越える事はできないと判断するだろう。実際は『罪歌』の力を使えばできない事もないのだが、結局は正臣に自分の異常を知られてしまう事になる。

　──どうして、どうしてこんなことに。

　自分はただ、壊したく無かっただけなのに。

　正臣に罪歌の秘密を知られれば、帝人みかどにも伝わるかもしれない。

　黙っていてくれと頼めば正臣は黙っていてくれるような気もするが、そんな都つ合ごうの良い事を頼める立場などに自分はいない。

　いっそこのまま見つからずに夜が明けてくれないだろうか。雨の中、誰とも言わずに願ったが──その願いは、近くから響ひびいてきた声によってあっさりと潰ついえる事となった。

「おい！　こっから奥にも入れそうじゃねえか？」

　どうやら、自分が入ってきた廃はい材ざいの隙すき間まの入口を見つけたようだ。その位置から更に奥に隠かくれてはいるものの、中に入って探されれば直ぐに見つかってしまうだろう。

「くっそ、狭くて俺じゃはいれねえってこれ！」

　低い声の男がわめいた直後。

　それを退しりぞけるように、ひとつの声が杏あん里りの鼓こ膜まくに染みこんだ。

「俺が行く」

　──っ！

　雨の音の中だが、間違えようもない。

　それは、正まさ臣おみの声だった。
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　反対側から捜そう索さくの輪を狭めていった正臣だったが、結局侵しん入にゆう者しやは現れなかった。

　どうやら間のどこかに隠かくれているようだと、廃はい材ざいや廃車の山をしらみつぶしに探していたのだが──一番大きな廃材の山の前で、数人の少年達が集まっていた。

　車や鉄材などが折り重なった山で、この工場は産さん廃業者の真ま似ね事ごとでもやっていたのだろうかという思いにさせる錆さびと瓦が礫れきの山だった。もしかしたら、しばらくはホームレスが住み着いていて、色々な廃材を新たに持ち込んでいたのかもしれない。

　正臣は、比較的小こ柄がらな自分が行くと、率そつ先せんして瓦礫の隙すき間まに身をねじ込もうとした。

　彼よりも細ほそ身みの人間はたくさんいたが、粗そ暴ぼうな人間に任せては、この瓦礫の山の中で暴れて侵入者の女共とも々ども命の危険にさらされかねない。

　穏おん便びんに済ませるには、自分が直接出向いて──とりあえずは敵意が無いという事を伝えた方がいいと判断したのだ。

　──まあ、向こうに敵意があったらそれまでだけどな。

「しょ、ショーグン」

　隙間から廃材の山に踏み込みかけた瞬しゆん間かん、背後からの怯おびえた声が正臣の身体からだを引き留める。

「正臣でいいって。なんだよ」

「あ、あそこ……」




　少年達の視線の先に、正臣はひとつの影を見る。

　雨の暗くら闇やみの中で、尚なおも暗く、

　雨すらも吸い込んでいるかのような──

　ただひたすらに、深く昏くらい人ひと影かげを。











♂♀






　緊きん張ちようの中、杏あん里りが握り締めていた携帯が、淡い光を放ちながら振動した。

「！」

　画面からメールの着信を確認すると、杏里は即そく座ざに返信の文字を打ち始めた。

　まだ慣れていないのか、たどたどしい手つきで電話のボタンを押し続ける杏里。

　彼女に届いたメールには──ただ一言、こう書いてあった。




『工場の中についた。今、どこにいる？』




　追いつめられた杏里にできた事は、たったひとつだけだった。

　ただ、契約したばかりの携帯電話のメールで、助けを求める事しかできなかった。

　自分と同じ、社会の裏側にも表側にも本ほん来らい存在しない筈はずの者に──
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「黒……バイク……？」

　先せん刻こく話に出たばかりの存在を見て、正まさ臣おみは静かに目を見開いた。

　普段から町で見かける『都市伝でん説せつ』。

　池いけ袋ぶくろに住み続ければさして珍しくもない存在ではあるが、いざ、自分達に関わりがあるかもしれない者として相あい対たいすると、いつもとはまるで違う威い圧あつ感かんが感じられた。

　正臣の呟つぶやきに合わせ、周囲の少年達もざわめき始める。

「おい……まさか侵入者って……あれか？」

「ちゃ、ちゃいますよ！　あいつだったら見りゃ直ぐに解わかるっすよ！」

　見張りだった少年の一人も、突然の黒い来訪者に完全に肝きもを冷やしている。正臣が背後を見れば、誰かが伝えたのか──工場内に残っていた筈の仲間達も屋内から出てきており、ぞろぞろとこちらに向かって歩み始めていた。

　中には走っている者もおり、雨の中、少年達の間に緊きん迫ぱくした空気が沸き立ち始める。

「黒バイだぜ」　「本物か？」　「やっべ」

「まじかよ」　「やっちまおうぜ」

　そんな空気を更に煮に詰つめるように、少年の一人が呟いた。

「あ、あいつ……塀へいの外から……バイクで塀を乗り越えるみてえに出てきたんすけど」

　混乱しているとしか思えない言動だが、正臣は黒バイクに関してそういう『噂うわさ』も聞いているので特に訝いぶかしむ事はしなかった。『黒バイクなら、あり得る』。その思いだけあれば充分であり、今、真に重要なのは──

　──なんで……ここにいるんだ？

　あまりにも狙い澄ませたようなタイミング。

　黒バイクは20メートル程ほど先さきに止まったまま、雨の中で何か携帯電話を取りだしているようだった。

　暗くら闇やみの中、ポウ、と携帯電話のディスプレイが光っているのが見えるが、当然ながら正まさ臣おみ達からはそこに何がうつされているのか確認しようもない。

　そして、不意にその明かりが途と切ぎれた。

　──動く。

　正臣がそう判断するのと同時に、黒バイクがエンジン音も無く走り始めた。

　獲え物ものを射しや程てい内に捉とらえた肉にく食しよく獣じゆうのような加速度で、雨をはね除のけながら黒バイクが正臣達へと急きゆう接近する。

　自分達に向かってくるのかと思いきや、その軌き道どうは僅わずかにズレており──躊躇ためらう事こと無なく、廃はい車しやの山へと突っ込んでいった。

「うお!?」

　少年達が声を上げるのと同時に、険しい岩いわ肌はだを登るオフロードバイクさながらの動きで、廃車の山を勢い良く乗り越え──そのまま山の間、正臣の眼前にある隙すき間まの奥へと消えていく。

　正臣は、その瞬しゆん間かんを目にしかと焼き付けた。

　バイクから幾いく重えもの『影』が伸び、廃材に絡みつきながらその山を登っていた瞬間を。

　噂うわさには聞いていた。

　都市伝でん説せつと呼ぶには些いささか仰ぎよう々ぎようしいギミックだと感じていたが──

　こうして雨の中、自分達と相あい対たいする『正体不明の何か』として目にすると、それはなんと不ぶ気き味みな光景なのだろうか。

　そんな事を考えながら、正臣も混乱に全身を支配される。

　瓦が礫れきの山の中で震える、侵しん入にゆう者しやと同じように。
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「セルティ……さん」

　頭上から降ってきた黒く巨大な塊かたまりに、杏あん里りは驚きと感謝、そして相変わらず続く混乱を交えた瞳ひとみで呟つぶやいた。

『大丈夫？　なんでこんな事に？』

　雨に濡ぬれないように、小さな影の傘かさを造りながら、セルティはＰＤＡを震える杏里の前に差し出した。

「す、すいません……」

『ま、事情は後だね。ここから逃げるよ。後ろに乗って』

「あ、は、はい……」

　急いでバイクの背に乗ろうとする杏あん里りだが、初めての経験となるため、中々上う手まく跨またがれない。セルティはそんな杏里に手を貸しながら、彼女の頭に右手をかざす。

「え……」

　杏里の顔の周りに黒い影が覆おおい始め、ものの数秒でセルティが被かぶっているものと似た形状のヘルメットへと変化した。

　ただし、同じなのは形だけで、色は完全に漆しつ黒こくのままだったが。

　視し界かいだけが確保された状態の杏里の前に、ＰＤＡのディスプレイが煌こう々こうと輝いた。

『事情はわからないが、逃げてるなら顔は見られない方がいいだろう』

「あ……ありがとうございます！」

　確かに、正まさ臣おみに顔を見られるのは都つ合ごうが悪い。そんな事情を知らない筈はずのセルティの行為に、杏里は心の底から感謝した。

『私の身体からだに、しっかり掴つかまってて』

　それだけ打ち込むと、セルティは即そく座ざにＰＤＡを仕舞い込んでアクセルをふかし込む。

　黒バイクのエンジン部から、馬の嘶いななきを思わせる音が鳴り響ひびき──

　ジェットコースターが落ちる瞬しゆん間かんのような、前のめりの重力が杏里の身体を包み込んだ。
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　そして、少年達は見た。

　黒いバイクの嘶きと共に、廃はい材ざいの山から黒い影が飛び出すのを。

　先せん刻こくと違うのは──その背中に、黒いヘルメットを被った少女の姿があることだった。
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　瓦が礫れきの山から抜け出たセルティ達を待ち受けていたのは、数十人にも及ぶ少年達の姿。中には何人か少女の姿も混じっているが、少年達と同様の目つきでセルティ達を凝ぎよう視ししている。

　周囲は完全に人の壁に囲まれている。強行突とつ破ぱしようと思えば簡単にできる壁だが、それを行えば確実に黄こう巾きん賊ぞくの中に怪け我が人にんが出るだろう。

　──そういや、私がダラーズの一員だって……こいつらは知っているのか？

　だとするならば、ここで明確に敵に回ってしまうのはまずい気がする。ダラーズのリーダーとは知り合いのようなもので、彼女もれっきとしたダラーズの一員ではあったが──勝手に対立問題をこじらせては、非常に大おお勢ぜいの人間に迷めい惑わくがかかる事になる。

　とりあえず話し合いでなんとかならないかと思ったが、どうやらそんな空気ではなさそうだ。

「……あんた、何者だよ？　昔っから見かけてるけどさ。ごめん実はファンなんだ。サインくんないかな」

　ふと、空気を読まない軽かる口くちが周囲に響ひびき渡った。

　セルティがそちらに意識を向けると、一人の少年がこちらに向かって来る姿が見える。

「とりあえず日本語は通じるのかな？　そっから疑問だけどさ。愛って言葉はわかる？　ラブ、それはつまり俺って事だけど。ラブイズ俺。そして、俺はその後ろの女の子にラブってるわけでそれを横からかっさらうのは感心しないよなあ」

　──あれ。こいつって……いつも帝人みかどや杏あん里りと一緒にいる……。

「突っ込みがないね。こりゃ本格的に外国の人かな？　つーか、実は女なんてオチだと俺おれ的てきには凄すごく嬉うれしいし、ラブイズ俺からラブイズ君になるけど、どうよ？　そのライダースーツの線、ちょっと男にしちゃ細すぎると踏んでたんだよねぇ。男だったらどうでもいいけど、女だと思ったらそのライダースーツだけでも愛せるよ俺。尼あまさん愛せば袈け裟さまで愛す。で、どうなの？　俺は別に後ろの彼女と二人同時に愛にラブってもいいんだけどさ」

　──鋭い奴やつめ。そして妙みようにエロティカルな奴め。

　エロティカルという単語はあるのだろうか？　自分の考えた単語に対して疑問を持っている間にも、少年は一歩一歩確かく実じつにこちらに向かって歩み寄ってくる。

　その時──ふと、セルティは気が付いた。

　彼が近づいてくるのに合わせて、セルティの腰に巻き付く杏里の腕が僅わずかに震えたのを。

　ヘルメットによって隠かくされた顔を更に隠すかのように、セルティの背に縮こまらせた上半身を押しつける。

　──なるほど、そういう事か。

　どうやら杏里は、彼に顔を見られるわけにはいかないらしい。

　何な故ぜ、杏里達と共にいた少年が黄こう巾きん賊ぞくにいるのか、セルティはその点については深く考えない事にした。とりあえず今は、全力で彼女をここから逃がさなければならないらしいと判断し──彼女は敢えてＰＤＡで話そうとせず、都市伝でん説せつとしての自分を強調する事にした。

　話をすれば、確実に黄巾賊達たちは杏里の顔を見せろと言ってくるだろう。

　──新しん羅らや臨いざ也やなら、口くち八はつ丁ちようでなんとでもしそうな気はするけどな。

　残念ながら、今のセルティにはこの状況を口だけで打破する能力を持ち合わせてはいない。

　──なら……お望み通り、外国人になるとしよう。

　──まあ、間違ってないしな。言葉は通じてるけど。

　自らへと自じ虐ぎやく的な突っ込みを入れ、セルティは正まさ臣おみの言葉を敢えて無視し──身体からだの周囲に、ゆっくりと影を渦うず巻まかせる。

　──うっ。なんか昨日きのうと似たような流れじゃ……。

　ふと、昨日の警官達との事が頭をよぎり、セルティは一いつ瞬しゆん恐怖に囚とらわれかけた。

　だが、背中に乗せた少女の震えがセルティの理性を引き戻し、先日とは違った形で己おのれの影を雨の中に具ぐ現げん化かさせていく。

　──いや……昨日は、自分に負い目があった。まあ、仮に負い目が無くてもあれじゃ変わらないけどな。

　影の道がセルティの足下から伸び進み、蛇へびのようなうねりを上げながら徐々に『厚み』を増していく。

　──ただ、少なくとも……今、彼女を助ける事に負い目は無い。

　この殺さつ気きの荒あら波なみをかき分けるかのように、影は次第にその大きさと速度を増し始めた。

　殺気を生み出させている原因の大半はセルティなのだが、彼女はそれに気付かぬふりをして更に影を生み伸ばす。
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「おい……な、なんだよあれ」

「ちょっ……まっ……」

　最初は雨が地面に跳ねているだけだと思っていた少年達も、ようやくその『影』の異常に気付き始め、ざわめき始めた。

　──仮にあっても、まだ気付いてないからノーカンな。

　刹せつ那な──廃はい工場の敷地内ないが、ひとつの『音』に支配される。




　БｏＯｏｏｖｖｏｏｖｖｖＷＶＶＷＷｗｗｗｗｖｖｖｖｏｏｏｏｏｏЯяяяｏｏｏ




　それは、エンジン音というよりも、動物の鳴き声のようだった。

　生き物だという事は理解できる。

　だが、少年達には──それがどのような生物なのか全く想像することができなかった。

　この世には本当は存在しない、不ぶ気き味みで獰どう猛もうな『何か』。

　地じ獄ごくの底そこ自体が呻うめき声を上げているかのような音が、黒バイクのエンジンから響ひびき続ける。

　『音』は地面を這はい進む『影』と共鳴し、互いにその勢いを強めながら少年達の壁へと突き進んでいった。
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　セルティは昔『影』がどこまでのびるのか試した事があるが──山やまの手て線の線路上で隣となりの駅にまで達した辺りで、先がどうなっているのか確認できずに実験を終わらせた事がある。

　今までは自分が化ばけ物ものであるという引け目を減らす為ために、なるべく巨大な影は出さないようにしていたが──１年前のダラーズの集会以い後ごは、開き直ったように広大な影を生み出した。

　もっとも、その慢まん心しんが夕べの恐怖となって跳ね返って来たのだが。

　──免めん罪ざい符ふがあるからというわけじゃないが……

　高く盛り上がった影は、巨大な馬を思わせる異い形ぎようとなる。

　思わせる、というのに留まっているのは──その影の馬には、首から上が存在しなかったからだ。

　首くび無なし馬がエンジンの嘶いななきに合わせて跳ね上がり、少年達へと向かって一直線に突っ込んでいく。

　影の軌き道どうの先にいた少年達が悲鳴をあげ、我われ先さきにと左右へと逸それるように逃げ出した。

　馬は少年達の壁に空あいた隙すき間まを勢いよく通り抜けると、そのまま地面に染みこむように消え失せ、後には長く伸びた影の道だけが残される。

　──そして何より……ここに警察はいない！

　身勝手な事を考える自分に心しん中ちゆうで苦く笑しようしつつも、セルティは相あい棒ぼうのエンジンを更に高く嘶かせる。耳にした者全すべてに恐怖を植え付ける、首無し馬の咆ほう哮こうを──

　自分自身が先せん日じつ味わった恐怖を、他人にも等しく味合わせるかの如ごとく。




「やばいな」

「えっ？」

　ボソリと呟つぶやかれた正臣の言葉に、横にいた黄こう巾きん賊ぞくの一人が顔を向ける。

「あ、あのよ、正まさ臣おみ君よぉ。あれって……一体……なん……なんだよ？」

　緊きん張ちように喉のどを震わせながら尋たずねてくる別の少年に対し、正臣は首を振りながら呟いた。

「あれが何かなんてのは、正直解わかるわけがねーって」

　自分が見ているものを幻まぼろしだとは思えず、さりとて現実とも思いたくないまま、正臣は自然と一歩後ろに下がっていた。

「ただ、あれが『やばい』ってのは……見りゃ解る。ありゃあ……俺達とは違うどこかから来た奴やつだ」

　冷ひや汗あせを背に滲にじませながら、正臣は走り出した黒バイクの背を凝ぎよう視しする。

「じゃあ……その『やばい何か』の背中に乗ってる女ってのは……一体なんだ？」




「に、逃がすなぁ！」

　異常な光景の連続に、恐怖に駆られた黄こう巾きん賊ぞくの一人が叫び出す。

「待て、下へ手たに手を出すな！」

　正まさ臣おみが慌あわてて仲間を制そうとするが、広まった衝しよう撃げきは少年達を駆り立てる。

　流石さすがに真っ正面からバイクに立ちはだかろうという者は居なかったが、横から鉄パイプや角材を投げつける者も現れた。




　その結果として、少年達は更なる驚きよう愕がくに包まれる。
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　ヘルメットの隙すき間まから風を感じた杏あん里りは、周囲の状況に目を向けた。

　──紀き田だ君。

　こちらを凝ぎよう視ししている正臣に気付き、杏里は思わず目を背ける。

　見み間ま違ちがいであればいいと思ったが、確かに今のは、どうしようもない程ほどに紀田正臣の顔をしていた。

[image: ]

　黒いヘルメットは杏あん里りの顔をスッポリと覆おおい隠かくしているが、それでも正体がばれるのではないかと不安な気持ちに支配される。

　だが、目を背けたその先で、彼女はその不安を強制的に打ち消すようなものを見た。

　セルティと自らの乗るバイクに向かって投げつけられた、鈍く光る銀色の棒ぼう状じよう。




　──危ない。




　自分達に向けられた狂気。

　自分達に投げられる凶きよう器き

　それらを同時に目の当たりにした杏里は、反射的にひとつの行動をとってしまう。

　普段ならば、額がく縁ぶちの奥に追いやられる筈はずの光景だが──正まさ臣おみが傍そばにいるという思いがあり、彼女は自身の心をすぐに切り替える事ができなかった。

　だからこそ、彼女は反射的に動いてしまう。

　自らの腕が疼うずき、杏里の心に響ひびく『呪のろいの声』がより一いつ層そうの大声で喚わめき立てた。

　その声を聞く暇ひますら惜しいとばかりに、杏里は腕の中の疼きを、一気に身体の外へと引きずり出した。




　腕の中から服の袖そでを切り裂いて出現すると同時に、『それ』は杏里の右手へと滑り込む。

　一本の鉄パイプがセルティへと迫った瞬しゆん間かん──彼女は反射的に、『それ』を──
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『それ』は、まるで手品か大だい道どう芸げいだった。

　加速するバイクに投げられた石や傘かさ、あるいは角材や傍そばに落ちていた廃はい材ざい。

　黒バイクの速さに翻ほん弄ろうされ、その殆ほとんどは空むなしく宙をきったり同どう士し討うちという結果になったのだが──いくつかは、バイクの走る軌き道どうと見事なまでに重なった。

　しかし、最初の鉄パイプが激げき突とつしようかという瞬間、

　金属音が、

　金属音が少年達の耳を打つ。

　キン、という、何かが一いつ瞬しゆんにして凍り付いたような音。あるいは、マイクのハウリングを極限まで圧あつ縮しゆくしたような音が鳴り響ひびいた。

　直後に少年達が見たのは、宙で二つに分かれている鉄パイプ。

　続いて黒バイクに向かっていた筈はずの石は、空中で粉こな々ごなに砕け散って雨の中へと流れて消える。

　何が起こったのかと疑問に思う間に、続いて飛ひ来らいした角材がその答えを引き出した。

　バイクの後ろに乗った少女らしき姿の、その腕から──




　工場を照らす数少ない街灯の明かりを跳ね返す、鋭く長い銀の棒状が飛び出した。




「日本……刀とう……？」

　誰かが呟つぶやくのを、正まさ臣おみは確かに聞いていた。

　その言葉は、少年達の間にひとつのものを想像させる。

　──切り裂き魔ま。

　気付けば、背後の人ひと影かげは完全に刀を握っていた。

　突然の凶きよう器きの登場に驚いた少年達が、一いち様ように動きを止めてバイクの軌き道どうから遠ざかる。

　それを確認した後部座ざ席せきの人影は、出したときと同じように──まるで手品のように、どこかに刀を仕舞い込んでしまった。

　少年達が態勢を建て直すよりも先に、黒バイクは一気に速度を上げ、出入り口のひとつから強行突とつ破ぱを試みる。

　唸うなりを上げる。

　うねりを上げる。

　黒バイクのエンジンの嘶いななきに合わせて踊るかのように──

　雨の水しぶきに混じって、黒い影の雫しずくが舞い上がる。

　舞い上がった影は再び搭とう乗じよう者と黒バイクへと染みこんだ。

　黒バイクとライダーを黒い霧が包み込み、まるでひとつの生物のように錯さつ覚かくさせる。

　エンジンの嘶きに合わせて跳ね踊る──先せん刻こく湧わき出した、首の無い漆しつ黒こくの馬のように。

　その背に乗るのは、顔を漆黒のヘルメットで隠かくした一人の少女。

　銀の刃やいばを振るう少女が乗る首くび無なし馬。

　その組み合わせは、決して彼女達が意図したものでは無かったが──

　闇やみの中を走る姿は、お伽とぎ噺ばなしに出てくる首デ無ユしラ騎ハ士ンそのものだった。

　少年達はもはや物を投げる事すら躊躇ためらい、それ以前に『引き留めずに、このまま去ってもらった方がいいのではないか？』という気持ちに心を塗り替えられつつある。

「……日本刀で……鉄パイプって……斬きれんのか？」

　誰かが先刻の鉄パイプを拾い上げながら呟き、周囲の少年達はそのあまりにも見事な切り口を見て──もはや、黒バイクが早く去る事を祈り始める始し末まつだった。

　邪じや魔ま者が居なくなった今、黒バイクは堂々と自らが生み出した影の道を辿たどって工場の入口を通り抜ける。

　たった数人の見張りには疾しつ走そうするバイクをどうする事もできず、呆ぼう然ぜんとする少年達に背を向けたまま、黒い存在はその姿を消してしまった。

　来たときと同じように、最初の嘶いななきを除いては音もなく。

　まるで、最初から何も現れなかったとでもいうかのように、周囲には物静かな雨の音だけが響ひびき渡っていた。




　その雨に打たれ、正まさ臣おみは思う。

　正臣だけではない。周囲の少年達の殆ほとんどが、自分達の想像の中でひとつの確信に辿たどり着いていた。

　様々な情報が、少年達の頭を巡り狂う。

　黒バイクは、ダラーズの一員という話。

　今だ捕まらぬ切り裂き魔ま。

　切り裂き魔はダラーズではないかという疑い。

　そして、自分達の事を探っていた侵しん入にゆう者しや。

　日本刀を持つ侵入者。

　そして、それを助けに来たのは──黒バイク。




　自分の推測が正しいのかどうか、正臣には解わからない。

　外れていて欲しいと願うべきなのか、それともこれで『敵』が特定されたと確信に変えるべきなのか。

　ただ、ひとつだけ確実な事があった。

　ここで正臣がどう思おうが──

　今の光景を見た仲間達を、完全に制する事はできないだろう。

「なあ」

「えっ……」

　側そばにいた少年の一人に、正臣は雨に濡ぬれたまま問いかける。

「デュラハン、って知ってるか？」

「あ、えー……知らないっす」

　未だに先せん刻こく見た物に対する錯さく愕がくが抜けきっていない少年は、魂たましいの抜けたような表情でそう答えるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　だが、正臣は静かに言葉を続ける。

「デュラハンってのは……これから死ぬ奴やつの家に訪れる、首くび無なし馬に乗った首無しの騎き士しなんだってよ。まあ、死しに神がみみたいなもんじゃね？」

「は、はぁ……」

　やけに冷静な正臣の声を聞いて、周囲の少年達は逆に不安な気持ちに陥った。そんな少年達の気持ちを知ってか知らずか、正臣は尚なおも淡たん々たんと言葉を吐き出し続けた。

「いや……前、なんか遊ゆ馬ま崎さきさんとかが興こう奮ふんして言ってたのを聞いてただけなんだけどよ」

　それ以上は何も言わず、ただ、自分の中で噛かみしめる。

　──今の化ばけ物ものが、そうなんだとしたら──

　──誰か俺らの中で死ぬとでも言うつもりかよ？

　──くそ……縁えん起ぎ悪いったらねえよな。




　数分後。

「どうしてだろうな」

　混乱が消え、それに変わる緊きん張ちようが張りつめ始めた周囲の空気を感じながら、正まさ臣おみは雨の空を静かに見上げ、呟つぶやいた。

「どうしてこんな時……沙さ樹きに会いたいなんて思うんだろうな」

　小さな呟きは雨の音に消され、誰も答える者はいない。

　ただ、病院の中の少女の記き憶おくだけが、正臣の中に反復し続けていた。

　彼の心の中にはもう一組、クラスメイトの姿が二人思い浮かんだが──

　その二人は、寧むしろ今の時点で最も会いたくない存在だった。

　帝人みかどと杏あん里りのイメージは雨の中に静かに消える。

　そして、正臣の心には、かつての恋人の姿だけが残された。




　雨はザアザアと降り続け、止む気配は、未だ、無い。

　正臣はゆっくりと歩み出すと、廃はい工場の壁に目を向けた。

　そこには仲間達が勝手に書いた、グラフィティや意味のないラクガキがひしめいている。

　様々なデザインと文字の中に、正臣は黄色いスプレーで殴なぐり書かれた四字熟じゆく語ごを見つけた。




　蒼そう天てん已すでに死しす




　空は死んだ。

　本物の黄こう巾きん賊ぞくが立ち上がった時に旗はた印じるしになったという、三さん国ごく志しの始まりとも言える言葉だ。

　粗そ野やな仲間達の中にそんな言葉を知っている者がいるとは思わなかった。自分も知っていたが、それも三国志を描いた漫画を読んで知っていただけだ。

　今いまし方がた起こった一連の流れで、何かが動き始めた事を感じながら、正臣はもう一度空を仰ぎ見た。

「確かに、青くない」

　降り注そそぐ雨の中で目を見開いたまま、彼は皮ひ肉にくげに笑う事で自分自身の感情を押し込める。

「ま、黄色くもないけどな」




　雨はザアザアと降り続け、止む気配は、未だ、無い。

　ザアザアと、ザアザア、ザアザア、ザアザアと。





♂♀






数分後　都内某ぼう所しよ




　雨の中を濡ぬれながら、セルティは池いけ袋ぶくろに向かう道を走っていた。

　背後に乗せた少女は、何も喋しやべらない。運転中だからか、あるいはそれ以外の理由からか。セルティはあえて詮せん索さくせず、互いに無言のまま雨の中をひた走る。

　──さて、どうしたもんかな。

　セルティはとりあえず今後の事を考える。

　彼女を家に送ってそれでお終しまいというわけにもいかない状況だ。彼女には本来関かかわりの無い事かもしれないが、セルティと杏あん里りは知らない仲ではない。それを放っておく程ほど、セルティは合ごう理り主義者でも事なかれ主義者でもない。

　そもそも、セルティはそうした人助けなどを打算的に行うタイプではなく──何の理由がなくとも、困っている者を目前にしたら思わず手を差しのべてしまう性た質ちだった。

　無む論ろん彼女も全能ではないので、森しん厳げんの時のように人を選ぶこともあるが。

　──とりあえず、うちに連れていって……新しん羅らを追いだして適当に着替えさせよう。

　ならば、何か杏里の着替えを買っていくべきだろうか？

　流石さすがに新羅の服を着せるわけにもいかないし、新羅がセルティに『これを着なよ』と買ってくれた服は水着だのメイド服だのワイシャツ一いつ丁ちようだのというマニアックなものしかない。

　幸いな事に、金ならば先せん刻こく森厳から接せつ収しゆうした二万円がある。

　近くにユニクロか何かなかったかと、周囲を見渡して考える事にしたのだが──

　その瞬しゆん間かん、彼女の意識に白い色が飛び込んだ。

　傘かさを差してはいるものの、この池袋で白はく衣いを纏まとって外出する者はそう多く無い。傘の隙すき間まから見える白いガスマスクを確認した瞬間、セルティはバイクの速度を僅わずかに速めた。

　──あいつめ。

　このままアクロバティックに行く道をふさいでも良いのだが、背中に杏里がいるのを忘れる程に激げつ昂こうする事はなかった。とりあえずエンジン音を消して歩道を歩く森厳に近づき、相手が気付くより先に、手から放った『影』の縄なわを、森厳の左足とガードレールの柱に絡ませた。

「あっ!?」

　思わずつんのめった森厳は、危うく転ぶのを回避したが──眼前に現れたセルティの姿を見て、ガスマスク越しにも解わかる程ほどに狼ろう狽ばいした。

「せ、セルティ君！」

　──どうやらマンションから逃げて、別の場所にいく途中らしいな。

　なんたる幸運とばかりに、セルティは両手の指をポキポキと押し鳴らす。

　とりあえず動けない程度にぼこぼこにしておいて、杏あん里りと一緒にマンションまで運ぼうと考えていた。首くび無なし馬の変化である黒バイクの馬力は、通常のバイクのそれを軽く凌りよう駕がする。影で擬ぎ似じ的にサイドカーを付ければ充分に運ぶ事はできるので、運び屋の仕事はセルティにとってある意味天てん職しよくとも言えた。

　丁ちよう度ど歩道が開けていたので、そこにバイクを一いつ旦たん停車すると、セルティは杏里に向かってＰＤＡの画面を差し出した。

『悪い、ちょっと待っててくれ』

　キョトンとする杏里の傍かたわら、森しん厳げんはその様よう子すを見て忌いま々いましげに口を開く。

「くそっ、君のその影は本当になんでもありだな！　少しはそんな万能ギミックを手にした事に対する申し訳なさとかはないのかね！　というか、そもそもその子は誰かね？」

　なんとか逃げようと藻も掻がいていた森厳だが──セルティの後部座ざ席せきにいた少女に向かって声をかける。

『誰だっていいだろう。それよりも覚かく悟ごはいいか』

　指を鳴らしながら森厳に近づいていくセルティを見て、一体何が始まるのかと──杏里は視し界かいを狭めている薄い『影』のフェイスカバーを押し上げ、森厳の顔をまじまじと見た。

「おや……？」

　ヘルメットの隙すき間まから覗のぞく特とく徴ちよう的てきな丸まる眼鏡めがねを見て、森厳は訝いぶかしげに尋たずねかける。

「君は……」

　そして次の瞬しゆん間かん、思い浮かんだ言葉を躊躇ためらいもなく口にした。

「もしかして、園その原はら堂どうのお嬢じようさんではないかね？」

「えっ？」

　園原堂。

　かつて杏里が住んでいた家の事であり、両親が経営していた古こ物ぶつ商しようだ。

　その些さ細さいなやりとりを聞いた瞬間、セルティの全身に衝しよう撃げきが走る。

　──まずい！

　セルティは、知っていた。

　杏里の中に巣くう『罪さい歌か』が、元々は森厳の所有物であったという事を。

　彼女の脳のう裏り（？）に、新しん羅らから聞いた言葉が蘇よみがえる。

【数年前まで親父おやじが持ってて、その後知り合いの古物商に売ったみたい。ええと、確か園原とかいう古物商だったけど】

　その後、セルティは何度か杏あん里りと交流を持ち──彼女の両親が過去の切り裂き事件で死んでいたという事を知り、どうやら複雑な事情があるのだろうと推測していた。

　しかし、敢えてそれを杏里に直接聞いたりはしていなかったのだが──

「ふむ、ご両親の事は本当にざんね────モゴボゴァ」

『運が良かったな』

　今の杏里をこれ以上混こん乱らんさせるのは得とく策さくじゃないと判断し、セルティは森しん厳げんの頭部を丸まる々まる影で覆おおい込み、そのままバイクにまたがった。

『いくよ』

「あ、あの、セルティさん、この人は……？　私の事を……」

『怪かい人じん白はく面めん相そうだ。人の心を読んでオレオレ詐さ欺ぎを行う悪あく徳とく怪人だから気にするな』

　無む理り矢や理りな説明を押しつけるが早いか、セルティはバイクのアクセルを絞しぼり込む。

　やっかいな事になったと思いつつ──

『まだ、顔は出さない方がいい』

　藻も掻がき続ける森厳から影を解除し、杏里のヘルメットのフェイスカバーを押し下げる。

　その後は何も文字を紡つむぐ事もなく、セルティは再び雨の中に黒バイクを走らせた。




　雨は止まず、セルティ達に冷たく降り注そそぐ。

　先行きの見えない空に、セルティは不ぶ気き味みな不安を覚えながら──

　今はただ、走る事しかできなかった。

　いまだ彼女は、ただの部外者に過ぎないのだから。

　それを自分で理解しながら、彼女は雨の中を走り続ける。

　音もなく、音もなく──
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チャットルーム




──甘かん楽らさんが入室されました。




《こーんばんわっと！　あれ、今日は太た郎ろうさんだけですかー？》

【こんばんは】

【そうみたいですね】

《ちぇー》

【僕じゃ不満ですかｗ】

《そういうわけじゃないですけど、二人だと話すネタがないじゃないですか》

【うーん……そういえば、聞きたい事があったんですけど】

《わあ、なになに、なんですかぁ？　ここで答えられる事なら何でも答えてあげちゃいますよ》





内ない緒しよモード《料金は、特別にただにしておいてあげるよ》






【……】

【ええと、今日はなんか、街で黄色い人達見みかけなかったんですけど】

《ああ、それならどこかで集会でもやってたんじゃないですか？》

【いや、その……あの「黄こう巾きん賊ぞく」って、ずっと前から池いけ袋ぶくろにいたんですか？】

《ええっと、本格的に現れたのは、３年ぐらい前ですよー》

【へえ】

《当時はもっと大人おとなしい集団だったんですけどねー。青×青……「ブルースクウェア」ていうチームと揉もめた時に、結けつ構こう大変だったみたいですよー》

【抗こう争そうって奴やつですか】

《ええ、ニュースとかでは表おもて沙ざ汰たにならなかったんですけど、その、黄巾賊のリーダーの彼女が攫さらわれて大おお怪け我がしたりして……色々と大変だったみたいですよ》

【色々とって】

《色々と、ですよ》

《結局それで黄巾賊が大人しくなったんですけど……何年か前に、別のチームが大規模な抗争を起こして逮たい捕ほ者がたくさん出て以降、カラーギャング自体が消え始めたんですよ。で、ブルースクウェアはクスリとかを結構扱ってたんですけど……なくなっちゃいました》

【やっぱり警察に？】

《いえ、粟あわ楠くす会の四し木きさんっていう人に睨にらまれて、一切の商売ができなくなっちゃったらしいですよー》

【粟楠会？】

《池袋にたくさんある、任にん侠きよう系の組のひとつですよー》

【……よくもまあ、そんな名前がポンポン出てきますよね】

《きゃっ、乙女おとめには色々な情報のポケットがあるんですよ☆》

【☆じゃないでしょう☆じゃ】

【じゃあ、結局それでなくなっちゃったんですか】

《なおかつケンカを売っちゃいけない人にケンカを売っちゃって》

【ああ……静しず雄おさんですか】

《そのへん詳しく教えてあげますから、今度御お礼れいになんかプレゼント下さいー》





内ない緒しよモード《ここから先は情報量を戴いただくよ》

内緒モード《五千円でいいよ》






【……やめときます】

《ちぇぇーっ。ちょっとぐらいオネダリしたっていいじゃないですかぁ》

《もういいです、ぷーんだ》




──甘かん楽らさんが退室されました。




【ああ、なんかもうどうしようもないぐらい駄だ目め人間ですよ甘楽さん!?】

【でも、結局……】

【黄こう巾きん賊ぞくだけは残ったんですねえ】

【その、ブルーなんとかがいなくなったからですかね？】




──ザ・甘楽さんが入室されました。




【ザ、と言われましても】

《ふふん、心しん機き一いつ転てんですよ》

《で、その黄巾賊なんですけどね》





内緒モード《……あれだよ。ブルースクウェアは死んではいなかったのさ》

内緒モード《黄巾賊のリーダーが、抗こう争そうに嫌いや気けがさしてチームを離れた後……》

内緒モード《彼らは、残された黄巾賊に取り入ったのさ》

内緒モード【えっ】

内緒モード【つまり、合がつ併ぺいしたって事ですか？】

内緒モード《まあ、単純に言えばね》

内緒モード《互いの組織に誰がいたかなんて、リーダー格の人間を除けば、一いち々いち調べたりしてないだろうからねえ。青い服を脱げば、後は黄巾賊に入りたいですって言えばそれでＯＫなだけさ》

内緒モード《もっとも、リーダーを失って力を無くしていた黄巾賊としては、解わかっていて受け入れた面もあるんだろうけどね》

内緒モード【でも、それって辞やめたリーダーの人は……】

内緒モード《知らないだろうね》

内ない緒しよモード《自分の恋人を病院送りにした連れん中ちゆうの仲間が、昔の自分の仲間達と連つるんでるなんて》

内緒モード《複雑な気持ちにもなるだろうねえ》

内緒モード《教えてやるのも面白そうだけど》

内緒モード【やめましょうよ、趣味の悪い】

内緒モード《うん、やめとくよ。じゃあこの話は一いつ旦たんお終しまいね》






《実は私もよく解わかりませんー》

【思わせぶりな！】

《とにかく、黄こう巾きん賊ぞくは昔とは色々と変わってるんですよー》

《そこにきて、この前の切り裂き事件ですから》

《本当に、気を付けた方がいいですよー》

【近づかないようにします】





内緒モード【ダラーズのみんなにも、刺し激げきしないようにメールを回しておきます】

内緒モード《それがいいだろうね。ただ……》

内緒モード【ただ？】

内緒モード《君は知ってるかどうか解らないけれど》

内緒モード《ダラーズと黄巾賊、掛け持ちしてる奴やつもいるみたいだから、気を付けなよ》

内緒モード【……】

内緒モード【気を付けます。でも、だからこそ……僕達が関わりないってダラーズの中に回せば、その人から黄巾賊に伝えてくれるかもしれませんし】

内緒モード《本当に、ダラーズの仕し業わざじゃなければね》

内緒モード《ダラーズに規則はないし、君も全員の行動を管理しているわけじゃない》

内緒モード《君の知らない所で……ダラーズの一部が、切り裂き魔まになっているのかもしれないよ》

内緒モード《ダラーズのシステムさ。このまま君が『こっち側』にいるつもりなら……その辺は覚かく悟ごしておいた方がいいよ》

内緒モード【……肝きもに、銘めいじておきます】






【じゃ、今日は私はこのへんで】

【色々ありがとうございましたー】




──太た郎ろうさんが退室されました。




《はーい、おやすみなさいですー☆》

《ちょっと脅おどかしすぎちゃいましたかねー。てへへ》

《じゃ、おやすみなさーい》




──ザ・甘かん楽らさんが退室されました。




──現在、チャットルームには誰もいません──

──現在、チャットルームには誰もいません──

──現在、チャットルームには誰もいません──







[image: ６章　「ニラスストゥラーイヴァイスャ」]
















来らい良ら学園　一年Ａ組




「昨日きのうはすごい夕焼けだったが、今日は雨だね、うん。あのね、知ってるかな、うん。『夕焼けの翌よく日じつは晴れ、朝焼けの後は雨』っていう諺ことわざはね、移い動どう性せい高気圧の関係からくるもので、春と秋には当てはまるけど、夏と冬には当てはまらないんだよね、うん。だからね、うん。もう３月なのに、気候はまだまだ冬ってことだね、うん……」

　窓の外から激しい雨音が響ひびく中、地ち学がく教師でもある担任の北きた駒ごまが、役に立つのか立たないのかよく解わからない知識をひけらかす。

　老ろう齢れいの教師はウンウンと頷うなずいて話を自己完かん結けつさせると、そのまま淡たん々たんとクラスの出席をとり始めた。

　途中までは、何事も無く進んでいたのだが──

「園その原はら君。……うん？　おや、珍しいね。園原君は休みかい」

　珍しい欠席者に、クラスの者達は互いに顔を見合わせる。何人かは明らかに帝人みかどの方に視線を向けたが、当の帝人も杏あん里りの姿が見えない事に不安を覚えたのか、必要以上に周囲をキョロキョロと見回している。

「うーん、風か邪ぜかもしれませんねえ、うん。気を付けてくださいね」

　クラスの中を見渡し、担任は一言だけ告げる。

「明日は終業式ですからね、うん。みんなで揃そろって１年を締めくくりたいですからね、うん」

　北きた駒ごまはそのまま何事もなかったかのように出席をとり続けたが──

　帝人の心には、言いようもない不安が渦うず巻まいていた。

　優等生である杏里が休んだという事も当然ある。もしかしたら切り裂き魔まにやられた傷の痛みが再発したのではないか、あるいは、再び切り裂き魔に出会ってしまったのではないかという考えが浮かんでは消えていく。

　そして放課後、帝人は更に自らを不安に陥おとしいれる事実を耳にした。




　正まさ臣おみも、今日は学校に来ていないという事実を。
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池いけ袋ぶくろ　来らい良ら総合病院　某ぼう病室




「どうしたの、正臣。今日は元気無いね」

　ベッドに横たわったままの少女が、窓の外に目を向ける正臣に問いかける。

　正臣は得てして普ふ段だん通りのつもりだったのだが、少女は優しく微笑ほほえみながら正臣の心に踏み込んだ。

「なんで解わかる？　普段通りのつもりだったが……やっぱエスパーかよ、お前」

　そんなに顔に感情を出していただろうか？

　正臣が作り笑いを浮かべながら振り返ると、少女は変わらぬ笑顔のままで口を開く。

「だって、学校さぼって来てくれるなんて珍しいもん」

「ああ……そうか」

　この日、正臣は学校をエスケープして彼女の病室に入り込んでいた。

　受付も私服の正臣の事を若い大学生だとでも思ったのか、特になにも尋たずねられる事こと無なくここまで入ってくる事ができた。

　沙さ樹きに指し摘てきされた通り、正臣は自分の感情が不安定であるという事を自覚していた。

　昨日きのうのような事があった直後に、いつも通りの自分が保てるかどうか自信が無かったからだ。

　決して普段帝人や杏里と接している態度が演技だという訳ではない。ただ、今の自分の姿を見せれば帝人みかどや杏あん里りを余よ計けいな不安に陥おとしいれてしまうかもしれない。それが恐かった。

　だが──今、病室にいる少女だけは、帝人達の知らない自分を知っている。

　池いけ袋ぶくろで育った正まさ臣おみという少年を知っている。

　両親と離れて暮らしている正臣にとって、沙さ樹きは安心して帰れる他者のひとりとなっていた。

　忘れたい過去である筈はずなのに。

　正臣は、そんな自分の感情を分ぶん析せきしてどうにも気まずくなり──

　今まで何度も繰り返した言葉を、少女にむかって久ひさ方かたぶりに吐き出した。

「なあ、沙樹」

「なあに？」

「本当に……俺の事を……恨うらんでないのかよ」

　その言葉に、沙樹は少しだけ目を丸くして、やはり直ぐに笑いながら答えを返す。

「バカだね、正臣は本当にバカだよ」

「バカか？　俺」

「うん。だってそうだよ。もし私が恨んでたって、結けつ局きよく正臣はここに来てたでしょ？」

　少女は淡たん々たんと正臣の内面に踏み込みながら、かつて正臣を悩ませた一言を吐き出した。

「正臣は、過去から絶対に逃げられないんだから」

「絶対か？」

「うん。絶対だよ。だから、正臣は私の所に戻ってきてくれるよね？」

「臨いざ也やさんにそう言われたから、そう思ってるだけだろ」

　皮ひ肉にくに満ちた言葉を吐き出す正臣。

　彼女が折おり原はら臨也の信しん奉ぽう者だという事は良く知っている。

　出会った頃から知っていた事だ。

　しかし──それでも正臣は、彼女の事を好きになった。

　今となっては、それらは全て過去のものとなる筈だったが──やはり、過去は正臣の心を捉とらえて離さない。かつて、臨也がそう予言したように。

　少女は正臣の皮肉に対し、少しだけ困った顔をして口を開く。

「どうなのかなあ。でも、今は臨也さんがそう言ってくれて良かったって思ってるよ？　今は……本当に正臣の事を好きだし」

「臨也さんが『嫌きらえ』って言ったら速攻で俺を刺しに来る気になるんじゃね？」

「そうかもしれないね。だけど、それでも……正臣は私を好きになってくれたじゃん」

「で、それはもう終わったっつったろ。ジ・エンドだって。終わり、幕、第一部完かん」

　冗じよう談だんめいた口く調ちようで言う正臣に、沙樹は再び先せん刻こくの言葉を繰り返す。

「正臣は、過去から逃げられないよ。今いま悩んでるのだって過去にからんだ事なんでしょう？」

「……」

「逃げられないんだったら、闘って倒しちゃえばいいじゃん」

「お前との過去についても、闘って清せい算さんできるもんならしたいけどな」

　ベッドの少女に対し、正まさ臣おみは今日初めて笑いかけた。

　少女はそんな正臣の表情を見て、今日の中で一番嬉うれしそうな笑顔を見せて呟つぶやいた。

「どうして、できないの？」

「沙さ樹きと闘うなんてできるわけねえって」

　自じ虐ぎやく的に笑いながら、正臣は病室を後にする。

　少女のはにかんだ視線を遮さえぎるように、正臣は病室の扉を閉めながら呟いた。




「だから……俺は逃げるだけだよ」




　──ケンカの為ための集団じゃなかったんだ。

　ただ、居い場所が欲しかった。

　新しい街の事を幼おさな馴な染じみの少年に伝える度たびに、街からの借り物を着飾っている自分の存在に疑問を持った。

　だからこそ、この街での自分の居場所を得る為に、仲間を欲した。

　しかし、その集団は決して自分の帰るべき場所にはならなかった。

　今ならば、解わかる。

　黄こう巾きん賊ぞくという集団の中で……自分の『帰るべき場所』は、三みヶか島じま沙樹というただ一人の人間だけだったのだと。

　そして、今は新しい居場所となった大切な友人の為に動いている。

　しかし、黄巾賊に身を置いた自分は、結局この病室に来てしまう。

　自分の本当に好きな人間は誰なのか。

　正臣は病院の廊下の天てん井じようを眺ながめながらしばし迷うが──

　結局、その答えを出す事はできなかった。







　エレベーター前の待合いスペースで、正臣は休憩中の女じよ医いに声をかけられた。

「あら、正臣君。今日学校は？」

「先生の顔が見たかったから早引けしちゃいましたよ、マジで」

「元気でいいわねえ、その元気を沙樹ちゃんにも分けてあげてね」

「ああ……どうなんすか、彼女」

　かしこまって聞く正臣に、30代と思われる女医は大して深しん刻こくさも出さずに答えを返す。

「前に言った通り。神経は繋つながってるから、ちゃんとリハビリしてれば歩ける筈はずなんだけどね……。外傷よりも、精神的なショックの方が大きかったみたいだから。実際、彼女は普ふ段だん全然喋しやべらないけど、貴方あなたと……もう一人、名前は知らないけどホストみたいな雰ふん囲い気きの人とは話すみたい」

　今しがた会話を終えた身としては、彼女が普段喋らない事などとても信じられなかった。

　しかし、女じよ医いの言葉に嘘うそはないのだろう。こうして入院する前も、彼女は自分以い外がいの者とは余り進んで話をするタイプではなかった。

　ただ一人──女医の言う『ホスト風ふうの男』、折おり原はら臨いざ也やを除いては。

　複雑な感情を表情の奥へと隠かくす正まさ臣おみに、女医は尚なおもざっくばらんに入院患かん者じやの事情を話す。

「本当は自宅療りよう養ようなんだけどね。ほら、彼女身み内うちもいないからねえ。入院費はどこからか払われてるみたいだから別に病院としては構わないみたいだけど……彼女が寂しくならないように、また来てあげてね。ここしばらく来てなかった君がまた来るようになって、沙さ樹きちゃん結けつ構こう喜んでるみたいだから」

「善ぜん処しよしますよ」

　正臣の苦く笑しよう。

　世せ間けん話が好きな女医は、目を細めながら正臣へとそっと顔を近づけた。

「で、今日はうちに来ないの？　私は夜勤ないし明日非ひ番ばんだけど？」

　サラリと言い放つ女医に対し、正臣もケロリとした表情で口を開く。

「あー、先約があるんで」

「相変わらずモテモテだねえ。私が本命の彼女だったらもう刺してるよ」

「それを治療してくれるのも先生でしょ？　先生の愛の力で超ちよう回復しますよ俺」

「あんたのそのサバサバしたとこ、本当にすごいっていうか呆あきれるよね……」

　正臣はそんな彼女に心の底からの笑顔を差し出した後、無言で病院を後にした。

　自分の今の感情の正体が解わからずに、少年は再び空を仰ぎ見る。

　毎日毎日、呼吸するように女性に声をかけ、愛してると呟つぶやく。

　決して沙樹の言うように、彼女への愛を確かめるためという訳ではない。正臣は何い時つだって本気で全ての女性の事を愛している。

　──つーか……俺のこれって、本当に愛なのかね？

　暗い空はやはり雨あま粒つぶしか返さず、正臣は軽く濡ぬれながら池いけ袋ぶくろの街へと足を向けた。
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池袋　60階通り




「だーかーら、ツンデレなんて言葉はもう何年も前から言われてたわけっすよ。それが今なんかテレビとかでガンガン言うようになって、この得も言われぬ寂しい心しん境きようはあれっすか、応援してたバンドがメジャーになっていくのを見るような感覚っすか」

「単なる独占欲よくじゃないの。私は素直クール好きだからいいけど」

「ふん、別に俺はツンデレなんてなんとも想ってないっすからね！」

「あはは、ゆまっちがツンデレだね」

　サンシャインシティへと向かう通りの中、一組の男女が独特な会話を続けながら歩いていた。

　雨は降り続いているが、その二人にとっては三さん次じ元げん世界の天気などなんの関係もないとばかりに、傘かさを差しながら底抜けの笑顔を浮かべている。

　そんな二人とは対たい照しよう的に、前を歩いていた男が溜ため息いき混まじりに首を振った。

「……頼むから、町まち中なかでそういう会話をするなって言ってるだろ」

「ええっ、今日は控えてる方っすよ門かど田たさん」

「そうだよ、ゆまっち今日は頑がん張ばってるよ？　今日は漫画のセリフをそのまま言ってないし、まだ二次元キャラの名前を一人も口にしてないんだよ!?」

「黙れ」

　短い呟つぶやきは雨の音に掻かき消されたが、背中越ごしの眼光だけで背後の二人はシュンとする。

　子供のように落ち込む二人の男女──遊ゆ馬ま崎さきと狩かり沢さわに対して、二人の保ほ護ご者しや的存在である門田が大きな溜息を吐き出した。

　マニアックな話題を続ける男女と、いかにもチーマーといった空気を醸かもし出す男。

　一見、絶対に相あい容いれないような取り合わせだが、彼らはしょっちゅう行動を共にしている。

　遊馬崎と狩沢は、外見こそ普通だが、内面はかなり末まつ期ごの二次元好こう事ず家かだ。遊馬崎に至っては夏なつ頃ごろから『夢む魔まのメイドさんが……』とブツブツ呟いている時があり、門田の不安を無む駄だにかき立てている状況だ。

　門田も確かにジャンルを問わず本を愛読する読書家であるが、あくまで現実の中でみる虚きよ構こうとして愛している。例えノンフィクションであれ、本という媒ばい体たいを通した時点でそれは夢ゆめ物語となる……それが門田の考えだった。

　腐くされ縁えんである遊馬崎達たちは、もはや虚構と現実の区別をつけた上で虚構の側に旅立ってしまっているので、門田としては目を覚まさせようもない。

「ったく……で、あとはどこに行くって？」

「アニメイトで新作グッズを買って帰ろっかなーって。今日は電車だから、あんまたくさんは買わないけどねー。車だったらもっと色々買えるのに。持ちきれないからさー」

　カラカラと笑う狩沢を見て、門田は本ほん日じつ何度目かの溜息をつく。

「ちゃんと帰りに、渡と草ぐさへの詫わび品しな買ってけよお前ら。あいつ、マジギレしてたからな」

「おかしいなあ、喜んでくれると思ったんすけどねえ」

　本来ならば、彼らは常に渡草という仲間のバンに乗って移動しているのだが──先日、とある理由でドアが故こ障しようした際、遊ゆ馬ま崎さきの手によって新しいドアにアニメのキャラをプリントされた。それだけでも渡と草ぐさは爆発寸すん前ぜんだったのだが、遊馬崎がその写真を自分のＨＰにて公開していたのを発見し、バンで遊馬崎を撥はね殺そうとした。

　そして、現在に至るのだが──

「ちゃんとナンバープレートにはモザイクかけたのに」

　心底不ふ思し議ぎそうに呟つぶやく遊馬崎に、門かど田たはしつこい程ほどに溜ため息いきをつきながら皮ひ肉にくを紡つむぐ。

「運転席の渡草にも、ちゃんとモザイクをかけてやれば良かったのにな」

　なんでこいつらと付き合ってるんだろう俺は、と自分自身に疑問を投げかけながら、門田は60階通りの前方に目を向ける。

　周囲には黄色い布をつけた少年達がちらほら見受けられるが、門田は特に脅きよう威いを感じていなかった。ダラーズと揉もめそうになっている事は知っていたが、向こうの人間でこちらの顔を知っている者は少ないと判断していたからだ。

　門田と後ろの二人は、ダラーズの一員である。

　ダラーズのチームカラーは『無色』。老ろう若にやく男なん女によ入り乱れるこの集団の中において、特にカラーギャングらしい雰ふん囲い気きを纏まとっている門田だったが、背後の遊馬崎と狩かり沢さわが見事にその空気を打ち消していた。

　黄こう巾きん賊ぞくと違い、チームとしての特とく徴ちようが何もない自分達が狙われる事は無いだろう。

　そう考えて、堂々と繁はん華か街がいを歩いていたのだが──

「門田さん」

　ふと、自分達に声を掛けてくる者が居た。

「お久しぶりっす」

「あ？　……おお。紀き田だか」

　懐なつかしい顔だ、という目で門田は眼前の少年を見る。

「あれあれ、紀田君じゃないすか」

「どしたの、今日はいつもの眼鏡めがねっ娘こと童どう顔がん少年と一緒じゃないね？」

　遊馬崎と狩沢は至ってフレンドリーに話しかけているが、門田はどこか陰のある正臣の笑顔を見て、警けい戒かいするように正臣の姿を睨ねめ回した。

　そして──彼の拳こぶしに黄色い布が巻き付いているのを見て、門田はある程度の事情を察し──

　今日の中で一番暗い気持ちにはなったが、今度は溜息をつかなかった。

「……戻ったのか？」

　真剣な表情で尋たずねる門田に対し、正臣は一いつ瞬しゆんの間をおいて頷うなずいた。

「はい」

「……そうか」

　淡たん々たんと頷く門田に対し、正臣は静かに話を切り出した。

「ここじゃなんですから……暇ひまがあれば、ちょっとどこかに入りませんか」

　いつもの軽かる口くちが見られない事に気付き、遊ゆ馬ま崎さきと狩かり沢さわは互いに顔を見合わせている。

　門かど田たは周囲にたむろす黄色い布の少年達に目を向けた。彼らは正まさ臣おみの存在にまだ気付いていないようだったが、ここでずっと立ち止まっていれば気付かれるのは時間の問題だろう。

　かといって、下へ手たな店に入れば……話の展開によってはあっという間に黄色い集団に囲まれる事となるだろう。

「サイモンとこならいいぜ」

　門田が顎あごでしゃくった先には、60階通りから横道に入る角が見えた。様々な居い酒ざか屋やや飲食店が並んでいる小さな通りだ。

　唐とう突とつに出てきた横文字の名前に、正臣は一瞬微び妙みような表情を見せたが──意を決したようにこくりと頷うなずくと、率そつ先せんして路地へと向かって歩き始めた。
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露ロ西シ亜ア寿ず司し




「ヘイ。キダ、カドタ、イラしゃーい」

　入口のカラフルな暖簾のれんをくぐると、やけに外国語訛なまりと温かみに満ちた声が飛んできた。

　ロシア王朝の宮きゆう殿でんをそのまま縮小したような内装に、和風の寿司カウンターが無む理り矢や理り括くくり付けられている店内。

　普通の寿司屋と同じようなカウンターとは対照的に、座ざ敷しきは大だい理り石せきの外壁に畳たたみといったアンバランスこの上ない状態になっており、『安心料金！　オール時価！』という垂れ幕が、訪れる客に一いち抹まつの不安を感じさせる。

　それが、この『露西亜寿司』を訪れる多くの客の第一印いん象しようだ。

　怪しさに拍はく車しやをかけているのが、身長２メートルを超す大おお柄がらな店員である。

　サイモンという名の、妙みような日本語を操あやつるロシア出身の黒人だ。

　ロシア出身の黒人というのは日本ではあまり馴な染じみがないようで、訪れた客は皆訝いぶかしげな顔をするが、板いた前まえの白人と極ごく自然にロシア語で会話をしている所を見ると、その経けい歴れきに偽いつわりは無いのだろうと納なつ得とくする。

　彼の存在こそが、門田がこの店を選んだ理由だ。

　池いけ袋ぶくろ最悪最さい凶きようと名高い、平へい和わ島じま静しず雄おという男のケンカを止められる唯ゆい一いつの人間であり、なおかつこの店は静雄のお気に入りでもあるので、もしもここでケンカ沙ざ汰たを起こせば──二つの凶きよう悪あくな力を一気に敵に回す事になる。黄こう巾きん賊ぞくとしてはなるべくなら避けたい事態だろうと門田が判断した結果としてこの店の暖簾を潜くぐったのだ。

　正まさ臣おみ自体は遊ゆ馬ま崎さき達と懇こん意いらしいので、それほど疑ってはいなかったが──他の黄こう巾きん賊ぞくが正臣の意志とは別べつ途とに動いていないとも限らない。

　しかし、門かど田たも正臣とは一度話しておくべきだろうと判断し、こうして安全性の高い店に立ち寄る形をとった。

「よう、珍しい取り合わせだな」

　カウンターの奥にいた白人は、何本もの包ほう丁ちようを使い分けて出で前まえ用の寿す司しネタを切り分けている所だった。

　こちらは日本語が達たつ者しやなようだが、最初の挨あい拶さつを終えた後は黙々と作業に戻っている。

「安いヨ、寿司、イイヨ。サービスしとくヨ、門田シャチョー」

「誰が社長だ誰が。ああ、一番安い握りコースを四人前。席は奥でいいや」

「あいよ」

　門田の注文に白人が短く返すと、サイモンがニコニコとしながら四人を奥おく座ざ敷しきへと案内した。

「で、俺らになんの用だ？　黄巾賊の頭かしらが……いや、元なのかどうか知らねえけどよ」

　おしぼりを置いたサイモンが茶を汲くみに行ったのを見送りながら、門田はなんの躊躇ためらいもなく話の本題を切り出した。

「どうせ、ダラーズの事について聞きたいんだろ。今のダラーズと黄巾賊の事情については知ってるし、ネットのダラーズのサイトで俺や遊馬崎は本名でやってるしな」

「……話が早くて助かりますよ。じゃあ、聞きたい事も解わかりますよね」

「はっきり言っておくが、俺らだって組織全体の事は詳しく知らねえし、切り裂き魔まにゃこっちの人間だってやられてんだ。今の紀き田だにどんだけ発言力があるのかは知らねえが……その辺の誤ご解かいを解いてくれると助かるんだがな」

「それは……」

　何か言いかけたところで、サイモンが湯飲みを四つ持ってやって来た。

　比較的大きな湯飲みなのだが、巨きよ漢かんのサイモンが持つ盆ぼんの上では小さく見える。

　湯気の立っている湯飲みを平気で握ると、リズミカルに四人の前へと差し置いた。

「ハイー。お茶、飲む、カテキン、いいよー」

　親指を立てながら呟つぶやくサイモンに、門田は苦く笑しようしながら湯飲みを握る。

「あちっ！」

　軽い悲鳴を上げながら、慌あわててテーブルに湯飲みを置く門田。それを見てサイモンは素早くおしぼりを渡しながら謝罪の言葉を口にする。

「オー、ゴメンナサイ。ダイジョブ、門田シャチョ。シントー滅めつ却きやくすれば火も冷たいヨ。怒る、駄だ目め、アッチッチヨー」

「お前、本当は日本語解ってるんじゃねえだろうな……？　つーか、よくこんな熱い湯飲みを握れるよな……」

「？」

　感心する門かど田たの言葉を聞いて、意味が解わからないというように笑い続けるサイモン。その厚く傷だらけの掌てのひらを見て、正まさ臣おみはゴクリと唾つばを飲み込んだ。

「ゴユクリー」

　終しゆう始しニコニコとした調子のサイモンを見送ると、正臣が先せん刻こくの言葉の続きを呟つぶやいた。

「……それは……切り裂き魔まと関わりがないと思ってるのは、門田さん達だけかもしれない」

「あ？」

「ダラーズは……横の繋つながりも縦の繋がりも無いチームじゃないですか……。だから、貴方あなた達の知らない所で、勝手に切り裂き魔をやってる派は閥ばつがあるのかもしれない。それこそ、他のダラーズのメンバーを斬きれば……ダラーズ自体に疑いは掛からなくなる」

「……」

　正臣の言葉をじっくりと頭の中で噛かみしめた門田は、そっと持った茶を軽く啜すすって口を開く。

「なるほど。ま、スジは通るわな」

　正臣の隣となりには遊ゆ馬ま崎さきが、門田の隣には狩かり沢さわが座って向かい合っているが、二人にしては珍しく何も口出ししてこない。

　一時の沈ちん黙もくが訪れるが、更に一ひと口くち茶を啜った後、門田が静かに声を上げた。

「で、動機はなんだ？」

「……」

「名を売る目的でもなく、基本的に金も動いてねえ集団が、切り裂き魔って形を取ってまで黄こう巾きん賊ぞくを潰つぶす事になんの意味がある？」

「それが解れば苦労はしないし、私し怨えんだってありえるかもしれない」

　少し躊躇ためらいながら答えた正臣に対し、門田は畳たたみかけるように言葉を紡つむぐ。

「私怨だぁ？　黄巾賊が昔ダラーズと揉もめたって話は聞いてねえが」

「ダラーズとは、でしょう？」

「……」

　正臣の言わんとした事に気付いたのか──門田が渋い顔をして黙り込んだ。

　自分でも触れたくない話題だと言わんばかりに、正臣は吐き捨てるようにその単語を呟いた。

「ブルースクウェア」

　その固こ有ゆう名詞を聞いた瞬しゆん間かん、門田の眉み間けんに深い皺しわが刻まれた。

「……紀き田だぁ」

「あのチームが俺らにやった事は忘れてないし……俺が抜けるきっかけになったあの事件で一応収まりが付いたけど……それで、怨うらみが消えたわけじゃない。そう思ってます」

「それで、俺の所に来たわけか？」

　門田はしばし考え込むように黙っていたが、正臣は相手の言葉を待つ事こと無なく、更に言葉を投げつける。

「なあ、門かど田たさん。アンタなら解わかるでしょう？　ダラーズのボスを教えて欲しい。できる事なら……ダラーズの中に、アンタの昔の仲間が……ブルースクウェアの奴やつらが何人──」




　バキリ




　乾いた音が、正まさ臣おみの言葉を遮さえぎった。

　見ると、横でいつも通りの表情の遊ゆ馬ま崎さきが、据すえ置きの割り箸ばしを縦に折り割っていた。

「やだなあ、紀き田だくん」

　鋭い木もく片へんと化した割り箸を手で弄もてあそびながら、遊馬崎はいつも通りの表情で口を開く。

「駄だ目めっすよ。現実と妄もう想そうをごっちゃにしちゃ」

　ある意味、最も遊馬崎らしくないセリフを吐き出しながら、ハーフの青年は徐々にその表情から笑いの色を消していく。

「ブルースクウェアなんて、存在しなかった。それでいいじゃないっすか」

　その言葉が終わるか終わらないかのうちに、正臣は掌てのひらを机に叩たたきつけた。

　湯飲みが激しく揺れ、中の液体をくゆらせる。

「沙さ樹きは……！　沙樹は存在しない奴らにリンチされて今も病院にいるっての──」




　ダン




　やはり、正臣の言葉は音によって遮さえぎられた。

　叩きつけた正臣の掌。

　その指の隙すき間まで、鋭く尖とがっていた筈はずの割り箸の先がひしゃげていた。

　何が起こったのか、正臣には一いつ瞬しゆん解らなかったが──どうやら遊馬崎が、手にした割り箸の折れて尖った部分を突き立てて来たらしいと気付き──正臣は沈ちん黙もくと共に息を呑む。

　すさまじい勢いで木片を叩きつけた遊馬崎の表情は、笑ってこそいないものの、特に怒りも感じさせない。

　ただ、ただ無表情だった。

　もしも手の甲こうに直接突き刺されていたら、下へ手たすれば貫かん通つうしていたかもしれない勢いだ。

　正臣の背に冷たい物が走るが、それでも掌を退ひきはしなかった。

　言葉を放たぬ遊馬崎に代わり、狩かり沢さわが頬ほおに手をつきながら面めん倒どうくさそうに言葉を紡つむぐ。

「そだよ。君の元カノは、存在しない連れん中ちゆうにやられたんだよ。それでいいじゃん」

「狩沢さん……怒りますよ」

「もう怒ってるじゃない。それに、ゆまっちは君よりも先に怒ってるよ。だからこれはイーブン。紀き田だ君が彼女の件に怒りを感じているように、ドタチンを……っていうかダラーズを切り裂き魔まだなんて疑ってる事に怒りを感じる人も確実にいるって事。それを踏まえた上で、イーブンって事で収められないなら──最初から話を持ち出すべきじゃないよ」

　年下の少年の強い視線を受け流しながら、狩かり沢さわは淡たん々たんと呟つぶやきながら茶を啜すする。

「確かに、実行した訳じゃないとはいえ、私達には君に負い目があるけどさー。その沙さ樹きちゃんをギリギリの所で助け出したドタチンに対して、逃げた君がその過去を引きずり出そうって言うなら……」

　半はん開びらきの目のまま、狩沢は鈍い光で正まさ臣おみの瞳ひとみを照らし返す。

「そんな過去は、いくらでも妄もう想そうの産物として別世界に追いやらせてもらうよ」

　そんな彼女の言葉に応えたのは、未だに割り箸ばしを握る手を動かさない遊ゆ馬ま崎さきの方だった。

「違うっすよ、狩沢さん」

「え？　違った？」

「ブルースクウェアってチームが仮にあったとして……あのエピソードの時、最初にリンチにあったのはブルースクウェアの方っすよ。なのに……なんか一方的に悪者扱いにされてるのに抗こう議ぎしてるだけっす」

「あ、そか。うわー、はずかしい。今の私って超ちよう恥ずかし固め」

　あくまで普段のノリで話す二人に、正臣は怒りのやり場を失うと同時に──自分が冷静ではないという事に気が付いた。

「……すいません……でした」

　正臣が躊躇ためらいながらも頭を下げると、遊馬崎はいつも通りの笑顔に移行しながらニヘラニヘラと笑いだす。

「いやいや、こっちこそ悪かったっすよ。沙樹ちゃんの件については……本当に申し訳なかったと思ってるっすから」

「いえ……貴方あなた達には寧むしろ御礼を言わなきゃいけないのに……」

　完全に余よ裕ゆうを失っている正臣に、それまで沈ちん黙もくを守っていた門かど田たは、不ふ思し議ぎなほどに穏おだやかな表情となって口を開いた。

「お前が、俺を恨うらんでたとしても……俺は構わねえさ。中学生のガキに、俺達はそれだけの事をやっちまったんだからな」

「だから、門田さんは何も──」

　抗議しかけた遊馬崎を目で制しながら、静かに言葉を紡つむいでいく門田。

　淡々と呟つぶやかれるが、確実に力のある言葉だった。

「どんなに消そうとしても、手前てめえの関わった事からは逃げられねえさ」

　その言葉を聞いたとき、正臣の表情が僅わずかに揺らぐ。

　かつて、折おり原はら臨いざ也やから言われた言葉が頭の中に響ひびき渡った。

「……で、それを踏まえて敢えて言わせてもらうけどよ……ボスの顔については、俺も知らねえし、探るつもりもねえ。そしてもう一回言うが、切り裂き魔まとダラーズは関係ないし、黄こう巾きん賊ぞくといがみ合う理由もない」

　自分の言いたい事だけを並べたてる門かど田ただったが、ふと、思いだしたように呟つぶやいた。

「……そういや、一人いたな、ダラーズのボスを知ってるって奴やつが」

「！　……誰ですか？」

　極きよく力りよく冷静であろうとしながら、手がかりへの情報に身を乗り出す正まさ臣おみ。

「待てよ……だから、聞いてどうする？　って話だよ。お前がボスの名前をそいつから聞いたとして、どうするつもりだ？　のこのこ茶ぁ飲みに行って話し合いでもするつもりか？　それとも、黄巾賊使つかって身み柄がら攫さらう気か？」

「俺は……切り裂き魔を追いたいだけです。もしダラーズが本当に無関係なら……話だけで手打ちにするのが最高だとは思いますけどね」

「そりゃぁよ……、黄巾賊の総そう意いか？」

「……」

　鋭く問い続ける門田に対し、正臣は反射的に目を反らす。

「昔みたいに、お前がトップに立って下の連れん中ちゆうをしっかり仕切ってるってんならよ、俺もお前を信用して協力してやるよ。だけどな。お前、黄巾賊離はなれてしばらく経たってる間に、かなりあいつらは変わっちまった。……気付いてねえとは言わせねえぞ」

　有う無むを言わせぬ調子で言葉を吐き続ける門田。

　正臣はしばし目を閉じて聞いていたが、顔を俯うつむかせたまま呻うめくように言葉を絞しぼり出す。

　普段のチャラついた言葉だけを紡つむぐ正臣の姿はそこには無く、ただ、何かから追われ続ける悲ひ壮そう感かんを湛たたえた少年の姿があった。

「俺は……あいつらの事を、黄巾賊の事を、まだ仲間だと思ってるんです。だけど……あそこに完全に戻りたくはないってのも……事実なんです」

「ま、そうだろうな」

　あっさりと答える門田は、茶を飲み干ほした後に、落ち着き払った空気のまま正臣に語り出す。

「あれだ、どうすりゃいいのか、自分でもよく解わかってねえんだろう？　昔と違う生き方を見つけちまったお前の声が、今いま更さらあいつらに届くのか……それが心配なんじゃねえのか？」

「……」

「大体、本当にダラーズとの抗こう争そうだったとしてもよ、だとしたらそれこそ今のお前には関係ない事なんじゃねえのか？　組織同士の抗争。そういうのが嫌で……お前は」

「逃げました」

　門田の言葉を先回りして、自分自身に向けて言い放つ正臣。

　だが、その瞳ひとみには徐々に光を取り戻し始めており、先せん刻こくまでの悲壮感が幾いく分ぶん和らいでいるように感じられた。

「だけど、今回は……黄こう巾きん賊ぞくの仲間だけじゃないんですよ」

「あ？」

「俺の学校の……黄巾賊とも俺の過去ともなんの関係もない、大事な人が……切り裂き魔まに襲おそわれた。俺には、それが許せない……そう、俺個こ人じんの問題を解決する為ために、あいつらを、黄巾賊を言い訳に使ってるだけなんです」

　黙って聞いている門かど田たに、正まさ臣おみは強い意志を籠こめた言葉を吐き出し続ける。

「それでも、俺は……切り裂き魔の正体を知りたい、それだけなんです」

「それだけ、か」

「……はい」

「なら、後は何も言わねえが……何度も言うけどよ、ダラーズを探っても切り裂き魔は出てこねえって」

　門田は小さな溜ため息いきをつきながら、再び先せん刻こくの答えを返すだけだったが──

「俺は……いや、俺達は……そうは思ってません」

「なに？」

「俺達は、夕べ、信じられないものを見たんですよ」

　そして、正臣は語り始める。

　昨晩の雨の中に見た、この世の物とは思えぬ異い形ぎようの話を。

　その背に乗っていた『侵しん入にゆう者しや』が、日本刀とうを携たずさえていたという、黄巾賊のメンバー数十人が目もく撃げきしたどうしようもない事実を──




「……なるほどな」

　話を聞き終えた門田は、面めん倒どうな事になったという表情で湯飲みを持った。

　しかし中身は既に空からだと気付き、渋い顔をしてテーブルへと戻す。

「あの黒バイクがダラーズの集会に参加してたって噂うわさは俺も知ってます。もちろん、黄巾賊の連れん中ちゆうも……」

「で、それが日本刀を持った奴やつを逃がしたって事は、つまり黒バイクと切り裂き魔はグルなんじゃねえか、って言いたいわけか」

　相手の言いたいことを汲くみ取って話す門田に、正臣は神しん妙みよくな表情で頷うなずいた。

「それに、法ほ螺ら田だっていう黄巾賊の仲間が、昨日きのう、黒バイクの奴らにやられたって……」

「ホラダ？　ホラダ……」

「？」

　その名前を繰り返す門田に疑問を覚えたが、数分ぶりに口を開いた遊ゆ馬ま崎さきと狩かり沢さわのヒソヒソ声に即そく座ざに意識を奪われる。

「ねえ、ゆまっち。さっきの話って、おかしいよねえ？」

「なにがっすか？」

「切り裂き魔まって、前あの黒バイクが始し末まつしてたじゃん」

「ほとんど静しず雄おさんっすけどね。渡と草ぐささんも車で撥はねましたし」

　町まち中なかならば内ない緒しよ話で成立する音量だが、流石さすがに隣となりの席に座っている二人には通じない。

「……今、なんて？」

「え？　あ、いや。だから……えっと、あれってどう説明したらいいんすかねえ」

　慌あわてたように話を振る遊ゆ馬ま崎さきの声に、門かど田たは静かに溜ため息いきをつきながら口を開く。

「切り裂き魔が一人じゃなさそうだ、ってのは理解してるな？」

「それは……一晩で五十件も同時に事件が起きたら、そう思うしかないでしょう」

　何か話すのを躊躇ためらう素そ振ぶりを見せていた門田だが、やがて諦あきらめたように語り出した。

「あー……信じられない物を見たっていう今なら、信じられるかもしれねえからな」

「どういうことです？」

「切り裂き魔は、もう出てこねえよ」

　門田は空からになった湯飲みを握りながら、その淵ふちを指で軽く叩たたく。

　コツコツという音にリズムを乗せるように、ゆっくりと言葉の続きを吐き出した。

「人づてに聞いた話だが──切り裂き魔は、よりにもよって平へい和わ島じま静雄っつー化ばけ物ものにケンカを売ったんだとよ。……あとは、結果は聞かないでも解わかるな？」

　平和島静雄。

　その名前を聞いた瞬しゆん間かん、正まさ臣おみの背中から顔面にかけてゾワリとした何かが駆け抜ける。

　正臣も良く知っている人間で、池いけ袋ぶくろの自動喧けん嘩か人形と呼ばれる人間爆ばく弾だんだ。

　切り裂き魔の集団と一人の人間。

　普通ならばありえない対立構こう造ぞうだが、ただ一人──この静雄という男ならば、問もん答どう無用の説得力となって話が現実めいてくる。

「いや……でも……それじゃあ、結局犯はん人にんは？」

　半はん信しん半はん疑ぎで問い続ける正臣に、門田は頭を軽く掻かきながら首を振った。

「……ま、いいや。お前が切り裂き魔だけについて知りたいってんなら、無む理りして隠かくしたりはしねえよ。あとは……その、ボスの事を知ってる奴やつに聞いてくれ。そいつと、ダラーズのボスの判断に任せるとするさ」

「え……」

　意い外がいとすんなり折れた門田に、正臣は思わず口を噤つぐむ。

　そのタイミングに被かぶせるように、目を鋭く細めた門田が念を押すように断言する。

「ただし、だ。それが変に転がって、お前らが俺達ダラーズを完全な『敵』と認めるなら──」

「認めるなら、なんですか」

「俺は、売られたケンカは受けて立つぜ」

　一度は収まった筈はずの空気が、再びジワリと揺らめいた。

「……」

「何なに黙ってんだ？　お前も……その覚かく悟ごはあんだろうな？　復ふく讐しゆうってもんを旗はた印じるしにする以上、お前ぐらいの年によくやらかす、ガキのケンカとは話が変わるって事は理解してんだろうな？」

「俺は──」

　そして、その緊きん張ちようが張りつめる寸すん前ぜんに彼らを止めたのは──やはり、音だった。

　カコン。

　小こ気き味み良い音がテーブルの横に突き刺さる。

　目の前を何かが通り過ぎた事を確認していた四人は、その物体の正体を予測しつつゆっくりと首を動かした。

　彼らの視し界かいに飛び込んできたのは、木の壁から突き出した銀色と黒のツートンカラー。

「他の客が怖がる……そういう話は表おもてでやれ」

　無ぶ愛あい想そうな調子の日本語に振り返ると、カウンターで板いた前まえのロシア人がこちらを見る事もなく黙々と寿す司しを握っていた。

　彼の手元からは刺さし身み包ぼう丁ちようが一本消えており、現在は正まさ臣おみ達の横の壁に突き立っている。

「デキタヨー。クレムリン握りイッチョ、ニチョ、サンチョ、ヨンチョね、シャチョサン」

　凍り付いた空気を打ち破るように、サイモンの陽気な声が飛んできた。

「ケンカする、お腹なか減ってるカラヨー。寿司食べてお腹イッパイ、夢いっぱいネ、人間様のイブクロ、夢ゆめ工場ネ。だからケンカやめるがイイヨ。ネ」

　そう言いながら、サイモンは注文通り握りを四人前、器き用ように四枚の皿を両手に持って近づいてくる。

「あ、ああ……ありがとよ、サイモン」

「包丁って、こんなに深く壁に突き刺さるんすねえ」

「ていうか、これって普通に殺人未み遂すいじゃない？」

「い……いただきます」

　板前の恐怖とサイモンの暢のん気きさに毒どつ気けを抜かれた正臣達は、それ以降は会話を一切せずに、黙々と寿司を食べ続けた。

　寿司は身が引き締まっていて実に美び味みだったが──早く食事を終わらせる事に専せん念ねんしていた彼らの脳のう裏りに、その味は満足に届く事は無かったようだ。




「じゃあな、正臣。くれぐれも、半はん端ぱな考え起こすんじゃねえぞ」

　そう言いながら、門かど田た達は金を払って店の外へと出て行った。中で話した事など完全に忘れているのか、外からは遊ゆ馬ま崎さきと狩かり沢さわのいつも通りの会話が聞こえてくる。

　去りゆく知人達の声を遠くに聞きながら、一人残った正まさ臣おみは座ざ敷しきで頭を抱えていた。

「なんてこった……」

　ダラーズのボスと接せつ触しよくした事があるという人物。門かど田たはあえてその名を告げていなかった。

　だが、門田から渡された電話番号は、正臣にとって見覚えのある物だった。

「とうとう……ここまで……この人にまで戻って来ちまった」

　様々な過去を思いだしながら、正臣は一人沈ちん黙もくを守り続ける。

　石せき像ぞうのようになったまま、数分の時が過ぎ──

「ニラスストゥラ元気をだーイヴァイスャさねえか」

　背中から、流りゆう暢ちような外国語が聞こえてきた。

　顔を向けると、サイモンが手に新しい皿を持って立っている。

　皿の上には、明らかに値段がワンランク違うネタの寿す司しが載っていた。

「えっ」

　どういう事かと尋たずねようとした正臣に、カウンターの奥から板いた前まえの無ぷ愛あい想そうな声がかけられる。

「辛しん気きくさい面つらは客が逃げる。それでも喰って、明るい顔で店を出てけ」

「あ……ありがとうございます」

　正臣はペコリと頭を下げると、返事の無い板前の代わりに、サイモンがニカリと笑った。

「駄だ目めヨー、喧けん嘩か。君ら、幸せダヨ。君ラ、充分幸せ。だから人の幸せ、取っちゃ駄目ヨー。分けてあげルとイイヨー。ネエ。最近覚えたヨ、『情なさけない人は駄目ナマズ』ネ。ネ、コレ、ドウイウ意味ヨ？　なんでナマズなノ？　キダのボッチャン、ナマズなの？」

「……情けは人の為ためならず、だろうが」

　板前のボソリとした突っ込みに、サイモンは何が違っているのか解わからずに首を傾かしげている。

　そんな会話を聞きながら、正臣は新しく届けられた寿司を口の中に放り込んだ。

　どうやらマグロのカマの部分を醤しよう油ゆヅケにしたネタのようだ。噛かんだ時に溶け出した脂あぶらが適度に醤油と混じり合い、舌の上を流れるように広がっていく。

　普段食べたことの無い味に、正臣は自然と「……うまいっすね、これ」と口に出していた。

　礼をいい、代金を支払って立ち去ろうとしたのだが──

「あいつらが、お前の分も払ってったぞ」

　と言われ、結けつ局きよく門田達に奢おごられる形となってしまった。

　あんなやりとりをした状況の後にも関わらず、落ち込んでいるだけの自分に対して、周囲の人間達が様々な気を遣つかっていた事に気付き、正臣は知らず知らずと苦く笑しようする。

　──俺なんて、まだまだガキなんだな……。

　そして、正臣は意を決して露ロ西シ亜ア寿司を後にした。

　自らの目的を果たす為に、未み熟じゆくな自分自身の心を精せい一いつ杯ぱい奮ふるい立たせながら──
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東とう急きゆうハンズ前




　雨の勢いは些いささか弱まっており、風によって飛ばされた雨あま粒つぶが傘かさの横から入り込んでくる昼下がり。

「ホラダ……ホラダ……」

　アニメイトの池いけ袋ぶくろ本店へと向かう道を歩きながら、門かど田たは先せん刻こく耳にした名前を何度も繰り返して呟つぶやいていた。

「なんすか門田さん、新あら手ての呪じゆ詛そっすか」

「ホ・ラダホ・ラダっていうとなんか呪じゆ文もんみたいよね。束そく縛ばく系か召しよう喚かん系っぽいわね」

「ええい、混乱させんな」

　背後からの意味不明な呟きを制しながら、門田は再び名前を呟いた。

「……法ほ螺ら田だ」

「なになに、どうしたのよドタチン。さっきから変に考え込んじゃってさ」

「ああ、さっき、黒バイクに黄こう巾きん賊ぞくのホラダって奴やつがやられたって言ってたろ」

　難しい顔をしながら、門田は自じ問もん自じ答とうのように自分の考えを言葉にする。

「大した事じゃあねえんだが……。そうだよな、確かに珍しい名みよう字じだが、漢字が違うかもしれねえし……だが、ちょっと気になるんだよな」

「なにがっすか？」

「いや……昔の知り合いの中に……そんな名前の奴がいたもんでな」

　それ以上は考えているだけでは埒らちが明かぬとばかりに、門田は別の話題を切り出す事にした。

「しっかし、あの板いた前まえ、マジで危ねえよな。一歩ずれてりゃ御お陀だ仏ぶつだったぞ」

「ごめん、私はちょっとカッコイイと思った」

「俺もっす。包ほう丁ちようをオモチャにするなといきり立つ料理漫画の主人公と、コマンドサンボで対決する姿が頭に思い浮かんだっす」

「これだから現実と妄もう想そうの区別が付かない連れん中ちゆうは……！」

　怒りを通り越して呆あきれるしかなくなった門田は、片手で頭を抱えながら大おお仰ぎように首を振った。

　そんな門田に反論するように、狩かり沢さわが目を輝かせながら口を開く。

「でもねえドタチン。あの板前さん、マジですごいっぽいよ。元ロシア軍の格かく闘とう技の教官やってたとか、アメリカから渡ってきたマフィアと闘った事があるとかなんとか」

「また突とつ飛ぴな妄想を仕入れてきやがって……。まあ、板前はともかく……確かにサイモンの運動神経とか体力はすげえけどな」

「そうっすよねえ、サイモンは静しず雄おさんと臨いざ也やさんの喧けん嘩かを止めちゃうし、なんか実はすごい傭よう兵へい部隊の隊長とかじゃないんすかね！　某ぼう国家直属暗あん殺さつ部隊の追手から逃れる為ため、世を忍ぶ仮の姿として寿す司し屋やを営んでいるのかも……！」

「だったら露ロ西シ亜ア寿司なんて目立つ店を開くわけねえだろが」

　冷静な突っ込みを入れた後、門かど田たは独り言を呟つぶやいた。

「ま、寿司が美う味まいからいいけどな。あいつらの過去なんてどうでもよ」

　そして、横を通り過ぎた黄色い少年達の集団を見て、まだ雨の止まない空を自然と見上げる。

　サンシャインビルが聳そびえる空は幾いく分ぶんか明るさを増したが、雨が止む気配は、まだ、ない。




「結局、過去から逃げられねえのは……本人だけなんだからよ」
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　何かをふっきったような目で、正臣は60階通りへと戻ってきた。

　門田から受け取った電話番号は、未だに正まさ臣おみの携帯の中にも登録されている。

　──そうだな……過去から逃げられないんだよな……。

　折おり原はら臨也。

　携帯電話のアドレス帳に表ひよう示じされた名前。その下にある番号が門田からもらったメモと見事に一致している。

　直接名前を言わなかったのは、もしかしたら自分と臨也が旧きゆう知ちであると知っていたからかもしれない。

　やはり、門田や過去の臨也が言ったように、過去からは逃げられないのかもしれない。

　大通りに点々と存在する、黄色い少年達の群を見ながら──

　正臣の心は、過去の中へと落ち込んでいった。

　自らが逃げ出そうとしている様々な物に、もう一度向き合う為ために。







[image: ７章　「現実はキビシーっすよねえ」]
















２年前




　それは、二つ同時に訪れた運命の出会いだった。

　三みヶか島じま沙さ樹きと出会った正まさ臣おみは、同時に、一人の『情報屋』と邂かい逅こうする。

「俺は……まあ、そうだね、沙樹ちゃんの後こう見けん人みたいなもんだよ。ああ、彼かれ氏しとかそういうんじゃないから、安心していいよ。美人局つつもたせなんて今時流は行やらないしねえ」

　聞いてもいないのに、その男は自分の事を淡たん々たんと語り続けた。

　沙樹が正臣の元に来るときには──最初の頃は、それこそ背はい後ご霊れいのように共に現れた。

　池いけ袋ぶくろを根ね城じろにしている情報屋という話だったが、正臣は大してその男に興味を持たなかった。というよりも、持ちたくないというのが正直な思いだった。

　顔立ちとは裏うら腹はらに、酷ひどく不ぶ気き味みな印いん象しようを与える男だったし、言動が一いち々いち世間ずれしているようで、それでいて時とき折おり酷く的まとを射た事を言ってくる。その奇き妙みように浮うき世よ離れした感覚が、現実逃とう避ひしたい者達を引きつけるのであろうか。不ふ思し議ぎとその男──折おり原はら臨いざ也やの周りには、様々な人間が集まっていた。

　彼の取り巻きのような少女達は、それこそ何かの宗教のように付き従っている。

　沙さ樹きもその一人であり、本気か冗じよう談だんか、臨也の事をエスパーだと言って最大限の敬けい意いを払っていた。

　少しでも何か迷う事があれば、「臨也さんに聞けば大丈夫だよ」と言い、関係無い事まで彼の意見を持ち出した。最初はウザったく思っていた黄こう巾きん賊ぞくのメンバー達だったが、実際に彼のアドバイス通りやれば色々な事がスムーズに動いたのも事実であり、次第に情報屋の助言を受け入れつつあった。

　ただ一人、正まさ臣おみを除いては。

　最初に沙樹と会った日の夜、「じゃあ、あの臨也って奴やつが死ねって言ったら死ぬの？」と正臣が聞いたとき、彼女は数秒迷った後に、か細い声で「たぶん、ね」と答えた。

　──ああ、この子は可哀かわい想そうな子なんだな。

　正臣はなるべく近づかないようにしようと思いつつも──彼女が自分にあからさまな好意を持っている事に悪い気はしていなかった。

　成長し、更に多くの女性と出会ってきた今ならば、その不ぶ気き味みな雰ふん囲い気きに危険を感じて追い払っていたかもしれない。

　だが、当時の正臣は──彼女と数度にわたって会い続けた。

　なんとかして、あの臨也という男の呪じゆ縛ばくから解き放ってやろうと考えたからだ。

　沙樹は別に、臨也に金を搾しばり取られたり奴ど隷れいのようにされたりしているわけではなかったが、傍はたから見れば彼女の臨也個人に対する信仰心は異常と言って差し支えなかった。

　そして沙樹は──臨也への態度を除けば、どこにでもいる可愛かわいらしい少女──いや、寧むしろ正臣が出会ってきた中でも間違いなくトップクラスのいい女だった。性格的にも、容よう姿し的にも。

　ただひとつの欠点さえ直せば、なんの問題も無く彼女と付き合う事ができるのだ。

　そんな打算的な思いと共に、少女を拒こばまずに共に街をぶらついたりしていたのだが──




　出会ってから１ヶ月ほど経たった頃、珍しく沙樹と二人きりになった正臣は、何気ない調子で聞いてみた。

「俺達ってさ、付き合ってるって言えんのかな？」

「どうだろね？」

　ケララ、と笑う沙樹に正臣は更に問いかける。

「お前はさ、なんで俺なんかと一緒にいんのよ」

「んー？　好きだからだよ？」

　あまりにもあっさりと答える沙樹に、正臣は片かた眉まゆをひそめながら言葉を返す。

「あの臨いざ也やって奴やつが、俺を好きになれとでも言ったのかよ」

「んー、最初だけね。臨也さんは人の恋愛にはあんまり口出さないもん」

「じゃあ、なんで今でも俺の事好きなんだよ」

「かっこいいから。んー、いや、可愛かわいいからかな」

　どこまでが冗じよう談だんか解わからない言葉に続いて、今度は沙さ樹きの方が正まさ臣おみに尋たずねかけた。

「正臣は？　私の事好き？」

「あの臨也って奴への狂信的な態度を止めたら、好きになってやってもいいかな」

　てっきり怒り出すかと思っていたが、彼女は自じ嘲ちよう気味に笑いながら正臣に向き直る。

「しょうがないよ。欠点のひとつぐらい目をつぶってくれると嬉うれしいな」

「……自分で、欠点だって解ってんのかよ」

「まあね。直すつもりもないけど」

　──なんだ、この女。

　ますます彼女の事が解らなくなり、どう答えて良いのか解らなくなった。しかし、正臣の口は自然と彼女にひとつの言葉を投げかけていた。

「欠点なら、直せよ」

　それは、事実上の告白のようなものだった。

「俺も……手伝ってやるからさ」







　そして、正臣と沙樹は付き合い始めた。

　正臣のナンパ癖ぐせは一切無くなり、周囲の人間達も、一人の女に縛しばられる正臣に少なからず驚きを感じていた。

　だが、それを咎とがめる者はいなかったし、実際、黄こう巾きん賊ぞくはリーダーの色いろ恋こい沙ざ汰たを取り立てている状況ではなくなりつつあった。

　ブルースクウェア。

　黄巾賊と同じく、池いけ袋ぶくろの周囲を縄なわ張ばりとしていたカラーギャングだが、黄巾賊と違って年ねん齢れいの幅も広く、より暴力的な集団だった。

　最初は、黄色い布を巻いた集団を見かけたブルースクウェアの面子めんつが、縄張りがどうこう言い出して喧けん嘩かを売ってきたのが始まりだ。

　売られた喧嘩を買った。

　いつも通りの事。正臣はそう考えていたのだが、その時は、いつもと違っていた。

　相手の数と──その性質が、今まで喧嘩してきた相手とはまるで異い質しつなものだったのだ。




　彼らは近づいてくる時は徹てつ底てい的に身を隠かくし、確実にこちらが少人数の時を狙って襲しゆう撃げきしてくる。喧けん嘩かの正当性もなにもあったものではなく、機械的に、そして徹てつ底てい的に『勝てる喧嘩』を仕掛けてくる。

　百人を超える仲間達が次々に狩かられ、恐怖は即そく座ざに黄こう巾きん賊ぞく全体へと伝染した。

　正まさ臣おみも、今までの喧嘩相あい手てとはまるで違う相手に恐怖を覚えるも、組織戦が不慣れな正臣にとって、相手と同じ闘い方をする事もできず、さりとて、黄色い布を外して黄巾賊を解散させる事もできなかった。

　仲間達の意見は『やられっぱなしは嫌だ』という者が大たい半はんであったし、それ以上に──

　正臣自身が、恐かったのだ。

　黄巾賊を解散し、今までの居い場所を失ってしまうことが恐ろしかった。

　同時に、黄巾賊である自分が得たものまで失ってしまうような気がして。

　その筆ひつ頭とうである少女の方に目を向けると──

　彼女は、いつも通りの笑顔を浮かべたまま、正臣を安心させるように呟つぶやいた。




「臨いざ也やさんに、相談すればいいよ」




　その後、具体的にどういう経緯いきさつで臨也と関わったのか、正臣の記き憶おくの中では曖あい昧まいだ。

　ただ、正臣の印いん象しように残っていたのは、池いけ袋ぶくろの一角にある臨也のマンションへと入った時──臨也が仰ぎよう々ぎようしく両腕を広げながら──

「ようこそ」

　と、大げさに出迎えた事だった。

　後に思い返せば、あの『ようこそ』は、家に来た事ではなく──正臣が、完全に臨也達がいるような、街の裏側に入り込んでしまった事に対しての言葉だったのだろう。

　だが、当時の正臣はそんなことも気付かずに、自分達の組織を勝たせる為ために、臨也という男の持つ情報を利用する。

　なんの躊躇ためらいもなく、それが正しいのだと信じて。

　正臣は後に思う。当時の自分は、完全に自分の力に酔っていたのだと。

　仲間の為だ、という免めん罪ざい符ふを掲げながら、ただ、自分に酔っているだけだった。

　しかし、やはりどこかに不安があったのか──

　その時の事は、やはり田舎いなかの幼おさな馴な染じみとのチャットで語られる事は無い。

　寧むしろ──幼馴染みとのチャット自体も、徐々にその回数を減らしていった。

「やっぱり、文字だけの付き合いよりも──実際に顔を合わせる方が健全だしな」

　ネットの問題やそこから罪を犯す心理などを、テレビで専門家などがこれ見よがしに語っているのを見て、正臣はそんな言い訳を考えながらネットに向かう時間を減らしていった。

　ネットは心を病む、という言い訳を使いながら、

　漫画で見るような、一対一などの健全な喧けん嘩かとは程ほど遠い、暗い抗こう争そうにその身を投じて行った。




　臨いざ也やのもたらす情報は、黄こう巾きん賊ぞくを劇的に変えた。

　彼はブルースクウェアのたまり場などの情報だけではなく、具体的な闘い方まで提示し、それまで劣れつ勢せいだった街の状況を少しずつ黄色に塗り替えていく。

　軍ぐん師しのように黄巾賊を操あやつる臨也に、正まさ臣おみは最初は危機感を抱いていたが──

　ある種の感情と共に、その危機感は忘れ去られていった。

　それは──それまでの正臣にはあり得ない感情だった。

「勝てる」

　気が付けば、正臣は勝利を確信しながら笑っていた。

　喧嘩に勝つことが目的じゃなかった事など、既に彼の中には無かった。

　幼おさな馴な染じみの顔も忘れかけ、田舎いなかの風景も忘ぼう却きやくの彼方かなたに置き去り、ただ、勝利の余よ韻いんに浸ひたる日々が続いていた。




　三みヶか島じま沙さ樹きが、ブルースクウェアの車に拉ら致ちされたという話を聞くまでは。
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　完全に黄巾賊の勢力が相手を圧し始めたある日の夜。不意に、正臣の携帯が鳴った。

　黄巾賊の幹部である雉きじ村むらの名前があり、なんの躊躇ためらいもなく通話ボタンを押すと──

『紀きー田だー正臣くぅーん？』

　受話器から聞こえて来たのは、ネットリとした感じの、初めて聞く男の声だった。

「……誰だ？　雉村じゃないよな？」

『は・じ・め・ましてぇ。ブルースクウェアのトップの泉いずみ井い君でぇす』

「……！」

　正臣の全身に震えが走る。

　口をパクつかせる正臣に、電話の向こうの男は更に声をべたつかせて正臣の鼓こ膜まくに淡たん々たんとした事実を絡みつかせた。

『今日はクイズ大会でぇす』

「おい、雉村は……雉村はどうした!?」

『ひとつ問題でぇす。チャラッチャッ！　雉村君はとっくに病院に運ばれてまぁす。でも、代わりに別の人を特別ゲストに呼んでまぁす。それは誰でしょうかぁ……っと。ヒント。君のとってもとってもとってもとっても大事な人でぇーっす、でぇーすでぇーすでぇーす……』

　相手の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、今度は震えではなく──冷気と汗が同時に全身を貫つらぬいた。

　毛穴のひとつひとつが悲鳴を上げるのを感じながら、正まさ臣おみは肺の奥から空気を絞しぼり出す。

「おい……」

『チッチッチッチ、ブブー、時間切れ。と言いたいとこだけど、アンタ今、心の中で一人思い浮かべちゃったりしたぁ？　じゃあピンポンピンポンピーンポォォォオオオンですよぉ』

「手前てめえ！　沙さ樹きを……沙樹をどうした！」

　正臣の怒ど鳴なり声を微み塵じんも意に介かいさず、

『では第二問でぇす！』

「ふざけんな！　沙樹は、沙樹は関係ねえだろ！」

『君の大事な彼女は今、どんな格かつ好こうになってるでしょうかぁ？』

「……ッ！」

『ま、この正解はあとであんたが来た時のオ・タ・ノ・シ・ミ。第三問はチャンス問題でぇす！……よっと』

　刹せつ那な、何か硬い物が折れる音がしたかと思うと──

　聞き覚えのある声が、悲鳴となって正臣の脳のう裏りに飛び込んできた。

『今のは、どこの骨が折れた音でしょう。ヒント。彼女はしばらく歩けないと思います』

「────ッ！」

　声にならない悲鳴を上げる正臣。

　受話器の向こうの男──泉いずみ井いと名乗ったブルースクウェアのリーダーは、それまでの軽けい薄はくな声を改め──重く暗い調子で、突き刺すように言葉を紡つむぐ。

『最終問題です……。手前があと20分以内に、たった一人で、今から指定する場所まで来なければ──。あるいは、警察なんかに言っちゃったりしたら──』




『この女の子は一体、どうなってしまうんでしょう……かぁ……？』
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数分後　池いけ袋ぶくろ　某ぼう所しよ




「どうすかぁ？　門かど田た先せん輩ぱいー。来た方がいいっすよぉ」

　炭酸飲料を飲みながら、青い帽ぼう子しを被かぶった青年が下げ卑びた声で誘いかける。

　対する男は、やはり青い布ぬの帽子を被った鋭い目つきの青年だった。

　停車したバンに背をもたれかけながら、気乗りのしない表情で口を開く。

「何ど処こへだよ」

「だからぁ、これから、あれ、黄こう巾きん賊ぞく。あれのリーダーをぶっちめようって話なんですよ」

「……俺は、今回の喧けん嘩かは気乗りしてねえっつってんだろ。第一、結けつ構こう用心深い男だって話じゃあねえか。田舎いなかならともかく、この池いけ袋ぶくろで家にまで乗り込んだら……ブッ締めてる間に警察が来るのがオチだろうがよ」

　淡たん々たんと呟つぶやく男──門かど田たに対し、青い帽ぼう子しの青年は嫌らしい笑みを浮かべて言い返した。

「いやあ、だから、泉いずみ井いさんがあいつの彼女を攫さらったらしいんすわ」

「……あ？」

「これがまた、まだガキっすけど結けつ構こういい女っすよ。てっきりギャル系の女だと思ってたら、なんかどこぞのお嬢じよう様って感じで燃えっしょ。紀き田だって野郎が来なくても、それだけで充分楽しめるっしょ」

「……ああ、攫ったのか」

　門田はしばらく空を仰いで考え込んでいたが、不意に笑顔を浮かべ、正面にいる青年の肩に手を置いた。

「そうか……なら、今からすぐ行くわ」

「でしょー？　やっぱここは来とかねえと！」

「じゃあ、目を覚ましたら、泉井の奴やつに言っとけ」

「へ？」

　目を覚ましたら、とはどういう事だろうか。

　青い帽子のチーマーが疑問に思っていると──

「……『あばよ、糞くそ野郎』ってな」

　勢いのついた門田の額ひたいが、男の鼻柱にめり込んだ。







「お前らさぁ……どっか遠くに行きたくねえか？　温泉にでも入りによぉ」

　バンのドアを開けて入ってきた門田が、車内にいた仲間達に唐とう突とつな話を切り出した。

「あん？」

「どうしたんすか、門田さん」

　窓の外で気絶しているチームの仲間と、何かを悟さとったような顔をしている門田。その二人を交互に見ながら、遊ゆ馬ま崎さき達は呆ほうけたような顔をしている。

「具体的に言うとよ……ほとぼりが冷めるまで、どっかに旅行にいかねぇ？」

　言葉をはぐらかす門田に対し、窓まど際ぎわで外の会話を聞いていた狩かり沢さわが、クスリと笑いながら門田の言葉を窘たしなめた。

「逃げるぐらいなら、ほとぼりを昂らせない方がいいんじゃない？」

「まあ、それが正しい生き方……とは、俺は思わねえってことよ」

　そして、門かど田たはこれから自分が行おうとしている事を口にする。

　淡たん々たんと、まるでピクニックの予定を語るように。

　自分達のチーム──ブルースクウェアを裏切り、少女を攫さらった場所にいる十数人から少女を救い去るという計画を。

「……強制的に巻き込むつもりもねえし、俺一人で行くなんて野や暮ぼな事も言わねえよ。……ま、お前らに任せるわ」

　すると、車内にいた数人の若者達は、皆一いち様ように苦く笑しようを浮かべながら答えを返す。

「俺らはあんたについてってんだ。ブルースクウェアに未み練れんはねえよ」

「正直、俺、泉いずみ井いとか腰こし巾ぎん着ちやくの法ほ螺ら田だとか、大嫌いだったんだよね」

「俺の車で行くんなら文句はねぇよ」

「地方都市に行くなら、『アニメイト』か『とらのあな』か『まんがの森』があるとこにして下さいよ」

「右に同じだよーっと」

　気持ちよいぐらいに満まん場じよう一致の答えを聞きながら、門田は無言のまま苦く笑しようし──

　それまで被かぶっていた青い布ぬの帽子を、そのまま車内のゴミ箱に叩たたき込んだ。

[image: ]




「あれ、今の帽ぼう子し、窓から投げ捨てりゃ格かつ好こう良かったのに」

　遊ゆ馬ま崎さきが不服そうに言うのを聞き、門かど田たは楽しそうに笑いながら言い切った。

「俺は……街は汚さない主義なんだよ」
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　通話の途と絶だえた携帯電話を握り締めながら、正まさ臣おみの身体からだは完全に凍り付いていた。

　正臣は自分が夢の中にいるのだと判断し──そう願った。

　強く、強く、強く。

　しかし、ただ願うだけ。

　足は一歩も動かず、耳に当てた携帯電話を動かす事もできず、時間だけが刻こく一いつ刻こくと過ぎ去っていく。

　これが現実だと受け入れるのに、いったい何秒の時を必要としたのだろうか。

　正臣は、思う。

　どうして話を聞いた瞬しゆん間かんに、なにも考えずに彼女を助けに走り出さなかったのだろうか。

　──いや、違う。闇やみ雲くもに動いても沙さ樹きを助ける事はできない。

　──それじゃあいつらの思う壺つぼだ。

　──冷静に、冷静になる……ん……だ……ああ、ああぁ、ああぁああぁ

「あぁぁああああぁ」


ああぁ　ぁぁああぁぁ　　ああっぁぁぁぁああぁぁぁ　　ぁぁぁ




「ああああああああぁぁああああぁぁぁぁぁ！」　　　



　携帯電話を床に叩たたきつけながら、正臣は思わず叫び声をあげていた。

　どうして今も──こんな言い訳なんかしているばかりで、一歩も動かないのだろうか。

　──沙樹が心配だ。沙樹が、沙樹を、沙樹を助けなければ。

　──沙樹が、沙樹が、沙樹が。

　彼女との記き憶おくが、頭の中に満ちあふれる。

　沙樹が正臣に見せた数多くの笑顔が、電話越しに聞こえてきた悲鳴によって無情なまでに打ち砕かれる。

　しかし──

　それでもなお、正臣の足は動かない。

　いつも感じていた不安。

　くすぶり続けていたその火ひ種だねが、ついに明確な恐怖となって自分の身に襲おそいかかってきた。

　だが、それがこれほどのものであろうとは、全く予想もしていなかった。

　子供同士の喧けん嘩かの延長のつもりだった。

　なんだかんだ言っても、自分達は中学生だと。

　やり直しもきくだろうと、無意識の内に甘えていた。

　そのルールは、当然相あい手ても理解しているとでもいうかのように──こんな事態になる事など、欠片かけらも想像していなかった。

　いや、正確に言えば、抗こう争そうが始まった直後は予測した事もあった。

　しかし、次第にひっくり返り始めた戦せん況きようを見た正まさ臣おみは、勝利のカタルシスの前にそんな当たり前の不安すらも消し飛んでしまっていた。

　そして訪れたのが、このどうしようもない現実だった。

　１秒１秒が実に残ざん酷こくに感じられる中、正臣は必死に頭の中で考えを巡らせる。だが、具体的な行動には移せない。案は考えついても、その結果になにが起こるか解わからない不安があった。

「あぁ……なんだよ……っんだってんだよ畜ちく生しようッ！」

　頭と拳こぶしをガンガンと壁に叩たたきつけた正臣は、ひとつの考えに思い至る。

　──臨いざ也やさんなら。

　もはや、その思いつきに疑問を持ってはいなかった。

　臨也の取り巻きの少女達がそうであるように、沙さ樹きがそうであるように──今の正臣ならば、あのうさんくさい情報屋の言う事をなんでも鵜う呑のみにする事だろう。

　慌あわてて床に叩きつけた携帯を拾いあげると、祈るような気持ちでディスプレイに目を落とす。

　まだ正常に画面を表ひよう示じしている携帯電話の頑がん丈じようさに感謝しつつ、正臣は即そく座ざに発信履り歴れきから臨也の番号を打ち出した。

　だが──コール音が空むなしく響ひびき続けるだけで、繋つながる気配は一向に感じられない。

　──出ろよ、出てくれ、出てくれよ……！

『ただいま、電話に──』

　携帯の留る守す電が入ると同時に電話を切り、再び同じ番号にかけ直す。

　何度も何度も、何度も。

　時間は更に過ぎる。

　正臣は何かに追い立てられるように外に出て、指し定てい場所である立体駐ちゆう車しや場じようへと駆けだした。

　受話器は常に耳に当てたまま、何度も何度も臨也への連絡を試みる。

　しかし、電話は空しく相手の不在を告げるだけで、正臣の不安を煽あおり立てるだけだった。

　街を走りながら、絶ぜつ望ぼうの淵ふちで正臣の頭に浮かぶのは──

　沙樹の笑顔。そして、先せん刻こくの絶ぜつ叫きよう。

　骨の折れる音。

　──行くしかない。

　──行って……乗り込んで……沙樹にあんな悲鳴を上げさせた奴やつらを……全員、全員殺してやる……！

　強い決意を全身に漲みなぎらせた瞬しゆん間かん──

　駐車場の建物が遠とお目めに見えた。

　入口に、一台のバンが入っていくのが見え──壁の隙すき間まから、幾いく人にんもの青い服を着た少年達の姿を確認し──




　足が、止まる。

　正まさ臣おみの決意は──青の集団を見た瞬間、あまりにもあっさりと崩れ去った。

　そして、自分の周囲の空気の冷たさを感じ、自分がどうしようもない程ほどに無力な一人の中学生に過ぎないという事を思い知らされた。

　自分自身の臆おく病びようさを、停止した自らの足に思い知らされた。

　──俺は、俺はなんで……

　──なんで、沙さ樹きがヤバイってのに……足が竦すくんでるんだよ……！

　──なんで、なんでこんなに恐いんだよ、沙樹の為ためならッ……なんでもしてやろうって思ってたのに！　今でもそれはッ……変わらない筈はずなのにッ……！




　──動け、動け、動けよ！

　自分の足を殴なぐりつけながら、前に進もうとするが──

　震えはやがて吐き気へと変わり、正臣はそのままアスファルトの上に膝ひざをついた。




　携帯電話の画面上では、時計が無情に約束の時間を示している。




　その時にはもう──沙樹の笑顔を思いだす事はできなかった。
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池いけ袋ぶくろ　某ぼう駐車場




　繁はん華か街がいから僅わずかに離れた立りつ体たい駐車場。

　その片かた隅すみに、門かど田た達のものよりも更に大おお柄がらなバンが一台と──それを取り巻くように、数人の男達がたむろしていた。

　窓の殆ほとんどが黒光りしているバンの中にいるのは──

　数人のいかめしい男達と、車内の隅すみでぐったりしている少女だった。

「泉いずみ井いさぁん。この女、気絶しちゃいましたよ」

「ち、ち、ち。つまらんねぇ。まだ足ぃ何ヶ所か折っただけじゃんよぉ。悲鳴をあげて欲しいのはこれからだってのにさぁ」

　仲間の言葉に、歯が所々抜ぬけている男が溜ため息いきをつく。歯の隙すき間まから漏れた息が、ヒィ、と悲鳴のような音を上げて周囲の空気を駆け抜ける。

「ま、いいやな。しかしもう20分過ぎてんけどぉ。どうなってんすかぁー紀き田だ正まさ臣おみ選手はぁ」

　約束の時間は５分ほど前に過ぎているが、呼び出した少年が現れる気配は無い。

「逃げたんじゃねえすか？　まだ中ちゆう坊ぼうらしいから、無む理りないっしょ。つーか、大人おとなでもこの状況で来んのは無理っしょ」

「こねえならこねえでいいけどぉ。おい、じゃあこっからビデオ撮影タイムだから女の服ぅ脱が……いや、やっぱ目ぇ覚ました状態の方が俺はいいな。燃えるな。おい、なんとかして起こせ。ていうか、流石さすがに気絶した女のビデオじゃ買い叩たたかれっしよ」

　どこまでも自然に物ぶつ騒そうな事を言う泉いずみ井いに対し、仲間達はヘラヘラと笑いながら隅すみで蹲うずくまる少女に目を向けた。

「起こせっつわれても。寝てんじゃなくて気絶っすよ。つーか、このままだと死ぬんじゃねえすか？　別にいいっすけど」

「血は出てねぇから大丈夫なんじゃねぇ？」

　ケラケラと笑う泉井に合わせ、周囲の男達も媚こびた笑いを表情に貼はり付ける。

　その笑いに答えるかのように──バンの側面のドアが勢い良く開かれた。

　一いつ瞬しゆん、黄こう巾きん賊ぞくのリーダーが来たのかと思ったが──それならばまず、外の面子めんつがこちらに合図を送ってくる筈はずだった。

　緊きん張ちようしたバン内の面めん々めんの前に姿を現したのは──

「どもーっす。いやいやいや、うわ、マジで攫さらって来ちゃってるんすねぇ」

「……なんだ、遊ゆ馬ま崎さきかよ」

　ハーフの青年の姿を確認して、泉井達は顔を見合わせて吹き出した。

「手前てめえが来るとは思わなかったぜ。門かど田たはどうした」

「なんだぁ？　現実の女じゃイケねえんじゃなかったのかよ」

「アニメのお面めんでも被かぶせっかぁ？」

「ぶッホ！　マジきめぇ！」

　明らかに遊馬崎を軽く見ている発言だが、必要以上に攻撃するような事はしなかった。

　遊馬崎の上には門田という実力者がいるし、何より遊馬崎自じ身しんも相そう当とう頭のおかしい人間だとブルースクウェアの面々は理解している。

「いやいやいや、その女の子っすかぁ。可哀かわい想そうなお姫様ってのは」

　赤く腫はれ上がった足が奇き妙みような方向に捻ねじれている少女を見て、遊馬崎は僅わずかに眉まゆを顰ひそめながら淡たん々たんと言葉を紡つむぎ始めた。

「こうして現実では映画や漫画のように助けが来ることもなく、女の子はめちゃくちゃにされちゃうのでした。現実はキビシーっすよねえ」

　ヘラヘラと笑う遊ゆ馬ま崎さきは、そこで大おお仰ぎように両手を広げて言い放つ。

「だから、俺は思うんすよ」

「あぁ？」

「ここで彼女を助けるヒーローが現れたら、もしかしたら、この世界は二次元になって俺ってば超ちよう能力とか使える異い世界の救きゆう世せい主しゆになって女の子達とキャッキャイヒヒでムニムニウフフな事になると信じて夢に向かってヒアウィーゴー」

　何かの呪じゆ文もんとしか思えない言葉を紡つむぎ続ける遊馬崎に、周囲の男達は相手の意図が全く解わからずに互いの顔を見合わせた。

「……相変わらずキメぇ野郎だな。ま、そのヒーローっつーか、紀き田だって奴やつはどうやら逃げたらしいから諦あきらめ……」

「ジャジャジャジャーン」

　呆あきれたように呟つぶやくブルースクウェアの幹かん部ぶ達を前にして──

　遊馬崎の目には、既に目の前の三次元など映ってはいない。

「というわけで、現実をハッピーエンド式ヒーロー物の二次元世界にしちゃおう計画発はつ動どうっす。そうれヒール・ザ・ヒーロー式な神の恵み攻撃っすよー。バンザーイ」

「あぁ？」

　次の瞬しゆん間かんに泉いずみ井い達が見た物は、遊馬崎が二本の硝子がらす瓶びんを取りだし、なんの躊躇ためらいもなく車内に投げ込む瞬間だった。

　そしてまた次の瞬間──

　泉井達が嗅かいだのは、宙を舞う瓶からまき散らされるオイルの匂におい。

「てッ……」

　相手の驚きよう愕がくの表情も見ず、遊馬崎はポケットから出したライターに火をつけた。







　青白い炎ほのおに照らされた車内から、次々に悲鳴を上げた男達が飛び出してくる。

　皆一いち様ように、服の裾すそなどについた火を消す為ために、駐車場のコンクリートの上を転がり出した。

　最後にバンから飛び出したのは、一人の少女を抱えた遊馬崎だった。

　自らの足の裾にもオイルの火がついていたが、気にせずに直ぐ側そばへと止められたバンに駆けていく。

「乗れ！」

　門かど田たの声と同時にそのバンのドアが開き、遊馬崎は勢いよく車内へと乗り込んだ。

　周囲を取り囲んでいる少年達は、なにが起こったのか解わからずに門田のバンが出るのを見ていたが──数秒後、事情を察した者達や、自らの火を消し終えた幹かん部ぶ達が叫びあげた。

「門かど田たぁッ！　てめぇらぁ……！」

「追っかけろ！　車出せ！」

「燃えてんじゃんよ車！」

「その前に早く車の火を消せぇ！」

　混乱の続く中──門田のバンは猛もうスピードで駐車場から走り去っていく。

　そして二度と、彼らの元に戻ってくる事は無かった。







　無事に駐車場から脱出した門田達は、病院へと向かいながら重傷の少女を横に寝かせていた。

「まずは様よう子す見てくるだけだっつったろうがよ……」

「いやー、手て錠じようとかで拘こう束そくしてる感じじゃなかったから、善ぜんは急げ、タイムアタック最さい速そく記録更こう新しんっすよ」

　ヘラヘラと笑う遊ゆ馬ま崎さきを横に、狩かり沢さわ達は心配そうに気絶する少女を介かい抱ほうしていた。

「あんま動かさない方がいいね、すぐに病院に運んだほうがいいわ」

　狩沢がバンの中にあった毛布を少女にかけていると、運転席の方から渡と草ぐさが声をかけてくる。

「おい、あれ……黄こう巾きん賊ぞくのガキじゃねえか？」

　その言葉に、門田がフロント硝子がらす越しに目をやると──見覚えのある少年が、アスファルトの上に膝ひざをついて蹲うずくまっている。

「ここまでは来てたんだな。……そこで足がすくんじまったらしい」

「ま、しょうがねえさ……」

「どうするよ門田？　拾ってくか？」

「……別に、黄巾賊の連れん中ちゆうに味方するわけじゃないからな。それに……女がこの状況じゃ、俺らが助けましたっつっても信じてくれるか解わからんしな」

　車はすぐに少年の横を通り過ぎ、そのまま夜の闇やみへと消えていった。

　駐車場での異常が通報されたのだろうか、途中で数台のパトカーとすれ違う。

　赤く光るパトランプを見ながら、門田は憂ゆう鬱うつな目で呟つぶやいた。

「これで……終わってくれりゃいいんだけどな」







　その後──門田達は池いけ袋ぶくろを出たが、割と早く街に戻ってくる事となった。

　理由は主に三つ。

　ひとつは、抗こう争そうが沈ちん静せい化した直後、意識を取り戻した沙さ樹きの証言によって、警察に泉いずみ井い達が逮たい捕ほされたという事。

　ひとつは、直後にブルースクウェアは本極職道の粟あわ楠くす会に目をつけられ、平へい和わ島じま静しず雄おにも同時に喧けん嘩かを売ってしまい、強制的に解散に追い込まれたという事。余よ談だんだが、この騒ぎの際に静しず雄おは臨いざ也やに嵌はめられて警察に逮たい捕ほされたらしく、同時期に臨也は新しん宿じゆくへと姿をくらませた。




　そして、最後のひとつは──ネット上で、新しい組織の事を知ったからだ。

　ダラーズと呼ばれる、一いつ風ぷう変わった組織の事を。
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数週間後　来らい良ら総合病院前まえ




　沙さ樹きが目を覚ました。

　病院からそんな連絡が来てもう２週間経たつが、未だに正まさ臣おみは彼女を見舞う事ができなかった。

　今日も病院の前にまでは来るのだが、どうしてもそこから先に進む事ができない。

　あの日と同じように、自然と足が重くなって止まってしまう。

　──駄だ目めだ、帰ろう。

　そう思って踵きびすを返した正臣に、聞き覚えのない声が掛けられた。

「おい」

「えッ……」

「お前、黄こう巾きん賊ぞくの……紀き田だだろ？」

　振り返ると、そこには黒いニット帽ぼうを被かぶった男と、それに付き従うような不ふ思し議ぎな空気を纏まとった男女が立っていた。

「あの……貴方あなた達は……？」

「あー……なんて説明したもんかな。俺は門かど田たってんだけどよ」

　難しい顔をして名乗る門田に対し、正臣はハッと気付き、改めて男の方に向き直る。

「ああ……ブルースクウェアの」

「知ってんのか……。殴なぐりかかってこないのか？」

「あんた達が……仲間を裏切って沙樹を助けてくれたって臨也さんから聞きました。あの……ありがとうございました」

　色々と複雑な感情を織り交ぜながらも、紀田は深々とした一礼をしてみせた。

　思っていたよりは丁てい寧ねいな対応の少年を見て、門田は暫しばらく考えた後、少年に対して一言告つげる。

「いや、あの子を見舞ってきた帰りなんだけどよ……お前、まだ行ってないんだって？」

「……貴方達には関係ないじゃないですか」

「関係の有う無むなんざ決められる立場じゃねえだろ。ま、そもそも、俺らは頼まれただけだ」

「え……？」

　正まさ臣おみが顔を上げると、門かど田たは親指で背後に建つ病院を指していた。

「あの子の病室からだと、この辺は丸まる見みえなんだよ」

「……！」

「俺らは、あの子に言こと伝づてを頼まれただけだ」

　顔を青ざめさせた正臣に対し、門田は淡たん々たんと『沙さ樹きの言葉』を吐きかける。

「……『いつも来てくれてありがとう』だとよ」

「……っ！」

　その言葉に、正臣の全身は再びその場に凍り付いた。

　暫しばらく沈ちん黙もくを続け──それでもなお動かずにいる正臣。

　門田は暫く相手の反応を窺うかがっていたが、やがて溜ため息いきをつきながら話の続きを切り出した。

「あの沙樹って女には……お前は全力で走ってきたが、途中で俺達の仲間……いや、元仲間のブルースクウェアの連れん中ちゆうに囲まれてギリギリで間に合わなかった。そう伝えてある」

「!?」

「彼女は間に合わなかったお前を憎にくんだりはしてなかったぜ。じゃあな」

　門田はそのまま立ち去ろうとしたが、歩きだそうとした途と端たんに、正臣の噛かみ付くような声が飛んできた。

「なんで……なんでそんな事を言ったんだよ！　そんな事、俺がいつ頼んだ！」

「いいや、お前は一度も頼んでねえなあ。街で何度か顔見た事はあっても、こうやって話すのは今日が初めてだしな。つーか、手前てめえの頼みなんか聞くか。やめろって頼んでも俺は彼女にそう伝えてやっただろうぜ」

　冷たい眼まな差ざしには確実な力が籠こもっており、睨にらまれた正臣は怒りを自分自身へと向けるように、俯うつむきながら呻うめきをあげる。

「……解わかってるんだろ、俺は……俺は逃げたんだ。足が竦すくんで動けなかったんだ」

「ああ、知ってる。ついでに言うなら、今もあの女から逃げてるしな」

　門田は相手を挑ちよう発はつするような物言いをしたが、正臣はそれに関しては特に怒りをぶつけるような事はしなかった。

「俺に……そんな、彼女を騙だませって言うのかよ、本当は彼女を見捨てて逃げた俺に！」

　再び門田を責めるような調子で言ったが──

　その襟えり首くびを強く掴つかみ上げられ、勢いよく身体からだを引き寄せられる。

「おい、調子に乗るなよ」

　僅わずかにいらついたような調子で、門田は小声で正臣に怒ど気きを放つ。

　中学生相手にカツアゲしているようにしか見えない状況だが、後ろにいる狩かり沢さわと遊ゆ馬ま崎さきは何ら動こうとはしていない。

「ここで『あ、そうですか、ありがとうございます、ラッキー』って心しん底そこ喜ぶような奴やつもそれはそれで気に入らねえが、今のお前の態度も感心はできねえ」

　押し黙ったままの正まさ臣おみに対し、門かど田たは淡たん々たんと説せつ教きようめいた言葉を並べ立てる。

「彼女に嫌われたくない、でも逃げ出した、しかも嘘うそはつきたくありません、しかし罪の意識は感じてます、か。万まん引びきやらかして、『凄すごく反省はしてますけど警察と親はやめて下さい』って言ってるガキと同じだな」

「……」

「逃げた事に罪ざい悪あく感かんを覚えてんなら、一いつ生しよう嘘をついているって気まずさぐらい背負い続けろ、それが手前てめえが彼女にしてやれる償つぐないだろうがよ。それでも、あの子に嘘はつきたくないってんなら……逃げてねえで、ちゃんと向き合って言ってやれ」

　そして、最後に門田は、臨いざ也やとは違った意味で『過去』という言葉を持ち出した。

「過去から逃げるのは許してやる」

　正臣の襟えり首くびから手を離し、すれ違い様ざまに最後の言葉を投げかける。

「だけどな……せめて、今と明日からは逃げんじゃねえよ」

　正臣に背を向け、そのまま綺き麗れいに立ち去ろうとした門田だったが──

「あっれぇ、なんか門田さんがカッコイイこと言ってるっすよ！」

「すっごーい！　これからはドタチンの事、ポエマーポエたんって呼んじゃおっと！」

　空気を読まない仲間の発言に、門田は全身を強ばらせて振り返る。

「……！　聞こえてたのか手前ら！」

　顔を真っ赤にする門田に、狩かり沢さわと遊ゆ馬ま崎さきは勝ち誇ったように口を開いた。

「ふへへへ、あの子だけに囁ささやいたつもりなんだろうけどー。夜中に家族に見つからないように小さな音量で深夜アニメを見て育った私達には無む駄だなあがきよ？」

「無駄っすね、無駄無駄無駄無駄無駄無駄無駄無駄ぁーって奴やつっすよ」

「イヤホン使えよ！」

　混乱しているのか、門田の突っ込みも幾いく分ぶん的まとがずれている。

　しかし、ずれた突っ込みにも遊馬崎は堂々と答えを返し、門田の神経をますます逆さか立だてた。

「それじゃ親が部屋に近づいてくる音に気付かないじゃないすか！」

「てめえらぁー！」




　騒ぎながら去っていく三人を見送りながら──正臣は静かに病院に目を向ける。

　そして、重い足取りだが、一歩一歩確かく実じつにその身を前に進ませた。

　今でも好きな彼女の病室へと向かって──




　ただ一言、『別れよう』と告げる為ために。
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　その日の夜、正まさ臣おみは久方ぶりに幼おさな馴な染じみへとメールを送り、チャットルームへと呼び出した。

　久しぶりの会話を楽しむ幼馴染みを見て、正臣は自然と心が落ち着く自分を感じていた。

　安らぎが訪れるのと同時に、喪そう失しつ感も浮き彫りになる。

　どうすればそれが埋まるのだろうか。他の女の子の事を愛する事で埋められるのだろうか？

　疑問を抱きながらチャットを続ける正臣に対し、幼馴染みがなにげなくひとつの話題を切り出した。

【そう言えば今年はもう僕達も受験だねえ、紀き田だ君はもう高校とか決めてるの？】

　モニターの向こうにある、毒どつ気けの全くない少年の顔を想像しながら、正臣は自然と文字を打ち連ねていた。

『俺は来らい良ら学園を受ける。近いしな』

　自分の高校の事になど興味はなかったが、このときだけは、スラスラと自分が行くことになるであろう学校を賛さん美びする言葉を、次から次へと打ち出した。

　そして、最後に一言──

『お前も──来いよ』




　それから１年。

　正臣は帝人みかどと再会し、杏あん里りという少し浮うき世よ離ばなれした少女と出会う。

　最初は幼馴染みをからかい、後押ししてやろうと思って杏里とも仲良くなった正臣だが──

　気付けば彼女も、正臣にとって大事な存在となっていた。

　はたしてこれは、沙さ樹きに対して抱いたのと同じ感情なのだろうか。

　他の女に対して抱いている感情と同じものなのだろうか。

　そんな事を考えながら、１年が過ぎ──




　園その原はら杏里が、切り裂き魔まに襲おそわれたという話を聞き──

　彼は結局、この場所へと戻ってきてしまった。

　折おり原はら臨いざ也やの言葉を、自ら証明してしまう結果となり──

　気付けば正臣は、再び沙樹の元を訪れていた。







　そして、時は現在に戻る。
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新しん宿じゆく某ぼう所しよ




　人通りの多い通りの一角に存在する高級マンション。

　日も暮れた通りの中を行き交う雑ざつ踏とうは、思い思いの速度と目的を持って入り乱れているが、この通りで立ち止まるものは殆ほとんどいない。

　視線を上げれば都と庁ちようを始めとした高層ビル群が目に入るが、この通りには、そうしたビジネス街とも駅前の繁はん華か街がいとも違った空気が満ち溢あふれていた。




　そんな町並みを窓から眺ながめながら──一人の青年が物もの憂うげな目で溜ため息いきをついた。

「退たい屈くつだねえ。なにもやることがないというのは、実に退屈だ。この窓から人間観かん察さつでもしようかと思ったけれど、なかなか面白そうな人材が見つからない」

　窓の奥に見える風景を、まるで映画のワンシーンのように捉とらえながら、青年──折おり原はら臨いざ也やは再び大きな溜ため息いきをついた。

「じゃあ、仕事したら？」

　物もの憂うげな空気を纏まとう青年の背に、事務的な女の声がかかる。

　ダラリと窓を眺ながめている臨いざ也やとは対照的に、実に無む駄だのない動きで室内を往おう来らいしているのは──この『情報屋』としての事務所兼けん臨也の事務所で助手として働いている女、矢や霧ぎり波なみ江えだ。

　臨也と同じか少し年上と思おぼしき年ねん齢れいの女に、臨也は大おお仰ぎように両腕を開きながら言葉を返す。

「今のところ、やるべき仕事は君が全部やってくれているからねえ。ああ退たい屈くつだ」

「……殴なぐっていい？」

「断る。いいじゃん、その分はちゃんと給料払ってるんだからさ。雇い主に手をあげるのは得とく策さくじゃないと思うけど？」

「それじゃあ、報ほう酬しゆうを貰もらった後で殴る事にするわ」

　冷めた表情で呟つぶやく言葉に冗じよう談だんは全く感じられず、臨也は肩を竦すくめながら再び窓の外に目を移した。

　波江は黙々と作業を続けていたが、先せん刻こく臨也の机のプリンターから打ち出された書類を手にとり、他の書類を整理しながら口を開く。

「この妙みような書類は？」

「その書類はいつもの粟あわ楠くす会の事務所の方に送っておいて。ああ、あと……右みぎ端はしの棚の一番上にある青い封筒は配はい達たつ証明郵ゆう便びんで刃は金がね市の山やま田ださんに、その二個下の棚の上から四枚目の書類を、左端の真ん中の棚にある黄色い封筒に纏まとめて、その上にある緑の封筒の中に割り符ふがあるから、それを両方ともパソコンの住所録にある桜さくら新しん町まちの取引相あい手てに送っておいて。それが済んだら俺の机の上の債務者名めい簿ぼをコピーして『ファンドルフェルドサンドリバーサイドファイナンス』の砂さ河が原わら社長への封書を作って同封してくれ。そうしたら粟楠会の四し木きさんに【チョコレートの行方ゆくえは今だ不明】ってメールを送信、直後にそのメールの履り歴れきとデータをクリアにしたら、パソコンの横にあるクロスワードパズル雑誌の八四ページの空あいている所に『ワレマドリロン』と『サメ』と『トランシルバニア』と『ナットウマキ』って入れて、最後に余った所は俺も解わからなかったから君が答えを入れておいて」

　脳のう年ねん齢れいでも判定するかのような指示を、窓から一いつ切さい振り返る事なく紡つむぎ続ける臨也。

　全てを言い終えた時点で振り返ると、そこではなんの疑問も持たずに作業を続ける波江の姿があった。無言のまま作業を続け、しかも言われた作業をより効率の良い順番に並べ替え、なおかつ個々の作業を正確にこなしていた。

「……このパズルの最後の単語は、『コハクサントコフェロールカルシウム』よ。……なによ、この専せん門もん用語と一般用語が入り混じった性格最さい悪あくなクロスワードパズル」

「お見事」

　完全に作業を終えた波江を見て、臨也は両手を軽く叩たたきながら笑いかけた。

「……見もしないで、全部正確に場所を指示できる貴方あなたもね」

「君がきちんと整理しておいてくれるお陰さ」

「ところで……粟あわ楠くす会の四し木きに送ったメールの【チョコレート】ってなに？」

「ん？　拳けん銃じゆうだけどなにか？」

　あまりにもあっさりと言う臨いざ也やに、波なみ江えは一いつ瞬しゆんだけ動きを止める。

「いやあ、ほら、１年ぐらい前……君がここに来た直後ぐらいに、粟楠会から拳銃盗ぬすんで逃げた奴やつらがいたろ？」

「ああ……あの忌いま々いましいデュラハンが追っかけてた奴ね。テレビでもあの化ばけ物ものが鎌かまを振り回してる映像が映ったからよく覚えてるわ」

「うん、その時に、あいつらが盗んだ拳銃の殆ほとんどは、警察よりも先にセルティが回収して事なきを得たんだけどさ。まだ一いつ丁ちようだけ見つかってないんだよね。どうもどっかのガキが拾ったらしくてさ、こないだの拳銃強ごう盗とうに使われたのがそうみたいだよ。アハハハハ」

「……この部屋が盗とう聴ちようされてない事を心の底から祈ってるわ」

　爽さわやかだが底の見えない笑顔を見せる臨也を不ぶ気き味みに思いながら、波江は自発的に次の仕事を探し始めた。

　その瞬しゆん間かん、部屋の中のインターホンが鳴り響ひびく。

「おや、誰だろうね。アポはないし、警察のガサ入れならチャイムを鳴らすとは思えないし」

「……まさかとは思うけど、矢霧製薬うちの追手おつてじゃないわよね……？」

　元々は矢や霧ぎり製薬の重役であった波江だが、現在は事情により会社から逃げている状態だ。彼女は眉まゆを顰ひそめながら、インターホンについているモニターの映像を確認した。

　部屋の入口ではなく、マンションの入口の映像が映し出されている。住民の許可が無ければマンションの内部にすら入れないシステムであり、大たい概がいの不ふ審しん者しやはここでシャットアウトする事ができる。

「あら……まだ子供ね。高校生ぐらいかしら」

　モニターに映る少年を見て、波江が不ふ思し議ぎそうに呟つぶやいた。

　ここに子供が来る事はよくあるが、大たい抵ていは臨也の取り巻きの少女連れん中ちゆうだ。ゴスロリ少女からコギャルまで様々だが、臨也を占うらない師かなにかと思ってくる者が大たい半はんだ。

　しかし、男が来るとは珍しい。もしやその取り巻きの少女の兄弟か何かが怒って乗り込んで来たのだろうか。

　波江がそう思っていると、臨也はポン、と手を叩たたきながら嬉うれしそうな声を上げた。

「ああ、なんだ！　もう来たのか！　つい10分程ほど前まえに電話があったばかりだから、来るのは明日かもしれないと思ってたのに。ただ……ちょっと早すぎるかもね」

　いつの間にか、臨也は波江の肩口からモニターの映像を覗のぞき込んでおり、そこに映る少年の姿を見るや、迷うことなくマンション入口のロックを解かい除じよした。

「……誰なの？」

「友達で、大事な弟みたいなもんだけど……まあ、一言で言えば──」

　訝いぶかしげに尋たずねる波なみ江えに対し、臨いざ也やは迷う事こと無なく言い放つ。

「捨て駒ごまの……王おう将しようかな」
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「やあ……正まさ臣おみ君。来ると思ってたよ」

　数分後。部屋の中へと自分を迎え入れた臨也を前に、正臣は様々な感情の籠こもった視線を虚こ空くうに泳がせて呟つぶやいた。

「ええっと、会うのは去年の春、町まち中なかでバッタリ出会った時以い来らいだっけ？」

「そうですね……久しぶりです」

「懐なつかしい表情だね、昔の君の顔だ。そう、当時の君はまだ中学生だったというのに、まさにその表情は大人おとなそのものだった。当時を懐かしみながら、俺は敢えて君にこう挨あい拶さつしよう」

　神しん妙みような表情をしている正臣を見て、臨也はクスクスと笑いながら──




「おかえり」




　と、ただ一言。

　それは最大級の皮ひ肉にくであり、侮ぶ辱じよくでもあり──同時に、臨也にとって最高級の歓かん迎げいの言葉でもあった。

　臨也の性格を理解している正臣は、敢えてなにも言葉を返さない。

　目の前にいる男は、人を言葉から喰らう化ばけ物ものだ。

　下へ手たな事を言えば、臨也はその言葉に自分の言葉で爪つめをかけ、そのまま一気に引き裂き、いつしか相手を丸まる呑のみにする。

　正臣がそう考えるのは──かつて、自分も呑まれていたからだ。

　沙さ樹きを助けに走らねばならない時に──どうして自分は、この男に頼る事しか思いつかなかったのだろうか。

　それ以来、彼には極きよく力りよく近づかないようにしていたし、また、友人にも『絶対に近づくな』と念を押したこともある。

　だが、今は臨也を頼らざるを得ない。例え、利用されているのだとしても。

　正直な話、門かど田たから『ダラーズのボスに会ったことがある男』として臨也を紹介された時から、正臣の中にはひとつの疑ぎ念ねんが浮かんでいた。

　それは──折おり原はら臨也本ほん人にんこそが、ダラーズのボスなのではないかという疑念。

　彼ほどの男ならば、ダラーズほどの組織を思いつき、実現に移す事は容易たやすいだろう。

　逆に言えば、彼ならば、切り裂き魔まを利用し、組織し、黄こう巾きん賊ぞくに攻撃を加えるという真ま似ねも平気でしてのけることだろう。

　能力的にも、倫りん理り的にも。

　決して油ゆ断だんはできない。

「そう睨にらむなよ」

　強く決意した目で臨いざ也やを睨み付け、口を開こうとした正まさ臣おみに──

「俺がダラーズの頭かしらだとでも疑っているのかい？」

　情報屋の、先せん制せい攻撃がヒットした。

「……いえ、そんな事は……」

　目を反らしながら答える正臣を余よ所そに、臨也は優しげな微笑ほほえみを浮かべながら、正臣を客室へと案内する。

　暗い室内。客室とは名ばかりで、周囲は書類の棚に埋まっている。

　周囲を棚で囲まれた空間。窓からの明かりも届かず、薄暗いルームランプのみで照らされた室内は、臨也と相あい対たいする者に必要以上の圧あつ迫ぱく感を与えていた。

「で、聞きたい事は解わかってるつもりだよ。……まあ、電話で答えてあげても良かったんだけど、ちょっとそんな軽い話にはならなさそうだったからね」

「……」

「君の友達が斬きられたんだって？　ええっと、名前は確か……園その原はら杏あん里りちゃんだっけか？　黄巾賊の子も何人かやられたみたいだけど、君にとってはそっちの女の子の方が重要みたいだね」

　杏里の名前があっさり出てきた事に、正臣はさして動どう揺ようはしなかった。

　確かに、杏里の事については帝人みかどやクラスメイト以外とは殆ほとんど話していないが、目の前の情報屋ならばどこから話を聞いていてもおかしくはない。

　極めて冷静に、無む駄だ口ぐちを叩たたかぬように努めようとしていた正臣だが、それを打ち崩そうと、臨也はゲーム感覚で次の言葉を選択した。

「もしかして、沙さ樹きちゃんと印いん象しようがダブっちゃったのかな？」

「やめて下さい」

　目を反らす正臣。

　臨也はそんな正臣の目め線せんを追うように、僅わずかに身体からだを傾ける。

　そして、少年の顔をじっくりと見み据すえながら、臨也はますます口元を嬉うれしそうに歪ゆがませる。

「もしもダラーズと黄巾賊の抗こう争そうに巻き込まれて、君の好きな女の子が大おお怪け我がをしたんだとしたら──なるほどなるほど、確かにこれは沙樹ちゃんの件と同じ状況だね」

「……」

　沈ちん黙もくを保つ正臣を見ても、臨也はまるで気にせずに話の続きを紡つむぎ出す。

「つまり、なに？　今回の件で……逃げずに敵に立ち向かえば、過去の自分を清算できるとでも思ってるのかな？」

「そんな事、思ってません」

「思ってないと思いこもうとしてるだけだろ？」

　正まさ臣おみの返答を聞いても、臨いざ也やはそれを認めない。

　ベテランの役者が長なが台詞ぜりふを練習するように、部屋の中に響ひびき渡る声でひとつの推すい論ろんを並べ立てる。

　朗ろう々ろうと、朗々と。

　それはもはや、推論というよりも妄もう想そう、願望に近いものだったのだが。

「君はこう思っているんじゃあないか？　『自分は確かに沙さ樹きの事が好きだった筈はずだ。だけど、恐くて彼女を助けに走る事ができなかった。自分は、自分が思っているほどに彼女の事が好きじゃあ無かったんじゃないか？　自分の愛は偽いつわりだったのではないか？　ただの性欲のようなものだったのか？　彼女の身体からだが目当てだったのだろうか？』ってね。そしてそれは、自分で悩むうちに、寧むしろそうであって欲しいという願望に変わった。ならば、本当に好きな子の為ためなら、自分は命を賭かけて戦える筈だ……その為の試し金きん石せきなんだろう？　園その原はら杏あん里りって子は」

　反論は疎おろか、相あい槌づちを打つ暇ひますらも与えずに、臨也は淡たん々たんと言葉を吐き出し続けた。

　自分の仕事を続けながらその長台詞を聞いていた波なみ江えは、棚の裏で呆あきれ半分の溜ため息いきをつく。

　──よくもまあ、流りゆう暢ちようにあんな言葉がポンポンと出てくるわね。

　恐らくあの紀き田だという少年は、本当にそこまでは考えていなかったのだろう。しかし、臨也の言葉に追いつめられている今、『もしかしたら、そうかもしれない』と考えてしまってもおかしくはないだろう。

　波江は少年がどう反応するのかと、少しだけ棚の反対側の会話に意識を集中させる。

　だが、しばしの沈ちん黙もくの後に語られた言葉は、思ったよりも遙かに冷静なものだった。

「……臨也さんがそう思ってるならそれでいいっすよ。……それでも、俺はやりとげたいだけなんです」

「何をかな？　切り裂き魔まへの復ふく讐しゆう？　それともダラーズの壊かい滅めつ？」

「臨也さんの答え次第じゃ、両方になります」

「いい覚かく悟ごだね」

　臨也は充足感に満ちた表情で頷うなずくと、パン、と両手を合わせて立ち上がる。

　そして、芝しば居いがかった動作でクルリと身体からだを半回転させ、高らかに声を張り上げた。

「解わかった！　君が前に進む為だ、だから俺は、喜んで君に事実にして真実、そしてどうしようもない現実というものを教え込んであげよう。本来この三つは異なる存在だが、時には同一になるといういい例だ！」

「……？」

　相手の言葉の意図が全く読めず、正まさ臣おみは先せん刻こくとは別の意味で沈ちん黙もくすることしかできない。

「ところで正臣君。帝人みかど君は元気かい？」

　正臣の混乱へ更に追い打ちを掛けるように、幼おさな馴な染じみの少年の名前が現れた。

　唐とう突とつに。

　あまりにも、唐突に。

「は……？」

「ほら、去年の春に紹介してくれたじゃないか。君の友達、竜りゆうヶが峰みね帝人君だよ」

「なんで、そこで帝人の名前が出てくるんすか」

「いや、ほら、彼なんかも今の君の状況を見て、凄すごく心配してるんじゃないかと思ってさ」

　世せ間けん話のノリを貫つらぬく臨いざ也やに、正臣は段々と苛いら立だち──そして、引きずりこまれ始める。

　沈黙を、破ってしまう。

「あいつは関係ないでしょう。あいつには黄こう巾きん賊ぞくの事も全然話してないし、いつも通り、奥おく手て君だけど超ちよう元気っすよ。あいつは俺とは違って楽しそうに毎日を生きてますよ」

「へえ、そうなんだ。そんな平和な日常を送る彼に、嫉しつ妬としちゃったりしてる？」

「だから、あいつには関係のない話だから……」

　僅わずかに引き出した言葉。

　伴って浮き立つ正臣の動どう揺よう。

　それを臨也は決して見逃さず、淡たん々たんと牙きばを突き立てる。

「関係あるとしたら？」

「は？」

「いやあ、そうかそうか、帝人君は元気そうかぁ。友達の君がこんなに苦しんでいるのに、その原因になってる彼は、楽しく人生を謳おう歌かしてるわけだ」

「ちょっと待てよ……どういう事すか、臨也さん」

　どういう事か、と尋たずねはしたが──正臣の勘かんは、既に自分の中にひとつの答えを組み立てていた。

　それでも正臣は、敢えて臨也に尋ねかけた。自分の考えた答えを否定して貰もらう為ために。

　しかし、心の中では叫んでいる。

　──言うな。

　──頼む、何も言わないでくれ。

　臨也は正臣の表情から、そうした細かい感情を全て読み取ったが──

　結局は『折おり原はら臨也』の本性に基づき、正臣の願いを根本から踏みにじった。

「解わかってるくせに」

　あまりにも残ざん酷こくに、『ブルースクウェア』の情報を教えていた頃と、何一つ変わることのない笑顔を貼はり付けながら。

「ダラーズのボスは──君の大事な大事な大だい親友……竜りゆうヶが峰みね帝人みかど君さ」




「もっとも、親友と思ってるのは君だけかもしれないけどね」

[image: ]
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　正まさ臣おみが完全に沈ちん黙もくした瞬しゆん間かん。

　棚の裏側で仕事を続けていた波なみ江えが、不意にその作業を止めて考え込んだ。

　──竜ヶ峰……帝人。

　臨いざ也やの口から紡つむぎ出された名前に、波江は肩をピクリと震わせた。

　彼女が忌いま々いましいと思っている存在は三人いる。

　一人は首無しライダー、セルティ・ストゥルルソン。

　一人は弟にまとわりつく害虫、張はり間ま美み香か。

　そして最後に──自分から全てを奪ったダラーズの創そう始し者──竜ヶ峰帝人。

　黄こう巾きん賊ぞくとダラーズの関係などは全て知っていたが、それぞれの創始者が知ち己きの関係とは初めて知った。

　彼女はほんの数秒目めを閉じ──再び作業を再開する。

　事務的に、一切の無む駄だのない動きで仕事を続ける波なみ江え。




　黙々と、黙々と──己おのれの内に様々な思いを押し込めながら。
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数時間後　池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ




　池袋の街は、一本通りが変わるだけで雰ふん囲い気きがガラリと変わる事がある。

　それまでは見慣れた通りだった筈はずなのに、好こう奇き心しんから入った事のない路ろ地じへと足を向けると、まるで電車を乗り継いで別の街に降り立ったかのような感覚になる。

　繁はん華か街がいから僅わずかに離れただけで、直ぐにアパートや住宅地が広がる空間となる事もあり、様々な空間が密集している東京の顔を象しよう徴ちようしているかのようであった。




「ああ、畜ちく生しよう。全然雨あめ止やまねえじゃんよ」

　そんな中でも、特に閑かん散さんとして不ぶ気き味みな印いん象しようを与える裏うら路ろ地じで、ドレッドヘアに眼鏡めがねをかけたトムが空を仰いで呟つぶやいた。

「ま、今日は次で最後ですからね。とっとと回収して終わらせましょうよ」

　横に立つバーテン服の静しず雄おは、昨日きのうサイモンと喧けん嘩かしていた時とは別人のように落ち着いた表情で歩み始める。

「そうだな、とっとと終わらせとくか」

　ここで下へ手たな先せん輩ぱい風かぜを吹かせたりすればどういう事になるかは解わかっているので、トムも必要最さい低てい限げんの返事だけをして歩み出す。

　街灯もまばらな薄暗い路地を、傘かさも差さずに歩く二人。車の入れない場所で、いちいち歩かねばならないのが今回の取り立て場所の面めん倒どうな点だった。

「この路地の奥のアパートに住んでる筈はずなんだけどよ。二は十た歳ちでテレクラに二十万もぶっこみやがって。しかもまだ始めて一週間だべ？　どんだけ電話に張り付いてんだよなぁ？」

　ブツブツと言いながら足を進めるトムだったが──

　ふと、周囲の異常に気が付いて足を止める。

　細い路地の前方に、人ひと影かげが見えた。

　しかも、複数。

　見た目は完全に年下の少年達だが、皆みな一様に黄色い布を身につけている。黄こう巾きん賊ぞくだというのは直ぐに解わかったが、こんな路地裏うらに常じよう駐ちゆうしているような連れん中ちゆうではない筈だ。

　異常を感じた静雄とトムが振り返ると──やはり、路地の反対側から十人程ほどの少年達がこちらに向かって近づいてくる。

「あれ？　ヤバくね？」

　トムは独り言のように呟つぶやくが、顔に焦りの表情は欠片かけらも見られない。

　そのまま裏うら路ろ地じの中央に立ち止まって様よう子すを見ていると──少年達が徐々に近づいてきて、その中の何人かは少年というよりも青年といった言葉が当てはまる事に気が付いた。

　中でも異常に目立っているのは、頭に包ほう帯たいを巻いた大おお柄がらな男。

　何か怪け我がでもしたのだろうか、包帯の一部には赤茶色の血けつ痕こんが染みついていた。

「なんだ、てめぇら？」

　５メートル程ほどの距離に少年達が迫ったところで、静しず雄おが苛いら立だたしげに呟つぶやいた。

　すると、包帯の男が歯をギリギリと噛かみしめて笑い、静雄に向かって嘲あざけるように言い放つ。

「てめぇーが静雄かぁ。こないだはよくも俺の舎しや弟ていをやってくれたらしいなぁ？　平へい和わ島じま静雄さんよぉー」

「あぁ……？」

　微び妙みように日本語になっていない、最初から喧けん嘩かを売る気全開の口こう上じようを聞いて、静雄のこめかみにはっきりと血管が浮き上がる。

「喧嘩人形だかなんだか知らねぇが……とりあえず、俺ら『黄こう巾きん賊ぞく』は手前てめえを完全に潰つぶす事に決めたわ。殺されたくなかったら、素直に土ど下げ座ざして詫わびいれて、そのバッグん中にある金ぇ差し出せや」

「あぁ？」

　サングラスの奥の目が細められ、眉まゆの間に深い皺しわが刻まれる。

　そんな静雄の様よう子すを見て、トムは自然と一歩横よこに離れていた。

　苛いら立だちを隠かくさない静雄に、恐い物知らずといった態度の少年が一人歩み寄り、特殊警けい棒ぼうを伸ばしながら脅おどしの言葉を吐きかける。

「てめえがテレクラの金回かい収しゆうして回ってんのは知ってんだよ。で、どうすんだ？　この前は手前に前歯ぁ折られたからよぉ、とりあえず土下座────────────────」

　刹せつ那な、少年は自分の視し界かいの右下から迫る、小さな肌はだ色いろの塊かたまりを見た。

　気付けば、バーテン服の男が目の前にいるではないか。

　──え？

　衝しよう撃げきは、一いつ瞬しゆんだった。

　痛みは遅れてやってきたのだろうが、少年がそれを感じるのは、目を覚ました後の事だ。

　ハンマーで突き上げられたような衝撃は、少年の意識を一瞬で闇やみに落とし──残された身体からだは、意識とは逆に空中高く舞い上がる。

　ヒョォ、と少年の口から息が漏れ、空気と同時に何本もの白い欠片が宙を舞う。

　少年達が見たのは、そんな状態になった仲間が──警棒を握りしめたまま、綺き麗れいに宙を吹き飛んだ光景だった。

　１秒後。

　生ゴミの袋を投げつけたような音がして、包ほう帯たい男の横に顔面をひしゃげさせた少年の身体からだが舞い落ちる。

「全部折れりゃ、噛かみ合わせもよくなんだろ……？」

　歯をギリギリと噛みしめながら、静しず雄おは自らの首を横に逸そらしてゴキリと鳴らす。

　たった一いち撃げき。

　空気を変えるには、最高にシンプルで、最も効果的な一撃だった。

　二十人近くからなる少年達は、全員が息を呑んで固まっている。

　仲間がやられたというのに、誰だれ一人として動こうとしない。最初は何が起こったのかを理解していなかったが為ために。理解した後は──その事実に対する恐怖の為に。

「で？　どうすんだ？」

　少年達に囲まれた静雄は、汗ひとつ掻かかず、息ひとつ乱さずに尋たずねかける。

　挑ちよう発はつでもなんでもない、本当に疑問に思ったから聞いた言葉に、少年達は誰一人として答える事ができなかった。

　反応がない事にまた苛いら立だったのか、静雄はゆっくりと包帯の男に向かって足を踏み出す。

　途と端たんに、包帯の男はビクリと身体を揺らし、自らの震えを隠かくすように大声で仲間達に指示を出す。

「ビビッてんじゃねえよ手前てめえら！　サシでやる必要なんかねえ、一気に囲んで砂にしちまぇ！」

　その声に反応して、少年達が一いつ斉せいに動きだすが──

　静雄は、既に動き出していた。

　四し方ほうから囲まれる前に、手近な少年を手始めに──軽く走りながら順々に拳こぶしを入れていく。

「がっ」「ギっ」「ちょっ……まっ……ぶっ」

　ドン、ドン、ドンとリズミカルに鈍い音が響ひびき、少年達が次々と狭い路ろ地じの壁へと叩たたきつけられる。腕で防ごうとした者は腕がひしゃげる違い和わ感かんと激げき痛つうを感じながら、先に殴なぐりかかった少年は自分の拳の骨が悲鳴をあげるのを感じながら、逃げようとしたものは襟えり首くびを掴つかまれて勢い良く宙に浮くのを感じながら──最後は、圧倒的な衝しよう撃げきというシンプルな結末に辿たどり着く。

　まるで、ブルドーザーに喧けん嘩かを売っているような感覚だった。

　圧倒的な数で余よ裕ゆうを持っていた少年達も、頭に包帯を巻いた青年も、今ではすっかり余裕を失ってしまっている。

　平へい和わ島じま静雄という男は、まさしく恐怖の具ぐ現げん化かだった。

　なにか違う場所からやってきた化ばけ物ものとしか思えないその圧倒的な『力』を見て、包帯男は余裕の反動で恐ろしいまでの恐怖に包まれ──

　あっさりと、ひとつのタガを外してしまう。

　決して使うつもりの無かったものだが、金を素直に出させる為ための脅おどしとしてだけ使う予定だったそれを、青年は無意識のうちに握り締めていた。

　そして────




「ヤバイよなあ。マジやべぇ」

　自分に目をつけて殴なぐりかかってきた少年の金きん的てきを思い切り蹴けり上げながら、トムは暴れ出した静しず雄おを見て面めん倒どうくさそうに呟つぶやいた。

「これ、ポリは正当防ぼう衛えいって認めてくれっかな……。誰か死んだらヤバくね？」

　面めん倒どうな事になる前に帰ってしまおうか？

　真剣に迷いながら、大通りに向かう方向に目を向けていたのだが──




　パン　パン　　　　　　　　パン




　雨の中だというのに、やけに乾いた音が鳴り響ひびく。

「は？」

　それは、馴な染じみがあるわけではないが──だからこそ、瞬しゆん時じに理解できる音だった。

　──なんかヤバくね？
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　先せん刻こくまでとは別の意味での『ヤバい』感覚がトムの背中を駆け抜け、慌あわてて背後を振り返る。




「静しず雄お……？」




　振り返った彼の眼めに映ったものは──

　雨の中に不ふ似に合あいな煙を纏まとう、包ほう帯たい男の手に握られた黒い塊かたまり。

　そして──巨大な水たまりの中に倒れ伏す静雄の姿だった。




　静雄の身体からだから流れ出た赤い液体が、水たまりの中に歪いびつなマーブル模も様ようを生み出していく。




　雨はそれでも容よう赦しやなく降り続け──緊きん張ちようした空気を残ざん酷こくに強調していた。







[image: ９章　「相手の気持ちなんてわからないぞ」]
















翌よく日じつ　来らい良ら学園




　終業式が終わり、戻ってきた教室の中は学生特有の解放感に包まれていた。

　来月のクラス替えを前にして友人達との感かん慨がいに浸ひたっていたり、春休みの予定などについて談だん笑しようしていたのだが──帝人みかどだけは、そんな輪に入ろうともせず、窓まど際ぎわで雨模も様ようの空を見つめ続けていた。

　クラスの輪に馴な染じめないわけではない。クラス委員長でもある帝人は、寧むしろクラスの中でも社交的な部類に入る。

　しかし、今はその社交性を発はつ揮きする気分にはどうしてもなれなかった。

　この時間に、隣となりにいる筈はずの二人の友人が──両方とも、学校に来ていなかったからだ。

「二人とも、２日続けて休むなんて……」

　独り言を呟つぶやきながら空を見上げる帝人。

　二人の携帯電話に連絡を入れたのだが、一向に繋つながる気配は見られない。

　──まさか、二人してどこかデートにでも行ってるんじゃ……。

　想像しがたい事ではあったが、可能性が無いわけではない。

　──もしそうだったら、僕はどうすればいいのかなあ。

　杏あん里りが正まさ臣おみを選んだのだとしたら……それはそれで悲しいが、そこまで気落ちはしないだろう。寧むしろ、応おう援えんするかもしれない。

　ただし、それで三人の関係が壊れてしまうのだとしたら、それは悲しすぎると思っていた。

　さぼって遊びに行くのだとしたら、自分も誘って欲しかったのに。

　そんな事をぼんやりと考えていた帝人みかどだが、自分の顔をペチリと叩たたいて思い直す。

　──待て待て、病気かもしれないじゃないか。あれこれ悩むのは止めよう。

　とりあえず、今日の帰りに杏里と正臣の見舞いに行くとしよう。どちらにせよ、担たん任にんから通知票を預かっている身の上だ。

「通知票を勝手にクラスメイトに届けさせるってのもどうだろうね？」

　そんなことを呟つぶやきつつも──帝人はこっそりと杏里の通知票を覗のぞいて見た。

「げ……」

　──オール10の通知票って、初めて見た……。

　杏里は確かに優等生という外見だし、定期テストでもいつも高得点を叩き出している事は知っていた。しかし、流石さすがにこの数字のインパクトは想像だにしていなかった。

　──体育まで10って……。

　半なかば呆あきれながら他人の通知票に見入っていた帝人だったが──

「ねえねえ、竜りゆうヶが峰みねくん竜ヶ峰くん」

　突とつ如じよとして後ろからかけられた声に、心臓が止まりそうになりながら振り返る。

「あ、やあ、張はり間まさん。矢や霧ぎり君もどうしたの」

「ん……いや、美み香かがちょっとな」

　そこには、クラスメイトである一組のカップルが立っていた。

　矢霧誠せい二じと、その恋人である張間美香だ。

　帝人、正臣、杏里の三人の関係も校内では有名だったが、この二人には敵かなわない。

　登校時間や放課後は疎おろか、休み時間も常に二人きりで過ごしており、逆に二人とも他の友人と共にいることが滅めつ多たにないぐらいだ。

　そもそも友人自じ体たいが少ないようで、美香の友人として帝人が把は握あくしているのは園その原はら杏里一人だけだった。その杏里とも、誠二と付き合い始めた後は殆ほとんど交流が無かったのだが──

「竜ヶ峰君さ……杏里ちゃん、どうしたの？」

　不意に名前を出され、帝人は不ふ思し議ぎそうな顔で美香の顔を見つめ返した。

「どうしたのって……うん、僕も解わからなくて困ってるんだけどさ、風か邪ぜでも引いたのかな」

　世せ間けん話ばなし程度に言葉を返す帝人みかどに、今度は美み香かが不ふ思し議ぎそうな顔をした。

「え。竜りゆうヶが峰みね君、気付いてないの？」

「？　なにに？」

「杏あん里りちゃん、ここ暫しばらく、ずっと悩んでたみたいだよ？　特に一昨日おとといは酷ひどかったよね？」

「……え？」

　唐とう突とつな物言いに、帝人は身体からだを椅い子すごと二人の方に向け直す。

「私も流石さすがにちょっと心配になったから、大おお掃除の時に聞いたんだけどね？　そしたら、なんかもー、大丈夫ですからっての一点張りなんだもん。杏里ちゃん、昔っからいつも一人で抱え込むタイプだから心配だったの。だから、竜ヶ峰君ならなにか聞いてるんじゃないかなーって思ったんです！」

「い、いや……そんなことなにも……」

　答えながらも、帝人の心には急速に不安の色が広がり始めた。

　杏里の様よう子すがいつもと違うなど、欠片かけらも気付かなかった。いつも一緒にいる筈はずの自分よりも先に、離れていた筈の美香が杏里の異い変へんに気付いていた事が少なからずショックでもある。

「う、うん……今日、お見舞いに行くから、その時に色々聞いてみるよ……」

「ふーん。ちょっと心配だなって思ったから、何かあったら教えてね。私達もあとで暇ひまをみて杏里ちゃんの家に行ってみるから」

「うん」

　生なま返事をする帝人を不安そうに見ながらも、美香はそのまま誠せい二じの腕を取って歩き出そうとする。

　しかし、誠二が一歩止まって、帝人に対して声をかけた。

「俺が言うのもなんだけどさ」

「え？」

「照れて顔を背そむけてばっかじゃ、相手の気持ちなんてわからないぞ」

　恋愛に関する事を、彼女の真ま横よこでなんの躊躇ためらいも無く語る誠二。

「……そうだね。ありがと」

　そんな堂々としたクラスメイトをある意味羨うらやましく思いながら、帝人は自分が如い何かに杏里の事を見ていなかったのかと反省する。

　誠二は正まさ臣おみとは違ったタイプの恋愛観かんを持っている。それを嫌という程ほどに知っている帝人は、何かを得る為ためにもう少し彼に相談したいとも思ったのだが──

「きゃはっ！　誠二さんはずっとずっと私の事を見てくれてますよねっ！　大丈夫、私も昔っから誠二さんの事しか見えませんからっ！」

　誠二の言葉を聞いた途と端たんに漫画のような喋しやべり方になった美香は、そのまま誠二の身体に勢いよく抱きついた。

　まだ机の整理をしていた教師が何か言いたげだったが、何を言っても無む駄だと解わかっているのだろう、結局何も言わずに教室を出て行った。

　そして、美み香かは誠せい二じに『春休みの旅行先を決めましょう！』と言って引きずられるように教室の外へと出て行った。

　教室の中はいつの間にか閑かん散さんとしており、帝人みかどは寂せき寞ばくとした感情に支配されながら、再び空を仰ぎ見る。

　ほんの一いつ瞬しゆん青空が見えたような気もしたが──

　結局の所、雨は未だに止む気配を見せてはいなかった。
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池いけ袋ぶくろ　川かわ越ごえ街道沿ぞい　某ぼうマンション




　目が覚めた時、杏あん里りは不ふ思し議ぎな違い和わ感かんに包まれた。

　──夢、ですよね。

　いつもならばまだ存ぞん命めいしていた家族と過ごした夢を見るのだが──今日は、自分が違う夢を見ていたのだと理解する。

　夢の舞台はいつも通り、昔の家で家族で仲むつまじく暮らす世界だ。

　みんなが杏里の想像に過ぎない笑顔を浮かべながら、楽しげな談だん笑しようを続けていく、あくまで夢でしかない夢らしい夢。

　しかし、今日、その家にいたのは──父と母ではなく、帝人と正まさ臣おみの姿だった。

　──どうして、帝人君と紀き田だ君が……。

　布ふ団とんの中で眼めをつむったまま、杏里は自分の見た夢と、ここ数日の出来事について考える。

　正臣が黄こう巾きん賊ぞくのボスだと知り、自分が原因で大きな喧けん嘩かをしようとしており──彼から、逃げてしまったという事実を。

　そちらの方が夢だったならば、どれだけ良かった事だろう。

　杏里は悲しい気持ちに包まれながら、ゆっくりとその眼を開いていった。

　目の中に広がる光が、いつもの感じと違っている。光だけではない、壁の色、天てん井じようの模も様よう、自分が被かぶっている毛布、そして、周囲に広がる高級そうなオーディオ製品やゲーム機の数々。

　一瞬、まだ自分は夢の中にいるのかと混乱した。だが、直ぐに寝る直前の事を思いだし、ここがセルティの住むマンションだという事に気が付いた。

　結局セルティのマンションに辿たどり着いた後、一晩は上う手まく話ができる状況ではなかった。

　正臣や帝人についてどう話してよいのか、こんな事に巻き込んでしまったことをどう謝ればいいのか悩んでいる杏里を見て、セルティは『いいよ、とりあえず落ち着くまでゆっくりしていきな』と言ってくれた。

　夜明けまで悩み通した後、心労で意識が遠のいていった事までは覚えている。どうやらそのままここで寝かされていたようだ。

　ベッドの横の棚には杏あん里りの眼鏡めがねが置かれており、それをかけてから改めて部屋の中の様よう子すを見回し、ここが自分の部屋や夢の類たぐいではないと確信する。

　──御礼を言わないと……。

　そう思いながらゆっくりと身体からだを起こす。

　いつもと違う目覚めだが、身体の奥から響ひびく『愛してる』という呪のろいの言葉は、いつも通りに響き続けていた。

　人間を発狂せしめるかのような呪いの言葉を聞き、どこか安心した自分に気付き──彼女は、少し悲しくなった。

　こんな声は聞こえない方が正常だというのに、一いつ体たい何を安心してしまっているのだろうと。

　──私は……化ばけ物ものなんだ。

　自分の身体と心に巣す喰くう『妖よう刀とう』の事を思いながら──そして、心にそんなものを飼いながら発狂もせず、逆に利用している自分は、完全にこの社会とは隔かく離りした存在なのだろう。

　だから、あんな夢を見たのかもしれない。

　昨日きのうの事も、自分に科せられた罰ばつなのかもしれない。

　帝人みかどや正まさ臣おみと、これからずっと一緒にいたいなどと──人並みの生活を、化物である自分が望んでしまった事に対する罰なのかもしれない。

　──望んだらいけない。他の人達と同じ、人間らしい生活なんて……

　そう思いながら立ち上がり扉をゆっくりと明け広げると──




　首の無い化物が、ワイドショーを見ながら白はく衣いの男と携帯ゲーム機の通信に興きようじていた。
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『ちょっとは手て加か減げんしろよ、新しん羅ら』

「オチモノパズルで手加減と言われてもねえ。具体的にどうすればいいのやら」

『ボタンを一切押さないでくれ』

「手加減どころか自殺行為!?」

　いつも通りのノリで会話をしながら、携帯ゲーム機による対戦に興じているセルティと新羅。

　セルティはノートパソコンを傍かたわらに置き、身体から伸びる『影』でキーボードを打ちながら、両手ではきちんとゲーム機を操あやつっている。

『ああ、また負けた！　くそう……新羅なんか嫌いだ』

「嘘うそ!?　待って、待ってよ!?　次は何もボタン押さないから！」

『あはは、嘘だよ、嘘。そこまで大人おとなげなくはない』

「良かった……生きてて本当に良かった！」

　わけの解わからない喜び方をする新しん羅らを余よ所そに、セルティは一いつ旦たんゲーム機を置いてテレビ画面に眼めを向ける。

　液えき晶しようパネルには若い男性アイドルの姿が映っており、新作映画の主演を務めるという記者会見が行われていた。まだ少年といった方が良い風ふう貌ぼうをしており、身長は普通だが、顔だけみれば高校生どころか中学生といっても通るような顔立ちだ。

『おっ、羽はね島じま幽ゆう平へいじゃん。この子、最近物もの凄すごい売れてるよな。私もこの子の演技は好きだよ』

「話を誤ご魔ま化かそうとしてワイドショーに眼を向けている所に水を差すようだけどね。あんまりこの子にはのめり込まないようにした方がいいよ」

　珍しくテレビのタレントから眼を逸そらす新羅に、セルティは一いつ瞬しゆん戸と惑まどったが──数秒後、からかうような調子で文字列を打ち出した。

『なんだ。もしかして……嫉しつ妬としてくれてるのか？』

「あれ、静しず雄おの弟」

　淡たん々たんとした言葉の後に、沈ちん黙もくが訪れる。

　言葉の意味が中なか々なか心の中で噛かみ砕けず、セルティも暫しばらく動かずにいたが、やがて躊躇ためらいがちに短い文を紡つむぎ出す。

『は？』

「だから、この子、静雄の弟」

『うそだ！』

　やはり淡々とした返答の新羅に、セルティは思わず文字サイズを大きくする。

　新羅はそんなセルティを見て可愛かわいいと思ったが、冷静を装いつつ説明をしてみせた。

「羽島幽平の羽を『わ』って読みかえて……わじまゆうへいわじまゆうへいわじまゆう平へい和わ島じま幽ゆう……まあ、読みは『へいわじまかすか』なんだけどね？　兄弟そろって名前負けしてるよねえ。兄あに貴きは静かなんて感じとは程ほど遠いし、弟は『幽かすか』なんて名前のくせにスポットライト浴びまくってるし」

『なんていうか、今まで全然知らなかった……』

「そっか……じゃあ、臨いざ也やにも妹がいるって知ってた？　しかも二人。双ふた子ごの女子中学生が」

『嘘!?』

　唐とう突とつに明らかになる知り合いの兄弟の話にセルティはあからさまな動どう揺ようを見せていた。そんなセルティの混乱にとどめをささんとばかりに、新羅はニヤリと笑いながら

「じゃあ、俺に姉ねえさんがいるってのは？」

『なにい!?　初はつ耳みみだぞ!?』

「うん、いないもん……痛い痛いほっぺたつねらないでよ痛嬉うれし恥ずかふぃいイタタタタ」

　強制的に顔をねじ曲げられる新しん羅ら。

　彼はそうして動いた視線の先で、隣となりの部屋のドアが開あいており、間から一人の少女が顔を出している事に気が付いた。

「やあ、そっちも起きてきたか」

「あっ……ど、どうもすみませんでした！」

　怯おびえるような少女の声に反応して、セルティも新羅の頬ほおから手を離して振り返る。

　そして、ノートパソコンを手に持ちながら、大きなフォントで文字を紡つむいで見せた。

『良かった、このままずっと眠りっぱなしかと思ったよ』

「あ、ありがとうございます……私、御ご迷めい惑わくをおかけしちゃって……」

『ううん。こっちも起こそうとしたんだけど、凄すごく疲れてるみたいだったから……今日の午後になっても眼めを覚まさなかったら、ちゃんとした病院に連れて行った方がいいって朝言ってたとこだよ』

「というか、看かん病びようもしないでゲームやりながら昼のワイドショー見てる僕達って最低だよね」

　自じ虐ぎやく的に笑う新羅とセルティの言葉を読み聞きして、杏あん里りはひとつの疑問に思い当たる。

「あ、あの……病院って……。私、どのぐらい寝てたんですか？」

「丸まる一日以上……もう30時間ぐらいなるかな。あ、でも、なんか昨日きのうは一回、寝ぼけながらトイレには起きてきてたみたいだけど……また直ぐ倒れるように寝ちゃったからねえ」

『女の子にトイレの話を強調するな。セクハラで訴えるぞ』

「セルティのジャッジはどこぞの訴そ訟しよう大国なみに厳きびしいなあ」

　やはり軽い調子で話す新羅とセルティだが、杏里の頭の中は真っ白になっていた。

　今日の終業式を含め、学校を２日も無断欠席してしまった事になるのはもちろんだが──その間に、正まさ臣おみ達はどう思っていただろうか。

　あんな事があった翌日から学校を休んでしまっていては、『侵しん入にゆう者しや』が自分であると疑われてしまうのではないだろうか。

　再び不安な表情になった杏里を見て、セルティはそっと彼女に近づくと、優しくその肩を抱きながらノートパソコンの画面を見せる。

『大丈夫、私はあなたの味方だし、この白はく衣いの怪しい奴やつも信頼でき……まあ、仲間だから』

「え、何で今、『信頼できる』って書きかけて止めたの？」

　首のない存在にはっきりと味方だと言われ──杏里の心は、少しだけ落ち着きを取り戻す。

　普通の人間ならば逆に不安になるかもしれない状況だったが、先せん刻こく、自分が化ばけ物ものだと落ち込んだ彼女にとっては、逆にとても頼もしく見えた。

　扉の隙すき間まから覗のぞいたセルティは、普通の人間以上に人間らしく振る舞っており──

　顔がないにも関わらず、幸せそうだと感じさせるセルティの姿を見て、杏里はとても羨うらやましくなった。

　そんなセルティに『味方だ』と言われ、杏あん里りの心は暫しばらく感じたことの無かった温かさに包まれた。

　まるで帝人みかどや正まさ臣おみと初めて会ったときのような温かさを思いだし、杏里は、夢の中で見たものをどうしても現実に取り戻したくなった。

　両親は既に死んでいるが、正臣と帝人は、現実の中に生きているのだから。

　杏里は意を決したようにセルティを見み据すえ、ゆっくりと語りだした。

　ここ数日に起きた、自分を取り巻く出来事を──
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　雨の中を、一人の少年が歩きゆく。

　黒い傘かさに降り注そそぐ雨の音の下で、少年は黄色い布の巻かれた拳こぶしを握り締める。

　そろそろ終業式は終わっている頃だろうか。杏里は自分が休んでいる事に気付いて、少しは心配でもしてくれるだろうか。

　そして、帝人は──どう思っているのだろうか。

　正臣は幼おさな馴な染じみの顔を思いだしながら、傘の下から雨の空を仰ぎ見る。傘の切れ目から降り注ぐ雨が顔を濡ぬらすが、正臣はその冷たさを感じる事もできなかった。

【ダラーズのボスは、竜りゆうヶが峰みね帝人である】

　自分が知りたかった事実は、知ったとたんに『知りたくなかった事実』へと成り果てた。

「なんでだよ……」

　嘘うそだと思いたかったが、臨いざ也やは依頼人への情報に関しては決して嘘をつかない。それは、正臣には嫌という程ほど解わかっている事だった。

　それでも、にわかには信じがたい話だった。

「なんでここで、帝人の名前が出てくんだよ……」

　ネットで生まれた経緯いきさつなども、臨也は全て事細かく話していたし、首くび無なしライダーが確実にダラーズの一員であるという事も教えてくれた。

　しかし、正臣の耳には殆ほとんど届かず──結局、その後如い何かにして臨也の家を出て、こうして街を彷徨さまよっているのか殆ど覚えてはいなかった。

「俺は今まで、何をやってたんだろうなぁ」

　空を見上げ続けると、徐々に頭の中にふわふわとした何かが蠢うごめき始めた。

　まるで、現実と夢が複雑に混じり合っているかのような感覚に襲おそわれる。

　手を伸ばせば空を掴つかめそうな気もするし、望んだ物がなんでも目の前に現れるような気さえする。これは寝ね不足によるものなのか、困こん惑わくする事が続いて精神が参っているのかは解わからなかったが。

　臨いざ也やから『情報』を聞いた今、正まさ臣おみがまずやらなければならないと思った事は──帝人みかどと会って話をする事だと思った。冷静になって考えると、解決には繋つながらなくとも、それが一番の近道とはなるだろう。

　しかし正臣は、今回の切り裂き事件に関して帝人を疑う事はしなかった。

　帝人の事は昔から見ている。人を傷つけるような人間じゃないし、杏あん里りへの思いも本物だと思っている。だから──もしダラーズが関わっているとしても、帝人の与あずかり知らぬところで起こっている出来事なのだろうと。

　もしも、帝人が自分の知らない裏側の顔を持っていて、自分の事を恨うらんでいて、杏里を独り占めしようとした独占欲よくから彼女を傷つけた。そして今も黄こう巾きん賊ぞくと自分自身を全て解った上で追いつめているのだとしたら。そんな想像も一いつ瞬しゆん頭あたまをもたげたが、不ふ思し議ぎな事に、それに関してはそこまで深しん刻こくに思い詰める事は無かった。

「そこまでどうしようもない状況なら、俺にはもうどうしようもねえから、諦あきらめるしかねえや」

　今まで１年間帝人の笑顔に騙だまされていた事になるが、自分も中学時代に彼を騙し続け、自分の為ためだけに池いけ袋ぶくろへと呼び寄せたのだ。おあいこだと思って諦めて──腹をくくるしかない。このまま幼おさな馴な染じみに潰つぶされるにせよ、闘う道を選ぶにせよ。

　だが、正臣には帝人が真犯人ではないという確信のような思いもあった。

　帝人がそのつもりならば、もっと簡単に黄巾賊を潰す方法もチャンスもある筈はずだ。黄巾賊のボス＝自分という事を知った上で怨うらみを抱いているならば、帝人にはいくらでも方法がある筈だし、そもそも同じダラーズである臨也を操あやつってなんとかしている事だろう。

　他にも帝人を疑わない理由があるとすれば、根こん拠きよも何も無いが──『帝人はそんな奴やつじゃないと信じている』という、ただひとつの曖あい昧まいな思いだけだった。

　少しだけ腹立たしい事があるとすれば、『ダラーズ』の秘密を、今まで自分に一度も話してくれなかったという事だが──

　──俺だって、そうか。

　自らも『黄巾賊』の事を帝人に一切教えていなかった事を思いだし、今しがたの苛いら立だちを全て自分自身へと向け直す。

　そして、苛立ちが募つのり、絶望しかけた今だからこそ──思い悩む。

　今、一番会いたいのは誰なのかと。

　このゴタゴタが済んだ後、自分が帰るべき場所はどこなのかと。

　帝人と話をして、色々な事をハッキリさせたいとも思う。

　杏里の為に、改めて切り裂き魔まを追うのもいいかもしれない。

　門かど田たや遊ゆ馬ま崎さき達と行動してみるのも悪くないと考える。

　そして──

　沙さ樹き。

　──なんで、別れた奴やつの名前が出てくるんだよ。

　頭の中に浮かんだ名前に、正まさ臣おみは自じ虐ぎやく的に首を振った。

　もう、終業式も終わっている頃だろうか。

　正臣は今後どうするかという考えを堂どう々どう巡めぐりにさせながら、なおも暫しばらく公園をうろうろしていたのだが──

　不意に、彼の携帯が鳴った。

　夕べは帝人みかどからの着信もあったが、その時はまだ、話をする気にはなれなかった。

　──そうだ、逃げるわけにはいかないんだ。

　２年前に門田から言われた言葉を思いだしながら、正臣は意を決して携帯電話を取りだした。

　ところが──表ひよう示じに出たのは、未み登録の全く見知らぬ番号だった。

　番号の特とく徴ちようから見て、どうやら携帯電話のようだ。それを確認した時点で、正臣の中に歪いびつな感覚が蘇よみがえる。

　初めて黄こう巾きん賊ぞくを結成した時のような、漠ばく然ぜんとした不安。

　そして、ブルースクウェアのボスから沙樹を攫さらったという電話を受けた時のような恐怖。

　二つの感情が微び妙みように入り混じり、電話を取ることに非常に強い拒きよ絶ぜつ感かんを感じた。

　だが、電話を取らない明確な理由も思いつかず、正臣は着信ボタンを押し込み、ゆっくりと受話器を耳に持って行く。

　そして、そこから響ひびいて来た声は──
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『なるほど……話は解わかったよ』

　杏あん里りの話を黙って聞き終えたセルティは、テーブル上のノートパソコンにゆっくりと文字を打ち込んでいった。

『じゃあ、いつも一緒にいる二人……帝人も、その正臣君って子も──杏里ちゃんの正体は知らないんだね』

　流りゆう暢ちように紡つむぎ出される文字列を見て、杏里は静かに頷うなずいた。

　パソコンの画面と会話しているような感覚だが、手しゆ話わを知らない杏里にとっては他に方法が無いので仕方がない。

　それに、杏あん里りはあの事件以い来らいセルティとは何度か会っており、パソコンの使い方を教えて貰もらっている関係から少しずつこの会話方法にも慣れ始めていた。

『そうだね。とにかく、何とかして抗こう争そうを止める方法から考えよう。大丈夫、今いま話してる間にも、ちょっと考えがまとまりかけたから』

　自信を持って紡つむがれる文字列を見て、杏里の心は少しだけ安あん堵どの色に包まれた。

『支配』とは無関係に、自分の全てを打ち明けた上で相談できる相手というのは初めてだが、それがこんなにも心強いものだとは考えた事もなかった。

　本当に、上う手まくいくかもしれない。

　そんな希望の光に、杏里も自分でできることを模も索さくし始めた。

　ただひとつ、気に掛かる事がある。

　セルティは今、文章の中で正まさ臣おみの事は『正臣君』と言ったのだが、帝人みかどの事は『帝人』と呼び捨てだった。

　ほんの些さ細さいなひっかかりだったが、妙みような違い和わ感かんを残すのもまずいだろうと判断し、杏里は正直にセルティへと尋たずねかける。

「あの……竜りゆうヶが峰みね君のこと……知ってるんですか？」

『え。あー。……あのさ、一応聞くけど。竜ヶ峰帝人君のこと、どこまで知ってるの？』

「えっ……？」

　唐とう突とつに振られた質問に、杏里の心は僅わずかな混乱に包まれた。

　なぜ、ここで帝人の話になるのだろう。

　理由は解わからなかったが、杏里はセルティの事を完全に信頼していたので、多少躊躇ためらいながらも聞かれた事にゆっくりと答え始めた。

「竜ヶ峰君は、いい友達です……。紀き田だ君と同じぐらい大事で……。一緒にクラス委員をやってるんですけど、私、こんな普通に友達ができたのって久しぶりで……それで……」

「あー、セルティ。こりゃ全然知らないっぽいよ」

　どう答えていいのか迷いながら喋しやべり続ける杏里を見て、新しん羅らが途中で遮さえぎるように声をあげた。

「不ふ思し議ぎなもんだよね。毎日のように一緒にいるって話なのに……いや、だからこそ、かな。近くて大事に思ってるからこそ、肝かん心じんな事を隠かくしてるのかもね……。まあ、それも自然な事さ。俺だってセルティには何年も隠し事をしてたし。あ、今はもうしてないよ」

『解ってるよ』

「ええと、あの、私、何かまずいことを言いましたでしょうか」

　不安げに尋ねる杏里に、セルティは手を左右に振りながら文字を紡ぐ。

『ううん、もう少ししたら直ぐに全部知る事になるから、大丈夫だよ』

「は、はあ」

　なんの事か解らない杏里だったが、自信のありそうなセルティの言葉を信頼して、今はそれ以上問いつめる事はしなかった。

　セルティはテーブルの隅すみに置いてあったヘルメットを手に取ると、ロボットを組み立てるような動作で自分の首へと押しつける。

　どうやらどこかに出かける準備をしているようで、ヘルメットを杏あん里りに向けて、引き続き彼女の心を落ち着かせる文章を打ち出した。

『とにかく心配しないで。上う手まくいけば、今日中に全部丸く収まるから。ちょっと知り合いを連れてくるから、少しの間だけここで待ってて』

「は、はい……すいません、もう２日以上もお邪じや魔ましてしまって……」

『気にしないで。無む駄だに広いマンションなんだし』

　そして、今度は新しん羅らの方へと向き直り、パソコンの画面で杏里に対するものとは雰ふん囲い気きの違う文章を並べ立てる。

『連れてくるまで変な事吹き込むなよ、こういうのは本人の口から言わないと意味がないしな。あと、杏里ちゃんを色々質しつ問もん責ぜめにしたり、変な実験をしたりしようとするな』

「解わかってるよ。信用して」

　苦く笑しようしながら答える新羅の目を見つめ、セルティは小こ気き味みよいテンポで文章の続きを見せつけた。

『信用した。じゃあ、ちょっと帝人みかどを連れてくる。今の時期ならもう学校って午前中で終わってるか春休み突入だよな？』

　その文章は杏里には見せないまま削さく除じよされ、セルティは愛用のＰＤＡを影の内側に仕舞い込み、そのまま勢い良く部屋の玄げん関かんから出て行った。

　唐とう突とつに出て行ったセルティの背を見送りながら、杏里は何が何だか解わからず、キョトンとした顔で取り残される。

　共に部屋にいる男は何な故ぜかマンションの中で白はく衣いを纏まとっており、一昨日おととい出会った白いガスマスクの人物を彷ほう彿ふつとさせた。

「あ、あの……本当にすみません……ベッドまで貸して貰もらって……」

「ん？　ああ。いいのいいの。セルティの友達は僕の親友だからね。なんなら僕とセルティの間の養よう女じよとしてうちに来るかい？　セルティは戸こ籍せき上じよう存在しないから、正式な母親にはなりえないけどね」

　心しん底そこ気にした様よう子すのない新羅の言葉を聞いて、杏里は幾いく分ぶんホッとするが──話の中で、奇き妙みような点に気付き、新羅の顔をまじまじと見る。

　不ふ思し議ぎそうな顔で見つめる杏里の視線に気付いたのか、新羅はキョトンとした顔つきで少女の顔を見返し、考え込む。

　やがて少女の言わんとしている事に気付き、おお、と手を打ちながら口を開いた。

「あー、気付いていないみたいだから言っておくけど……」

　淡たん々たんとした調子で、事実だけを端たん的てきに伝える新しん羅ら。




「セルティは、女の子だよ？」
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「もしもし」

『あぁ？　おぅ。あんたが将軍様か？　紀き田だ？　紀田正まさ臣おみかぁ？』

　携帯の向こう側から聞こえてきたのは、下げ卑びた印いん象しようを与える、野の太ぶとい男の声だった。

　自分達の同年代というよりは、もっと年上という印象を受ける。

　まるで、あのブルースクウェアの泉いずみ井いという男のような。

「どちらさんっすか」

『おぉぃ。どちらさんじゃねえだろうよ。お前の仲間じゃん。お友達じゃんよぉ』

「は？　わけがわかんねーんすけど」

『まあいいや。つーかさ、俺ら、今いま例の工場跡にいんだけどよ。もうみんな集まっちゃってるんだけど』

　ゾクリ、と、正臣の背中が冷え込んだ。

　例の工場とは、恐らく黄こう巾きん賊ぞくがアジトにしている廃はい工場の事だろう。

　だとするならば、黄巾賊の人間だろうか？　しかし、こんな声を聞いた事は──

『俺ぁ法ほ螺ら田だっつーんだけどよ、わかんね？』

「……あ」

　ホラダ、という特とく徴ちよう的な単語を聞いて、正臣は数日前の夜に聞いた話を思いだした。

「黒バイクの仲間に頭を割られたっていう……」

『っんだよ、そんなやられ役のイメージなのかよ、あぁ？』

「いや……そういうわけじゃ……」

　会ったことの無い筈はずの男だが、どうして突とつ然ぜん電話をしてくるのだろうか。しかも、よりによってこのタイミングで。

　正臣の中に様々な違い和わ感かんが駆けめぐるが、それによる沈ちん黙もくをいいことに、法螺田は尊そん大だいな声色で正臣にひとつの事実を宣告する。

『あー、んで、あれだ。お前よ、もう来なくていいぞ』

「は？」

『だからよぉ。お前はもうクビ。将軍クビ。打ち首だ打ち首』

「なに言ってんだよ、あんた」

　馴なれ馴なれしいを通り越した相手の物言いに、正まさ臣おみは訳が解わからずに苛いら立だち始める。

　だが、次の瞬しゆん間かん──相手の男はその苛立ちを瞬しゆん時じに消し飛ばす言葉を吐き出した。

『竜ヶ峰帝人っつーんだっけ？　おめーのオトモダチの名前よ』

「なっ……！」

　帝人みかどの名前が出た瞬間、正臣の全身が凍り付く。

　何な故ぜ、今、よりにもよってこのタイミングで帝人の名前が出てくるのかと。

『驚いたわー。俺らちょぉっと驚いたわぁ。まさかダラーズのボスが、うちのボスとオトモダチだったなんてよぉ』

「ちょっと待てよ……誰からそんな話を」

『誰だっていいだろうがよぉ。つーかよぉ、よくも今まで騙だましてくれてたもんだなぁ？　お？』

「待てよ……、俺だってそれを昨日きのう……」

　言いかけて、正臣は口を噤つぐむ。こんな事を言われた後で自分も知ったばかりだと言って、一いつ体たい誰が信じてくれるというのだろうか。

　案あんの定じよう、電話の向こうからは想像通りの言葉が返ってくる。

『昨日、なんだよ。まさかそれを昨日知ったとか言う気じゃねえだろうな？　１年以上も同じ学校通って、黄こう巾きん賊ぞくに戻ってくる前は毎日のように一緒につるんどきながら、相手がダラーズだって知りませんでした、なんて通るわきゃねえだろ、この裏切り者がよぉ』

「それは……」

『将軍が裏切ってたなんてなぁ、みんなショックな面つらしてここに並んでるぜ。で、まあ、新しいリーダーとして俺が選ばれたわけだ、年長者だから当然だわな。ま、手前てめえにも処しよ刑けい宣言出しとくからよ。今日はそんな暇ひまぁねえが、明日以降は池いけ袋ぶくろの街ぃ歩けねえなぁ？』

「だから待てっつってんだろ。みんなと話を……今日は？」

　正臣の呟つぶやきを聞いて、法ほ螺ら田だは鼻息で笑いながら、正臣を挑ちよう発はつするように言葉を返す。

『とりあえず、今日は──折せつ角かく正体が解わかったんだ。ダラーズのボスを潰つぶすに決まってんだろよ』

　それを聞いた瞬間、正臣の全身に冷や汗が滲にじみ、雨と混じった嫌な湿気が体からだ全体を包み込む。

「待ってくれ……ダラーズは、少なくとも帝人は、多た分ぶん切り裂き魔まと関係は──」

　正臣の口から流れ出たのは、自分の疑いを晴らす言葉ではなく──帝人の無罪を主張する言葉だった。しかし、それを途中で遮さえぎって法螺田は下げ卑びた言葉を続けた。

『ああ、まあ、いいんだ、もうどうでもいいんだよんなこたぁ。切り裂き魔なんざきっかけで充分だ、そうだろ？　どのみち、ダラーズと黄巾賊はお互いを邪じや魔まに思ってたんだ。だからよ、もういいじゃねえか』

「何がいいってんだよ……お前は一体なんなんだよ！　頭ぁ割られたってのの復ふく讐しゆうか？」

『それも、どうでもいい事だ。きっかけにはなったし、あのガスマスクもいつか殺すけどな。まあ、どの道──俺らぁもう退ひけねぇんだよ』

「退けない……？」

　相手の言葉の端はしに明確な悪意を感じ、正まさ臣おみは鼓こ動どうに合わせて口早に法ほ螺ら田だを問いつめる。

「なんだよ……何を、お前、何をやった……？」

『最後に良いことを教えてやらぁ。ダラーズはもう終わりだ。平へい和わ島じま静しず雄おの野郎も始し末まつしたことだしな』

「は……？　おい、始末したって何だよ？　平和島静雄を……あの化ばけ物ものをどうしたって？」

『手前てめえの知る必要はねえさ。まあ、警察が手前の話を信じてくれる事を祈るんだな。もっとも、警察よりも先に俺らに見かりゃそれまでだけどなぁ。ハッ！』

　最後に鼻で笑う音が入り、電話はあまりにも一方的に切られてしまった。

　正臣は慌あわてて黄こう巾きん賊ぞくの古い仲間達に電話を掛けるが──誰も、電話にでる事はなかった。高校の終業式もとっくに終わっている筈はずだし、そもそも終業式になどまじめに出ていない者も多い筈だ。

　だが、正臣がかけた電話番号は、その悉ことごとくが不通となっていた。電源が入っていないものもあれば、呼び出し音だけが空むなしく鳴り響ひびくもの、最初から留る守す番ばん電話の音声が聞こえてくるものなど様々だったが、誰も出ないという点だけが残ざん酷こくなまでに平等だった。

　繋つながらない携帯電話を握り締めながら──

　正臣は、２年前を思いだした。

　今の状況は、沙さ樹きが攫さらわれた時に似ている。

　恋人が攫われたわけではない。しかし、あの時と同様の罪ざい悪あく感かんが、実際に『何か』が起こる前に先走って正臣の全身を縛しばり付けていた。

　黄巾賊に未み練れんが無いと言えば嘘うそになる。だが、今はそんな事はどうでも良かった。

　２年前に自分がブルースクウェアに狙われたように、帝人みかどが黄巾賊に狙われたら──

　そして、沙樹と同じように、帝人を呼び出す為ために杏あん里りが人ひと質じちに取られたら──

　今の自分の『帰るべき場所』である大切な仲間を、自分は二人も失う事になる。

【過去は寂しがり屋なんだよ。絶対に逃げられない】

　かつて臨いざ也やが言った言葉が、正臣の心に重くのし掛かる。こんな形で過去が自分を囚とらえたのだとしたら、寧むしろ逃げ回るべきではなかったのではないかと。

　何もかもが、正臣の中の２年前と符ふ合ごうする。




　ただ、２年前と違ったのは──

　今の正臣は、なんの躊躇ためらいも無く駆け出していたという事だった。
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　走る。

　走る走る走る。

　ただ、走る。

　目的はハッキリとしている。自分を追い抜いていった過去を清算するのだ。

　もつれそうになる足を必死で操あやつり、前へ、ただ、前へ。

　少年はただ、知りたかっただけなのだ。

　自分に何ができるのかを。そして、自分が過去を乗り越えられるのか、

　それを確かめる為ために、ただ、走る。




　廃はい工場に向かって走る最中、正まさ臣おみは人ひと混ごみの中に飛び出した。池いけ袋ぶくろ駅からサンシャインシティに向かう、60階通りと呼ばれる繁はん華か街がいだ。

　正臣はそこで一いつ旦たん立ち止まり、通りの真ん中に立ってグルリと周囲を見回した。

　帝人みかどや杏あん里りと遊んだ場所の中でも一番多くの時を過ごした場所だ。

　そして、沙さ樹きや──自分がいた頃の黄こう巾きん賊ぞくの面めん々めんとも。

　初めて池袋に来た帝人を案内した時の事を思いだしながら、正臣は街の景色を見み納おさめとばかりに目に焼き付け──

　ある種の覚かく悟ごを持って、黄巾賊のアジトへと足を向ける。

　もう、絶対に足は止めない。そう決意したのだが──

　第三者の声によって、早さつ速そく足を止められる事となった。

「へい、キダー。ドシタノ？　顔色景けい気き悪いヨー。またお腹なか空すイテルカ？」

　頭上から響ひびいて来た声に顔を上げると、そこには２メートルを超す黒人が立っていた。番ばん傘がさを差しながら相変わらずの笑顔で客引きをしていたようだが、正臣の様よう子すがおかしいのに気付き、いつもと違う調子で声をかけてきたようだ。

「キダ元気ナイ、オカシイヨ。最近。前みたいに頭オカシイ事喋しやべってヨー。頭。病気カ？　カッパ巻奢おごるから元気出す、イイヨー。今のキダ、臨いざ也やト一緒ダッタ頃に少し似てルーヨー？」

　それどころではないと、適当に誤ご魔ま化かして駆け出そうとしたが──昨日きのうの事を思いだし、足を止めてサイモンの方に向き直る。

「あのよ、サイモン……昨日は、ありがとな。すっげえ美う味まかった。俺の権限で星五つどころか星せい条じよう旗きでもくれてやるよ。アメリカを丸ごとサイモンにやる。それだけ昨日の寿す司しは美味かったし──昨日だけじゃねえっつーか、露ロ西シ亜ア寿司は何い時つだって最高に美味かった」

　これからの事を考えれば、もうこの店に訪れる事は不可能になるかもしれない。それは同時に、昨日きのう彼らに御ご馳ち走そうされた恩おんを返す事もできなくなるという事だ。

　そう思った正まさ臣おみは、せめて最後に、礼だけは伝えておこうと思ったのだが──

「板いた前まえさんにもよろしく言っといてくれよ。あんたの包ほう丁ちよう捌さばきはさいこ……」

「ＯＨ、キダー。コレカラ、喧けん嘩かスルカ？　それとも、誰か殺し殺されるカ？　マタ、臨いざ也やが何かそそのかしたカ？」

　話を遮さえぎって、正臣の心を読んだとでも言うように、力強い言葉を投げかけてくるサイモン。

「……なんだよ。なんでいきなりそんな事言うんだよ。エスパー気取りかよ」

　ハハ、と誤ご魔ま化かすように笑う正臣だが、喧嘩の事も、臨也の事も敢えて否定はしなかった。そんな正臣に、サイモンはいつもと変わらぬ表情で、いつもよりも真剣な言葉を紡つむぎ出した。

「トムに聞いタヨー。昨日……静しず雄お、撃うたれタヨ。銃デ、パンパンネ」

「えッ……」

「殺ス、殺さレル、ヨクナイヨー。ワタシ、イタとこ、喧嘩って言ったらゼッタイ人死んでたヨー。正臣、ソレ、コレカラ死ぬ覚かく悟ごシタ人の目ェ同ジネ。駄だ目め、ココ、池いけ袋ぶくろ。ワタシの街と違ウヨ。温カイシ、家ガ無くても御飯配くばってクレル人居る、ウォッカ呑まないデ道で寝ても全員凍って死んだりシナイヨー。正臣ミタイナ子供、殺し合いする必要ナイヨ」

「サイモン……」

　正臣を見つめるサイモンの目には、いつにない真剣な色が窺うかがえた。

　思えば、正臣は彼の過去を何も知らない。街の噂うわさでは、元ロシアマフィアだの傭よう兵へいだのと色々言われていたが、実際に話を聞いた事は一度も無い。

　だが、今のサイモンの言葉が嘘うそとも思えず、日本に来る前に色々な苦労をした事があったのだろう。彼の話を信じるならば、こうして池袋の街で暮らしているのではまず味わえない体験もしてきたという事になる。

　だからこそ、今、こうして真剣に自分に話しかけてくれるのだろうが──

　正臣は、止まるわけにはいかなかった。

「ごめん……、いや、すいません、サイモンさん……俺、行かないと……」

　それ以上サイモンの話を聞いては辛つらくなるだけだと感じた正臣は、最後にペコリと一礼して勢いよく駆け出した。

　サイモンはそれ以上追う事は無かったが、ただ、複雑な表情で正臣の背中を見送った。

　雑ざつ踏とうの中に消えていく正臣を見送った後も、サイモンは暫しばらくその場に立ち続けていたが──やがて、軽く目をつぶって首を振り、いつも通りの呼び込み作業へと戻っていった。

　それでも時とき折おり、正臣の去った方向を振り返ったが──

　街はどうしようもない程ほどに、いつもの姿を見せ続けるだけだった。




　ただひとつ、違っている点があるとすれば──

　黄色い布を身につけた少年達が、街から一いつ切さい合がつ切さい姿を消している事だけだった。
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新しん宿じゆく　某ぼうマンション




　臨いざ也やが自分の部屋の扉をあけると──ひとつの特とく異い点が目に飛び込んできた。

　自分のものではない革かわ靴ぐつがひとつ、玄げん関かんに揃そろえ脱がれている。

　他には波なみ江えのヒールがあり、どうやら彼女の他に一人客きやくが来ているようだ。

　だが、そんな話は波江から聞いてはいないし、沙さ樹きのような取り巻きの少女達にしては、ゴスロリにしてもこのサイズの革靴はあり得ない。

　臨也は目を細めて警けい戒かいし、一いつ旦たん外に出る事も考えたのだが──

　その緊きん張ちようを打ち払うように、部屋の奥からくぐもった声が響ひびき渡る。

「運命とは、実に便利な言葉だとは思わんかね」

　姿は見えないが、その声は確かに臨也に向かって放たれていた。

「様々な偶然を、さも必然であったかのように塗り替える……論ろん理り的なような非ひ論理的なような……それを君のような人間に問いかけたい。果たして運命という存在は必然であるべきなのかとねぇ……」

「無む理り矢や理り運命って言葉を修しゆう飾しよくしたところで、あまり格かつ好こう良くも頭良さそうにも見えませんよ……岸きし谷たに森しん厳げんさん」

「ほほう、何な故ぜ私だと解わかった？　声を覚えていてくれたのかね？」

　声のする方に歩を進めると、客間の中に白いガスマスクをつけた男と、その横に座って渋い顔をしている波なみ江えの姿があった。

　ガスマスクの男──森厳は左手に拳けん銃じゆうを持っており、波江の脇わき腹ばらに突きつけている。更に、右手では臨いざ也やの机の上に置いてあった筈はずのクロスワードパズルを勝手に解いている始し末まつ。

　しかし、そんな光景を見ても臨也は欠片かけらも怯ひるまない。

「マスク越しのくぐもった声もそうですけど……そんな仰ぎよう々ぎようしい喋しやべり方をするのは、私の知り合いでは貴方あなたぐらいです」

「ふむ……ところで、このクロスワードの雑誌はマニアックな問題が多くて中々に痛つう快かいだな。……ウウム、この人名クロスワードの『神の病を描き治すと豪ごう語ごした西洋漢かん方ぽう医の画家』は、……あー……誰だったかな。最初がジで最後がタ。うむ、パス。それと、横のカギの『ドイツのグローワース島出身の芸術家』というのも聞いた覚えがあるのだが思い出せん。カル……カルナ……、なんだったか解るかね？　聞いてあげるから答えて見たまえ」
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「勝手に人の雑誌を読んで悩まないでいただきたいですね」

　クロスワードパズルの雑誌を取り上げながら、臨いざ也やは森しん厳げんの対たい面めんのソファに腰をかける。

「右手で本を読んで左手で銃を突きつけるなんて器き用ような真ま似ねを……っていうか、モデルガンなんか波なみ江えさんに突きつけてなにやってんですか？」

「ほほう……よくぞ見破った」

「!?」

　二人の会話に表情を変えたのは、モデルガンを突きつけられていた波江だった。どうやら今の今まで本物の銃だと思っていたらしい。

「……騙だましたわね」

「フフン、日本国内で私のような一般人がそうそう拳けん銃じゆうを入手できる筈はずがなかろう？　拳銃不ふ法ほう所持は君らが想像しているよりも罪は重いのだぞ？　まあ、波江嬢じようが騙されてくれたおかげで私は無事このマンションのセキュリティを突破することができたわけだが」

「よかったですね。じゃ、お元気で」

　にこやかに言葉のジャブを放つ臨也に対し、森厳はガスマスク越しに笑いながら相変わらずの言葉を繋つなぐ。

「高校の同窓生の父親を、そう邪じや険けんにしないでくれたまえよ。思えば、息子むすこと君と静しず雄お君はいつもつるんで悪さばかりしていたねえ。新しん羅らがああいう風ふうに歪ゆがんで育ってしまったのも、ひとえに君と静雄君という両極きよく端たんな人間に挟まれていたからだと分ぶん析せきしたのだがどうだろうか」

「自分を棚に上げすぎじゃありませんか？　それと、静雄とはつるんでませんが」

「おっと、そうだな。いつも間に新羅が入っている形で、君らは本当に犬けん猿えんの仲だったねぇ」

「……で、何をしにいらしたんです？」

　昔話など聞きたくないとでもいうように、臨也は無表情のまま森厳と向かいあう。

　森厳はそんな臨也の態度を見て、モデルガンを白はく衣いの裏側にしまいながら話かける。

「うむ、まあ、私がここに来た時点で想像は付いていると思うのだが──」




「セルティの首は……一体どこにしまってあるんだね？」
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池いけ袋ぶくろ近きん郊こう　某ぼう廃はい工場




　黄色が、蠢うごめいていた。

　灰色の中に錆さび色を強く浮かせる工場の中で、黄色い布を纏まとった少年達が不ぶ気き味みにざわめいている。普段の集会よりも寧むしろ多い人数が廃工場の屋内を埋め、中心にぽっかりと空あいた円の中で、法ほ螺ら田だや比ひ賀がといった面めん々めんが堂々たる態度で存在していた。

　何ど処こからか持ち込んだ革張りのデスクチェアに腰を掛け、法螺田はそれこそこの小さな集団の王といった雰ふん囲い気きで周囲の黄こう巾きん賊ぞく達を睨にらみ付けている。

「で、法螺田さん。ダラーズのボスはどうします？」

「まあ、まずは門かど田た達から順にぶっ潰つぶしていくまでよ。静しず雄おとあいつらさえ潰しゃあ、後はダラーズなんざ烏う合ごうの衆しゆうだ。あとは、ゆっくりと竜りゆうヶが峰みねって野郎を料理してやればいいさ」

　頭に包ほう帯たいを巻いた法螺田は、下げ卑びた笑いを浮かべながら手の中の黒い塊かたまりを弄もてあそぶ。

　法螺田が持つと余りにも陳ちん腐ぷな存在に見えたが、それは紛まぎれもない凶きよう器きだった。

　黒光りする砲ほう身しんを携たずさえたそれがモデルガンなどではなく、れっきとした本物だという事は、この中にいる者達は嫌という程ほど理解している。

　昨日きのう、静雄を撃うった時に目もく撃げきした者達もいるし、大たい半はんの者は、先日のコンビニ強ごう盗とう事件が法螺田の手によるものだとうすうす勘かん付づいていたからだ。

　それでも通報者が現れなかったのは、確たる証しよう拠こが無かった事と、彼の取り巻きが異常に多く、今では黄巾賊の中でも最大の派は閥ばつとなっていたという事もあるだろう。

　彼が逮たい捕ほされればその派閥は崩れるが、それは同時に黄巾賊自じ体たいの力を弱める事となる。ダラーズとの抗こう争そうが始まるかもしれないという時に、そんな弱体化は致ち命めい的となると判断する者が多かったし──それでも罪を曝あばこうという類たぐいの人間は、そもそもこうした集団には所属しない事が多いだろう。

　ただし、そうした者が全く存在しないわけではなかった。法螺田から正まさ臣おみが裏切ったと知らされた時も、昔からの正臣を知る者はそれを信じようとはしなかった──そうした者達は、今この場にはいないのだが。

　既に午前中か朝のうちに比賀達たちによって潰され、携帯を奪われている者が殆ほとんどだ。正臣の携帯番号もそこから入にゆう手しゆし、法螺田は正臣に先せん刻こく『革命』を宣言した。

　電話を切ると同時に、周囲に集まった黄巾賊達をぐるりと見回し、今までに手に入れた事のない力に酔いながら、嘲あざ笑わらうような声で黄巾賊の新たな『将軍』としての言葉を吐き出した。

「このまま黄巾賊でいいのか、お前ら」

　拳こぶしを握り締め、景気づけに椅い子すの横に置かれたドラム缶を叩たたき付ける。

　思ったよりも小さな音が鳴り響ひびき、法螺田の手の甲こうが軽く腫はれ上がるが、本人はその痛みを隠かくしながら言葉の続きを口にした。

「いいか、俺達はダラーズみてえな寄せ集めの集団たぁ違う。奴やつらには無い、統とう率そつされた力だ。今こそ、あのダラーズの連れん中ちゆうをぶっ潰して、くだらねえ切り裂き魔まの横おう暴ぼうに復ふく讐しゆうしてやろうじゃねえか！」

　完全に『ダラーズ＝切り裂き魔』と決めつけた発言だが、もはや黄巾賊の中にそれを疑う者はいなかった。

「この勢いでダラーズを喰っちまえば、池いけ袋ぶくろどころか東京の中でもトップになれるぜ、解わかるか？　想像しろよ！　街の連れん中ちゆうが全ぜん部ぶ全部全部俺おれらの言いなりになってる姿をよ！」

　いくら少年の喧けん嘩かチームでトップを取ったところで、実際にはより上の力──表おもてでは警察に、裏では暴走族や暴力団に目を付けられて出る杭くいよろしく打ち潰つぶされるのがオチなのだが、それでも法ほ螺ら田だは暴ぼう虐ぎやく的な夢を言い放つ。

　強気な発言を繰り返す法螺田だが──

　内ない心しんでは、かなりビビっていた。

　力に酔う事で、その事実を忘れようとしていた。

　静しず雄おの噂うわさは聞いていたし、怖さも理解しているつもりだった。

　だが、例え袋ふくろ叩だたきだろうが、潰してしまえばそれだけで名が上がる。だからこそ、二十人という些いささか過か剰じようとも思える人数で挑いどんだのだが──

　甘かった。

　半分の仲間を即そく座ざに潰された法螺田は、自分に迫り来る静雄に明確な『死』を感じ取り──恐怖の余り、保険の為ために持ち込んだ拳けん銃じゆうの引金を引いてしまっていた。

　１年ほど前、知人の男が粟あわ楠くす会から拳銃を横流しする計画をしており、その一時的な保管場所を酒に酔わせて聞き出した。そして、こっそりと拳銃一いつ丁ちようと弾だん丸がん一ケースを手にし、あとはそのまま警察に密みつ告こくをした。結果として、計画を立てた者達は粟楠会と警察両方から追われる身となり、法螺田が一丁だけ抜き取った事など確認する暇ひまも存在しなかった。

　計算通りとばかりに、法螺田はそれを脅おどしに使って様々な悪事に手を染めてきたのだが──実際に人を撃うったのは、昨晩の件が初めてだった。

　一発目はバーテン服の脇わき腹ばら部分に穴を穿うがち、思ったよりも強い反動に驚いた法螺田は、無意識のうちにやや下に銃じゆう口こうを向けて撃つと、今度は下過ぎたのか、一発はアスファルトに当たって砕け散り、もう一発は静雄の足へと吸い込まれた。

　足を打たれた静雄は、バランスを崩して前のめりに倒れ伏す。

　たった今、人間離れした暴力を振るった存在が、自分の目の前で膝ひざを付いているではないか。

『殺した』

　そう確信した法螺田は、途と端たんに全身に冷たい汗を噴ふき出させ、震える手を無む理り矢や理り拳銃から引きはがし、慌あわてながら周りの状況を振り返ると、まだ無傷だった黄こう巾きん賊ぞくの面めん々めんが、混乱と恐れの混じった目でこちらの事を見つめている。

　つい数秒前まで静雄に向けられていた視線が、今は自分に向いている。

　そこで初めて『取り返しのつかないこと』をしたと理解したという法螺田は、銃じゆう声せいが聞きつけられた可能性を考えて改めて全身に冷や汗を感じていた。

　──このままここに残っていてはまずい。

　そう判断した彼は──

　静しず雄おの同どう僚りようと思おぼしき男が「おい、手前てめえよ……流石さすがにチャカはシャレになってねえんじゃねえの？」と言いながら迫ってきたのを機に。

「恨うらむんなら、指示を出して俺らにこの拳銃チヤカぁ貸してくれた、紀き田だ正まさ臣おみさんを恨むこったな！」

　と、思いつく限りのデタラメを告げてその場を逃走した。

　静雄にやられた面子めんつを抱えながら逃げる少年達。ドレッドヘアの男はどうやら静雄に駆け寄っているようで、こちらを直ぐに追ってくる気配は無い。

　そして、そのまま逃げて身をくらまそうかと考えていた時に──

　見知らぬ番号から、法ほ螺ら田だの携帯へと電話が掛かってくる。

　警察か、もしかしたら粟あわ楠くす会の人間ではないかとびくつきながら電話を取ると──

　受話器の奥の人間から語られたのは──

　ダラーズのボスと、紀田正臣の関係についての情報だった。




　そして、現在の経緯いきさつに至る。

　法螺田にとって、渡りに船とはこの事だった。

　情報と力を同時に利用すれば、黄こう巾きん賊ぞくを手しゆ中ちゆうに収める事など楽なものだ。そして、後はダラーズを喰う事さえできれば──

　──ああ、そうさ。この人数がいりゃあ……警察や粟楠会の連れん中ちゆうが数人乗り込んできたって、数に任せてなんとかならぁ。

　ほんの数日でいい。この勢力を保てれば、後は粟楠会に話をつけるなり、平へい和わ島じま静雄を撃うち殺した犯人を仕立て上げて突き出すなりできる筈はずだ。

　紀田正臣に拳けん銃じゆうを握らせて、山かどこかに埋めてしまうのも手だろうとすら考える法螺田。

　手にした拳銃を見つめながら、歪ゆがんだ笑みを浮かべていると──

　ふいに、入口付近がざわめきだした。

　──まさか、もうサツが来やがったのか!?

　慌あわてて立ち上がり、手て駒ごまである比ひ賀が達へと命令を下そうとしたのだが──

　入口に現れた影を見て、法螺田は別の意味での驚きに包まれた。

「てめえ……なにしに来た？」




　入口に立っていたのは、つい先せん刻こく追放と処刑を宣言したばかりの少年だった。

　汗をぬぐい、荒れた呼吸を整えながら──

　少年達の間に視線を縫ぬわせ、紀田正臣は即そく座ざに少年達の『中心人物』にあたりをつける。

　そして、その人物──法螺田の姿を確認すると、彼の全てを力強く睨にらみ付けた。

「は？　わけわかんねぇよ。クビだってさっき言ったし、明日あした以降処刑宣せん言げん出すっつったよな」

「なら……今日はまだ出てないって事だろ？」

　ニヤリと不敵な笑みを浮かべながら、正まさ臣おみは静かに言葉を紡つむぎ出す。

「あんたの『革命』とやらに納なつ得とくがいかなくてね、裏切り者として扱われるんなら、せめて昔からの仲間にボコられるかとも思ったけどよ……」

　それから再び周囲の少年達を見回して、正臣は堂々と自分の見解を述べた。

「どういう事よ？　俺の知ってる奴やつが異常に少ないんだけど」

　先せん刻こく携帯に連絡をとって不通だった面めん々めんの姿は、この工場内には一いつ切さい見受けられなかった。

　それがどういう事を意味するのか、それが解わからない程ほど正臣は愚おろかではない。

　表情から少しずつ笑みを薄らせ、声のトーンを落として尋たずねかける。

「お前ら……まさか」

　数少ない顔かお見み知しりは、気まずそうな表情で集団の後ろの方に位置しており、代わりに、見たことのない面子めんつが率そつ先せんして正臣の事を囲んでいた。

　圧倒的な戦力差さに余よ裕ゆうを感じたのか、法ほ螺ら田だは寧むしろ先刻よりも落ち着いた声で正臣に対して声を掛ける。椅い子すからは一歩も動かず、それでいて正臣の事を見下すように。

「まあ、俺がトップになるのに反対しそうな連れん中ちゆうは、何な故ぜか変な集団に闇やみ討うちされて、携帯もぶっ壊されて療りよう養よう中らしいぜ。夕べから今までの短い間にな」

　もはや誤ご魔ま化かすつもりの全くないとぼけ方に合わせ、法螺田の顔に下げ卑びた笑みが広がった。

「おお、おっかねえ。ダラーズの仕し業わざに違いねえや。そうだろお前ら」

　彼が手を挙げると、正臣を囲んでいた面々が一いつ斉せいに笑い出す。

「これから……どうする気だよ」

「あぁ？　まあ、まずは手前てめえをリンチして……そうだな、手前を餌えさに、ダラーズのボスの帝人みかど君とやらを呼び出すか」

「手前……」

「はッ！　バカだよなぁ！　オトモダチの為ために来たのかもしれねえが、わざわざ人ひと質じちになりに来てくれたようなもんだ！　いっそ俺も、泉井さんみたいにあれやってみっかな！　手前の足の骨を折って、『さて問題です』ってよぉ！」

　刹せつ那な、正臣の動きが止まる。

「お前、今……なんつった？」

「ああ？　だから手前を使ってダラーズのボスを潰つぶすっつってんだよ！　ダラーズのシステムの利点は、ボスの姿をダラーズの連中すらほとんど知らねえことにある！　だから、俺らがその情報網もうだけを乗っ取って──いいように指示を出していきゃぁ、ダラーズは知らない内に俺らの手て駒ごまってわけだ！」

「違う、お前……今……泉いずみ井いって言ったか？」

　目を見開いて、拳こぶしを強く握り締めながら尋たずねる正臣。

　その脳のう裏りに響ひびくのは、かつて電話越しに聞こえてきた下卑た問いと──沙さ樹きの悲鳴。

　正まさ臣おみの変化をニヤニヤと眺ながめながら、法ほ螺ら田だは楽しげに声を荒げて言い放つ。

「ははッ！　その後はそうだなぁ！　ちょっと黄こう巾きん賊ぞくとして色々悪さぁやりすぎちまったからよぉ！　チームの名前も色もガラリと変えようと思うんだよ。……そう、今の手前てめえの顔みたいな、真まっ青さおな色になぁ！」

「お前……いや、お前ら……まさか……」

「やっと気付いたか。ああ、そうさ。ここに居るのは──」

　唇くちびるを震わせながら呟つぶやく正臣に対し、法螺田は止めの言葉を吐き出した。

「手前の大嫌いな『ブルースクウェア』のメンバーだよ！　残党なんていけすかねえ呼び方すんじゃあねえぞ！　今や黄巾賊は俺らが喰っちまったんだからなぁ！」

「……」

「ったく、本当に……青い布を外した途と端たんに、仲間になりたいっつったら簡単に受け入れてくれたぜ、お前らの仲間はよぉ。手前が戻ってきたって聞いた時はちょいとヤバイと思ったが、手前全ぜん然ぜん気付かねえんだもんなぁ！　所しよ詮せん手前にとって黄巾賊はその程度の奴やつらだったっつう事だろうよ、ハハッ……ヒャハハハハハッ！」

　法螺田の笑いに合わせて、周囲の笑い声は更に膨ふくれあがって、ひとつの巨大な音の塊かたまりとなって正臣に襲おそいかかった。




　完全な嘲ちよう笑しようの中に曝さらされた正臣は、暫しばらく無言を貫つらぬいていたが──

　やがて顔を上げると、先せん刻こくまでとはまた違う目つきで法螺田や比ひ賀がを睨にらみ付けた。

　ただ、先刻までの怒りに満ちた表情ではなく──その瞳ひとみの中には何かを悟さとったような、静かな覚かく悟ごの色が満ちている。

　急に雰ふん囲い気きの変わった正臣を見て、法螺田はゲラゲラと笑いながら問いかける。

「どうした？　いよいよ土ど下げ座ざでもする気になったか？　まあ、助けねえけどな」

「いや……なんかさ、逆にスッキリしたよ」

「あ？　なんだぁ？」

「俺は……ダラーズにも登録してるし、黄巾賊の一員でもある」

　一歩前に進みながら、自じ虐ぎやく的な言葉を呟き始めた。

「だが、黄巾賊は首になって、ダラーズも信じられない今の俺は──ただのナンパな高校生だ」

　また一歩進み、周囲の少年達が警けい戒かいの色を強め始める。

　包ほう囲いを一回り狭めながら、正臣が逃げられないように何人かの人間が入口の扉に鍵かぎをかけた。

　しかし、茶ちや髪ぱつピアスの軽けい薄はくそうな少年は──全く動じた様よう子すを見せずに、穏おだやかな声で次の一言を紡つむぎ出す。




「だから、ここに来た」




　更に一歩。更に一歩。

「俺は、ただの紀き田だ正まさ臣おみだ」

　更にまた一歩、確実に法ほ螺ら田だへと近付きながら、言葉には徐じよ々じよに力を増していく。

「だから……だから俺はここに来た！」

　何のしがらみもなく、大事な奴やつを護まもる為ために──正臣は、更に一歩を踏み出した。

　静かに正臣が足を踏み出すごとに、確実に周囲の緊きん張ちよう感かんが増していく。

　だが──気圧ししているのは、寧むしろ正臣の方だった。




　──ああ、そうだ。この状況は──俺の過去だ。

　俺を追い続けた俺の過去が、いつの間にか俺を追い抜いていきやがった。

【逃げられないって、どう足あ掻がいても。どこに行こうが過去はついて回る。例え君が全て忘れようとも、あるいは死んで消えてなくなってしまおうと、過去って奴はおかまい無しに君の事を追い回す。ひたすらひたすらひたすらひたすら。……何でだか解わかるかい？】

　かつて病院の中で聞いた言葉と共に、正臣の中には様々な人間の顔が思い浮かぶ。

　杏あん里り、帝人みかど、門かど田た、遊ゆ馬ま崎さき、狩かり沢さわ、サイモン──

　そして、沙さ樹き。

【寂しいからさ。過去や思い出や結果って奴は、とても寂しがり屋な連れん中ちゆうでねぇ】

　正臣は臨いざ也やの言葉を思いだしながら、独り言のように呟つぶやいた。

「だったら、今度は俺が自分てめーの過去を追う番だろ」

「あぁ？」

「過去は寂しがり屋らしいからよ──早く、追いついてやらないとな」

「何わけかわかんねえ事ぬかしてんだよボケがぁ！」

　この状況で物もの怖おじせずに近づいてくる正臣に苛いらついた法螺田が、横にいた少年の一人が手にしていたバールを奪い取り、正臣の顔面へと投げつけた。

　正臣はそれを避けようともせず、釘くぎ抜ぬきの部分が額ひたいを傷つける。

　だが、少年は少しも怯ひるまずに、身体からだから落ちていくバールを右手で掴つかみ止めた。

　額から顔の横に血が伝うが、それをぬぐうことなく、更に一歩。

「俺はな、殺される覚かく悟ごだけでここに来たわけじゃない」

　少年の手にしているものは、明らかな凶きよう器き。

　自分の手で与えてしまった事になるが──法螺田は今の正臣がそれを握っている事に、ほんの僅わずかな不安を覚えた。

「俺は──殺す覚悟をしてきたんだよ。まあ、そのなんだ。具体的に言うとアンタをな」

　そして、不安は恐怖へと変わる。

　自分の方が遙かに年上なのに、

　体格もこちらの方が喧けん嘩か向きなのに、

　こちらは拳けん銃じゆうという最高の『力』を持っているのに、

　笑いがこみ上げる程ほどの、圧倒的な戦力を抱えているというのに──

「何度だって言うぜ」

　正まさ臣おみが一歩近づく度たびに、法ほ螺ら田だの中にひとつの『可能性』が膨ふくれあがる。

「だから俺は、ここに来た」

　更に一歩。そして、更に一歩。

「それは、誰にも否定させねぇ！」

　法螺田は可能性の正体を確信する。

　自分が──目の前の少年を袋ふくろ叩だたきにするよりも先に、彼の手によって殺されるかもしれないという、ほんの僅わずかな可能性。

　それを理解した瞬しゆん間かん、不安は恐怖へと明確な変化を遂とげた。

　刹せつ那な、命令という形をとった悲鳴が、法螺田の口から叫び上げられる。

「手前てめえらなにしてる早くこのバカをブっ潰つぶせぇええぇッ！」

　同時に──法螺田と同じような不安を抱えて硬こう直ちよくしていた少年達のタガが外れ──




　数の暴力が、正臣へと勢いよく押し寄せた。





♂♀






新しん宿じゆく　某ぼうマンション




　波なみ江えに差し出された紅こう茶ちやの湯気と香りをガスマスク越しに吸い込みながら、森しん厳げんは淡たん々たんとこれまでの経緯いきさつを語り出す。

「いやあ、波江嬢じようが逃げた後、直ぐに矢や霧ぎり製薬はネブラに合がつ併ぺい吸収されたろう？　その後、首というか波江君の行方ゆくえを会社が独自に調査していたら──近所のホテルを転々としていて君の所に通っている彼女が見つかったわけだ。そこで、今日彼女が来る時を見計らって、ちょいとこのモデルガンで脅おどして一緒に入ったというわけだよ」

「臨いざ也や、警察を呼ぶべきじゃない？」

「おっと、そんな事をしたら困るのは君らじゃないかね？　私の証言に基づいて捜そう索さくしたら、部屋から若い女の生なま首くびが……。なるほど、切り裂き魔まに代わる一大センセーションにはなりそうだ。私もネットの掲示板で必死に自じ作さく自じ演えんを繰り返して盛り上げる事としよう」

　朗ろう々ろうと嫌がらせの内容を語る森厳に対し、臨也は冷静な笑顔を浮かべたまま紅茶を啜すする。

「やっぱり新しん羅らの歪ゆがんだ性格は貴方あなた譲ゆずりだ」

「褒ほめても何もでんよ。寧むしろ君がとっとと首を出したまえ」

「なんなの、こいつ……」

　明らかに嫌けん悪お感かんを示す波なみ江えとは対照的に、臨いざ也やは慣れているとでも言うように、淡たん々たんと森しん厳げんの言葉に対応した言葉を紡つむぎ出していく。

「さて、出せ、と言われれば『さて』と答えるしかないわけですが……そうしたら、どうなるのか気にはなりますね」

「そうなれば、近い内にこのマンションに集団強ごう盗とうが入るまでだよ……と言ったらどうするね」

「ならば、あなたは今日ここに来るべきではなかった。その場合、明日の朝にはこの部屋は綺き麗れいな空あき部屋となっているでしょうから」

　二は十た歳ち以上も年上の男に対し、物もの怖おじせずに答える臨也。

「ふふん……まあ、冗じよう談だんだ。正直な話、首を直ぐに取り戻す必要はない」

「ほう？」

「セルティ君の映像が実際にテレビで放映された事に、我が社の上層部は少なからず驚きを見せていてね。首よりも先に、身体からだを研究すべきではないかという結論が出たのだよ」

　淡々と重要機き密みつらしき事を口走る森厳に、波江は相手の正気を疑った。

　臨也は森厳の話を値ね踏ぶみするように聞き続けていたが、やはり相手の意図が判断できないといった表情を浮かべている。

「そして、私は首の行方ゆくえは目下捜そう索さく中ちゆうという事にしてある。何やら君は、首に対して我々とは別種のアプローチを仕掛けようとしているようだからねえ。ヴァルキリー＝デュラハンという説を念ねん頭とうに置いて、首をある種の勢力間抗こう争そうという特殊な環かん境きように置いて独自に目覚めさせようとは、中なか々なか面白い事を考える」

「おや……盗とう聴ちよう器きは全部外はずしたと思っていたんですけどね」

「……冗談で言ったつもりだったのだが。本気か？　そんなマイナーな説を……」

「……」

　どこまでが本気か解わからない男の表情を読もうとするが、冗談のようなガスマスクがそれを完全に妨ぼう害がいしている。

　臨也は諦あきらめたように溜ため息いきをつきながら、現状で自分が試みている事について切り出した。

「ま、色々試していますよ。いざとなったら本当に紛ふん争そう地域にでも持って行くしかないと思っていますが──とりあえず、協力態たい勢せい、という事にできれば嬉うれしいですね。科学的な変化の観察は、やはり設備がないこちらとしてはどうしようもありませんから」

「ふむ……まあ、色々試してみたまえ。私に話を通せば、我が社の施設に招待するがね。当然ながら君の事は監かん視しさせて貰もらうが……正直、君の行為には興味があるのだよ。神話的な視点から実験しようなどという者は周囲にはいないのでね。私も含めてだが」

「それはどうも」

　苦にが笑わらいと共に紅こう茶ちやを啜すすり、臨いざ也やはその笑みを不ふ敵てきなものに変じさせて、森しん厳げんに対して語り始めた。

「今回、ちょっといいところまで行きかけたんですよ。いくつかのチームの敵てき対たい構造を煽あおって、互いにつぶし合わせようとしたんです。しかもそれぞれのチームの中心人物が、お互いに親友もしくは想おもい人びと同士ときた」

「ほう」

「彼らは闘いの渦うずに呑まれた中で、互いの事を思いながら闘う運命に落ちていく……しかも、そのうちのひとつはセルティと同じように、この世から一歩隔かく離りした存在です」

「もしやそれは……罪さい歌かのことかね？」

　話を聞いた森厳は、ガスマスクの奥で楽しげに口を歪ゆがませる。

「それは、首に対する実験というよりも──単に、君きみ自身が見たかっただけじゃないのか？」

「否定はしませんよ」

「ふむ……で、いいところまで行きかけた、と。そう表現するという事は、結局は上う手まくいかなかったのかね？」

　森厳の問いかけに、臨也は余よ裕ゆうのある溜ため息いきをつきながら答えを返した。

「どうせ、解わかっているんでしょうけど……」




「セルティが……その三人のうち二人と、必要以上に関わり過ぎちゃってるんですよ」





♂♀






池いけ袋ぶくろ　某ぼう所しよ




　アパートに帰り着いた帝人みかどは、まずは杏あん里りの家に向かおうとしていた。

　些いささか緊きん張ちようしながら、杏里の家に行く仕し度たくを整えていた少年の耳に、聞き間違える筈はずのない嘶いななきが聞こえてきた。

「……セルティさん？」

　この都会の真ん中で、馬を思わせる嘶きがしたとなればセルティの黒バイク以外には考えられない。

　それが帝人のアパートの前で鳴り響ひびいているという事は、即すなわち帝人になんらかの用事があって訪れたに違いない。

　──だけど……どうしてこんなタイミングで？

　久しぶりの『非日常』の訪問に対して、帝人は嬉うれしさの反面、ちょっとした不安と違い和わ感かんも覚えていた。

　もしかして、杏あん里りと正まさ臣おみに何か関係があるのだろうか？

　帝人みかどは胸きよう中ちゆうに些いささかの不安を覚えながら、部屋のドアを開け放つ。

　扉の前でチャイムを押そうとしていたセルティは、少しバツの悪そうな顔で呼よび鈴りんから手を引っ込めた。

「ああ、セルティさん、どうしたんですか……！」

　いつも通りの朗ほがらかな表情を見せた帝人を見て、セルティは緊きん張ちようした空気を纏まといながらＰＤＡを差し出した。

『唐とう突とつな事を聞くが──お前、園その原はら杏里の事──好きか？』

「えッ……？」

　久しぶりに会ったというのに、一体なにを聞いてくるのだろう？

　そして、杏里について感じていた不安が的てき中ちゆうしてしまったようで、色々な意味で帝人の心は焦しよう燥そうに包まれる。




　帝人の混乱は表情を見ただけで痛い程ほど理解できた。

　だが、詳しい事情を説明してからよりは──何も事情を知らない段階で、ひとつの事実を確認しておきたかった。

　そのために、セルティは更に追い打ちを掛けるような問いを投げかける。




『あの子の幸せの為ためなら──お前の全てを打ち明ける事ができるか？』





♂♀






新しん宿じゆく　某ぼうマンション




「なるほど……セルティ君ぐらいの『力』と『コネ』を持つ者が、それぞれの正体のうち二人について知っているとなれば……確かに、君の望む泥どろ沼ぬまの抗こう争そうはできないかもしれないね」

　ガスマスクの隙すき間まからストローを差し込んで、さめかけた紅こう茶ちやをチビチビと飲む森しん厳げん。

　巫ふ山ざ戯けているとしか思えない外見の森厳だったが、紅茶を飲み干ほすと同時に、真剣な声になって臨いざ也やに向かって語りかける。

「ひとつ、アドバイスをしよう」

「ほう」

「もしも、この東京で擬ぎ似じ的な抗争を引き起こしてセルティの首……もしくは魂たましいを刺し激げきしようと言うのならば、他者の争いに彼女を巻き込むのではなく──彼女の身体からだを中心として、周囲の方を災さい禍かに投げ込むのがいいのではないかね」

　物もの凄すごく残ざん酷こくで冷れい徹てつな事を言っているように感じられるが、臨いざ也やは僅わずかに唇くちびるの端はしを釣つり上げながら、「そのつもりですよ」とだけ呟つぶやいた。

　それを聞いた時の森しん厳げんの表情は如い何かなるものだったのか──ガスマスクの中の様よう子すは窺うかがいしれず、ただ、不ぶ気き味みな沈ちん黙もくだけが薄暗い室内を支配する。

　沈黙に耐えかねたわけでもなかったが、臨也がその沈黙を打ち破るように、改めて現げん在ざい自分が関わっている事件について語り出した。

「しかし……今回の件は、本当に興味深いんですよ。物もの凄すごく仲の良かった三人が、それぞれ秘密を抱えていたのに……偶然と、ほんの少しの悪意……まあ、主に俺ですけどね。そんなものが重なって……まさに理想に近い形で互いの秘密が知らされた。もっとも、完全に抗争が泥どろ沼ぬまになってからだったら、本当に『最悪』だったんですけどね」

「……最悪なのはあなたの性格でしょ」

　波なみ江えがボソリと呟いたが、臨也は敢えて聞かない振りをした。

　一方で、彼の話を脳内で整理していた森厳は、やはりどこか格かつ好こうを付けた物言いで、自分なりの意見を固めていく。

「なるほど。悪意の偶然が積み重なり、誤ご解かいが誤解を生んでいく……確かにそれは、偶然と呼ぶには相応ふさわしくない程ほどにこの世の中に溢あふれている。まるで人間の性さがだとでも言うかのようにね」

　計らずも『偶然の連れん鎖さ』の一部となっている森厳は、それを知ってか知らずか、全ての事じ象しようを上から見ているような物言いで呟いた。

「さて……私はそろそろ帰らせて貰もらうが……ひとつだけ覚えておきたまえ、情報屋」

「なにをです？」

「偶然の連鎖は、決して悪い方向だけに転がるものではないという事をね」





♂♀






廃はい工場　内部




　呻うめき声が響ひびきわたり、正まさ臣おみの傍そばに再び黄こう巾きん賊ぞく……あるいは、ブルースクウェアの少年の身体からだが転がった。

　正臣の周囲には、既に十人以上の少年達が地面に倒れ伏しており、それぞれ腕や足、あるいは頭などを押さえて蹲うずくまっている。

「おぃ……たった一人だろうがよ！　何をもたもたしてやがんだ！」

　気付けば──法ほ螺ら田だは、いつの間にか椅い子すから立ち上がっていた。

　銃を手に握り締め、近づいてくる正臣から遠ざかるように一歩後ろへと下がってしまう。

　仲間達が一いつ斉せいに襲おそいかかった時、即そく座ざに勝負が付いたと確信したのだが──

　蓋ふたを開けてみれば、未だに正まさ臣おみは立ち続けているではないか。

　当然ながら、正臣も無む傷きずではない。しかし、強烈な一いち撃げきを与えるのは常に正臣の方だった。

　組織戦などを行った事のないにわかチームの面めん々めんは、先せん刻こく気け圧おされた事を振り払う為ために、法ほ螺ら田だの声によって一斉に飛びかかった。三、四人で相手の死角から攻撃するわけではなく、それこそ、すし詰めのようになった状態で一気に鉄パイプなどを振り上げようとしてしまったのだが──互いの身体からだが邪じや魔まをしあい、自然と威い力りよくは半はん減げんしてしまう。

　対する正臣は、手にしたバールを振り回すのではなく、まっすぐになった方を相手に向けて、肋ろつ骨こつや鎖さ骨こつを、ヒジを狙って叩たたき込む。

　無む駄だな動きがないというだけではなく、正臣の攻撃には一切の容よう赦しやが無かった。

　本当に、その一撃で相手の身体を刺し貫つらぬいてしまっても構わないとでも言うかのように。

　容よう赦しやない一撃が振るわれる様よう子すを見て、黄こう巾きん賊ぞく達は一いつ瞬しゆん自分から突とつ撃げきする事を躊躇ためらい、その隙すきをついて、今度はバールを思い切り横に振り回す。やはり、一切の容赦も躊躇いもなく。

　当たれば間違いなく重傷となるであろう攻撃に、誰が先に飛びかかるというのか。互いの顔を見合わせれば、見合わせた者からバールの一撃を喰らって悶もん絶ぜつする事となり、倒れて呻うめいている者達の身体は、そのまま周囲の者達を牽けん制せいする為の障しよう壁へきとなった。

　更に。法螺田の方に誤ご算さんがあったとすれば──単純に、正臣の力を軽く見ていたという事にもある。

　日和ひより見み主義者のリーダーだと法螺田は判断していたが、そもそも黄巾賊は正臣の喧けん嘩かの強さによって集められた集団だ。場合によっては、一対多数の闘いも何度か経験しているのだろう。

　しかし──当然ながら、正臣の身体には確実にダメージが蓄ちく積せきしている。

　額ひたいから流れる血は既に何本の筋すじを作っているであろうか。肋骨に叩き込まれた鉄パイプの一撃以降、動きが確実に鈍っている事から──既に何本か骨にヒビが入っているかもしれない。

　だが、正臣は倒れない。

　どれだけ打撃を喰らっても、一歩一歩確かく実じつに法螺田の元へと近づいていく。

　一方で、法螺田の周りに集まってバリケードを作ろうという人間は殆ほとんどいない。ただ、何の考えもなく突っこんでは同じ事を繰り返しており……半分ほどの人数は遠とお巻まきに眺ながめるだけで、飛びかかろうとすらしていない。

　──こ、この役立たずどもが……。

　しかし、ここで率そつ先せんして逃げるわけにもいかず──

　法螺田の脳のう裏りに、再び『死』の可能性が頭をよぎる。

　──い、いざとなりゃあ……。

　彼は拳けん銃じゆうを握り締めながら、二人目の犠ぎ牲せい者を出す事を考え始めていた。

　この状態で撃うてば確実に相手は死ぬ事になるだろうが、その時はその時だ。

　いっそのこと、もう撃うってしまおうか？

　冷静な判断ができなくなっていた法ほ螺ら田だは、唾つばを飲み込みながら銃を静かに握り締めるが──その瞬しゆん間かん、事態が僅わずかに進展した。

「死ねぁッ！」

　少年の一人が振り下ろした鉄てつ筋きんが頭を直ちよく撃げきし、正まさ臣おみはそのままドウ、と地面に倒れ伏す。

「あ……？　へ……へへ、へへはぁッ！　っんだよ、ビビらせてんじゃねえよ糞くそ野郎がぁ！」

　法螺田は銃を握る手を緩めながら、倒れて動かなくなった正臣へと近づいていく。

　そして、そのまま自分でとどめを刺すべく足を振り上げたのだが──

　正臣の身体からだが瞬しゆん時じに跳ね上がり、バールを法螺田の顔面に向けて振り下ろそうとした。

「うおあぁぁ！」

　だが、正臣の膝ひざからガクリと力が抜けおち、あと一歩というところでバールの先せん端たんが宙を斬きった。

「ひひゃぁぁぁッ！」

　しかし、完全に半はん狂きよう乱らん状態になった法螺田は止まらない。

　怯おびえる犬のように飛びのきながら、膝をついた正臣に向かって拳けん銃じゆうを向け──




　銃じゆう声せいの代わりに、鋭い金属音が響ひびき渡った。




　法螺田の手に衝しよう撃げきが走り──手に握っていた拳銃が空中高く舞い上がり、そのまま工場の一部に落下する。

　何が起きたのか、正臣にも解わからなかった。

　法螺田の周囲にいた男が、手にしたナイフを唐とう突とつに振るい上げ、人間離ばなれした勢いで法螺田の手にした拳銃をはじき飛ばしたのだ。

　硬こう直ちよくする法螺田を前に、ナイフの男は淡たん々たんとした調子で語りかける。

「いや、すいません。この人を殺すと、なんか『母かあさん』が悲しむらしいんで。自己判はん断だんで動きました。はい」

「あぁ？　てめえぁ！　なんのつもりだぁ……あ、あぁ……ああぁ？」

　その男の顔を見た少年達は──皆、ぎょっとした顔をして後じさった。

　ナイフを持った男の目は──白目が全て充血しているかのように、ただひたすらに深く深く赤い目をしていたからだ。

　その様よう子すを見ていたナイフの男は、周囲をぐるりと見渡し──無む機き質しつな声で、告げる。

「いや……解るんです。すいません。『母さん』、すぐ近くに来てるみたいなんすわ」




　次の瞬間──工場の入口の方から激しい衝撃音が響きわたった。

　全員がそちらに目を向けると、入口にかけられた錠じよう前まえが、綺き麗れいに吹き飛ぶ姿が見えた。

　包ほう丁ちようで切られた野菜のように、二つに分かれた鍵かぎが地面に落ちると同時に──工場の扉が勢いよく開かれる。

　そして──正まさ臣おみは見た。

　入口から、一昨日おとといの夜と同じ日本刀とうを構えた少女が飛び込んできて──

　袋ふくろ叩だたきに遭あっている自分の姿を見るなり、

「紀き田だ君！」

　と叫んで、駆け寄って来る姿を。

「え……？」

　──なんで杏あん里りがここに。

　──なんで杏里が……あんな……日本刀とうなんてよ。

　正臣の世界がグラリと揺れる。

　流石さすがに「杏里＝切り裂き魔ま」という構図をこの状況で組み立てるには至らなかったが、杏里と日本刀という違い和わ感かんの塊かたまりのような組み合わせに、少年の心は激しい混乱に突き落とされる。

　そして──混乱に止めを刺すべき存在が、正臣の前へ轟ごう音おんと共に現れた。




　杏里が正臣の前に立つのとほぼ同時に、工場の敷しき地ち内に激しい嘶いななきが響ひびき渡る。

　──黒バイク！

　何な故ぜここに杏里が現れるのか。

　何故、一昨日の女が持っていた日本刀と同じものを持っているのか──

　何故、このタイミングで黒バイクの嘶きが聞こえてくるのか──

　疑問はいくらでも湧わいて出る。混乱が尽きる事はないし、この状況では考える暇ひますらない。

　だが、彼を最も困こん惑わくさせ、死をも覚かく悟ごしていた決心を鈍らせたのは──

　嘶きに続いて現れた黒バイクと、その背にのって現れた少年──

　それは、今、一番顔を合わせ辛づらく──一番話をしたい少年だった。

「正……臣……？」

「みか……ど……？」





♂♀






20分前　池いけ袋ぶくろ　某ぼうマンション




「えっ……」

　セルティが女だと聞いた瞬しゆん間かん、杏里の中に様々な感情が横切った。

　しかし、杏あん里りがその感情の正体を纏まとめるよりも先に、隣となりの部屋から物音がして彼女の思し考こうは中断される。

　杏里が寝ていたのとは別の部屋で、マンションの一番奥にある部屋だ。

「あれ？　もう目が覚めたのかな……結けつ構こう強い鎮ちん静せい剤を喰らわせてやったのに」

　物ぶつ騒そうな事を言う新しん羅らに杏里は目を丸くしたが、今は物音の正体を知る方が優先だとばかりに、奥の部屋へと続く扉に意識を集中させる。

　すると、扉がゆっくりと開き、奥から一人の男が顔を出した。

「おい、俺のグラサンどこだ」

　奥から姿を現したのは、ワイシャツを羽は織おった金きん髪ぱつの男の姿だった。

「やあ。丁ちよう度どさっき、君の弟がテレビに出てたよ。映画主演だって？　おめでとう」

「あー、幽かすかか。そういや前にんなこと言ってたな」

　普通の会話をしている二人の男の間で──杏里の全身の鼓こ動どうが跳ね上がる。

　彼女の内より沸き上がる『呪のろいの言葉』が、今までに無い強烈な『歓声』をあげたからだ。

　その瞬しゆん間かん、彼女は理解し、思いだす。

　２週間ほど前、初めてセルティと出会った時に、罪さい歌かの『孫まご』の一人を、圧倒的な力で叩たたき伏せていた男の事を。

　完全に硬こう直ちよくしている杏里には気付かず、新羅は呆あきれたように目の前の男に問いかけた。

「ていうかさ、静しず雄おさぁ……君は撃うたれて足と脇わき腹ばらの筋肉の一部が激しく損そん傷しようしてたわけだけど……。なんでもう普通に立って歩いてんの？」

　自分の人生を否定されたとでもいうような表情で語る闇やみ医者に対し、男──平へい和わ島じま静雄は、僅わずかに眉まゆ根ねを寄せ上げて言葉を返す。

「なんでって……立って歩けるからに決まってんだろがよ」

　微び妙みように噛かみ合わない会話をする男の姿を見て──杏里の中の『呪いの言葉』はますます激しくざわめき出した。

　杏里はそんな言葉を『額がく縁ぶち』の内側へと追いやり、かつて自分の事を切り裂き魔まから助けてくれた男に語りかけた。

「し……静雄さん……どうして……ここに？」

「ん……？　あー……。ヤベ、誰だっけ」

　杏里の事が思いだせないのか、本気で悩み始めた静雄。そんな彼を余よ所そに、新羅の口から杏里が寝ている間の経緯いきさつが説明された。

「ああ、彼ね、昨日きのう銃で撃たれたんだってさ。足と脇腹に弾だん丸がんくらって、バランス崩してすっ転んでる間に撃った奴やつらに逃げられてんだよ、間ま抜ぬけだよねぇ」

「……死ぬか？」

「心の底から御ご免めんなさい」

　静しず雄おにひと睨にらみされると同時に土ど下げ座ざする新しん羅ら。

　結けつ局きよく静雄は杏あん里りの事を思いだすのを諦あきらめたようで、

「いやな、最初は雨で滑って転んだんだと思ってたんだよ……。そしたら、なんか腹と足からドクドク血が出ててな。ああ、撃うたれたのかって気付いて、じゃあ相手をぶっ殺すかと思ったら……なんかもう、あいつら全員逃げ出しててよ。そしたらトムさんが、医者にいっとかねえと鉛なまり中毒で死ぬとか恐い事言うから……」

「なんでそこで闇やみ医者の俺を頼るかね。君の身体からだ切るのにメスが何本かイカれたしさ」

「銃じゆう創そうってのは、警察に色々聞かれたりするから面めん倒どうなんだろ？　だったらお前に頼んだ方が安いと思ってな」

　あっけらかんと答える静雄に対し、新羅は大きな溜ため息いきをつきながら尋たずねかけた。

「ていうか、どうするのさこれから」

「決まってんだろ」

　新羅の問いに対し、何を聞いているんだと言わんばかりの表情で答えを返す。

　それが、杏里にとってどれだけ残ざん酷こくな意味を込めているのかも気付かずに。




「俺を撃うちやがった奴やつと──それを命令したっつー、紀き田だ正まさ臣おみって野郎をぶっ殺すだけだ」
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現在　廃はい工場内ない部ぶ




　そして、杏里はここに来た。

　静雄の強さは知っている。このままでは正臣は静雄に殺されてしまうと考え──静雄を説得するよりも先に、正臣を逃がした方が得とく策さくだと判断した。静雄と新羅は何か話しているようだったが、既に耳には入っておらず、杏里は即そく座ざに『子』である黄こう巾きん賊ぞくのメンバーへとメールを入れた。

　そこで彼女は、黄巾賊が現在例れいの廃工場に集まっているという情報を入手し、止める新羅を振り切り、その足でこの場所まで駆けてきたのだが──

　メールには、肝かん心じんの情報が記されていなかった。

　組織内に革命が起こり、正臣は既に黄巾賊から追放されていたという事を。




「紀田君！」




　杏あん里りが堂々と己おのれの正体を晒さらし、正まさ臣おみを護まもるかのように立ち塞ふさがった時──




「正臣!!　園その原はらさん!?」




　セルティの背に乗った帝人みかどもまた、バイクの後こう部ぶ座席から工場内の状況を確認し、驚きよう愕がくの表情で二人の名前を叫びあげていた。

　何しろ一人は物ぶつ騒そうな刃は物ものを持ち、一人は既に血だらけの状態である。

　状況を理解するよりも先に、感情だけが先走って二人の名を大たい呼こしていた。

　帝人はそのままバイクから飛び降り、血だらけで膝ひざをつく正臣の元へと駆け寄っていく。




　そして、セルティもまた──複雑な思いで状況を見つめていた。

　──なんだこれ。

　──どういう……状況なんだ？

　新しん羅らから『杏里ちゃんがなんか携帯のメール見て駆け出した。今走っておっかけてるけど……多分、例の廃はい工場の方角っていうかもう駄だ目め、息が……ッ。ていうか、速っ！　杏里ちゃん、足、速っ！』という電話を受け、帝人を後ろに乗せたまま、廃工場に向かってバイクを走らせた。

　走りながら、ＰＤＡで帝人に、

『どんな嫌な光景でも、受け入れる覚かく悟ごはあるな？』

　という文章を見せた。

　セルティの想像では、黄こう巾きん賊ぞくを従えた正臣という少年と、日本刀とうを持った杏里が対たい峙じしている姿の事を言っていたのだが──

　──そう思って連れてきたのに……こりゃ一体、何がどうなってるんだ？

　黄巾賊のボスであった筈はずの正臣が、何な故ぜ同じ黄色い布の仲間達にリンチされているのだ。




「確かに……これは最悪の光景だよ……」

　正臣の姿を見て、帝人が思わずそう叫ぶ。

　何故正臣が黄巾賊達たちにリンチに遭あっているのか、そして、杏里はどうして日本刀を携たずさえてこの場所にいるのか──

　気になる事は山やま程ほどあった。

　そして、それは残る二人にとっても全く同じ思いであろう。

　黄巾賊

　ダラーズ

　切り裂き魔ま

　三つの記号が三人の頭の中に浮かび上がりかけたが──互いの顔を見た瞬しゆん間かんその全てが吹き飛んだ。

　それまで互いが得ていた情報の全てが──

　お互いに抱きかけていた様々な疑ぎ念ねんが──

　心の底から、どうでもいいと確信し、

　今はただ、互いの身の無事だけを考え続け、動き出す。




　混乱していたのは三人だけではなく、法ほ螺ら田だ達とて同じ事だった。

「出やがったな黒バイク……くそッ……なんだかよく解わからねえが、お前ら、こいつら全員砂すなにしちまえ！　その手ぶらのガキを人ひと質じちにでもしろ！」

　そう叫ぶのと同時に──

　集団の中から、ひとつの声が沸き上がる。




「今だ……裏切れ！」




「……あ？」

　法螺田が、その叫びの意味が解らずに周囲を見回すと──

　そこには、信じがたい光景が広がっていた。




　──おい……なんだよ……

　──なんなんだよ、こりゃあよぉ！

　目の前で繰り広げられた光景を見て、法螺田は渇かわききった喉のどで生なま唾つばを無む理り矢や理り呑み込んだ。

　少年達を人質にとり、黒バイクと日本刀とう女の動きを止めて一いち網もう打だ尽じん。それが彼の頭の中に思い浮かんでいた光景だった。

　ところが、今彼の目の前にある光景は、彼が微み塵じんも想像していなかったものだった。

　黄こう巾きん賊ぞくのメンバーが、互いに殴なぐり合っている状況。

　少年達に向かった者が、横から現れた別のメンバーに殴り倒され、そのメンバーに向かった者は、また別のメンバーに跳び蹴けりを入れられる。

　見回せば、工場内の至るところで似たような現げん象しようが起こっており──黄巾賊のメンバーは、次々と地面に倒れこんでいくではないか。

　その中に、恐ろしい勢いで黄巾賊のメンバーを叩たたいていく人間の姿があった。

　黄色いスカーフを巻いた黒くろ髪かみの男だったが──

　彼は呆ぼう然ぜんとしている法螺田と目が合うと同時に、そのスカーフを脱ぎ捨てる。

　そして、その下から現れたのは──

「よう」

「かッ……かッ……門かど田たぁッ！　てめッ……てめぇぇッ！」

「やっぱり手前てめえだったか。泉いずみ井いとかがパクられた時、手前だけは上う手まく逃げ延びた上に不ふ起き訴そになったって聞いちゃいたが……まさか、こんな大がかりな真ま似ねぇするようになるたあな。つーか、この程度の変装で紛まぎれられるんだから、なまじ人数を増やすのも考えもんだなぁ？」

　門田がニヤリと笑いながら呟つぶやくと、続いて正まさ臣おみの方に向き直る。

「さっきはヒヤリとしたぜ。撃うたれるんじゃねえかと思ってよ……よく解わからんが、切り裂き魔まのお陰で助かったな。悪いな……俺らも、あの銃をなんとかしねえと動けなかったんでな」

　正臣は状況が呑み込めず、バールを杖つえ代がわりにして立ち上がりながら門田に向かって尋たずねかけた。

「門田……さん？　これ、いったい……」

「いや、お前が言ってた法ほ螺ら田だって名前がずっと気に掛かっててな……ちょっと探りぃ入れたらこの有あり様さまだったからよ……ちょっくら、ダラーズの仲間を三十人ほど集めて、適当に黄色い布ぉ着けて潜もぐり込んだ。遊ゆ馬ま崎さきと狩かり沢さわは目立つから置いてきたけどな」

　そう言いながら、門田は『敵』である黄巾賊をまた一人殴なぐり倒す。

　実に簡単そうに言っていたが、敵てき陣じんの中に乗り込む三十人など、そう簡単に集まる人数ではない。正臣はかつて沙さ樹きを救った男の背を見ながら──自分や法螺田にはない、普遍的なカリスマ性のようなものを感じ取り──今はただ、驚きつつも感謝することしかできなかった。

　門田の集めた集団は、皆みな互いの顔を知っている。だが、法螺田の集めた黄こう巾きん賊ぞくの側からすれば、誰が味方で、誰が敵なのか、この乱らん戦せん状況ではまったく解らない状態だった。

「畜ちく生しよう……どうなって……どうなってんだよ！　ちゃ、チャカは、チャカは何ど処こいったぁ！」

　もはや完全に敗色が濃くなった状態で──法螺田は尚なおも生き残る事を考え、先せん刻こくはじき飛ばされた銃を探し始めた。

　しかし、床にそれらしき黒い塊かたまりは見あたらず──

「おい」

　代わりに、真ま後うしろからひとつの声がなげ掛けられた。

「あんた……あの時……泉井って奴やつと一緒に居たのか？」

　心臓を握りつぶされるような感覚。

　法螺田の動きと呼吸が完全に停止するが、冷や汗だけが変わらず流れ続けている。

「沙さ樹きの足を折ったのは……お前か？」

「い、いや、俺は……」

　歯をカチカチと震わせながら、法螺田は背後に立つ少年の姿を思い浮かべる。

　自分よりも小こ柄がらだが──血だらけで、一切の容よう赦しや無く──鉄のバールを振り上げる姿を。

「沙樹を泣かせたのは……お前か……？」

「……っくしょぉぉぉぉあぁッ！」

　懐ふところから小さなナイフを取りだし、振り返り様ざまに思い切り突き出したが──

　カウンターをとる形で、黄色い布の巻かれた正まさ臣おみの拳こぶしが法ほ螺ら田だの顔面にめりこんだ。




「本当は……バールで脳天叩たたき割る筈はずだったんだぜ？」

　地面に転がってもだえる法螺田を見ながら、正臣は静かに呟つぶやいた。

　そして、背後で不安そうに見守る二つの気配を感じ、振り返らないまま呟いた。

「帝人みかどと杏あん里りは……こっち側の人間じゃないだろ」

　正臣は静かに呟きながらも、あくまで顔を見せようとはしない。

「だから……死体なんざ見る必要はねえ。そう思っただけさ」

　しかし、心の奥からは二人の顔を見たいという衝しよう動どうが沸き上がる。

　ダラーズも黄こう巾きん賊ぞくも関係ない、ただの世せ間けん話でもなんでもいい。

　ただ、ただ、話がしたいと──

　ふと、法螺田が後こう輩はいの男達に引きずられるように逃げていく姿が見えた。

「まちやが……」

　追いかけようとして一歩踏み出した瞬しゆん間かん──

　緊きん張ちようの途と切ぎれた正臣の身体からだに限界が訪れ、そのまま地面へと崩れ落ちた。
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「正臣！　正臣！　しっかりしてよ、正臣……ッ！」

「紀き田だ君！」

　周囲の音が何倍にもふくれてガンガンと頭に響ひびく。

　正臣の目に映るのは、自分を揺すって涙なみだ目めを浮かべる帝人と、同じような表情で自分のことを見つめている杏里の姿だった。

　二つ並んだ顔を見て、正臣はダラーズの事も切り裂き魔まの事も頭から離れ──

　ただ、二人の表情がとてもよく似ているなと感じた。

　──なんだよ。

　──こいつら、すげえお似に合あいのカップルなんじゃね？

　全身を襲おそう痛みに耐えながら、正臣は強がるように苦く笑しようを浮かべる。

　──じゃあ、俺に似合う相手って……誰だろうな。

　──いや、決まってるか。似合おうが、似合うまいが……関係ねえな。

「病院に運ぶなら──ひとつだけ、頼まれちゃくれねえかなあ」

　全ぜん身しん傷だらけになった状態で呟く正臣に、帝人と杏里は正臣が生きていたと我が事のように喜んでる。

　──なんだよ。自分の事みたいに喜んじまってさ。

「俺を運ぶなら、来らい良ら総合病院にしてくれ」

　──結局──二人を疑ってたのは、俺だけか。

「待ってる女が居るんだ──頼むよ」

　もはや言葉と考えが一致しない状態だったが、横で様よう子すを見ていた門かど田たの呆あきれたように呟つぶやく声が聞こえてきた。

「ったく、逃げるなたぁ言ったが……。逃げなさすぎだ。ちょっとは加か減げんしろよ」

　苦く笑しようしながら呟く門田だが、その目には正臣に対する敬けい意いのような感情が浮かんでいる。

「安心しろよ。直ぐに来良病院に運んでやるよ」

　力強い門田の言葉を聞きながら──正臣は、静かに意識を失った。
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廃はい工場　外




　やや古めの乗用車に乗り込んだ法ほ螺ら田だ達は、なりふり構わずドアを閉め、そのまま勢いよくアクセルを踏み込んだ。

　僅わずかにタイヤが地じ滑すべりしたが、彼らの自家用車は数秒後に勢いよく発車する。

「あッ！　法螺田さん、比ひ賀ががいませんよ！」

「ほっとけ！」

　仲間が廃工場内ないに取り残されているというのに、運転席に座った法螺田は容よう赦しやなく車を走らせる。バックミラー越しに遠ざかっていく廃工場の建物を見ていたが──その敷地から、一台の黒いバイクが飛び出すのを確認し、車内は半はん狂きよう乱らんに包まれる。

「き、き、来やがったぁ！　く、く、黒バイクだぁ！」

「黙ってろぁ！」

　興こう奮ふんしながら限界までアクセルを踏み込む法螺田。

「逃げろ……逃げろ逃げろ！　んだよ、なんなんだよ畜ちく生しよう！」

「法螺田さん、俺らこれからどうするんすか！」

「とにかく逃げろ！　なに、まだ警察も動いてる様子はねえ、このままどっかにトンズラしてほとぼりを冷ませば……後は泉いずみ井いが年少からでてくりゃ、なんとでも巻き返しできらぁ！」

　工場通りは閑かん散さんとした長い直線が続いており、運の良い事に対たい向こう車などの姿は見られない。

　これ幸いとばかりに、直線で黒バイクとの差をつけようとしたのだが──

「あ、ほ、法螺田さん！　前、前！」

「あぁ!?」

　助手席の仲間の声に、法ほ螺ら田だが前方に目を向けると──

　そこには、見覚えのある男が立っており、道路標ひよう識しきに手をかけながらこちらの事を睨にらみ付けていた。

「あ、あいつ！　あのバーテン服……！　静しず雄お！　平へい和わ島じま静雄っすよ！」

「なにぃ!?　生きてやがったのか!?」

　静雄は死んでいなかった。

　それを確認した瞬しゆん間かん、法螺田の心に浮かんだものは、殺人犯にならずに済んだという安あん堵ど感よりも──目の前に迫り来る、あの瞬間の絶対的な恐怖だった。

　しかも今は銃がない。仮に銃があったとしても──勝てる自信が見あたらない。

　──くそッ！　このままひき殺してやらぁ！

　半分自じ棄きになった法螺田は、そのままアクセルを踏み込んだのだが──

「あれ？　で、でもあんなとこに標識なんて……」

　助手席の男がそう呟つぶやいたのと同時に──

　僅わずかに前方。道路の脇に立つ静雄が──手にしていた道路標識を担ぎ上げた。

『は？』

　車の中にいた全員の声がハモると同時に──静雄もまた、車の中に居る、頭に包ほう帯たいを巻いた男の姿を確認し──顔に血管を浮かせながら、ニィ、と凶きよう暴ぼうな笑みを貼はり付けた。

　次の瞬間、彼らの前には横よこ薙なぎにフルスウィングされた道路標ひよう識しきが迫り──




　形容しがたい破は壊かい音が、閑かん散さんとした住宅街に鳴り響ひびいた。




『うごぉぉおおごごおおおぉぉ!?』

　思わず車内にいた全員が絶ぜつ叫きようと共に身を竦すくめたが──車くるま全体を襲おそった衝しよう撃げきと、頭から細かく砕けたガラスの破は片へんが降り注そそいだ以外は特に問題は感じられない。

　──!?

　法螺田は何が起こったのかと即そく座ざに顔をあげたが、目の前には普通に先せん刻こくの道路の先の風景が映っていた。

　──静雄はどこ……なぁ!?

　バックミラーを見て静雄の姿を確認しようとした彼らは、車に何が起こったのかを思い知らされる。

　やけに風通しの良くなった車。代わりに、バックミラーも消え去っている。

　それもその筈はずで──なにしろ、車からは屋根が完全に消えていた。

　窓まど枠わくのあった場所にかろうじてその残ざん骸がいが残っているだけで、割れた硝子がらすの下半分だけが残っているような状況だ。

　あまりにも歪いびつなオープンカーに乗りながら、少年達は一いつ歩ぽ間違えれば自分達の首が飛んでいた事に気付き──全身を白い恐怖が包み込む。




　平へい和わ島じま静しず雄おを敵に回す。

　僅わずか１日前に法ほ螺ら田だが犯したその『過去』は──

　決して、彼らを逃がそうとはしなかった。




「逃げてんじゃぁ……ねえぇぇぇぇぇぇッ！」

　遙か後方から響ひびいた怒ど号ごう。

　法螺田達がそれを耳にしたのと同時に、激しい衝しよう撃げきが車のシャシーを突き抜ける。

　背後から飛ひ来らいした衝撃の正体は、実にシンプルなものだった。

　運転席と助手席の間に、『進しん入にゆう禁止』の道路標ひよう識しきが深々と突き刺さったのだ。

　その瞬間より──彼らの記き憶おくは、一時的に曖あい昧まいとなる。







　気付けば法螺田は絶ぜつ叫きようしており、無数の車の中を猛スピードで疾しつ走そうしていた。

「あぁぁぁぁあああぁぁぁぁ！　あぁぁああぁあっぁあ！　あぉあぁぁぁぁ！」

　大通りに逃げ込んだ急造のオープンカーは、クラクションの轟ごう音おんも気にせず、ただガムシャラに前へ前へと突き進む。

　──な、なんだ。俺、いつのまにこんな大通りに!?

　正気に戻った法螺田は、自分の置かれている状況が理解できず、ただ、前の車の間を抜け、信号も無視し、ただひたすら背後に感じる恐怖から逃れる為ために走り続けた。

　どれだけ逃げ続けただろうか。

　不意に、法螺田の耳にエンジン音が飛び込んできた。

　車の持つそれではなく、二輪車特とく有ゆうのエンジン音だ。

「ひあぁぁっぁぁぁぁぁぁぁぁぁあッ！」

　頭の中が黒バイクに満たされていた法螺田は、恐怖の余り──黒バイを押しつぶそうと考え、二輪のエンジン音へと向かって思い切り車体を傾けた。

　しかし、法螺田は気付いていなかった。

　黒バイクのエンジン音は、通常のバイクとは異なるという事に。

　そして、猛スピードで走る法螺田達たちの車に近づいてきたバイクとは、無む論ろん──




　遙か後方からその様よう子すを見ていたセルティは──ブルリと身を震わせながら、法螺田達の為に小さく合がつ掌しようする。

　そして、巻き込まれては敵かなわぬとばかりに、無音のまま大通りから走り去った。

　よりにもよって、この付近の白バイに喧けん嘩かを売ってしまった法ほ螺ら田だ達を、本当に気の毒に思いながら。




「警けい告こく前の白バイに幅はば寄よせかますたぁ……いい度ど胸きようだ」

「えぇ、えひぇ？」

　歪いびつなオープンカーの幅寄せを、絶ぜつ妙みようなタイミングで避けた白バイ隊員は──

　ヘルメットの下で目を光らせながら、法ほう規きとは無関係の独り言を呟つぶやいた。




「交こう機きを舐なめるなよ……ガキども」




　そして法螺田達は──本ほん日じつ最大の恐怖を味わう事となる。







　結局、彼らは恐怖の逃走劇げきの末に逮たい捕ほされ、交通標ひよう識しきに接せつ触しよく事故を起こしたまま逃走したとして処理された。

　本人達は「標識で車を叩たたき斬きられた」と叫んでいたが、事故による錯さく乱らんだろうと判断され──後に、標識の破壊痕こんや現場の状況が、事故車の衝しよう突とつとは全く一致しなかったものの、さりとて人間が素す手ででその破壊を行ったとは認められなかった。

　あるいは、警察が静しず雄おの顔を思い浮かべた可能性もあるが──拘こう留りゆう中ちゆうに法螺田の様々な余罪が浮かび上がった為ため、結局静雄が逮捕されるまでには至らなかった。

　どちらにせよ、法螺田は暫しばらく塀へいの中で暮らす事となり──

　黄こう巾きん賊ぞくの姿もその日を境さかいに激げき減げんし、池いけ袋ぶくろの街には一時の平へい穏おんが取り戻された。




　ただひとつ、警察が頭を悩ませたのは──

　法螺田が使用したと思おぼしき拳けん銃じゆうの行方ゆくえが、一向に知れないという事だけだった。
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同日　深夜　新しん宿じゆく中央公園　富ふ士じ見み台だい六ろつ角かく堂どう




　中央公園の一角にある、六角形の屋根をした木々に囲まれた小さな御お堂どう。

　丑うし三みつ時どきを越えるか越えないかという時刻。

　周囲の高層ビルの窓には未だに明かりが多く灯ともされており、時間の感覚を失わせる。

　そんな中、区民の森の小高い丘の上で──二つの人ひと影かげが音もなく対たい峙じする。

　小こ柄がらな影の方が、口のキツく縛しばられたナップサックを渡すと、もう一つの人影が手て際ぎわよく紐ひもをほどき、中身を確認すると同時に笑顔を見せた。

「うん、間違いない。確かに受け取ったよ。や、これでやっと粟あわ楠くす会から報ほう酬しゆうが貰もらえる」

　そう言いながら臨いざ也やが手にしているものは──法ほ螺ら田だが手にしていた筈はずの拳けん銃じゆうだった。

「うす……弾だん丸がんまでは……回収できませんでしたけど……」

「ああ、いいのいいの。銃じゆう身しんの旋せん条じようだけ回収できりゃ、弾丸は別に警察に回収されても問題ないから。しかしご苦労さんだねえ、比賀君。手早い仕事、感謝するよ」

「うす……」

　法螺田の後こう輩はいとして横にいた筈の少年が、今は臨也に対して恭うやうやしく頭を下げている。

　それは、普ふ段だん彼が法螺田に対する態度とは全く違い、恐怖などとは別種の敬意が籠こめられたものだった。

「ほんとは直ぐに法螺田の事を教えて、粟楠会の人達に任せちゃっても良かったんだけど……どうせなら、銃でシズちゃんが殺せればラッキーかなと思ってさ」

「ああ、それで俺ぇ通じて、法螺田に静しず雄おの情報を教えたんすね」

「まあね。せめて頭か心臓を撃うってくれれば死んだかもしれないのに、本当に残念だよ」

　だが、次の瞬しゆん間かん──比賀はクルリと踵きびすを返すと、臨也とは反対側の空間に声をかけた。

「はい、そういう事らしいです……『母かあさん』……」

　柱の影に向かってそう告げると、比賀は更に別種の敬意が籠こもった態度で一礼した。

　同時に、臨也の鼓こ膜まくにオドオドとした少女の声が響ひびき渡る。

「あの、ありがとうございます……じゃあ、あとは家に帰って、普通に暮らして下さい……」

　それは、深夜の公園には似に合あわない声だった。

　比賀がそそくさと立ち去った後に、入れ替わって現れたのは一人の少女。その姿も、声と同じくこの場所に似合わない。昼間ならば逆に合っていたかもしれないが──深夜の公園で男と二人きりというには、少女の格かつ好こうは余りに真ま面じ目めすぎる。

「あの、貴方あなたが……折おり原はら……臨也さんですね」

　遠えん慮りよがちに喋しやべる眼鏡めがねの少女に対し、臨也は少し嬉うれしそうに笑いながら語りかけた。

「ああ、園その原はら杏あん里りちゃん……『罪さい歌か』って呼んだ方がいいのかな？　いや、乗っ取られてないからやっぱり杏里ちゃんでいいか。ところで、前に君と会った事があるって覚えてる？」

　一見接せつ点てんが無さそうな二人だったが、ほんの数回、過去に接せつ触しよくした事がある。

　入学したばかりの自分が、いつもの集団に虐いじめを受けていた時に、帝人みかどと共にその場に乱入して虐めを行っていた女子達を追い払ったのだ。もっとも、その直後に静雄が現れて挨あい拶さつもなにもあったものではなかったのだが。

「あなたが……臨いざ也やさんだったんですね。あの……あの時は、ありがとうございました」

　ペコリと一礼をすると、杏あん里りは表情を引き締めて臨也に向き直る。

「あの……だから、本当はこんなことしたくないんですけど……」

　言うが早いか──少女の掌てのひらから銀色の刃やいばが飛び出した。

　居い合あいを思わせる滑なめらかな勢いで、一ひと振りの刀が臨也の眼前に現れる。

「貴方あなたの事を……斬きらせて貰もらいます」




　毎日が同じ事の繰り返し、何の感動もなく、罪さい歌かの呪のろいの言葉を聞き続け、同じ夢を見続ける毎日。帝人みかどや正まさ臣おみ、セルティとの出会いにより、一いつ見けん日常的な非ひ日常から脱だつ却きやくした彼女だったが──

　違う毎日は望んでいたが、帝人や正臣の不幸までは望んでいない。

　自分の望む日常を手に入れる為ために、帝人や正臣の平へい穏おんを手に入れる為に──

　かつては『罪歌』の『子』を、そして今回はダラーズや黄こう巾きん賊ぞくを操あやつって、自分の周囲を混乱に貶おとしめた黒くろ幕まく。

　杏里はその黒幕を『支配』すべく、刀を構えて目の前の男と相あい対たいする。

「どうして……どうしてこんな事をしたんですか……。紀き田だ君と……竜りゆうヶが峰みね君を巻き込んで」

「うーん……俺は別に何もしてないよ？　後押しすらしてない。ただ、案内標ひよう識しきを出してあげただけなんだけど……そうだねえ、敢えてその行為に理由をつけるとするなら……」

　当然とも思える杏里の問い。しかし、臨也は今日の昼食のメニューを尋たずねられた時のように、非常に軽やかな調子で答えを返した。

「好きだからさ。人間がね」

「……？」

　相手の意図が解わからず首を傾かしげる杏里に、臨也は両手を広げながら楽しげに言葉を紡つむぐ。

「そう、人間が好きなだけさ。美び徳とくも悪あく徳とくも平等にね。嫌いなのは平へい和わ島じま静しず雄おただ一人だよ。だから俺は、人間の色々な面が見たかったのかもしれないね。……さて問題です。今の答えは、本当でしょうか嘘うそでしょうか……？」

　からかうような調子の臨也に、杏里は静かに目を細め──

「貴方を……支配すれば解わかりますから……」

　普段の杏里からは考えられない程ほどに厳きびしい声を出しながら、鋭い動きで臨也に向かって飛びかかる。初歩から刃を振るうに至るまで、無む駄だの無い動作で刃の軌き道どうが流れていく。鞘さやの無い居合いを思わせるその動きは、臨也の距離感を微び妙みように狂わせた筈はずだった。

　だが、それを見越していたのか、臨也は臆おく病びようとも受け取れるほどに早く飛び退すさり、六ろつ角かく堂どうの中から丘の草むらへと降り立った。

「……ある種の居合いは、速さよりも寧むしろ距離感を狂わせる剣けん術じゆつだっていうけど……本当だね」

　臨いざ也やは素直に感かん嘆たんの声をあげながら、再び刃やいばを構えた杏あん里りに対して挑ちよう発はつの言葉を投げかけた。

「さて……君はどうなんだい？　本当に平へい穏おんで幸せな毎日を手に入れたいなら、その刀で君の知り合いを全て切ってしまえばいいじゃないか。君が女王となって、それこそ平和な世界でも手に入れられるだろうに」

「そんなのは……そんなのは違います……！　私は……誰かを愛する事はできないですけど……それでも、それは間違ってると……思います」

「おやおや、それなら、帝人みかど君と正まさ臣おみ君、どちらからも好意を寄せられながら……未だ答えをハッキリさせない君の態度は、果たして正解と言えるのかい？」

「……」

　黙り込む杏里に、尚なおも臨也は挑発の言葉を投げつける。

「まったく愉ゆ快かいな自己満足だね。君は自分が人を愛せないと思いこんで、それを理由に今の立場に満足しているだけじゃないか。罪さい歌かが君の代わりに人間を愛してくれる？　馬ば鹿か馬鹿しい。その刀の呪のろいが人間の『愛』と同じだなんて、一体どうやって証明できる？」

「黙って……下さい……」

　言い終えるよりも早く、杏里の身体からだは跳んでいた。

　先せん刻こくよりも鋭い軌き道どうでくり出された一いち撃げきだったが、臨也はそれを、懐ふところから出したナイフで力強く打ち払う。

　同時に、相手の死し角かくをつく形で移動し、杏里の背後に回り込む。

　それを読んでいた杏里は、返す刀で背後を薙なぎ払うが──

　臨也はこちらに攻撃を加えようとはしておらず、先刻以上の距離をとってこちらに話しかけてきた。

「あの、さ。あんまり軽く見てもらっちゃ困るね。俺だって、伊だ達てにシズちゃんと喧けん嘩かして張り合えるわけじゃないんだよ。それと……まあ、せめて、これを俺に渡すべきじゃなかったね」

　ニヤニヤと笑いながら、臨也は先刻比ひ賀がから受けとった拳けん銃じゆうをこちらに向けてきた。

　しかし杏里は動じない。こんな事を予想しない筈はずもなく、あの拳銃からは完全に銃じゆう弾だんを抜き取っていた。

　だが──臨也はそんな杏里の行動を読みきったとばかりに笑い──銃を片手で握りながら、もう片方の手に小さな透明の袋をぶら下げている。

「……ッ！」

　透明な袋の中には、いくつもの銃弾らしきものが詰まっていた。

「さて……今のやりとりの間に……俺は、この弾だん丸がんを銃に籠こめる事ができたでしょうか……？」

　挑発的に尋たずねる臨也だったが──杏里は心を落ち着かせながら、相手の動きを読もうと意識を集中させる。仮に弾丸が入っていたとしても──『罪歌』の記き憶おくと経験に全てを委ゆだねれば、なんとかなるかもしれない。

　当然、杏里自じ身しんは死の恐怖にさらされる事になるが──彼女は自らの視し界かいを額がく縁ぶちの内側へと追いやり、恐怖心を無む理り矢や理り心に押し込めた。

　しかし──冷静な視線と構えを崩さない杏あん里りを見て、臨いざ也やは静かに言葉を紡つむぐ。

「ああ、言っておくけど、君は狙わないよ」

「……？」

「比ひ賀が君を狙うから」

「……！」

「ああ、それともその辺を歩いてるカップルがいいかな」

　その言葉は、杏里の心を額縁の内うち側がわに引きずり込んだ。

　臨也の視線は、杏里ではなく──その背後、比賀が丘を下って歩いて行った方向に向けられている。臨也の言う人々との距離は解わからない。足音は聞こえないが、臨也は手にした銃でどれだけ離れた人間まで殺傷せしめるのだろうか？

　銃を扱う知識は、杏里も罪さい歌かも持ち合わせてはいない。

「本来は関係無い人間を巻き込んだとしても──君は人を愛せないんだから、大して心は痛まないかな……？」

　凍り付く杏里に対し、臨也は淡たん々たんとした事実を打ち明ける。

「ひとつ言っておくけど……比賀君が切り裂き事件の被害者だなんて事はとっくに知ってたよ。シズちゃんに喧けん嘩かを売って、ボロボロになって逃げてた所を斬きられたってんだからさ。だけど、なんでそんな比賀君に、今回の拳けん銃じゆう回収を命じたと思う？」

　それから呟つぶやかれた言葉は──

「君だよ。君と、こうして話して……宣せん戦せん布ふ告こくしたかったからさ」

　杏里ではなく、その手の内にある刃やいばへと向けられていた。

「僕も、人間を凄すごく凄く愛してるんだ」

　小さく微笑ほほえみながら、臨也は先せん刻こくの言葉を繰り返す。

「刀如ごときに、人間を渡してたまるか」

　それは、まさに罪歌に対する、宣戦布告の言葉であった。

「人間は──俺のものなんだから、さ」

　最後にニヤリと笑いながら、臨也は最後にひとつ付け足した。

　恫どう喝かつとも取れる今までの言葉が、全て冗じよう談だんかと思えるような言葉を。

「ああ、でも君がご執しゆう心しんのシズちゃんだけは、俺はいらないからくれてやるよ。なるべく早くなます斬りにする事を祈ってるから、がんばってね。……それじゃ」

　爽さわやかな笑顔と共に言いながら、臨也は何事もなかったかのように杏里に対して背を向けた。

　杏里が背後を振り返った時には、比賀の姿などとっくに消えており──代わりに、公園内をうろついているカップルなどの人ひと影かげがまばらに見受けられた。

　遠く離れた暗がりの中、杏あん里りと臨いざ也やのやりとりに気付いていた者はいないようだが──状況によっては、どうなっていたか解わからない。

　仮に比ひ賀ががいなかったとしたら、臨也はそうした人々にも銃じゆう口こうを向けたのだろうか？

　杏里は、今までに出会った人間とは全く別種の存在と認にん識しきしながら、ゆっくりと『罪さい歌か』の刃やいばを身体からだの内へと戻していった。

　もしかしたら、罪歌も臨也に何か不ぶ気き味みなものを感じていたのかもしれない。

　その証しよう拠こだとでも言わんばかりに──いつもなら直ぐに聞こえてくる呪のろいの声が、臨也の背中が完全に見えなくなるまで、完全に沈ちん黙もくを保ち続けていた。

　まるで──罪歌が、生まれて初めて人間を嫌けん悪おしているかのように。
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15分後　新しん宿じゆく　某ぼう所しよ




　杏里を公園の中に置き去りにし、自分のマンションへと帰る途中──

「ヘイ」

　ふと、背中から声をかけられた。

　聞き覚えのある声に振り返ると──そこには闇やみ夜よに溶け込むように鮮やかな黒くろ肌はだの、２メートルを超す巨きよ漢かんが立っていた。

「サイモン……？」

　臨也に名前を呼ばれ、サイモンはいつも通りの陽気な表情で微笑ほほえみかけてくる。

　──どうしてサイモンがここに？

　珍しく、臨也の心が完全な『疑問』に包まれた。

　普段は他者に疑問を与えて混乱させる臨也が、今は逆の立場となっている。

　それはほんの一いつ瞬しゆんのことだったが──サイモンには、それで充分だった。




　臨也が何か声をかけようとしたその瞬しゆん間かん──

　傷だらけの巨大な拳こぶしが、臨也の顔面へとめり込んだ。
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30分後　新宿　某マンション




「遅かったわね。で、例のものは……どうしたの？　その顔」

　左目を真まっ青さおに腫はらした臨いざ也やの顔を見て、波なみ江えは思わず双そう眸ぼうを見開いた。

　ハードパンチャーとの試合を終えたボクサーのように、片目の瞼まぶたが大きく腫れ、その周囲に青あざが色濃く広がっている。

「……ちょっと、いいパンチを食らってね。気絶はしなかったけど……なんか暫しばらく立てなくなったとこを、ロシア語で散さん々ざん説教されまくったよ。まったく、なにが『説教するつもりはない』だよ……完かん璧ぺきに説教だったじゃんか」

「なに？　ロシア語ってどういう事……？　あの静しず雄おって奴やつと喧けん嘩かした時でも、こんな青あざ作った事って無かったんじゃない？」

　唐とう突とつに静雄の名前が出てきて、臨也は自じ虐ぎやく的に笑う。

　そして、その最高に苛いら立だつ人間と比較しながら──呻うめくように先せん刻こくの拳こぶしを分ぶん析せきした。

「力ならシズちゃんがもちろん上だけど……駄だ目めだ、ありゃ、なんかの格かく闘とう技を相当やってる奴のパンチだ。反応はできたけど避けられなかった。……クハハ、こりゃ、ロシアンマフィアの一員だとか元傭よう兵へいだって噂うわさもマジなのかもね」

「大丈夫？　脳のう出しゆつ血けつとかしてないでしょうね？」

　波江が珍しくこちらを心配するような言葉を向けるが、臨也の耳には届いていない。

「くそ……罪さい歌かを出し抜いて、自分が特別な存在かもしれないなんていい気になった直後にこれだ」

　ただ、久しぶりに味わった直接的な『痛み』を感じながら──

　尚なおも臨也は、楽しくて仕方がなかった。

　鏡を見て瞳どう孔こうなどをチェックし、とりあえず脳出血の症状などがない事を確認すると──臨也は嬉うれしそうに笑いながら、波江に向かって問いかける。

「なあ……ひとつ聞いていいか？」

「なによ」

「法ほ螺ら田だに帝人みかど君の情報を流したのって……君だろ？」

「どうかしらね。仮にそうだとしても、どうせ見越してたんでしょう？」

　表情ひとつ変えずに答える波江に苦く笑しようして、臨也は天てん井じようを仰いで楽しげに語り出す。

「まったく、君みたいに、僕の予想通りに動いてくれる人もいれば……サイモンやシズちゃんみたいに、俺の予想を覆くつがえす人間もいる。だからこそ、俺は人を愛して愛して愛してやまない……ああ、そうさ。だからきっと、こんなクソッタレな仕事を続けていられるんだろうねえ。……ヘドが出るぐらい楽しいよ」

　ほんの僅わずか。

　紡つむがれた言葉の中に、ほんの僅かな本音が混じっていた。

　だが、波江は臨也の感情の吐と露ろを真正面から聞きながらも──

「何度も何度も言うけど……」

　やはりいつもと変わらぬ冷れい徹てつな声で、臨いざ也やという人間を否定した。

「人間の方は、多分貴方あなたの事が大嫌いよ」
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30分前　路上




　強烈な一いち撃げきを喰らった臨也は、顔面の痛みと同時に──自分の身体からだがフワリと浮き上がるのを感じていた。

　浮ふ遊ゆう感かんは即そく座ざに終わりを告げ、数メートル離れていたマンションの塀へいへと背中を強く打ち付けられた。衝しよう撃げきが背中と腰を突き抜け、手足の末まつ端たんに、血管が破れ飛びそうな痛みと痺しびれが襲おそい掛かる。

　意識が朦もう朧ろうとしたが、衝撃による内ない臓ぞうの痛みと吐き気が強制的に意識を覚かく醒せいさせ、目の前にしゃがみ込む黒人の声を拾い始めた。

『ヘイ、少しばかり、嫌な話を聞いてくれるか』

　というフレンドリーな言葉から始まる、長い長い一人語りを。




『笑える程ほどに、卑ひ怯きような奴やつだなお前は。ハハ……ハハハハハハハハハ』

　ロシア語で言われた皮ひ肉にくと嘲ちよう笑しようを受けながら、臨也は眼前の大おお男おとこに目を向け──ゆっくりと口を開く。

『ああ……卑怯だと思うね、我ながら』

　その言葉は紛まぎれもないロシア語であり──東とう洋よう人じんと黒人がロシア語で会話をするという、些いささかシュールな絵をアスファルトの上に作り上げていた。

『だけどね、サイモン。俺は、この自分の卑怯さが結けつ構こう好きだ』

　塀に背をもたれさせながら、臨也は尚なおも余よ裕ゆうを浮かべてサイモンに尋たずねかける。

『サイモンが街の事を想ってるのは解わかったよ。……だけど、どうしてここで出てくる？　君にはなんの関係も無かった筈はずだろう？』

『なに、簡単なことさ』

　珍しく素直に尋ねる臨也に対し、サイモンは隠かくす事なく真実を述べ始めた。

『正まさ臣おみの彼女、いたろ』

『……ああ』

『あの子が、うちの相あい棒ぼうに言ってくれたのさ。あんたの事も、今いま起こってる事もな』

　そう言われて、臨也は三みヶか島じま沙さ樹きの顔を思い浮かべた。

　確かに、彼女には今回の計画の一部を話してはいる。前々から──紀き田だ正臣を利用する為ための、いざという時に引き戻す為ためのコマとして利用していたのだから。

　──ああ、そうか。沙さ樹きは──紀き田だ君に本気で惚ほれたんだねえ。

　沙樹が自分を裏切った。

　その事実には、特に驚きはしなかった。

　──それならそれで、祝福はするよ。

　寧むしろ予測の範はん囲い内ですらあったのだが──解わからない事が一つある。

『なんで彼女が、君らに連絡するのさ。紀田君本ほん人にんに言えばいいだろうに』

『ハッ！　仮に言ったとしても、今いま更さら紀田の奴やつは止まらないだろうよ。それに……他に誰も、電話できる相手がいなかったんだろうな。門かど田た達の電話番号も知らなかったんだろうしよぉ』

『それでなんで、君らに──』

　言いかけて、臨いざ也やは気が付いた。

　何な故ぜサイモンが出てくるのか。沙樹が特別サイモンと仲が良かったわけではない。行きつけの寿す司し屋ではあったが、連絡先さきを交換するような間あいだ柄がらではなかった筈はずだ。

　──ん？　連絡先……？

　そこで、臨也は気付く。

　確かに沙樹は、助けを求められるような連絡先は知らない筈だ。

　だが──だからこそ、他に頼れる者が居なかったからこそ──彼女は、サイモンか、あるいはあの板いた前まえの白人に連絡を取ったのだ。

　つまり────

『うちの寿司屋は、結けつ構こう景気が良くてね』

　あまりにも馬ば鹿か馬鹿しい結論に、思わず口を噤つぐんだのだが──サイモンは笑いながら答えを告げる。

『病院だろうがどこだろうが……電話帳がある場所なら、大たい抵ていはな』

　電話帳。

　あまりにもシンプルで、あまりにも単純な答え。

【ハイもしもし、こちら露ロ西シ亜ア寿司】と電話をとる板前に対して、彼女はなんと言って助けを求めたのだろうか。

　それを考えると、臨也は自然と笑いがこみ上げてきた。

　サイモンはそんな臨也の笑みを見下ろしながら、自らも冷たい笑いを浮かべて言葉を紡つむぐ。

『結局昼ひるにゃ間に合わなかったが、今、こうしてお前に釘くぎを刺さしにきただけだ』

『……』

『なあ臨也。手前てめえ、あんまよぉ……街を荒らすな』

『サイモンさぁ……』

　腫はれ始めた目で黒人の顔を見上げ、臨也は日本語で呟つぶやいた。




「お前……ロシア語と日本語で言葉の印いん象しよう変わりすぎだって……」
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「しかし君は……呆あきれる程ほどに卑ひ怯きような男だな」

　去り際、靴を履はきながら──淡たん々たんとした声で森しん厳げんが告げる。

「しかし……昨日きのう今日で、色々と君の過去を調べさせてはもらったが……２年前の抗こう争そうの一件も、全ては裏で君が糸を引いていたのだろう？」

「なんの事ですかね」

「二つの若者のチーム……まあ、日本版のカラーギャングという連れん中ちゆうかね？　彼らの両方に取り入り、随ずい分ぶんと上う手まい事立ち回ったものだ。君きみ自身は手を汚さず、確実に情報屋として美お味いしい所だけを持って行った」

「……」

　余よ裕ゆうの笑みを浮かべたままの臨いざ也やを振り返り、森厳はガスマスクの奥でニイ、と笑う。

「君を信しん奉ぽうしている女の子を少年達に差し向けたりしたあげくに……聞いた話では、その少女の一人が重傷を負う事で事件が収しゆう束そくしたそうだが……」

　そこで一いつ旦たん息を止め、皮ひ肉にくげな声を交えて一つの推測を指し摘てきする。

「私は、それすらも君の指示ではないかと考えている。敵てき対たい組織に攫さらわれる所まで含めた指示を、あらかじめ少女に下していたのではないかと。自ら深い傷を負うかもしれない指示に従う女子が居るのかどうかは不明だがね」

　一瞬の沈ちん黙もく。

　臨也は敢えてその問いには答えず、ただ、件の少女達について微笑ほほえみ混じりで語り出す。

「沙さ樹き達は……あれは、可哀かわい想そうな子達ですよ。それだけに愛いとおしい」

「その哀あわれな君の操あやつり人形達がかね。高校生の頃から君はそんな事ばかりしてたらしいな。新しん羅らがよく『あいつは本当の愛が解わかってない』とぼやいていたよ」

「首くび無なしフェチの変へん態たいには言われたくなかったなぁ……。ま、それはともかく……沙樹を含めたあの女の子達は、家族や恋人に強い虐ぎやく待たいを強いられていた子達でね。それはもう、想そう像ぞう以上にすさまじい……」

　少女達の過去を思いだしたのか、臨也は哀れみと恍こう惚こつの入り混じった複雑な表情で続きの言葉を口にした。

「それでも、その家族の事を嫌いになる事も憎にくむ事もできずに、八はつ方ぽうふさがりになった子達ばかりなんですよ。だからこそ──操るのは簡単でしたよ。彼女達はその家族や恋人を愛しているというより、一種の信仰のようなものを抱いていました。その信仰を──俺の方にシフトさせた、それだけです。仮に私が死を望めば、迷いながらも最後には死んでくれるような……」

「ふむ……軽く言うね。宗しゆう旨し替がえさせるのは簡単なのではないかと勘かん違ちがいしそうになる」

　森しん厳げんは感心と呆あきれを同時に表しながら、目の前にいる青年は本当に外げ道どうなのだと納なつ得とくする。

　一体どれだけの人間の人生をこの笑顔の裏側で潰つぶして来たのだろうかと考えていると、臨いざ也やは急に口く調ちようを変え、一つの単語を口にした。

「リャナンシー……って、知ってますか」

　臨也の言葉に、森厳は少し驚いたように目を開く。

「…………」

「？」

「いや、なんでもない。リャナンシーとは、アイルランドやスコットランドで伝でん承しようとして語られる妖よう精せいだろう？　気に入った男を取り殺すという」

「そう、男を誘ゆう惑わくし、男が愛を受け入れれば才能を与え、命を奪ってしまう。……代わりに、男がその愛を拒こばめば──男が振り向くまで、健けな気げな奴ど隷れいであり続ける女の妖精……。沙さ樹き達は、そんな存在なんですよ」

　臨也の言葉に、森厳は少し納得した。

　確かに、臨也が今いま語ったような少女達に、本当に惚ほれてしまえば──才能を授さずけてくれるかどうかはともかく、不幸になる確かく率りつの方が遙かに高いだろうと。

「だけど、今はもう……沙樹は、紀き田だ君の虜とりこになってしまった。だから……紀田君は伝承にある詩人の如ごとく、命を削けずられるのでしょう。これまでも、これからも」

　紀田という少年を哀あわれんでいるかのような臨也の物言いに、森厳はしばし考える。

　そして、自分の息子むすことある『化ばけ物もの』のカップルを思い浮かべながら──

　一言だけ、反論の言葉を口にした。

「だが……詩人にとって、命を取られた事は不幸だったのだろうかね？」

　森厳の言葉に、それこそどうでもいいといった微笑を浮かべ──臨也は小さな溜ため息いきをつく。

「本気でその妖精を愛していたらなら、幸せかもしれませんね」




「例え、自分が不幸になると気付いても、それすらも含めて……幸せなんじゃないですか？」
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来らい良ら総合病院　某ぼう病室




　病院のベッドに横たわりながら、正まさ臣おみは静かに天てん井じようを見上げていた。

　鎮ちん痛つう剤ざいを飲んでいるとはいえ、鈍い痛みが全身をジクジクと駆け抜ける。

　耐えられない痛みでもないが、さりとて無視して寝入る事ができるレベルでもない。

　面会時間も過ぎており、命に関わる怪け我がでもないそうなので杏あん里りも帝人みかども家に帰されてしまっており、たまたま空あいていた個室に押し込まれた正まさ臣おみは、退たい屈くつな思いで天てん井じようの模も様ようを見つめながら、この病院での過去を思いだしていた。







２年前。

『別れよう』と切り出しに沙さ樹きの病室に入った時、彼女は静かにこちらを向いて微笑ほほえんだ。

「ありがとう……来てくれたんだね」

　彼女の笑顔は入院する前と全く変わらず、正臣に会えた事を心しん底そこ喜んでいる表情だった。

　だが、その笑顔こそが──正臣の心を何よりも激しく斬きり抉えぐる。

　──駄だ目めだ、耐えられない。

　──やっぱり……伝えないと。

　──言えよ、早く言えよ……俺。

「知ってるよ」

「……え？」

　脂あぶら汗あせを掻かきながら固まっている正臣を見て、沙樹は助け船を出すように──止めの言葉を吐き出した。

「知ってるよ。正臣、ほんとは……来なかったんでしょう？」

「……ッ！」

「うん……臨いざ也やさんに聞いたよ……正臣、ずっと臨也さんに電話かけてたんでしょう？　何回も何回も……着信履り歴れき、笑いながら見せてくれた」

　──あの……あの野郎……！

　臨也への怒りが沸き上がるが、それは瞬しゆん時じに別の感情によって抑え込まれる。誰に怒りを向けようと、最後には全て自分に返ってくる。逃げ出したという事実は、他の如い何かなる感情にも勝るものとなって正臣の心を縛しばり付けた。

　そんな正臣の内面を

「でも、気にする事ないよ。私としては、あの後あと来られても来られなくても……大して変わんないし」

「……やめてくれ」

「だったら、正臣が怪我しなくて……それが一番良かったって……」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、正臣の口からは、自然と言葉が湧わき出していた。

「……別れよう」

　相手の言葉を遮さえぎるように。

　彼女の慰なぐさめは苦しみとしか感じられなかった。

　当時の正まさ臣おみは、その苦しみから逃れる為ためだけに──

　『別れよう』という言葉を利用したのだ。







「冷静に考えると……なんか無む茶ちや苦く茶ちや最低の男じゃん、俺……」

　２年前の事を思い返しながら、正臣は、天てん井じように向かって淡たん々たんと独り言を呟つぶやき続ける。

「沙さ樹きは……俺の何ど処こを見てカッコイイなんて思ったんだろうなぁ」

　それとも、やはり全ては臨いざ也やの指示によるものだったのだろうか。

　今となっては、解わかる筈はずもない。

　そう思っていたのだが──

「そういう風ふうに、変に素直な所かな」

「うわ!?」

　部屋の横から、独り言への返事が返ってきた。

　慌あわててそちらに目を向けると、そこには壁にもたれ掛かる沙樹の姿があった。

　気付かなかったが、どうやら沙樹と同じ病びよう棟とうの同じフロアのようだ。もしかしたら、顔なじみの医者達が気を遣つかってくれたのかもしれない。

「な、なんだよ沙樹……お前、いつ入ってきてた」

「さっき。起こしたらいけないと思って」

　沙樹の顔には普段の笑顔は見えず、真剣な表情で正臣の顔を見つめている。

「門かど田たさんに、話聞いたよ。全部」

「なんだよ……やっぱり、恨うらんでるのか？　お前の時は逃げ出した俺が──今日は、一人で敵の中に突っこんでった事に。……まあ、奇き跡せき的にこの程度で済んだけどな」

　自じ虐ぎやく的に笑って目を反らす正臣に、沙樹はますます表情を曇らせながら呟つぶやいた。

「バカだね、正臣は本当にバカだよ……」

「昔から、それは解ってるだろ」

　そう言って、沈ちん黙もくを続ける正臣。

　暫しばらく無言の時が病室を支配したが、最初に耐えかねたのは、沙樹の方だった。

　耐えかねたというよりは──決意した、と言った方が正しいかもしれない。

「あのね、ひとつ……正臣に謝らなきゃならない事があるの」

　そう言って、沙樹は自分のベッドの方へとゆっくりと歩み寄る。

　壁に立てかけた松まつ葉ば杖づえも、いつも座っている車くるま椅い子すすらも使わずに、自分の足の力だけで。

「あの夜……本当は、私……臨也さんに言われて、あの人達に捕まったの……。知ってたの。自分がどんな事されるかって。だけど……だけど、それで全部終わるって臨也さんが言ってたから……だから私、あの夜！　自分であの人達のたまり場の……そば……に……あと……は……臨いざ也やさんが……あの人達に……情報を……なが……し……て……」

　何かを恐れるように、真まっ青さおな顔をして語り紡つむぐ沙さ樹き。

　それ以上は声が震えて何も言えなくなったようで、再び病室の中に静せい寂じやくが腰を下ろす。

　ずっと歩く事を諦あきらめていた筈はずの少女の行動に、正まさ臣おみは表情を変えずに、静かに上半身を起こしながら口を開く。全身を痛みが突き抜けたが、表情には決して出さないようにしながら、不ふ敵てきな笑みを浮かべて見せた。

「ッんだよ、そんな事か」

「……えッ？」

「知ってたよ」

　嘘うそをついた。

「俺、エスパーだもんよ」

　本当は、知らなかった。

　沙樹が歩けない事を気に病んでいた事を微み塵じんも感じさせず、事情を理解した正臣は──

　さも最初から、全てを解わかっていたかのように、得意げな言葉を吐き出した。

「臨也の奴やつに言われてたんだろ……？　俺を引き留める為ために……ずっと、歩けない振りをしてろって。あいつにとっちゃ、俺を手て駒ごまにしたかったんだろうな。それか、なんかの実験のつもりだったのか……。……ったく、病院をホテル代わりにしてんなよ。この病院、空あき部屋が結けつ構こう多いから許されてたようなもんだぞ」

　自分の嘘を誤ご魔ま化かすように愚ぐ痴ちり続ける正臣に対し、沙樹は泣きそうな顔で笑顔を作る。

「初めて……臨也さんの言う事に逆らっちゃった」

　果たして、彼女は正臣の言葉を信じたのかどうか。それは正臣にも解らない。

　ただ、病室の明かりに照らされたその笑顔が、涙が──いとおしくて仕方なかった。

「今なら……やっと言える気がする」

「なにを？」

「助けにいけなかった……。御ご免めん」

　２年前に、とうとう言わなかったひとつの言葉。

　認めるのが恐くて、口にする事を避け続けた言葉。

　最後に、もう一つ──恐くて言えなかった事を口にした。

「だけど……俺は、やっぱり沙樹の事が好きだ」

「……」

「頼む、別れないでくれ」

　不ふ思し議ぎとすんなりと出てきた言葉に、再び病室の中は沈ちん黙もくに包まれた。

　一いつ体たい何分が経過しただろうか。もう一度言おうか迷っている正臣の上に、布ふ団とん越しに沙樹が上半身を押しつけた。

「ぐぇッ……！」

　衝しよう撃げきに全身を痛みが貫つらぬき、正まさ臣おみは思わず声をあげてしまう。

「おい、何すん……」

　文句を言いかけて少女の顔を見たが──沙さ樹きの真剣な表情を見て、そのまま口を噤つぐんでしまった。

「やっぱり……正臣は本当にバカだよ……。すごいバカだよ……」

　涙を目に溜ためた少女の顔を見ながら──正臣は、かつて少女に言われた言葉を、そのまま彼女に投げ返す。

「しょうがねえだろ……。欠点のひとつぐらい、目ぇつぶってくれ」

　正臣の言葉を聞いて──沙樹は、やはり正臣に言われた事をそっくりそのまま投げ返した。

　二人で向かいあって、互いの過去を確かめているかのように。

「自分で解わかってるなら、直そうよ」




「一緒に……直していこうよ」







　外では雨が再び降り出していたようで、ザアザアという冷たい音が病室を包み込む。

　だが、雨音はもう誰も陰いん鬱うつな気分になどさせなかった。

　誰の心を折る事も無く、何も変わる事無く、

　雨はただ、雨として降り続ける。

　ザアザア、ザアザア、ザアザアと──
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　結局──雨がやむことはなかった。




　竜りゆうヶが峰みね帝人みかどは、これで全てが終わったと思っていた。

　明日から春休み。バイトをしながら、休みの間は怪け我がをした正まさ臣おみの見舞いにいこう。

　もちろん、杏あん里りも一緒に連れて。

　そして、また学校が始まれば、いつも通りの日々が戻ってくる。

　正臣との誤ご解かいも全て解けた。それに、最後に正臣は笑ってくれた。

　いつもみたいに。自分と杏里に笑いかけた。

　だから、正臣の怪我が治れば、またいつも通りの日常が帰ってくる。

　帝人は、そう信じていた。年に似に合あわぬ程ほどの無む邪じや気きさで。

　それが妄もう想そうに過ぎないと知ったのは、数日後──

　一年Ｂ組、正臣の担たん任にんだった佐さ藤とうから連絡があった。

「正まさ臣おみが自主退学すると言ってきたが、心当たりはないか」

　と、ただ一言。

　その後も正臣の担たん任にんは、彼を心配しているような事を言っていたが、帝人みかどの耳には入らない。

　気が付けば、正臣の携帯に電話を入れていた。

　しかし、電話番号は解かい約やくされていたようで、電話局の無む機き質しつな録音音おん声せいが聞こえてくるだけだった。

　──何で。

　──何で急に。

　入院していた筈はずの病院に問い合わせると、まだ完治には程ほど遠とおい状態なのに、それまでの入院費だけを残して姿を消してしまったという。

　正臣の住んでいたアパートにも行ったが、解約こそされていなかったものの、大おお家やに頼み込んで覗のぞかせてもらった部屋の中からは、生活必ひつ需じゆ品ひんの多くが消え去っていた。




　ショックを受けたのは杏あん里りも同様であり──

　表面では平静を装っていたが、内面では落ち込んでいるという事が──ようやく、帝人にも判断できるようになっていた。




　ただ、帝人はひとつだけ、知らない事があった。

　病院から知らされていない情報。

　その情報は更に後に、門かど田た達の耳には届く事になる。

　三みヶか島じま沙さ樹きが──正臣と同じ日に、同じようにして退院したという事。

　二人の関係を知っていた病院の関係者や門田達は、ある種の納なつ得とくを持ってその事態を受け止めていたが──

　何も知らない帝人や杏里にとっては、ただ、喪そう失しつ感が残されるのみだった。

　この池いけ袋ぶくろに来てから、帝人は嫌という程に『非日常』を経験した。

　だが──日常の喪失というのは初めての経験で、自分でもどうしていいのか解わからない。

　ただ、時間だけが過ぎていき──やがて正臣は、少しずつ杏里と帝人の中で『過去』のものへと変へん貌ぼうしつつあった。







　４月に入ったある日──帝人は、杏里を街に誘う。

　彼女の事を心配しての行為だったが、杏里は思ったよりも元気そうに見えた。

「うん……色々あったけど……もう大丈夫」

　いつものように、少し寂しげな笑顔を浮かべている杏里を見て、帝人はいつも通りの会話をしながら、当てもなくブラブラと池袋を散さん策さくする。

　帝人みかどはあの日以来、杏あん里りの刀のことは尋たずねていないし、杏里もまた、帝人とダラーズの関係についてなにも尋たずねてはいなかった。話すべきことなのだろうとは思うが、『正まさ臣おみもいる場所でなければ意味がない』というのが二人の暗あん黙もくの了りよう解かいとなっているようで、互いに大体の事には気付きながらも──敢えて口には出さずに今まで通りの会話を続けるだけだった。

　二人は適当な話題を切り出しながら街を彷徨さまよい続けるも、やはり隣となりに正臣がいない事に違い和わ感かんを覚え──一いつ瞬しゆん、二人の間に沈ちん黙もくが走る。

　その沈黙を破ったのは、杏里の消え入るような呟つぶやきだった。

「紀き田だ君のこと……好きだったのかな、私……」

　帝人は胸に締め付けられるような苦しさを覚えたが、表情には出さず、さりとて杏里の顔を見る事もできず、ただ、横を歩きながら彼女の話を聞き続けていた。

「でも、解わからないんです……。私、そういうのよく解らないから……憧あこがれてた人はいたんですけど……最近、その人が女の人だって解ったから……好きだとかそういうのとは関係なくなっちゃって、本当に憧れだけになったんです……」

　その『憧れの人』には心当たりがありすぎたが、やはり帝人は何も言わずに杏里の話を聞き続けている。

　今なら──今ならあるいは、告白できるかもしれない。

　彼女の事を堂々と好きだと言えるかもしれない。




　少年はそっと拳こぶしを握り締める。

　そして、強い決意を持って──告白する事を諦あきらめた。

　ここで彼女に愛を告白するのは、正臣を裏切る事になるような気がしたからだ。恐らく正臣は笑いながら『バカだな、だからお前は奥おく手て君くんだっつーんだよ』とからかう事だろう。帝人にもそれは理解できていたが──それでも、帝人は告白することができなかった。

　臆おく病びようと笑われるかもしれないが、ここで杏里を愛して、彼女がそれを受け入れてくれたとしても──どうしても、素直に笑えるような気がしなかったのだ。

　代わりに、少年は決意する。

　正臣が戻ってきたら──

　また、昔と同じように三人で……あるいはそれ以上で笑いあえる関係に戻ったら──

　その時こそ、杏里に必ず告白しようと。もしもその時に杏里が正臣を選んでも、その時は素直に二人の仲を祝福しようと。嫉しつ妬とは、恐らくするだろう。正臣を妬ねたみもするだろう。

　それでも、それでも祝福しようと決意し──帝人は杏里に対してゆっくりと口を開く。




「戻ってくるよ」

「え……」

「正まさ臣おみの事は、昔からよく知ってる。正臣は、絶対に戻ってくる」

　確かく証しようなど何もなかったが、帝人みかどは杏あん里りを安心させる為ために気休めの言葉を紡つむぐ。

「だから、戻ってきたら──文句を言いに行ってやろう。笑いながら本気で怒ってやろうよ」

　そして、杏里もまた──気休めだと理解しながら、どこか嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。




「二人で一緒に、ですよ」





♂♀






同時刻　池いけ袋ぶくろ　川かわ越ごえ街道沿ぞい某ぼうマンション




　健けん全ぜんな高校生達が日常を取り戻そうと決意していたその頃──

　首を無くした不ふ健全極きわまりない存在が、生ぬるい日常の中にどっぷりと浸ひたっていた。

『平和だ……』

「そうだねえ。少なくとも、僕はセルティが隣となりで元気にしていてくれれば、最前線の塹ざん壕ごうの中でも平和だと言い切って見せるよ」

　雨と曇りの続いた日々も終わりを告げ、ようやく春らしい陽気に包まれる中──セルティと新しん羅らは、時代劇の再放送を見ながらクロスワードパズルに興きようじていた。

『この、横のカギのさ……【血流を良くしてホルモンバランスを調整するビタミンＥの別べつ称しよう】ってなんだ？　コで始まってムで終わってる』

「ああ、コハク酸トコフェロールカルシウム？」

『おお、ありがとう。闇やみ医者なのに薬に詳しいってすごいな。ブラックジャックみたいだ』

「まあ、一通りはね。……ていうか、なにそのマニアックな問題」

　お互いにノンビリとした時間を過ごしながら、セルティは自分でも疑問に思う。

　人間でない自分が、こんな人間としてノンビリとした時間を過ごしていいのだろうかと。

　こんなに緩やかな時間を過ごせるなら、それは墓場で運動会とかする余よ裕ゆうも出てくるだろうと思いながら、目の前で経済新聞を読む新羅にＰＤＡを差し出した。

『しかし、平和だ……ここの所、妖よう刀とう事件だの黄こう巾きん賊ぞくだのお前の親父おやじだのでゴタゴタしてたから、こうやって新羅と二人きりでノンビリするのが凄すごく幸せだ』

「問題があるとすれば、部屋の前に続いてた静しず雄おの血けつ痕こんのせいで……ちょっと最近、ご近所さんから避けられてる気がするよ。なんか、自治会の連絡とか一切こないし」

『そんなのは昔からだろう』

　テレビの画面では、主人公の将軍が敵の陣じん地ちに乗り込んでおり──配下の隠おん密みつと共に悪党を成せい敗ばいするシーンが映し出されている。

『ショーグンかぁ……そういや、結けつ局きよく黄こう巾きん賊ぞくってどうなったんだ？』

「んー、まあ、正まさ臣おみ君だっけ？　彼も離れたらしいし、色々ブルースクウェアの残党の間でも内部分ぶん裂れつがあったみたいで、今はおとなしくなってるらしいよ」

『そうか……じゃあ、とりあえず帝人みかどや杏あん里りちゃん達が狙われる心配はないんだな』

　セルティはそっと安あん堵どすると、大きく伸びをしながら身体からだを纏まとう影を組み替える。

　窮きゆう屈くつなライダースーツから薄うす手でのタンクトップへと服装を変化させ、白い腕と肩口を大だい胆たんにさらけ出した。

「えッ!?　ちょッ、なにその大胆な衣ころも替がえ。昼間っからそんな挑ちよう発はつされたら俺もうちょっとシャワー浴びてきてベッドのシーツを整え……。あれ？」

『？　どうした？』

「いや……いつもなら、この辺で腹に地じ獄ごく突つきされたり、頬ほおをつねったりしてくるからさ……」

『実際、挑発してるんだよ』

　冗じよう談だん交じりにキーボードにそう打ち込んで、いざ新しん羅らに見せようとした瞬しゆん間かん──

　部屋の中に、来客のチャイムが鳴り響ひびく。

「おや……お客さんが」

　──ああ、もう。

　あまりのタイミングの悪さに、セルティは露ろ骨こつにがっかりしながらテーブルに突つっ伏ぷした。

「頼んでた本が届いたかな？　それともお隣となりさんから苦く情じようかも……」

『頑がん張ばってこい』

　基本的に接客ができないセルティは、奥の部屋に待機したままクロスワードの続きに取り組み始めたのだが──

「ハーイ！　眼前の成せい人じん男子、これ即すなわち岸きし谷たに新羅様でございますですね！　邂かい逅こうできて光栄の極みで嬉うれしく存じますのです！」

　──なんだなんだ!?

　妙みような日本語が聞こえてきたので、気になってヘルメットを装着しながら玄げん関かんに顔を覗のぞかせる。

　もしかしたら怪しい薬の勧かん誘ゆうなどではないだろうかと心配になったのだが──

　玄関の入口で、セルティの視線が捕らえたものは──

　若い白人の女が、豊ほう満まんな身体を目め一いつ杯ぱい使って新羅の身体を抱きしめている光景だった。

　──。

　──え？

　フッフゥーと笑いながら新羅を抱き寄せ、クルクル回っている謎なぞの外国人の姿。その光景は、セルティの思し考こうを一次停止させるのに充分なインパクトを与えていた。

　そして次の瞬間、玄関内ないが漆しつ黒こくの霧に包まれる。

「うわあ!?　セルティ!?　出し過ぎ！　影かげ出し過ぎ！」

「ワオ。視し界かい内が不良になりましたです。この疑問的な事じ象しようは、照明器具が突然消しよう滅めつしたのでございますか？」

　やはり奇き妙みような日本語で驚く白人女性──身体からだは発育しているが、顔つきはまだ少女と言ってもおかしくないような女の前に、全身から影を蠢うごめかせるセルティが姿を現した。

「せ、セルティ」

　そして、二人を引きはがすように間に入ると──顔を青ざめさせている新しん羅らに震える手でＰＤＡを突きつけた。

『──大丈夫、私はクールだ。こういう時に新羅の事情も聞かずにボコボコに殴なぐるようなベタな展開はしないし、大人おとななんだから大たい抵ていの事は理解できるつもりでいるつもりだと思う』

「混乱してる！　文章の最後の方、思いっきり混乱してるよ！」

『私はクールだ！　ラジカセで喋しやべれるぐらいクー……』

　必死に自分を抑えていたセルティだが──今度は、そんなセルティに白人女性が抱きついてきた。

　──ええッ!?　予想外の展開!?

「オゥ！　漆しつ黒こくの服の首くび消しよう失しつ的てき女性、セルティさんでございますですね！　邂かい逅こうを強調して希望していたのですございます！」

　初しよ対面の、しかも同性の人間に強く抱きしめられたのは初めての経験であり、セルティは完全に冷静さを失い──震える指先が、ようやくＰＤＡにアルファベットを打ち込んだ。

『ＷＨＯ　ＡＲＥ　ＹＯＵ？』

　その文字列を目にした白人女性は、ゆっくりとセルティの身体を離れ、仰ぎよう々ぎようしい御お辞じ儀ぎをしてみせた。

「小しよう生せい、不ふ遜そんしましたです。小生、名めい義ぎ、エミリア言いますです。一刻も早く、親子の絆きずな深めようと思って熱い抱ほう擁ようしてしまいましたです」

『親子……？』

「親子って？」

　セルティと新羅が同時に疑問を飛ばすと──エミリアと名乗った少女は、ピシリと姿勢を整えながら、必要以上に深い御辞儀をしてみせた。

「私、森しん厳げんさんと再婚したですます。アメリカ、もう昨年の事であります」

『は!?』

「ええと、その……え？　いや、聞いてない、聞いてない、全力で聞いてない」

　硬こう直ちよくするセルティを横よこ目めに見ながら、新羅はギチギチと首を緊きん張ちようさせながら、眼前の白人少女に問いかける。

「いや、というか……下へ手たしなくてもエミリアさん俺より年下な気が」

「愛あい慕ぼに馬ば歯し関係ない。森しん厳げん、そう仰おつしやり申されましたです！」

　そして、再び新羅の身体を強く抱きしめる。

　刹せつ那な──再びセルティの影がメラリと蠢うごめいた。

　自分が突然現れた女の……しかも、戸こ籍せき上は新しん羅らの母親にあたる人物に嫉しつ妬との炎ほのおを燃やしている事に気付き、セルティは拳こぶしを強く握り締める。

　──くそ……なんだこの『狙ったけど外しました』って感じの女は！　わざとこういう喋しやべりしてるんだったら殴なぐる！　ていうか遊ゆ馬ま崎さきだって認めないぞこの変なのは！

　──こんな……こんなコメディドラマみたいな日常はいらない！

　現実と虚きよ構こうの区別が完全についていない事を心しん中ちゆうで叫びながら、セルティは改めてエミリアの姿を見て──そこで初めて、彼女の違い和わ感かんに気が付いた。

　──白はく衣いだ。

　セルティの疑問に追つい従じゆうするように、新羅が淡たん々たんと自分と同じ服装について尋たずねかけた。

「あれ？　君も白衣だね。しかも父とうさんのと同じ……」

「ハイ！　小しよう生せい、森厳とイコールの職場でございますです！　森厳、私と婚こん姻いんする刹せつ那な、言いましたです。本社、セルティさんの研究しますです。だから、ちょくちょく、斬きるです」

　──待て、色々と待ってくれ。

「ええと、そういうのって、普通隠かくしててこっそりと裏でセルティを狙うとかじゃ……」

「森厳、セルティ様さま容易に腑ふ分わけさせて下さいます言いました。本社の為ために頑がん張ばってデュラハンの身体からだの神しん秘ぴ、追究する命令されました！　だからその、今こん度ど研究所まで来てくださりませ」

　人権？　を完全に無視した事を言いながらニコヤカに笑う白人の女性を前に──セルティは全ての影を引っ込め、その場にガクリと膝ひざをつく。

　──こんな……こんなデンジャラスな日常もいらない……。

　セルティは、今度森厳にあったら確実に消すと決意しながら──

　昨日きのうまでの殺さつ伐ばつとした毎日を、少しだけ懐なつかしく感じ始めていた。







チャットルーム




──甘かん楽らさんが入室されました。

《ハイハーイ！　みんなのアイドル、甘楽さんですよーっと》

｛こんばんは｝

［ばんわー］

《あれ!?　みんな突っ込みなしですか!?》

［突っ込む気力もありません］

［……今日はちょっと、そういう作った喋しやべり方に本気で殺意を覚えているのでやめて下さい］

《酷ひどいなぁ》

『あ、俺、初めてっすけど、』

『突っ込みまくっていいんですか。この人に』

［時間の無む駄だですよ］

『人間の生きる時間なんて九割が無駄だから問題なしというわけで、』

『俺の無駄でこのチャットルームを満たしたいぐらいです』

『というわけで、』

『ガンガン突っ込んでいきたいです』

［また変な人が！］

《このチャットって、私以い外がい変なテンションの人ばっかりですよねー》

『突っ込みませんよ』

《あれ!?　話が違う!?》




──太た郎ろうさんが入室されました。




【こんばんわ】

［ばんわー］

｛こんばんは｝

【あれ、新しい人がいらっしゃいますね】

『ども、』

『初めまして。バキュラです』

【はじめましてー】

『甘楽さんに誘われてきましたー』

｛そうなんですか｝

［へえ、私はネットで知り合ったんですけど、バキュラさんもですか？］

『いえ、リアル知り合いっす』

《仕事仲間みたいなものです！　表おもて向むきはですけど……きゃッ！》

『甘かん楽らさんて何い時つ死ぬんですか？』

《予想外に厳きびしい突っ込み!?》

｛しねは　ひどいと　おもいます｝

『すいません、』

『甘楽さんが苛いら立だたしくてつい』

［ツンデレですらないですねえ］





内ない緒しよモード【あの、バキュラさん】

内緒モード【もし違ってたら、すいません。確認したいだけなんですけど】

内緒モード【……正まさ臣おみ？】

内緒モード【すいません、その……『、』で一回文章を切る癖くせが、知り合いと似ていたので】

内緒モード【……あの、違ったら違うと言って頂ければ助かります】

内緒モード【内緒モードじゃなくてもいいんで……】

内緒モード【……正臣、なの？】

内緒モード【何か……何か答えてくれると嬉うれしいです】






《というか、現実で会ってるんですから、バキュラさんは私の魅み力りよくをみんなに教えて上げてくださいよ！》

『そうですねえ、』

『例えば、』

『甘楽さんを点数で表すと──』

『√ルート３点』

［ルートて］

《え？　それは私が割り切れない程ほどに美しいって事ですか？》

『小学生にはまだ難しいから見せない方がいいって事です』

《え!?　褒ほめられてるのか貶けなされてるのか解わからない!?》

『あ、すいません、あっし、今日はもうこれであがりますわー』

［はいー］

《お疲れ様でしたーッ！》

｛おつかれさまでした｝

【あの、バキュラさん！】

【また、来てくださいね！　歓迎しますから！】

『また来ますー。それでは！』

［おやすー］

《お休みなさいー》




──バキュラさんが退室されました。





♂♀






　誰かが言った。

　ネットは顔が見えない、現実に会って話す事に遠く及ばない交流だと。

　確かにそうかもしれないし、違うかもしれない。

　だが、帝人みかどは……今はその説を力強く否定した。

　ネットの向こう側に──確かに、懐なつかしい親友の姿を見たのだから。




　帝人は静かに目を閉じ、様々な言葉を考える。

　再び正まさ臣おみに会ったとき、杏あん里りも交えて、一いつ体たい何から話そうかと。

　ダラーズのこと、杏里のこと、黄こう巾きん賊ぞくの事。

　話していない事は山ほどある。話したい事も山ほどある。

　実際に再会した時は、頭が真っ白になって何を話したらいいのか解わからなくなってしまうかもしれない。杏里も一緒ならば尚なお更さらだ。

　帝人は、自分が話すべき事をパソコンの画面上にメモしながら、思う。




　帰るべき場所が、失った日常は──

　確かに、ネットの中にも存在していたのだと。




　願わくば、画面の向こうの『誰か』も、同じ事を考えていて欲しいと望みながら──
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成なり田た良りょう悟ご

著者近影のネタが無くなってきた所で、「じゃあ普通に京都に行ったときの写真でも使うかぁ」と思って伏見稲荷の写真を提出するものの、今度はこの欄に何を書けばいいのか解らなくなって、デビューして三年も経つというのに〆切をオーバーする、そんな埼玉県民。
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イラスト／ヤスダスズヒト

三重県出身の東京在住。チャイナ服とつり目とワンピースに偏った情熱を燃やす関西ノリぶっちゃけ系イラストレーター。作家の想像を裏切るようなイラストを描くことに命を注ぐ！
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